




一般国道 253 号上越三和道路は、上越市寺と上越市三和区本郷を結ぶ地域高規格道

路（自動車専用道路）で、上越市から南魚沼市に至る一般国道 253 号上越魚沼地域振

興快速道路の一部です。この上越魚沼地域振興快速道路は、上越地方生活圏と魚沼地

方生活圏を相互に連絡して広域ネットワークを形成し、広域的な地域の連携強化・活

性化、道路交通の安全性・信頼性の確保、救急救命の支援などを目的としています。

本書は、この上越三和道路建設事業に先立ち、2014 年度に実施した堂古遺跡、2015

年度に実施した堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡の発掘調査報告書です。

堂古遺跡は 13 世紀から 15 世紀を中心とする中世の集落で、掘立柱建物や井戸、溝

などの遺構が確認できました。井戸のなかからは珠洲焼や漆器などが出土しています。

下割遺跡は、堂古遺跡の西側に隣接する中世から近世の遺跡です。井戸や溝のほか、

19 世紀前半の火災後の不要品を片付けた跡も見つかりました。二反割遺跡は 12 世紀

中心の中世集落で、建物同士が柱筋をそろえるなど、計画性の高い集落づくりの様子

がうかがえます。

発掘調査で得られた資料や本報告書が、埋蔵文化財の理解や認識を深める契機とな

り、地域の歴史資料として広く活用されることを期待しています。

最後に、この発掘調査に多大な御協力と御理解をいただいた上越市教育委員会並び

に地元の方々、また発掘調査から本書の作成まで、格別の御配慮をいただいた国土交

通省北陸地方整備局高田河川国道事務所に対して、厚くお礼申し上げます。

　　2017 年 3 月

新潟県教育委員会

教 育 長　池　田　幸　博

序



 1 本書は、新潟県上越市米岡字堂古 535 番地ほかに所在する堂古遺跡、新潟県上越市米岡字ころころ原 624 番地

10 ほかに所在する下割遺跡、新潟県上越市三和区岡木字二反割 1013 番地ほかに所在する二反割遺跡の発掘調査

記録で、下割遺跡・二反割遺跡は 2015 年度調査分を収録している。

 2 発掘調査は一般国道 253 号上越三和道路の建設に伴い、国土交通省（以下、国交省）から新潟県教育委員会（以下、

県教委）が受託したものである。

 3 発掘調査は県教委の依頼を受けた公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（以下、埋文事業団）が実施した。

 4 埋文事業団は発掘作業・整理作業・関連諸工事等の一部業務を、2014 年度は株式会社古田組に、2015 年度は

小柳建設株式会社に委託して発掘調査を実施した。

 5 整理作業及び報告書作成に係る作業は、2014 〜 2016 年度に埋文事業団が県教委から受託して行った。

 6 出土遺物及び調査・整理作業に係る各種資料は、一括して県教委が新潟県埋蔵文化財センターにおいて保管して

いる。遺物の注記は、略記号を 2014 年度堂古遺跡は「14 ドウコ」、2015 年度堂古遺跡は「15 ドウコ」、2015

年度下割遺跡は調査回数（7 回目）を合わせ「下ワリⅦ」、2015 年度二反割遺跡は「15 二タン」とし、出土地点や

層位等を併記した。

 7 本書の図中で示す方位は、すべて真北である。

 8 本書に掲載した遺物番号は、堂古遺跡、下割遺跡、二反割遺跡ともそれぞれ、種別に係わりなく通し番号とし、

本文及び挿図・遺物観察表・図面図版・写真図版の番号はすべて一致している。

 9 引用・参考文献は、著者及び発行年（西暦）を本文中に［　］で示し、巻末に一括して掲載した。自然科学分析

については、節末に掲載した。

 10 調査成果の一部は、現地説明会（2014 年 9 月 6 日、2015 年 9 月 26 日）、広報誌「埋文にいがた」の No.88・93・

94、平成 26・27 年度の『新潟県埋蔵文化財調査事業団年報』、第 20・21 回遺跡発掘調査報告会（2015 年 9 月 6 日、

2016 年 10 月 23 日）などで公表しているが、本書の記述をもって正式な報告とする。

 11 自然科学分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託し、分析結果は千葉博俊・高橋　敦・金井慎司・芝口　怜が

執筆した。

 12 遺構図のトレース及び各種図版作成・編集に関しては、有限会社不二出版に委託してデジタルトレースと DTP

ソフトによる編集を実施し、完成データを印刷業者へ入稿して印刷した。

 13 本書の執筆は、飯坂盛泰・山崎忠良（以上、埋文事業団）、城前喜英・渡邊大士（以上、株式会社古田組）、桶谷　潤・

福永　徹・坂之井真弓（以上、小柳建設株式会社）が当たり、編集は飯坂・山崎が担当した。執筆分担は以下のとお

りである。なお第Ⅱ章は『新潟県埋蔵文化財調査報告書第 171 集  狐宮遺跡』第Ⅱ章［飯坂・河崎・桐原 2007］、

『新潟県埋蔵文化財調査報告書第 201 集  延命寺遺跡』第Ⅱ章［畠野 2008］、『新潟県埋蔵文化財調査報告書第

230 集  下割遺跡Ⅴ』第Ⅱ章［山下 2012］を一部改変して引用する。

  　第Ⅰ章 1・2A2）・2B2）・3・4、第Ⅲ章 3A10）、第Ⅳ章 1 〜 4、第Ⅴ章…山崎、

  　第Ⅰ章 2A1）・2B1）、第Ⅲ章 1…飯坂、第Ⅰ章 2B3）・4）、第Ⅲ章 2B・4A…桶谷、第Ⅱ章…城前・渡邊・桶谷、

  　第Ⅲ章 2A…飯坂・山崎、第Ⅲ章 3A1）〜 6）・9）…城前・渡邊・山崎、第Ⅲ章 3A7）・8）…城前・渡邊、

  　第Ⅲ章 3B1）・2）・4B1）a・4B2）・3）…福永、第Ⅲ章 4B1）b・c…坂之井、

  　第Ⅲ章 3B3）〜 5）…城前・渡邊・福永、

  　第Ⅲ章 5、第Ⅳ章 5…千葉・高橋・金井（第Ⅲ章 5 のみ）・芝口（パリノ・サーヴェイ株式会社）

 14 発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々及び機関から多くの御教示・御協力をいただいた。ここに記し

て厚くお礼申し上げる（五十音順　敬称略）。

  　相羽重徳　　国土交通省北陸地方整備局高田河川国道事務所　　上越市岡木町内会　　上越市ガス水道局

  　上越市教育委員会　　上越市米岡町内会　　継　実　　吉川俊久

例　　　言



第Ⅰ章　序　　　説  ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  1

1　調査に至る経緯  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  1

2　調査の経過  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  2

A　試掘・確認調査  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  2
1）堂古遺跡及び 2015 年度下割遺跡本調査分 ･･･  2 2）2015 年度二反割遺跡本調査分  ･････････････････  2

B　本　調　査  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  2
1）2014 年度堂古遺跡  ･････････････････････････  2 2）2015 年度堂古遺跡  ･･･････････････････････････････  5

3）下 割 遺 跡  ･･･････････････････････････････････  6 4）二反割遺跡  ･････････････････････････････････････････  6

3　整 理 作 業  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  7

4　調査・整理体制  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  7

A　試掘・確認調査  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  7

B　本調査・整理作業  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  8

第Ⅱ章　遺跡の位置と環境  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  9

1　遺跡周辺の地理的環境  ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  9

2　遺跡の分布と歴史的環境  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  11

第Ⅲ章　堂古遺跡・下割遺跡  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････  14

1　グリッドの設定  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  14

2　基 本 層 序  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  15

A　堂 古 遺 跡  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  15

B　下 割 遺 跡  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  15

3　堂 古 遺 跡  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  17

A　遺　　　構  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  17
1）記述の方法と形状の分類  ･･････････････････ 17 2）遺構の概要と時期  ･･･････････････････････････････  18

3）掘立柱建物  ･･････････････････････････････････ 19 4）竪穴状遺構  ･･･････････････････････････････････････  23

5）井　　　戸  ･･････････････････････････････････ 24 6）溝  ･････････････････････････････････････････････････  30

7）畑　作　溝  ･･････････････････････････････････ 34 8）焼 土 土 坑  ･･･････････････････････････････････････  34

9）土坑・ピット  ･･･････････････････････････････ 34 10）性格不明遺構  ･･････････････････････････････････  37

B　遺　　　物  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  37
1）土器・陶磁器  ･･･････････････････････････････ 37 2）土　製　品  ･･･････････････････････････････････････  45

3）石　製　品  ･･････････････････････････････････ 46 4）木　製　品  ･･･････････････････････････････････････  47

5）金 属 製 品  ･･････････････････････････････････ 48

4　下 割 遺 跡  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  49

A　遺　　　構  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  49
1）概　　　要  ･･････････････････････････････････ 49 2）掘立柱建物  ･･･････････････････････････････････････  49

3）井　　　戸  ･･････････････････････････････････ 50 4）溝  ･････････････････････････････････････････････････  52

5）土　　　坑  ･･････････････････････････････････ 53

目　　　次



B　遺　　　物  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  55
1）土器・陶磁器  ･･･････････････････････････････ 55 2）石　製　品  ･･･････････････････････････････････････  59

3）木　製　品  ･･････････････････････････････････ 60

5　自然科学分析  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  60

A　は じ め に  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  60

B　樹 種 同 定  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  60
1）試　　　料  ･･････････････････････････････････ 60 2）分 析 方 法  ･･･････････････････････････････････････  60

3）結　　　果  ･･････････････････････････････････ 60 4）考　　　察  ･･･････････････････････････････････････  61

C　骨　同　定  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  64
1）試　　　料  ･･････････････････････････････････ 64 2）分 析 方 法  ･･･････････････････････････････････････  64

3）結　　　果  ･･････････････････････････････････ 64 4）考　　　察  ･･･････････････････････････････････････  65

D　土壌理化学分析  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  65
1）試　　　料  ･･････････････････････････････････ 65 2）分 析 方 法  ･･･････････････････････････････････････  65

3）結　　　果  ･･････････････････････････････････ 66 4）考　　　察  ･･･････････････････････････････････････  67

≪引用文献≫  ････････････････････････････････････ 68

第Ⅳ章　二反割遺跡  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  69

1　グリッドの設定  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  69

2　基 本 層 序  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  69

3　遺　　　構  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  70

A　概　　　要  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  70

B　古代の遺構  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  71

C　中世の遺構  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  72
1）掘立柱建物  ･･････････････････････････････････ 72 2）井　　　戸  ･･･････････････････････････････････････  76

3）溝  ･････････････････････････････････････････････ 77 4）土坑・ピット  ････････････････････････････････････  78

4　遺　　　物  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  79

A　土器・陶磁器  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  79

B　土　製　品  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  79

C　石　製　品  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  79

D　木　製　品  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  80

E　金 属 製 品  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  80

5　自然科学分析  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  80

A　は じ め に  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  80

B　放射性炭素年代測定・樹種同定  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  80
1）試　　　料  ･･････････････････････････････････ 80 2）分 析 方 法  ･･･････････････････････････････････････  80

3）結　　　果  ･･････････････････････････････････ 81 4）考　　　察  ･･･････････････････････････････････････  82

C　土壌理化学分析  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  83
1）試　　　料  ･･････････････････････････････････ 83 2）分 析 方 法  ･･･････････････････････････････････････  83

3）結　　　果  ･･････････････････････････････････ 84 4）考　　　察  ･･･････････････････････････････････････  85

≪引用文献≫  ････････････････････････････････････ 86

第Ⅴ章　ま　と　め  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  87

1　二反割遺跡について  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  87

A　中世集落の変遷  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  87

B　掘立柱建物について  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  88

C　中世集落の造営について  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  91



挿 図 目 次

第 1 図 上越三和道路の路線と調査遺跡の位置 ･･････ 1

第 2 図 堂古遺跡・下割遺跡の試掘・確認調査

 トレンチ位置図  ････････････････････････････････ 3

第 3 図 堂古遺跡・下割遺跡本調査必要範囲と

 2014・2015 年度堂古遺跡・下割遺跡

 本調査範囲  ･･････････････････････････････････････ 3

第 4 図 二反割遺跡の試掘・確認調査対象範囲と

 本調査範囲  ･･････････････････････････････････････ 4

第 5 図 周辺の地形  ････････････････････････････････････  10

第 6 図 周辺の主な遺跡  ･･････････････････････････････  13

第 7 図 堂古遺跡・下割遺跡のグリッド設定図  ････  14

第 8 図 堂古遺跡・下割遺跡の基本層序  ････････････  16

第 9 図 遺構平面形態・断面形態の分類と堆積状況  ･･･  17

第 10 図 堂古遺跡・下割遺跡の土器・陶磁器の

 分布（1）  ･･････････････････････････････････････  39

第 11 図 堂古遺跡・下割遺跡の土器・陶磁器の

 分布（2）  ･･････････････････････････････････････  40

第 12 図 堂古遺跡・下割遺跡の木材  ･････････････････  62

第 13 図 堂古遺跡 ST684 出土骨  ･････････････････････  64

第 14 図 堂古遺跡 15SD29・基本層序の

 土壌理化学分析結果  ･････････････････････････  66

第 15 図 二反割遺跡のグリッド設定図・基本層序図

 ･･････････････････････････････････････････････････  70

第 16 図 二反割遺跡暦年較正結果  ････････････････････  82

第 17 図 二反割遺跡の木材  ････････････････････････････  82

第 18 図 二反割遺跡 15SX435・基本層序の

  土壌理化学分析結果  ････････････････････････  84

第 19 図 二反割遺跡リン酸含量と腐植含量の相関図

    ････････････････････････････････････････････････  85

第 20 図 二反割遺跡の中世集落 a 方位段階  ･････････  89

第 21 図 二反割遺跡の中世集落 b・c 方位段階  ･････  90

第 22 図 二反割遺跡・堂古遺跡・下割遺跡の

  建物面積  ･･････････････････････････････････････  91

第 23 図 堂古遺跡の埋葬関連土坑の法量分布  ･･････  94

第 24 図 堂古遺跡・下割遺跡の遺構変遷（1）  ･･  95・96

第 25 図 堂古遺跡・下割遺跡の遺構変遷（2）  ･･  97・98

表　目　次

第 1 表 周辺の主な遺跡  ･･････････････････････････････  12

第 2 表 下割遺跡基本層序対応表  ････････････････････  15

第 3 表 堂古遺跡の遺構数  ････････････････････････････  18

第 4 表 堂古遺跡土器・陶磁器の重量組成比  ･･････  38

第 5 表 古代の暦年代  ･････････････････････････････････  38

第 6 表 珠洲焼の暦年代  ･･････････････････････････････  38

第 7 表 下割遺跡の遺構数  ････････････････････････････  49

第 8 表 2015 年度下割遺跡土器・陶磁器の

 重量組成比  ････････････････････････････････････  55

第 9 表 下割遺跡 15SK170・199・252 出土

 陶磁器ほかの重量組成比  ････････････････････  57

第 10 表 堂古遺跡・下割遺跡樹種同定結果  ･････････  61

第 11 表 堂古遺跡 ST684 出土骨同定結果  ･･････････  64

第 12 表 堂古遺跡土壌理化学分析結果  ･･････････････  66

第 13 表 二反割遺跡基本層序対応表  ･････････････････  69

第 14 表 二反割遺跡放射性炭素年代測定及び

 暦年較正結果  ･････････････････････････････････  82

第 15 表 二反割遺跡土壌理化学分析結果  ････････････  84

第 16 表 二反割遺跡の建物長軸方向  ･････････････････  87

第 17 表 2011 年度二反割遺跡の建物長軸方向と 

 時期 ････････････････････････････････････････････  88

第 18 表 堂古遺跡の建物長軸方向  ････････････････････  93

第 19 表 堂古遺跡の遺構変遷  ･････････････････････････  93

第 20 表 堂古遺跡の埋葬関連土坑  ････････････････････  94

第 21 表 二反割遺跡・堂古遺跡の中世集落の

 特徴  ･･････････････････････････････････････････  100

2　堂古遺跡・下割遺跡について  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････  92

A　堂古遺跡の中世集落の変遷  ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  92

B　下割遺跡の集落について  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  99

3　総　　　括  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  99

A　中世集落の特徴  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  99

B　遺跡の動向  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  100

≪引用・参考文献≫  ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  101

≪観　察　表≫  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  103



【図面図版】

図版 1 堂古遺跡・下割遺跡 全体図

図版 2 堂古遺跡 全体図

図版 3 堂古遺跡 遺構分割図（1）遺構個別図（1）

図版 4 堂古遺跡 遺構分割図（2）遺構個別図（2）

図版 5 堂古遺跡 遺構分割図（3）遺構個別図（3）

図版 6 堂古遺跡 遺構分割図（4）遺構個別図（4）

図版 7 堂古遺跡 遺構分割図（5）

図版 8 堂古遺跡 遺構分割図（6）

図版 9 堂古遺跡 遺構個別図（5）

図版 10 堂古遺跡 遺構分割図（7）

図版 11 堂古遺跡 遺構個別図（6）

図版 12 堂古遺跡 遺構個別図（7）

図版 13 堂古遺跡 遺構個別図（8）

図版 14 堂古遺跡 遺構個別図（9）

図版 15 堂古遺跡 遺構個別図（10）

図版 16 堂古遺跡 遺構個別図（11）

図版 17 堂古遺跡 遺構個別図（12）

図版 18 堂古遺跡 遺構個別図（13）

図版 19 堂古遺跡 遺構個別図（14）

図版 20 堂古遺跡 遺構個別図（15）

図版 21 堂古遺跡 遺構個別図（16）

図版 22 堂古遺跡 遺構個別図（17）

図版 23 堂古遺跡 遺構個別図（18）

図版 24 堂古遺跡 遺構個別図（19）

図版 25 堂古遺跡 遺構個別図（20）

図版 26 堂古遺跡 遺構個別図（21）

図版 27 堂古遺跡 土器・陶磁器（1）

図版 28 堂古遺跡 土器・陶磁器（2）

図版 29 堂古遺跡 土器・陶磁器（3）

図版 30 堂古遺跡 土器・陶磁器（4）土製品

図版 31 堂古遺跡 石製品 木製品（1）

図版 32 堂古遺跡 木製品（2）金属製品

図版 33 下割遺跡 全体図

図版 34 下割遺跡 遺構分割図（1）

図版 35 下割遺跡 遺構個別図（1）

図版 36 下割遺跡 遺構分割図（2）

図版 37 下割遺跡 遺構個別図（2）

図版 38 下割遺跡 遺構個別図（3）

図版 39 下割遺跡 遺構個別図（4）

図版 40 下割遺跡 遺構個別図（5）

図版 41 下割遺跡 土器・陶磁器（1）

図版 42 下割遺跡 土器・陶磁器（2）

図版 43 下割遺跡 土器・陶磁器（3）石製品（1）

図版 44 下割遺跡 石製品（2）木製品

図版 45 二反割遺跡 全体図

図版 46 二反割遺跡 遺構分割図（1）遺構個別図（1）

図版 47 二反割遺跡 遺構分割図（2）遺構個別図（2）

図版 48 二反割遺跡 遺構分割図（3）遺構個別図（3）

図版 49 二反割遺跡 遺構個別図（4）

図版 50 二反割遺跡 遺構個別図（5）

図版 51 二反割遺跡 遺構個別図（6）

図版 52 二反割遺跡 遺構個別図（7）

図版 53 二反割遺跡 遺構個別図（8）

図版 54 二反割遺跡 遺構個別図（9）

図版 55 二反割遺跡 遺構個別図（10）

図版 56 二反割遺跡 遺構個別図（11）

図版 57 二反割遺跡 遺物

【写真図版】

図版 58 遺跡の位置

図版 59 堂古遺跡・下割遺跡 全景

図版 60 堂古遺跡・下割遺跡 遠景

図版 61 堂古遺跡 全景

図版 62 堂古遺跡 掘立柱建物 8・9G・H 周辺

図版 63 堂古遺跡 SD510 10 〜 12G 〜 J 周辺 

 Ⅵ層出土状況

図版 64 堂古遺跡 基本層序  遺物出土状況

図版 65 堂古遺跡 遺構個別写真（1）

図版 66 堂古遺跡 遺構個別写真（2）

図版 67 堂古遺跡 遺構個別写真（3）

図版 68 堂古遺跡 遺構個別写真（4）

図版 69 堂古遺跡 遺構個別写真（5）

図版 70 堂古遺跡 遺構個別写真（6）

図版 71 堂古遺跡 遺構個別写真（7）

図版 72 堂古遺跡 遺構個別写真（8）

図版 73 堂古遺跡 遺構個別写真（9）

図版 74 堂古遺跡 遺構個別写真（10）

図版 75 堂古遺跡 遺構個別写真（11）

図版 76 堂古遺跡 遺構個別写真（12）

図版 77 堂古遺跡 遺構個別写真（13）

図版 78 堂古遺跡 遺構個別写真（14）

図版 79 堂古遺跡 遺構個別写真（15）

図版 80 堂古遺跡 遺構個別写真（16）

図版 81 堂古遺跡 遺構個別写真（17）

図版 82 堂古遺跡 遺構個別写真（18）

図版 83 堂古遺跡 遺構個別写真（19）

図版 84 堂古遺跡 遺構個別写真（20）

図版 85 堂古遺跡 遺構個別写真（21）

図 版 目 次



図版 86 堂古遺跡 遺構個別写真（22）

図版 87 堂古遺跡 遺構個別写真（23）

図版 88 堂古遺跡 遺構個別写真（24）

図版 89 堂古遺跡 遺構個別写真（25）

図版 90 堂古遺跡 遺構個別写真（26）

図版 91 堂古遺跡 遺構個別写真（27）

図版 92 堂古遺跡 遺構個別写真（28）Ⅵ層の調査

図版 93 堂古遺跡 土器・陶磁器（1）

図版 94 堂古遺跡 土器・陶磁器（2）

図版 95 堂古遺跡 土器・陶磁器（3）

図版 96 堂古遺跡 土器・陶磁器（4）土製品  石製品

（1）

図版 97 堂古遺跡 石製品（2）木製品（1）

図版 98 堂古遺跡 木製品（2）金属製品

図版 99 下割遺跡 全景  基本層序  掘立柱建物

図版 100 下割遺跡 遺構個別写真（1）

図版 101 下割遺跡 遺構個別写真（2）

図版 102 下割遺跡 遺構個別写真（3）

図版 103 下割遺跡 遺構個別写真（4）

図版 104 下割遺跡 遺構個別写真（5）

図版 105 下割遺跡 遺構個別写真（6）

図版 106 下割遺跡 遺構個別写真（7）

図版 107 下割遺跡 土器・陶磁器（1）

図版 108 下割遺跡 土器・陶磁器（2）

図版 109 下割遺跡 土器・陶磁器（3）

図版 110 下割遺跡 石製品 木製品 壁材 戸車

図版 111 二反割遺跡 近景  全景

図版 112 二反割遺跡 10 〜 13I 〜 L 周辺

 15SX435  15SD1A  基本層序

図版 113 二反割遺跡 遺構個別写真（1）

図版 114 二反割遺跡 遺構個別写真（2）

図版 115 二反割遺跡 遺構個別写真（3）

図版 116 二反割遺跡 遺構個別写真（4）

図版 117 二反割遺跡 遺構個別写真（5）

図版 118 二反割遺跡 遺構個別写真（6）

図版 119 二反割遺跡 遺構個別写真（7）

図版 120 二反割遺跡 遺構個別写真（8）

図版 121 二反割遺跡 遺構個別写真（9）

図版 122 二反割遺跡 遺構個別写真（10）

図版 123 二反割遺跡 遺構個別写真（11）

図版 124 二反割遺跡 遺構個別写真（12）ほか

図版 125 二反割遺跡 遺物



1

第Ⅰ章　序　　　説

1　調査に至る経緯

上越魚沼地域振興快速道路は広域的な地域の連携強化・活性化、道路交通の安全性・信頼性の確保など

を目的とし、上越地方生活圏と魚沼地方生活圏を相互に連絡し広域ネットワークを形成する地域高規格道

路である。上越三和道路は、上越魚沼地域振興快速道路のうち上越市寺から同市三和区本郷間の 7.0km

の区間を指す。1998（平成 10）年度に整備区間に指定、2000（平成 12）年度、都市計画道路に決定され、

2001（平成 13）年度、用地買収の開始、2002（平成 14）年度から工事を行っている。

国土交通省（以下、国交省）は新潟県教育委員会（以下、県教委）に上越市寺から三和村本郷（現、上越市

三和区本郷）間の分布調査を依頼し、県教委の依頼を受けた財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（現、公

益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団。以下、埋文事業団）が 2001 年 4 月に実施した。その結果、対象地域

の広範囲で古代・中世の遺物が採取でき、遺跡の存在する可能性が高いことから、道路法線のほぼ全域に

ついて試掘調査が必要であると県教委に報告した。

堂古遺跡及び 2015（平成 27）年度下割遺跡本発掘調査（以下、本調査）範囲に係る試掘調査は、埋文事

業団が 2008（平成 20）年 8・11 月に 22,700m2 を対象に実施した。その結果、中世以前の遺構・遺物が

検出されたため、対象範囲西側を下割遺跡の拡大とし、東側を堂古遺跡として新規登録した。本調査必要

面積は下割遺跡 7,967m2、堂古遺跡 11,006m2 である。2015 年度二反割遺跡本調査範囲に係る確認調

屋敷割付遺跡

越前遺跡
狐宮遺跡

三角田遺跡

延命寺遺跡

下割遺跡
堂古遺跡

弥五郎遺跡
舘遺跡

古屋敷割遺跡

国
道
18
号

二反割遺跡

清水田遺跡

国道253号上越三和道路

0 2.5km（1：50,000）

（国土地理院「高田東部」1：50,000 原図 2007 年発行）

第 1図　上越三和道路の路線と調査遺跡の位置
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2　調 査 の 経 過

査は、埋文事業団が 2012（平成 24）年 7 月に 12,600m2 を対象に実施した。中世以前の遺構・遺物が検

出されたため、隣接する二反割遺跡の拡大と判断した。本調査必要面積は 5,230m2 である。

2014（平成 26）年度堂古遺跡の本調査は、平成 26 年 3 月 19 日付けで国交省から県教委に依頼があり、

県教委は「平成 26 年 3 月 31 日付け教文第 1580 号の 2」で埋文事業団に調査の実施を依頼した。2015

年度堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡の本調査は、「平成 27 年 3 月 5 日付け国北整高二調第 54 号」で

国交省から県教委に依頼があり、県教委は「平成 27 年 3 月 12 日付け教文第 1477 号の 2」で埋文事業

団に調査の実施を依頼した。なお、2014・2015 年度本調査範囲は道路法線の暫定供用部分のみである。

2　調 査 の 経 過

A　試掘・確認調査（第 2 〜 4 図）

調査は対象範囲内にトレンチ（略号 T）を設定し、重機（バックホー）及び人力による掘削・精査を行い、

遺構・遺物の有無を確認した。その後、トレンチの位置や土層の堆積状況などを図面・写真などに記録す

る方法を採用した。

1）堂古遺跡及び 2015 年度 下割遺跡本調査分

堂古遺跡及び 2015（平成 27）年度下割遺跡本調査範囲に係る試掘調査は、2008（平成 20）年 8 月 27

日から 29 日、11 月 17 日から 21 日にかけて 22,700m2 を対象とし（STANo219 付近〜 236 付近）、トレ

ンチ 30 か所、合計 780m2 を調査した（第 2 図 20-1 〜 30T）。その結果 18 か所のトレンチで中世以前の

遺構（溝・井戸・土坑・柱穴）を確認し、17 か所のトレンチで中世以前の遺物（土師器・珠洲焼）が出土した。

そのため、20-1 〜 15T 間は下割遺跡の範囲拡大とし、そのうちの 7,967m2 について本調査が必要とした。

また 20-16 〜 27T 間は堂古遺跡として新規登録し、11,006m2 について本調査が必要とした。

2）2015 年度 二反割遺跡本調査分

2015 年度二反割遺跡本調査範囲に係る確認調査は、2012（平成 24）年 7 月 9 日から 12 日にかけて

12,600m2 を対象とし（STANo250 付近〜 261 付近）、トレンチ 14 か所、合計 300m2 を調査した（第 4 図

24-1 〜 14T）。その結果、4 か所のトレンチで中世以前の遺構（溝・ピット）を確認し、9 か所のトレンチ

で土師器などが出土した。土師器は摩耗したものが多く、時期決定に迷うものも見られた。2011 年度の

本調査成果も加味して、24-1 〜 7T 間を二反割遺跡の範囲拡大と判断し、5,230m2 について本調査が必

要とした。

B　本 調 査

1）2014 年度 堂古遺跡

2014（平成 26）年度は 4 月 7 日から 10 月 3 日まで実施した。当初 6,800m2 を調査対象に、調査を完

了する予定であったが、深さ 2m の井戸の完掘、堀（SD510）の掘削などに時間を要し、また狐
きつのみや

宮遺跡の

調査を優先したため 3,870m2 で調査を終了し、残り 2,930m2 は次年度以降に行うこととした。

4 月 7 日から準備を開始し、調査範囲の雑木類の伐採・片づけを行った。17 日から重機による表土層

等掘削を始めた。近・現代の畑作などにより遺物包含層が削平されていたことから、遺構検出面（Ⅲ層）
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2　調 査 の 経 過

まで掘削を行った。調査範囲の東側は、南北方向に掘られた水路の掘削土が旧表土（Ⅱ層）に厚く堆積し、

また西側は下割遺跡との境にある農業用水路周辺が旧水路ですでに掘削され、現水路の擁壁の埋め戻しに

ゴミが使われていた。24 日に表土層等掘削が終了し、25 日にグリッド杭を打設した。5 月の連休明け、

7 日から作業員約 30 名を動員し、本格的に遺構検出を始めた。5 月 9 日、飯田川近くの水路より東側、3・

4 列部分は試掘調査で遺構・遺物が希薄であったが、周辺に遺構が分布するため、試掘トレンチと重複し

ない範囲を部分的に調査した。その結果、ピットを検出したことから全面調査に切り替えた。

掘削は溝掘り用ショベル、竹べらなどを用い、遺構検出はジョレン、両刃カマなどで行った。遺物の取

り上げは 2m ごとの小グリッドを基本とし、遺構出土の遺物はこれに遺構名を付した。遺構は掘立柱建

物の柱穴、井戸、土坑、溝などを検出した。遺構図面のうち、断面図の作成は作業員が行い、平面図は完

掘した範囲から測量業者が電子平板で作成した。

7 月から調査範囲西側で検出した堀（SD510）の掘削を始めた。8 月に入っても、井戸や堀など、大型

の遺構に加え、8・9G・H 周辺の重複のある建物柱穴などの調査もあり、堀周辺及び調査範囲西側に調

査が進展しなかった。9 月中旬からは狐宮遺跡を調査する予定となっていたことから、調査途中ではある

が堂古遺跡の調査を終了することにした。9 月 6 日、現地説明会を開き 57 名の参加があった。9 月 19

日にラジコンヘリコプターを使用し調査範囲の航空写真撮影を行い、その後、10 月 3 日まで 9 列周辺か

ら東側にある井戸で、深くて完掘できていなかったものを重機で半截した。10 月 20 日から 28 日まで調
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第 4 図　二反割遺跡の試掘・確認調査対象範囲と本調査範囲
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査範囲の埋め戻しを行った。遺構や遺構面を傷めないように土嚢やブルーシートで養生し、調査が完了で

きなかった範囲も一旦埋め戻した。

2）2015 年度 堂古遺跡

2015（平成 27）年度は 2,930m2 を対象に 4 月 21 日から 8 月 27 日まで実施した。4 月上旬から準備

に着手し、4 月 21 日からは重機による遺構検出面（Ⅲ層）を覆う埋め戻し土の除去、人力によるブルーシー

トの撤去を開始した。SD510 内の埋め戻し土も重機で掘削し、4 月 22 日から 27 日に人力で SD510 の

壁面を検出した。

5 月 7 日、作業員を投入しベルコンを設置した。8 日から SD510 の北東側と南西側に分かれ、北東側

は 2014 年度調査の遺構内埋め戻し土の除去、検出済み遺構の掘削、南西側ではピットなどの遺構掘削を

開始した。調査方法や遺構図化の方法は 2014 年度調査と同様である。21 日、南西側で 15SK96 を調査

したところ、底面付近から古墳時代の土師器が出土した（図版 63）。遺構内に土師器が混入したものと考え、

遺構掘形を確認したところ、土師器を包含する黒褐色粘質土（Ⅵ層）が面的に広がることが判明した。そ

こで、27 日にⅥ層の堆積範囲を確定するための調査を行い、SD510 南西側（第 8 図⑦〜 A を結ぶラインの

南西側）に堆積することが判明した。このⅥ層は下割遺跡にも分布し、2010・2011・2015 年度調査で

も遺構壁面などで確認できたが（図版 40 15SK169）、遺構・遺物が検出できないため調査していない。未

調査範囲を挟むが、Ⅵ層は 2003 年度下割遺跡調査時のⅨ 1 層に相当する可能性がある。

5 月 28 日、Ⅵ層堆積範囲を確認する際Ⅵ層上面で溝（15SD29）の一部を検出したため、その延長を検

出する調査を 6 月 3 日まで行った。15SD29 は北東−南西方向の溝で、中世遺構検出面（Ⅲ層）を掘り

込む古代から中世の遺構と判明した。しかし 15SD29 のⅢ層上面での検出が困難であることから、Ⅲ層

上面の調査終了後、Ⅵ層調査時に 15SD29 も合わせて調査することとした。その後Ⅲ層上面の調査に戻

り、6 月 19 日に SD510 北東側が終了、24 日には SD510 南西側が終了した。7 月 7 日にはⅢ層上面の

終了確認を得た。10 日に下割遺跡とともにラジコンヘリコプターによる航空写真撮影を行い、その後、

航空写真撮影時の清掃で新たに検出した遺構の調査を行った。7 月 21 日からは、深度の関係で、底面ま

で調査していなかった井戸を重機で断ち割る調査に着手した。井戸の多くが分布する SD510 北東側には

Ⅵ層は堆積しないが、断ち割りに際しⅢ層を重機で薄く剥ぎ取りながら、遺構の有無に注意した。そして

SD510 北東側Ⅲ層以下に遺構は分布しないことを確認した。また井戸の調査と並行して、15SD29 の検

出とⅥ層での遺物の分布状況を確認するため、重機によりⅥ層上面まで掘削を行った（図版 10）。その結果、

15SD29 以外に溝を 2 条（15SD298・299）検出し、22 日には 17L6 周辺でも土師器が分布することが

判明した。ここまでの調査で、Ⅵ層では 15L15・20（15SK96）周辺と 17L6 周辺に遺物が分布し（図版

63・92）、溝を 3 条検出した。22 日から 24 日に 15SD29・298・299 を調査した。遺物は出土しなかっ

たが、いずれもⅡ層直下からⅢ層を掘り込むことが確認でき（図版 9）、古代から中世の溝と判断した。

8 月 3 日、人力で 15L15・20 周辺・17L6 周辺のⅥ層を掘削し、遺物は分布するが古墳時代の遺構は

分布しないことを確認した（図版 10・63・92）。同日、県教委と現地で協議し、遺構が分布しないため遺

物の分布範囲を中心にやや広めにⅥ層を人力掘削することとした。5・6 日、15L15・20 周辺と 17L6

周辺の遺物出土状況と遺物取り上げ後の写真を撮影、調査範囲の図化を行い、Ⅵ層の調査を終了した。井

戸の断ち割り調査では、SE588 から曲物の残欠（図版 64）、15SE222 から白木椀（124）・小刀（133）な

どが出土したが（図版 64）、遺物の出土は少なかった。24 日に井戸の断ち割り調査が終了し、27 日にす
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2　調 査 の 経 過

べての調査が終了した。その後 10 月 27 日から埋め戻しを行い、11 月 16 日、国交省に現地を引き渡した。

3）下　割　遺　跡

2015（平成 27）年度は 1,200m2 を対象に 5 月 8 日から 8 月 27 日まで実施した。調査範囲は市道を挟

んで東側と西側に分かれ、西側は 2010・2011 年度調査範囲の東隣に位置する。4 月上旬から準備を開

始し、堂古遺跡の埋め戻し土除去終了後の 5 月 8 日から重機により東側調査区の表土層等掘削を開始した。

北東側には農業用水路があり、2014 年度堂古遺跡の調査成果から攪乱を受けている可能性が高いと考え、

残りがよいと思われる部分から表土層等掘削を行った。遺物包含層を検出したが、遺物が少ないことなど

から、包含層も重機で慎重に掘削した。なお東側調査区のうち、水道管埋設部分（14.0m2）は国交省・県

教委とも協議し、ベルト状に残し調査していない（図版 33）。5 月 12 日に西側調査区の表土層等掘削に

着手し、14 日には終了した。

5 月 18 日から西側調査区に作業員を投入し、ベルトコンベアーの設置と基本層序の確認を行った。20

日からは遺構の検出、掘削を開始した。調査や遺構図化の方法は 2014 年度堂古遺跡の調査と同様である。

埋土の特徴からは遺構の時期（中世・近世）の特定に至らなかったため、近代以降と判断できるもの以外

は記録を残した。井戸や土坑、ピットなどを調査し、2010・2011 年度調査範囲から続く遺構も確認し

たが、掘立柱建物は 2010 年度調査の延伸部分を除き確認できなかった。

6 月 8 日からは、西側調査区と並行して東側調査区の調査にも着手した。東側調査区では、表土層等

掘削時に炭化物が弧状に巡る大型のプランを 3 か所確認していた（15SK170・199・252）。15 日から

15SK170・199・252 の調査に着手したところ、大量の炭化物とともに、近世陶磁器や石製品などが出

土した。近世の遺構であることが判明し、土量も多いことから、ショベルなどの大型道具を用いて掘削し

た。陶磁器は被熱しているものが多く、焼けた壁材も出土したことから、火事始末と考えられた。このほ

か井戸やピットの調査を行い、7 月 2 日には遺構掘削が終了した。7 日には終了確認を得て、10 日に堂

古遺跡とともにラジコンヘリコプターによる航空写真撮影を行った。

8 月 24 日からは井戸の下部を重機で断ち割る調査に着手した。堂古遺跡と同様、井戸の深度が深いと

想定していたが、予想よりも浅く遺物も少量であったため、27 日には断ち割り調査が終了した。その後

10 月 27 日から埋め戻しを行い、11 月 16 日、国交省に現地を引き渡した。

4）二 反 割 遺 跡

2015（平成 27）年度は 2,580m2 を対象に 7 月 13 日から 9 月 30 日まで実施し、その範囲は 2011（平

成 23）年度調査範囲の東隣に位置する。調査前は杉の根株や伐採した樹木が残り、雑木類も繁茂してい

る状況であった。そのため、7 月 6 日から 10 日にかけて、重機とクローラーダンプを使用して雑木類の

伐採・搬出を行った。また調査範囲内には未伐採の杉木が残っていたため、国交省と協議し、後日、国交

省が伐採を行うことになった。なお遺構面への影響を避けるため、杉木の抜根は行わなかった。

7 月 13 日から重機 2 台とクローラーダンプ 2 台を使用して、調査範囲東側から表土層等掘削を開始し

た。遺物の出土が希薄なことから、遺構検出面まで重機で慎重に掘削を行った。全体的に遺構密度はあま

り高くはなかった。遺物の出土は、全体的に低調ななかでも中央付近ではややまとまり、その後の調査で

15SX435 も確認できた。西側では 2011 年度調査のⅢ層（古墳時代の遺物包含層）に当たる黒色シルト〜

粘質土層を確認した。15 日には、杉木未伐採範囲を除いた調査範囲の表土層等掘削が終了した。
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7 月 21 日から作業員約 20 人を投入し、周囲の壁面の成形、層序の確認を行い、22 日にはベルコンを

設置した。23 日からは東側から 2 班体制で遺構検出を開始し、ピットを中心に井戸や溝などを調査した。

調査や遺構図化の方法は 2014 年度堂古遺跡の調査と同様である。国交省による杉木伐採の終了後、24

日から 27 日にかけて伐採範囲の表土層等掘削を行った。調査の進展に伴い、遺構埋土に黒色土主体のも

の、褐色土主体のもの、灰色土（褐灰色など）主体のものが確認できたが、遺物を含む遺構がほとんどな

いことから明確な時期の特定には至らなかった。8 月 27 日には堂古遺跡・下割遺跡の調査が終了したため、

31 日、その 1 班が合流し 3 班作業員 30 人体制での調査となった。

9 月に入り、掘立柱建物を把握するため平面図で検討を行った。その結果、数棟の建物の存在が判明す

るとともに、規模や構造に比して柱穴が貧弱なことも判明した。そこで、貧弱な柱穴のいくつかは、未検

出の掘形などがないか再確認を行ったが、検出されなかった。また未検出の柱穴が存在すると予想される

場所は 5cm ずつ 2 回に分けて検出面を掘り下げ、柱穴の検出に努めた。9 月 9 日、遺構の調査状況につ

いて 2011 年度の調査担当者と現地で協議し、未検出の掘形など遺構の掘り残しはないという結論に至っ

た。11 日にはすべての遺構掘削が終了し、15 日から 17 日にはローリングタワーを使用するなどして建

物などの部分写真の撮影を行った。16 日にラジコンヘリコプターによる航空写真撮影を行い、17 日、県

教委の終了確認を得た。19 日から 23 日に現地説明会の準備、未終了の遺構図面を作成した。26 日に現

地説明会を実施し、63 名の参加があった。現地を公開するとともに、堂古遺跡・下割遺跡の写真や遺物

も展示した。9 月 28 日からは井戸の断ち割り調査を開始し、30 日には終了した。

10 月 1 日から 8 日にかけて残務処理・撤収準備を行い、9 日に遺物や図面などを運搬し、現地での作

業を終了した。その後 10 月 19 日から埋め戻しを行い、10 月 27 日、国交省に現地を引き渡した。

3　整　理　作　業

2014（平成 26）年度堂古遺跡の整理作業は現地調査と並行しながら進めた。遺物の水洗・注記、遺構

記録類の整理の一部は現地事務所で行い、現地調査終了後、報告書作成に関わる遺構・遺物図版の作成、

原稿執筆などを株式会社古田組遺跡調査研究室で行った。2014 年度分の整理作業は 3 月末に終了した。

2015（平成 27）年度調査分堂古遺跡・下割遺跡の整理作業は、現地調査と並行しながら進めた。遺物

の水洗・注記、遺物の実測・拓本の一部、遺構記録類の整理の一部は現地事務所で行った。現地調査終了

後の 10 月上旬から、遺物の実測・拓本、報告書作成に関わる遺構・遺物図版作成、原稿執筆などを小柳

建設株式会社埋蔵文化財調査事務所で行った。また 2014 年度堂古遺跡整理分も含め、編集を行った。

2016（平成 28）年度は二反割遺跡を中心に整理作業を行ったが、遺物の水洗・注記、遺構図面の校正

は 2015 年度の現地調査と並行しながら進め、10 月上旬（現地調査終了時）に終了した。2016 年 4 月から、

遺物の接合・復元・実測・拓本、報告書作成に関わる遺構・遺物図版の作成、原稿執筆を新潟県埋蔵文化

財センターで行った。その後、堂古遺跡・下割遺跡分も合わせて編集し、印刷刊行した。

4　調査・整理体制

A　試掘・確認調査

堂古遺跡と 2015 年度下割遺跡・二反割遺跡に係る試掘・確認調査の体制は以下のとおりである。
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4　調査・整理体制

B　本調査・整理作業

堂古遺跡と 2015 年度下割遺跡・二反割遺跡に係る本調査・整理作業の体制は以下のとおりである。

堂古遺跡・下割遺跡試掘調査 二反割遺跡確認調査

調査期間 2008（平成 20）年 8 月 27 日〜29 日、11 月 17 日〜21 日 2012（平成 24）年 7 月 9 日〜12 日

調査主体 新潟県教育委員会（教育長　武藤克己） 新潟県教育委員会（教育長　高井盛雄）

調 査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

総 括 木村正昭（事務局長） 木村正昭（事務局長）

管 理 斎藤　栄（総務課長） 熊倉宏二（総務課長）

庶 務 長谷川靖（　同　班長） 伊藤　忍（　同　班長）

調査総括 藤巻正信（調査課長） 北村　亮（調査課長）

調査担当 田海義正（　同　課長代理） 渡邊裕之（　同　課長代理）

調 査 員 畠野義昭（　同　主任調査員） 朝岡政康（　同　主任調査員）

2014 年度　堂古遺跡 2015 年度　堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡

調査期間 2014（平成 26）年 4 月 7 日〜10 月 3 日
堂 古 遺 跡　2015（平成 27）年 4 月 21 日〜8 月 27 日 
下 割 遺 跡　2015（平成 27）年 5 月 8 日〜8 月 27 日 
二反割遺跡　2015（平成 27）年 7 月 13 日〜9 月 30 日

整理期間 2014 年 10 月 6 日〜2015 年 3 月 31 日 堂古遺跡・下割遺跡　2015年10月1日〜2016年3月31日

調査主体 新潟県教育委員会（教育長　高井盛雄）
公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

調 査 公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

総 括 土肥　茂（事務局長） 土肥　茂（事務局長）

管 理 熊倉宏二（総務課長） 松田　祐（総務課長）

庶 務 仲川国博（　同　班長） 仲川国博（　同　班長）

調査総括 高橋　保（調査課長） 鈴木俊成（調査課長）

指 導 田海義正（　同　課長代理） 澤田　敦（　同　課長代理）

調査担当 飯坂盛泰（　同　班長） 山崎忠良（　同　班長）

支 援

株式会社古田組
　現場代理人　竹内一喜
　調 査 員　城前喜英・渡邊大士

小柳建設株式会社
　現場代理人　大島清隆
　調 査 員　桶谷　潤・福永　徹
　補 助 員　坂之井真弓（10 月〜3 月）・宮嶋佑也・小林   睦

2016 年度　堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡

整理期間 2016（平成 28）年 4 月 1 日〜2017 年 3 月 31 日

整 理 公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

総 括 土肥　茂（事務局長）

管 理 松田　祐（総務課長）

庶 務 星野美奈（　同　班長）

整理総括 鈴木俊成（調査課長）

指 導 高橋　保（　同　課長代理）

整理担当 山崎忠良（　同　専門調査員）
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境

遺跡周辺の環境について、『新潟県埋蔵文化財調査報告書第 171 集狐宮遺跡』第Ⅱ章［飯坂・河崎・桐

原 2007］、『新潟県埋蔵文化財調査報告書第 201 集延命寺遺跡』第Ⅱ章［畠野 2008］、『新潟県埋蔵文化

財調査報告書第 230 集下割遺跡Ⅴ』第Ⅱ章［山下 2012］を一部改変して引用する。

1　遺跡周辺の地理的環境（第 5 図）

堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡が立地する高田平野は、新潟県南西部に位置する沖積平野である。そ

の形状は上
じょうえつ

越市五
ご ち

智、同柿
かきざき

崎区竹
たけがはな

鼻、同三
さん

和
わ

区岡田、妙
みょうこう

高市小
お

出
いず

雲
も

付近を頂点とする不等辺四角形となっ

ている。北辺は長さ 20km にわたり潟
かたまち

町砂丘が発達し、海岸と平野を区画している。東辺から南東辺に

は東
ひがしくび

頸城
き 

丘陵が広がり、柏
かしわざき

崎平野・新潟平野・十
とお

日
か

町
まち

盆地・長野盆地と高田平野を隔てている。東頸城丘

陵北端には米
よねやま

山を主峰とする米山山地、南東部には信越国境を成す関
せき

田
た

山脈、南端には斑
まだら

尾
お

山がそびえて

いる。西辺には西
にし

頸
くび

城
き

丘陵が広がり海岸に沿って西方に延び、糸
いと

魚
い

川
がわ

市の平野部と高田平野を隔てている。

西頸城丘陵南方には西頸城山地が連なり、その北端には青
あお

田
た

難
なん

波
ば

山、南端には主峰の火
ひ

打
うち

山がそびえ、南

には富士火山帯の北端に位置する焼
やけやま

山及び妙高山が連なり、平野南端は妙高山の岩屑流や火砕流により形

成された丘陵と接している。

高田平野にはこれら周辺の山地や山脈、丘陵から多数の河川が流入している。最大の河川である関
せきかわ

川は、

火打山・妙高山及び長野県との県境となる高
たかつま

妻山・乙
おとつま

妻山付近を水源とし、途中、太
おお

田
た

切
ぎり

川・矢
や

代
しろ

川・青
あお

田
た

川・儀
ぎ

明
みょう

川・櫛
くしいけ

池川・飯
いい

田
だ

川・保
ほ

倉
くら

川などを合流し、平野西側を北流して日本海に注ぐ。また北東部で

は、東頸城丘陵・米山山地を水源とする吉
よしかわ

川・大
おお

出
で

口
ぐち

川・柿崎川などが高田平野に流出し、日本海に注い

でいる。北東部から南西部にかけて、これらの河川により形成された扇状地が発達している。

高田平野の地形面は階段状で、もっとも低い関川氾濫原面・関川面、もっとも高い高田面の 2 段の沖

積段丘から構成される。堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡が立地する高田面は主に礫・砂・シルトの互層

からなる高田層によって形成された堆積面であり、その分布は平野の大部分を占める。平野の中央部にお

いて高田面の表層地質や珪藻遺骸について検討した結果、この地域には沼沢地のような環境が広がってい

たことが明らかになっている［高田平原団体研究グループ 1962］。また平野に分布する遺跡を検討した

結果、高田面は古墳時代初頭から段丘化し始め、数回に及ぶ洪水性堆積物によって覆われながら、平安時

代には完全に段丘化したと考えられている［高田平野団体研究グループ 1980、岡本 1999］。しかし、堂

古遺跡から約 3.5km 西に位置する狐宮遺跡（第 6 図 5）では、縄文時代草創期の石器や後期・晩期の土器

が出土しており、少なくとも縄文時代後半には人々が居住できる環境が整っていた可能性があり、高田面

の形成年代については検討が必要であろう［飯坂・河崎ほか 2007］。

堂古遺跡・下割遺跡は飯田川左岸の自然堤防上に、二反割遺跡は飯田川右岸の自然堤防上に立地する。

左岸の飯田川と関川との間には小規模な自然堤防が点在し、その分布は一定の方向性をもって配列してい

る。一方右岸は、桑
くわ

曽
ぞ

根
ね

川や飯田川周辺のほか、両河川の間にそれと並行するように自然堤防が形成され

ている。このような自然堤防上の微高地に現集落も成立している。
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櫛池川 

大熊川 

別所川 

保倉川 

桑曽根川 関
川 

関
川 

矢
代
川 

青
田
川 

儀
明
川 

戸
野
目
川 

重
川 

飯
田
川 

潟川 

正善寺川 

日本海

0 5km（1：130,000）

凡例

山地・丘陵 

火山山麓 

扇状地 

自然堤防 

砂丘 

湿地・干拓地 

現河道　 

氾濫原性低地
上位面（高田面） 

氾濫原性低地
下位面（関川面・関川氾濫原面） 

段丘中位
（愛の風面） 

段丘低位
（平山面） 

1
2

1　堂古遺跡・下割遺跡
2　二反割遺跡

（飯坂・高橋ほか 2011 から一部改変の上転載）
第 5図　周辺の地形
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2　遺跡の分布と歴史的環境

堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡が立地する高田平野とその周辺に広がる古墳時代から中世の主な遺跡

の分布は、第 6 図に示すとおりである。平野内における古代の遺跡は、多くが自然堤防上や扇状地上に

位置する［笹澤 2003a］。この傾向は、古墳時代の集落や城館跡を除く中世の遺跡でも同様である［戸根

2003］。

古墳時代　　高田平野は、平野周縁の丘陵上を中心に中期から後期の群集墳が密集する古墳の集中地域

である。飯田川流域でも国指定史跡の水科古墳群（10）・宮口古墳群（11）などが所在する。

集落遺跡として、前期は下割遺跡（2）・津
つ

倉
ぐら

田
た

遺跡（12）・一之口遺跡（23）・北割遺跡（13）・荒町南

新田遺跡（14）などが自然堤防上などで多く確認されている。飯田川流域の津倉田遺跡と下割遺跡から

は畿内系のタタキ甕や布留甕が出土しており、なかでも下割遺跡は畿内系タタキ甕の出土量が多い［山

崎・金子ほか 2004、尾崎・長沼ほか 2011］。中期の集落遺跡としては月岡遺跡（20）・倉田遺跡（21）・北

割遺跡などが挙げられるが、その数は減少する。後期以降は再び増加し、荒町南新田遺跡・宮ノ本遺跡

（33）・杉明遺跡・岡嶺遺跡などが平野部南西部の段丘上や扇状地周辺で確認されるようになる。

古　　代　　高田平野は古代の頸
くび

城
き

郡に位置する。頸城郡は大宝 2（702）年に古
こ し

志郡・魚
うおぬま

沼郡・蒲
かんばら

原

郡とともに越後国に編入される以前は、越中国に属していた。越後国に編入後、頸城郡に国府が置かれた

ことが『和名類聚抄』に記載されている。その所在地に関しては、先学によって複数の推定地が提示され

ているが、国府関連遺跡としては、関川右岸の段丘上に立地する今池遺跡（15）と周辺の子安遺跡（16）・

下新町遺跡（17）が挙げられる。この 3 遺跡に本長者原廃寺（18）を加え、「今池遺跡群」と総称している。

今池遺跡は 8 世紀前半〜 9 世紀前半の東西棟の掘立柱建物が多数検出され、円面硯や瓦片、近畿地方か

ら搬入された土器が出土している［坂井ほか 1984］。子安遺跡は今池遺跡の衰退後に遺構数が増加し、こ

の地域の中核となる遺跡である［坂井ほか前掲、野村ほか2009］。本長者原廃寺は南北に主軸をもつ基壇跡や、

今池遺跡との位置関係などから国分寺跡と推定されている［小島・中村 1984］。また関川と矢代川の間

の段丘上に立地する栗原遺跡（19）は頸城郡衙に関連する遺跡と考えられる。栗原遺跡は 8 世紀初頭〜中

葉の遺跡で、周辺の同時期の遺跡として月岡遺跡（20）・倉田遺跡（21）・東沖遺跡（22）が位置する。栗

原遺跡では基壇跡や大型の掘立柱建物が検出され、「郡」と記された墨書土器や帯金具が出土している［坂

井ほか 1982、高橋 1984］。倉田遺跡では規格性のある建物が検出され、その配置には計画性が認められる。

周辺の頸城郡衙に関連する栗原遺跡との関係性から、曹司の一角と推測されている［佐藤 2013］。

堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡周辺の 8 世紀〜 9 世紀代を中心とする遺跡は、三
みつ

角
ま

田
た

遺跡（6）・延

命寺遺跡（7）・狐宮遺跡（5）・越前遺跡（9）などがある。三角田遺跡では 8 世紀〜 9 世紀にかけて集落

が営まれ、それに伴う畑が検出された［沢田・細井ほか 2006］。微高地とその周縁において断続的に居住・

生産活動が行われたと推定される。延命寺遺跡では木簡が 21 点出土し、そのなかに現在の地名との関係

性をうかがえるものもあった。帯金具・具注暦などの出土から官衙的な性格の遺跡と推定されている［山

崎・畠野ほか 2008］。狐宮遺跡は川辺に営まれた集落で、竪穴建物・掘立柱建物・井戸などとともに、畑

が検出された。遺物では石製腰帯具や墨書土器が出土した［飯坂・河崎ほか前掲］。越前遺跡では、自然流

路に沿って計画的に配置された遺構が検出され、遺物では律令祭祀具や大量の墨書土器が出土したことか

ら、公的機関または富裕層が関与した遺跡と推定されている［笹澤 2003b］。
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2　遺跡の分布と歴史的環境

古代の窯跡は高田平野周縁の丘陵に立地する。東頸城丘陵には末野窯跡（34）・日向窯跡（35）などが、

西頸城丘陵には下馬場古窯跡群（36）・滝寺古窯跡群（37）・大貫古窯跡群（38）・向橋古窯跡群（39）な

どが分布する。高田平野の須恵器生産は 7 世紀末に下馬場古窯跡群で開始され、8 世紀代に活発化するが、

9 世紀中葉に佐渡国の小泊窯跡群産が越後国に流通し始めると衰退する［笹澤 2002］。向橋古窯跡群は

瓦陶兼業の窯跡で、時期は 8 世紀第 3 四半期と推定されている［笹澤 2003c］。

中　　世　　中世になると、直
なお

江
え つ

津地域が中世都市として発展する。直江津地域には守護所と考えら

れる至徳寺跡（40）、上杉氏の居館である御
お

館
たて

跡（41）や安国寺（42）などが立地している［戸根前掲］。

御館跡は弘治年間（1555 〜 1558 年）に上杉謙信によって造営されたが、謙信の跡目を景勝と景虎が争っ

た「御館の乱」では景虎側の拠点となり、天正 7（1578）年に落城したことが知られている。至徳寺跡は

11 世紀〜 13 世紀前半・14 世紀末〜 16 世紀初頭・16 世紀末〜 17 世紀前半の遺物が出土した。遺構は、

中世前期では饗宴に用いられたと思われる大量の土器が出土した土坑などがあり、中世後期には幅 6 〜

8m の堀が構築される。堀間の距離は約 250m で、全周していると考えると一辺が 2 町を超える。守護

所に比定する説が有力であるが、至徳寺との関係など、不明瞭な部分も多い［鶴巻・水澤 2003］。

堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡周辺には清水田遺跡（4）が位置する。堂古遺跡・下割遺跡から西

約 1km に位置する清水田遺跡は水田などの生産域を含む集落遺跡で、下割遺跡と清水田遺跡の間には

水田域が広がっていたと考えられる。遺物は鉄鍋や鉄瓶のほか、70 枚以上の銭貨が出土している［佐

藤・城前ほか 2015］。下割遺跡 2002・2003 年度調査分・樋田遺跡（29）・水久保遺跡（30）・子安遺跡（16）

は溝が建物群を区画し、複数の屋敷地が集合して集落を形成している［山崎・外山ほか 2003、山崎・金

子ほか前掲］。横曽根遺跡（28）は幅 3 〜 6m の溝で区画され、40 〜 50m の方形地割が推定できる。居

館としての性格がうかがえ、青磁酒海壺なども出土している［水澤 2003］。用言寺遺跡（31）は居住域

と生産域が一体的に検出できた事例で、散村的な景観がうかがえる［加藤・杉田ほか 2006］。

No 遺跡名 主な時代 No 遺跡名 主な時代 No 遺跡名 主な時代

1 堂古遺跡 古墳〜中世 15 今池遺跡 奈良・平安 29 樋田遺跡 中世

2 下割遺跡 古墳〜近世 16 子安遺跡 弥生〜中世 30 水久保遺跡 中世

3 二反割遺跡 古墳〜中世 17 下新町遺跡 弥生〜平安 31 用言寺遺跡 平安・中世

4 清水田遺跡 平安〜近世 18 本長者原廃寺 奈良 32 池田遺跡 平安・中世

5 狐宮遺跡 縄文〜古代 19 栗原遺跡 奈良 33 宮ノ本遺跡 古墳・中世

6 三角田遺跡 古代〜近世 20 月岡遺跡 古墳〜平安 34 末野窯跡 平安

7 延命寺遺跡 古墳〜奈良 21 倉田遺跡 古墳・奈良 35 日向窯跡 奈良

8 屋敷割付遺跡 平安 22 東沖遺跡 奈良・平安 36 下馬場古窯跡群 飛鳥

9 越前遺跡 奈良・平安 23 一之口遺跡 古墳〜平安 37 滝寺古窯跡群 奈良・平安

10 水科古墳群 古墳 24 八反田遺跡 縄文〜近世 38 大貫古窯跡群 平安

11 宮口古墳群 古墳 25 山畑遺跡 弥生・飛鳥 39 向橋古窯跡群 奈良

12 津倉田遺跡 古墳〜奈良 26 岩ノ原遺跡 平安 40 至徳寺跡 中世

13 北割遺跡 古墳 27 海道遺跡 平安〜近世 41 御館跡 中世

14 荒町南新田遺跡 弥生〜中世 28 横曽根遺跡 中世 42 安国寺 中世

第 1表　周辺の主な遺跡（表の番号は第 6 図の番号と一致する）
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［国土地理院発行「高田平野東部」・「高田平野西部」「柿崎」1：50,000 原図］
第 6図　周辺の主な遺跡（細井・高橋 2012 を改変）
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第Ⅲ章　堂古遺跡・下割遺跡

1　グリッドの設定（第 7 図）

グリッドは、2010（平成 22）年度下割遺跡の調査時に堂古遺跡・下割遺跡を含めて設定されている［石

川・山下ほか 2012］。グリッド方向は、国家座標軸（日本測地系）と一致する。グリッドは大小 2 種類あ

り、大グリッドは 10m 四方を単位とし、小グリッドはそれを 2m 四方に 25 等分したものである。大グ

リッドの名称は、北東隅の杭を基点に東西方向（東→西）を算用数字、南北方向（北→南）をアルファベッ

トとし、両者の組合せで表示している。また、小グリッドは 1 〜 25 の算用数字で表し、北東隅を 1、南

西隅を 25 とした。グリッド表記は「7D1」のように呼称した。グリッド杭の座標値（世界測地系、東日本

大震災後の補正値）は 6E 杭（X=125940.514、Y= −16030.310）、16K 杭（X=125880.514、Y= −16130.308）、

20L 杭（X=125870.514、Y= −16170.307）である。
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第 7図　堂古遺跡・下割遺跡のグリッド設定図



第Ⅲ章　堂古遺跡・下割遺跡

15

2　基　本　層　序（第 8 図）

A　堂　古　遺　跡

堂古遺跡は、飯田川によって形成された自然堤防上に立地する。微地形は、飯田川に近い北東側から

南西側に向かって高くなるが、11 〜 13H・I 周辺を境に南西側に向かい再び低くなる（図版 2）。標高は

13.3 〜 14.5m である。調査範囲は昭和 50 年代まで畑として利用されており、遺物包含層は失われ、遺

構検出面（Ⅲ層）まで当時の畑の痕跡が残る。北東側は、4・5 列に位置する水路を掘削した時の発生土が

旧表土（Ⅱ層）上に 20 〜 80cm 盛られていた。古墳時代の土師器が出土したⅥ層下面（Ⅶ・Ⅷ層上面）の

微地形は北東側から南西側に向かい徐々に低くなり、標高は 13.2 〜 14.1m 程度である（図版 10）。Ⅵ層

は第 8 図⑦〜 A を結ぶラインの南西側に堆積し、隣接する下割遺跡にも延びる（図版 40 15SK169）。自

然堤防背後の地形の低いところに堆積している状況が見て取れる。出土した土師器も摩耗しており、接合

する破片は非常に少ない。

Ⅰ層：黒褐色粘質土（10YR3/2）　粘性強。しまりなし。腐葉土。現表土。

Ⅱ層：暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）　粘性強。しまりなし。旧表土。

Ⅲ層：オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）　粘性強。しまり弱。遺構検出面。古代の遺物が少量出土。

Ⅳ層：褐色粘質土（10YR4/4）　粘性強。しまり弱。

Ⅴ層：暗褐色粘質土（10YR3/3）　粘性・しまり強。

Ⅵ層：黒褐色粘質土（2.5Y3/1）　粘性・しまり強。灰色粘質土をまばらに含む。古墳時代の土師器出土。

下割遺跡 2003 年度調査Ⅸ 1 層に相当する可能性がある。

Ⅶ層：黄灰色粘質土（2.5Y4/1）　粘性普通。しまり強。暗褐色粘質土をまばらに含む。

Ⅷ層：黄褐色粘質土（2.5Y5/6）　粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をまばらに含む。

B　下　割　遺　跡

2015（平成 27）年度調査範囲は遺跡の東端に当たり、飯

田川左岸の自然堤防上に位置する。標高は 13.5〜14.0m

で、調査前は荒蕪地であった。調査範囲内の微地形はほぼ

平坦だが、東側から南側は堂古遺跡との境界に位置する農

業用水路に向かい傾斜する（図版 33）。後世の改変を受けて、

遺存状態が良好ではないところもあるが、基本層序はⅠ〜

Ⅴ層に分層した。これは 2010・2011 年度下割遺跡の調査成果とほぼ同じである（第 2 表）。

Ⅰ層：褐色〜暗褐色粘質土（10YR4/4 〜 3/3）　粘性・しまり弱。現表土。

Ⅱ層：褐色〜暗褐色粘質土（10YR4/4 〜 3/4）　粘性・しまり弱。近世以降の遺物包含層。

Ⅲ層：黒褐色〜黄灰色粘質土（10YR3/2 〜 2.5Y4/1）　粘性・しまり弱〜普通。中世以降の遺物包含層。

Ⅳ層：黄褐色〜黄灰色粘質土（10YR5/6 〜 2.5Y4/1）　粘性弱〜強。しまりやや弱〜普通。黒褐色粘質土・

褐灰色粘質土を少量含む。古代の遺物がごく少量出土した。漸移層。

Ⅴ層：明褐色〜明黄褐色粘質土（7.5YR5/6 〜 10YR6/6）　粘性・しまり強。黒褐色粘質土をまばらに少

量含む。遺構検出面。

2010・2011 年度 2015 年度 備 考

０ 層 − 盛土

Ⅰ 層 Ⅰ 層 表土

Ⅰ' 層 − 旧表土

Ⅱ 層 Ⅱ 層 近世以降遺物包含層

Ⅲ 層 Ⅲ 層 中世遺物包含層

Ⅳ 層 Ⅳ 層 漸移層

Ⅴ 層 Ⅴ 層 遺構検出面

第 2表　下割遺跡基本層序対応表
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第 8図　堂古遺跡・下割遺跡の基本層序
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3　堂　古　遺　跡

A　遺　　　構

1）記述の方法と形状の分類

遺構の個別説明は、主要な遺構と重要な遺構について本文・個別図・遺構個別写真・遺構観察表を用い

て行う。それ以外の遺構は全体図と分割図に掲載している。遺構種別は略号を用い、掘立柱建物を「SB」、

竪穴状遺構を ｢SI｣、井戸を「SE」、焼土土坑を「ST」、土坑を「SK」、ピットを「P」、溝（畑作溝を含む）

を「SD」、杭列を「SA」、性格不明遺構を「SX」と表示した。遺構番号は、時代・種別・グリッドに関

わらず調査順に通し番号とし、遺構略号の後に付した。2015 年度調査分は遺構略号の前に「15」をつ

け、2014 年度調査分と区別した。整理作業により、2014 年度調査の 1017・1020・1088・1089・

1095〜1099・1130・1132は欠番とした。平面形態・断面形態などの表記は、和泉Ａ遺跡の分類［加藤・

荒川 1999］を参考に（第９図）、当てはまらないものは適切な表現を記載した。規模や深さは基本的に検

出面での計測値である。埋土の色調はおおむね黒色〜オリーブ褐色を「黒色系」、褐色〜黄褐色を「褐色系」、

褐灰色〜青灰色を「灰色系」と呼称する。事実記載の新旧関係は、基本的に直接の切り合いによる新旧を

記述している。遺構出土遺物は層位や出土状況を記述しているが、層位の記述がないものは埋土からの出

土である。

平面形態

断面形態

堆積状況

円 形 長径が短径の 1.2 倍未満のもの

楕 円 形 長径が短径の 1.2 倍以上のもの

方 形 長軸が短軸の 1.2 倍未満のもの

長 方 形 長軸が短軸の 1.2 倍以上のもの

不 整 形 凹凸で一定の平面形を持たないもの

台 形 状 底部に平坦面をもち、緩やか〜急角度に立ち上がるもの

箱　 状 底部に平坦面をもち、ほぼ垂直に立ち上がるもの

弧　 状 底部に平坦面をもたない皿状で、緩やかに立ち上がるもの

半 円 状 底部に平坦面をもたない椀状で、急斜度に立ち上がるもの

Ｕ 字 状 確認面の長径よりも深さの値が大きく、ほぼ垂直に立ち上がるもの

袋　 状 確認面の径よりも底部の径が大きく、内傾して立ち上がるもの

Ｖ 字 状 点的な底部をもち、急斜度に立ち上がるもの

漏 斗 状 下部がＵ字状、上部がＶ字状の二段構造からなるもの

階 段 状 階段状の立ち上がりをもつもの

レ ン ズ 状 複数層がレンズ状に堆積する。

水 平 複数層が水平に堆積する。

ブロック状 ブロック状に堆積する。

単 層 覆土が単一層のもの

斜 位 斜めに堆積するもの

水平レンズ 覆土下位は水平、上位はレンズ状に堆積する。

A B C

D E F

堆積状況

平面形態の分類

断面形態の分類

円 形 楕円形 方 形 長方形 不整形

台形状 箱　状 弧　状

半円状 Ｕ
字
状

袋状

Ｖ字状 漏
斗
状

階段状

第 9図　遺構平面形態・断面形態の分類と堆積状況
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2）遺構の概要と時期

遺跡東側を北に向かい直線的に流れる飯田川は、改修さ

れて現在の流路となっているが、かつては蛇行を繰り返し、

南側約 100m と北側約 30m に三日月湖として往時の流路

が残存する。遺跡は南東−北西方向に形成された飯田川左

岸の自然堤防上に立地する。この自然堤防から外れる北東

側と南西側は、遺構の分布が希薄である。また堂古遺跡と

下割遺跡の間には、北東に向かい農業用水路が流れている。

この水路部分は南東側（堂古遺跡側）、北西側（下割遺跡側）

から地形が低くなる地点に当たり、飯田川の旧流路を利用している可能性もある。飯田川はたびたび氾濫

を起こし、流路が変わる暴れ川であったが、調査範囲内で洪水の痕跡は確認できず、下割遺跡も含め比較

的安定した場所であったことが分かる。

検出した遺構数は第 3 表のとおりである。近年の畑作の影響はあるものの遺構の遺存状況は比較的良

好なものも多く、15SD29・298・299 を除き、基本的にⅢ層で検出した。Ⅲ層からは古代の遺物が少量

ではあるが出土する。主にⅢ層で検出した遺構からは、古代の遺物のみが出土する場合、古代と中世の遺

物が出土する場合、中世の遺物のみが出土する場合、古代から近世の遺物が出土する場合、遺物が出土し

ない場合などがあるが、遺構埋土が黒色系やⅢ・Ⅳ層由来の褐色系で共通することから、遺構の時期はほ

ぼ同じ、大半が中世と判断した。時期の詳細は埋土が共通する上、形態上の差異もほとんど認められない

ことから不明のものも多い。15SD29・299 はⅥ層、15SD298 はⅤ・Ⅵ層で検出した。中世と判断した

遺構とは異なり、褐色系埋土などが主体的に堆積する。断面の観察などでいずれもⅢ層を掘り込むことを

確認したが（図版 9）、埋土の色調がⅢ層と類似するためⅢ層では検出できなかった。分析の結果 15SD29

の埋土は腐植含量が少なく（第Ⅲ章 5D）、中世の遺構とは堆積環境が異なる可能性もある。そのため、ほ

かの中世の遺構よりも相対的に古く、古代にさかのぼる可能性もあると考えているが、遺物が出土してい

ないことから詳細は不明である。そのため古代から中世の遺構とするにとどめる。またⅢ層から古代の遺

物が少量ながら出土したこと、古代の可能性もある遺構（15SD29・298・299）が存在することから、井

戸の断ち割り調査の際、Ⅲ層を重機で薄く剝ぎ取って遺構の有無を確認したが、遺構は検出できなかった。

周辺に古代の遺跡が所在し、その縁辺部に当たる可能性も考えられる。

遺構分布については、3・4E・F 周辺、7F 周辺、17・18M・N 周辺に遺構の希薄な範囲が存在する。

このうち 3・4E・F 周辺、17・18M・N 周辺は、自然堤防から外れていく範囲である。掘立柱建物柱は 8・

9G・H 周辺や 6 〜 10D・E 周辺に分布し、建物は一部重複しながら構築されている。井戸は建物周辺の

ほか、建物からやや距離のある 11 〜 14G 〜 I 周辺にも分布する。また竪穴状遺構は掘立柱建物と重複

する傾向にあり、埋葬に関連する可能性のある土坑は建物と一定の距離をとって分布する。調査範囲内は

畑地として利用され、その耕作痕は検出面にも及んでいるが、水田の痕跡は確認できなかった。自然堤防

上に位置するため水田には不向きと考えられ、そのことは中世も同様であったと思われる。

15SD29・298・299 が古代から中世の遺構で、そのほかはおおむね中世の遺構と考えられることから、

遺構の種別ごとに順次説明していく。

遺 構 2014 年度 2015 年度 合 計

掘 立 柱 建 物 10 2 12

竪 穴 状 遺 構 8 0 8

井 戸 69 24 93

溝 20 7 27

畑 作 溝 12 0 12

焼 土 土 坑 1 0 1

土 坑 60 12 72

ピ ッ ト 850 以上 253 1103 以上

性格不明遺構 2 1 3

第 3表　堂古遺跡の遺構数
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3）掘 立 柱 建 物

掘立柱建物は 12 棟検出した。SB61・73・170・240・1013・1014・1019、15SB295 は発掘調査

段階で掘立柱建物と認定していたが、そのほかの建物は整理作業の結果、図面上で抽出・認定したもので

ある。多くが側柱建物で、張り出しがつく建物（SB73・1014）、廂ないし下屋（以下、廂で統一する）がつ

く建物（SB1013、15SB304）も確認できる。柱穴の平面形状は円形や楕円形が多く、規模は径 0.20 〜 0.50m

のものが多い。礎盤や柱根は遺存していなかったが、深さがやや深い柱穴などでは柱痕の確認できるもの

が多い。底面には柱が接地してできた変色部や硬化部（柱の当たり）を伴うものもある。建物と認定した

柱穴以外にも、柱痕や柱の当たりが確認できるものがあり、その多くは建物などを構成する柱穴として機

能した可能性が高いと考えている。掘立柱建物の記述に当たり、便宜上、柱数が多い側あるいは長軸方向

を「桁行」とし、柱数が少ない側あるいは短軸方向を「梁行」とする。建物に付属すると考えられる杭列

（15SA305）と溝（SD653）も合わせて記述する。

SB61（図版 11・65）

5F に位置する。桁行 2 間（3.42m）×梁行 2 間（3.26m）、桁行方向 N-15°-E の南北棟の建物である。

北西隅柱は検出できず、SE211 に切られたと考えられる。面積は約 11.15m2 である。柱穴間隔は桁行

1.81m と 3.42m、梁行 1.56 〜 1.71m である。P8 がやや内側に位置するため、柱筋の通りは悪い。柱

穴の平面形は円形がほとんどで、断面形は U 字状が多い。規模は径が 0.30 〜 0.41m でほぼ同じだが、

深さは 0.27 〜 0.50m とややばらつく。地形的に低い地点に位置する P16 の底面標高は、ほかの柱穴に

比べやや低い。柱痕は 3 基で確認でき、径は 0.12 〜 0.15m である。周辺には SE33 などが位置する。

北西側で SE211 と重複し、新旧関係は SE211 に切られる。遺物は出土していない。

SB73（図版 11・65）

7・8G・H に位置する。桁行 3 間（6.45m）×梁行 3 間（3.18m）の身舎西妻側に張り出し（0.90m ×

2.04m）がつく建物である。桁行方向は N-87°-W で、面積は約 22.35m2 である。身舎桁行の柱穴間隔は

1.80 〜 2.63m で、桁行中央の P72-P68 間、P67-P71 間が広くなる。梁行の間隔は 0.89 〜 1.71m となる。

張り出しは身舎から 0.90m の出となる。桁行北側の P67・71 がやや外側に位置するが、柱筋の通りは

比較的よい。柱穴の平面形は円形や楕円形、断面形は漏斗状や U 字状が多い。規模は径 0.20 〜 0.52m、

深さ 0.23 〜 0.63m とばらつきがある。張り出し部分の柱穴（P79・81）は、ほかの柱穴と比べて特に

小型ということはない。柱痕は 9 基で確認でき、径は 0.07 〜 0.22m とばらつく。周辺には SB1013・

1100・1134、15SB304 が位置する。建物のほかにも SI255 や SE80・412・475・800、SD151、多

くのピットが隣接することから、SB73 が集落の中心域に位置していることが分かる。北東側で SK63 と

重複するが、新旧関係は不明である。遺物は出土していない。

SB170・15SA305（図版 11・66）

SB170 は 9E・F に位置し、東面から南面には 15SA305（塀）が設置される。桁行 2 間（5.01m）×梁

行 2 間（3.76m）、桁行方向 N-11°-E の南北棟の総柱建物である。面積は約 18.84m2 である。桁行の柱

穴間隔は 2.28 〜 2.71m、梁行は 1.80 〜 2.03m である。P831 がやや外側に位置するものの、柱筋の通

りは比較的よい。柱穴の平面形は楕円形や円形、断面形は階段状が多い。規模は径 0.24 〜 0.79m、深さ

0.29 〜 0.72m である。P831 が極端に小さいが、それ以外の柱穴はほかの建物に比べ大型のものが多い。

柱痕は 6 基で確認でき、径は 0.12 〜 0.23m である。建物内に位置する P830 もほかの柱穴と同規模で、
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束柱ではなく棟木を支持する柱が据えられた可能性も考えられよう。遺物は P828・832 から土師器片が

少量出土した。

15SA305 は 5 基の柱穴で構成される杭列である。当初は SB170 の廂と考えていたが、整理作業時に

柱穴配置などを考慮して杭列に変更した経緯がある。9E・F（SB170 の南東部分）に位置する。長軸方向

は N-6°-E、N-83°-W である。SB170 との距離は約 0.6m で近接する。柱穴間隔は 1.12 〜 2.51m で、

柱穴の平面形は楕円形、断面形は U 字状が多い。規模は径 0.20 〜 0.47m、深さ 0.19 〜 0.37m である。

SB170 の柱穴よりも小型のものが多い。柱痕は 2 基で確認でき、径は 0.11m と 0.18m である。性格は

塀などを想定しているが、SB170 に近接する点にやや疑問が残る。遺物は出土していない。

周辺には SB1019、SE154・169、SD150・151 などが位置し、特に北西側約 2m に位置する SB1019

とは軸方向をそろえている。SE306、P307 と重複し、新旧関係は SE306、P307 を切る。

SB240（図版 11・66）

6C・Dに位置する。周辺の微地形は北側に向かい徐々に傾斜する。桁行3間（6.79m）×梁行2間（4.05m）、

桁行方向 N-6°-E の南北棟の建物である。面積は約 27.50m2 である。桁行の柱穴間隔は 1.92 〜 2.77m、

梁行は 1.93 〜 2.14m で、柱筋の通りはよい。桁行中央の P230-P206 間、P226-P225 間が広くなるが、

それ以外は 2m 前後で梁行の柱穴間隔とほぼ同じである。柱穴の平面形は円形が、断面形は U 字状が多い。

規模は径 0.23 〜 0.39m、深さ 0.09 〜 0.65m である。規模はほぼ同じだが、深さにかなりばらつきが

あり、特に梁行中央の P242・244 はかなり浅い。P230-P225 間に位置する P222 は深さが 0.23m で、

P242・244 を除くと一番浅い。間仕切柱が据えられていたと考えられる。柱痕は 7 基で確認できる。径

は 0.08 〜 0.15m で、0.10m 前後が多い。西側で SD209 と重複し、新旧関係は SD209 に切られる（図

版 4）。建物内に SK204 が位置するが、SK204 が埋葬に関連する土坑の可能性もあるため、SB240 と同

時に存在するとは考えにくい。遺物は出土していない。

SB1013（図版 12・62・67）

7・8H に位置する。桁行 2 間（5.60m）×梁行 2 間（3.74m）の身舎の北平側に廂がつく東西棟の建物

で、廂は身舎から 1.15m の出となる。桁行方向は N-79°-W、面積は約 27.38m2 である。身舎桁行の柱

穴間隔は 2.77 〜 2.88m、梁行は 1.80 〜 3.71m となる。柱筋の通りはよい。柱穴の平面形は円形や楕

円形、断面形は U 字状が多い。規模は径 0.28 〜 0.56m、深さ 0.34 〜 0.96m で、深さにばらつきがあ

る。柱穴の規模は、身舎よりも廂の方がやや小型となる。建物内には、P604-P985 間に P349 が位置する。

P349 の規模はほかの柱穴と同じだが、深さは P667 などに比べやや浅い。棟木を支持する柱が据えられ

た可能性も考えられる。柱痕は 8 基で確認できる。径は 0.08 〜 0.16m で、0.10m 前後が多い。P682

では柱の当たりが確認できる。周辺には SB73・1100・1134、15SB304、SE412、SD151・318・

328 のほか、竪穴状遺構や土坑なども集中しており、SB1013 が集落の中心域に位置することが分かる。

遺物は、P184・674 から少量の土師器片が出土した。

SB1014（図版 12・62・67）

7・8E に位置する。桁行 3 間（7.32m）×梁行 2 間（5.10m）の建物の東側に SE249、P693・698・

703・705 が隣接する。P693・703 は建物の柱穴と柱筋の通りが比較的よく、建物に伴うと判断した。

P693・700・703・711 に囲まれるように SE249 が位置するため、P693・703 は SB1014 に伴う井

戸の上屋の柱穴と考えている。また P693・698・703・705 で単独の上屋を構成し、SB1014と時期差

をもつ可能性も残るが、4 基の柱筋の通りが悪く、その可能性は低いと考えている。桁行方向 N-10°-E
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の南北棟で、面積は約 43.52㎡である。桁行の柱穴間隔は 1.92 〜 2.64m、梁行は 2.21 〜 2.95m とばら

つく。柱筋の通りは比較的よい。柱穴の平面形は楕円形や円形で、断面形は U 字状が多い。規模は径 0.22 〜

0.50m、深さ 0.28 〜 0.87m で、径・深さとも 0.30 〜 0.40m のものが多い。P112-P711 間に位置す

る P130 は SB1014 では平均的な規模・深さで、位置関係から間仕切柱が据えられていたと考えられる。

柱痕は 10 基で確認できる。径は 0.06 〜 0.17m で、0.10 〜 0.15m のものが多い。周辺には SE202・

205・237、SD151、SK118・235・236 な ど が 位 置 し、SB1018、SI159・238、SE315、SD201、

SK245、P247・248・704・744 などと重複する。SE249 が SB1014 に伴うと考えられることから、

新旧関係は SI159・238、SE315、SD201、P704・744 に切られ、SB1018、SK245、P247・248 と

の新旧関係は不明である。遺物は P112・127 の 1 層から土師器が出土した。SE249 からは土師器・須

恵器・珠洲焼が出土し、SE205 出土の珠洲焼（4）と接合した。

SB1018（図版 12・62・67・68）

8E・F に位置する。桁行 3 間（8.10m）、梁行 1 間（3.93m）で、桁行方向 N-5°-E の南北棟の建物である。

面積は約 31.83m2、桁行の柱穴間隔は 2.25 〜 3.07m で、桁行中央の P138-P164 間、P174-P143 間は

広くなる。梁行は 3.56m と 3.93m で、桁行より広い。梁行方向の柱筋の通りは悪い。柱穴の平面形は

円形がほとんどで、断面形は U 字状や階段状が多い。規模は径 0.24 〜 0.58m、深さ 0.21 〜 0.86m で、

かなりばらつく。P138-P143 間に位置する P114 は、ほかの柱穴とほぼ同じ規模で、その位置関係から

間仕切柱であろう。柱痕は 2 基で確認でき、径は 0.15m と 0.16m である。P163 では柱痕は確認できな

いが、径 0.10m の柱の当たりが底面に残る。周辺には SB170、SE205・237・315、SD151、SK235

などが位置する。SB1014、SI159 と重複するが、新旧関係は不明である。遺物は P122 の 2 層から用

途不明金属製品（129）、P114 の 1 層から刀子（130）が出土した。

SB1019（図版 13・64・68）

10E に位置する。北西側は調査範囲外に延伸するため全容は不明だが、便宜上、桁行 2 間（4.37m）以上、

梁行 2 間（4.25m）以上、桁行方向 N-82°-W の東西棟の建物とした。面積は 18.57m2 以上である。柱穴

間隔は 2.02 〜 2.36m で、ほぼ等間隔である。P168・199 がやや外側に位置するが、柱筋の通りは比較

的よい。柱穴の平面形は円形、断面形は U 字状が多い。規模は径 0.25 〜 0.39m、深さ 0.27 〜 0.40m で、

ほぼ同規模である。柱痕は 3 基で確認でき、径は 0.12 〜 0.13m である。P305 では柱痕は確認できな

いが、底面に径 0.11m の柱の当たりが残る。建物内の P309 は、調査で明確にできなかったが複数のピッ

トが重複している可能性がある。SB1019 を構成する柱穴の可能性も残るが、柱筋の通りもあまりよく

ないので、現状では SB1019 の柱穴とは判断しない。周辺には SB170、SE154・306、SD150 などが

位置するが、重複する遺構はない。遺物は、P168（深さ 0.27m）の 1 層から土師器・鎌（131）が出土した。

131 は立位に近い状態で出土し、柄部は残存していない。建物の解体に際し、柄のついていない鎌を柱

穴に入れており、儀礼行為の一種と考えている。

SB1100（図版 13・62・68）

8H に位置する。桁行 2 間（4.62m）、梁行 2 間（3.54m）、桁行方向 N-5°-E の南北棟の総柱建物で、面

積は約 16.35m2 である。桁行の柱穴間隔は 2.02 〜 2.40m、梁行は 1.68 〜 1.79m でほぼ等間隔である。

柱穴の平面形は楕円形、断面形は U 字状がやや多い。規模は径 0.25 〜 0.53m、深さ 0.26 〜 0.64m で、

ばらつきがある。P1129-P460 間の P643 は深さが 0.46m と平均的だが、規模は SB1100 のうちで最

小である。柱痕は 5 基で確認でき、径は 0.07 〜 0.11m である。周辺には SB73・1013、SI255・732、



3　堂　古　遺　跡

22

SE368・412・475・800、SD151・318・328 のほか、多数のピットが位置し、集落の中心域に位置

していることが分かる。SB1134-P644、15SB304、SI736、SE737、SK722 などと重複する。新旧関

係は SE737 を切り、SB1134-P644、15SB304、SI736 に切られる。SK722 との新旧関係は不明である。

遺物は P419 から珠洲焼片が数点出土した。

SB1134（図版 13・62・69）

8・9H に位置する。桁行 3 間（5.71m）、梁行 2 間（4.02m）、桁行方向 N-79°-W の東西棟の建物で、面

積は約 22.95m2 である。桁行の柱穴間隔は 1.44 〜 2.20m、梁行は 1.80 〜 4.00m で、柱筋の通りは悪い。

柱穴の平面形は円形や楕円形が多い。規模は径 0.21 〜 0.61m、深さ 0.26 〜 0.86m で、かなりばらつ

きがある。P291 では径 0.10m の柱痕が確認できる。周辺には SB73・1013、SI255・736、SE368・

412・800、SD151・318・328 のほか、多くのピットが位置する。SB1100-P643、15SB304-P406、

SI732、SE737 などと重複し、新旧関係は SB1100-P643、SE737 を切り、15SB304-P406、SI732

に切られる。遺物は P650・743 から珠洲焼のほか、P760 から土師器・須恵器などが出土している。

15SB295（図版 13・69）

13・14K・L に位置し、南東側は調査範囲外に延伸する。桁行 3 間（5.60m）以上、梁行 2 間（4.02m）

以上、桁行方向N-30°-Eの東西棟の建物で、面積は22.51m2 以上である。桁行の柱穴間隔は1.33〜2.14m、

梁行は 1.95m と 2.08m である。梁行はほぼ等間隔だが、桁行は中央の 15P272-15P247 間が狭い。柱

穴の平面形は円形が多い。規模は径 0.20 〜 0.46m で、ほかの建物に比べ小型のものが多い。深さは 0.19 〜

0.57m でばらつきがある。いずれも埋土は単層で、柱痕は確認できなかった。周辺には 15SE226・

229、15SD29・298 などが位置する。調査範囲外となるため詳細は不明だが、15SD298 とは重複する

可能性がある。その場合、15SB295 と 15SD298 の埋土の特徴から 15SB295 が切る可能性が高い。そ

のほかピットとも重複するが、新旧関係は不明である。遺物は出土していない。

15SB304・SD653（図版 14・62・69）

15SB304 は 8・9G・H に位置する。整理作業の結果、桁行 3 間（7.71m）×梁行 2 間（3.76m）の身舎（総柱）

の東側と西側に廂がつく南北棟の建物と判断した。廂部分を含めると、桁行 7.71m ×梁行 5.76m となる。

桁行方向は N-10°-E、面積は約 44.41m2 である。身舎桁行の柱穴間隔は 2.34 〜 2.79m、梁行は 1.74 〜

2.04m でややばらつく。廂は身舎から東側・西側ともに 1.00m の出となる。柱穴の平面形は円形や楕円

形が多い。規模は身舎が径 0.23 〜 0.59m、廂が径 0.20 〜 0.58m、深さは身舎が 0.17 〜 0.81m、廂が

深さ 0.09 〜 1.14m である。深さは身舎・廂ともにばらつきが大きい。柱痕は 10 基で確認でき、径は

0.07 〜 0.13m である。建物内に位置する P458 と重複する P435 は、埋土に明青灰色粘質土を多く含ん

でおり、P458 の抜き取り穴と考えられる。また、建物内北側ほぼ中央には SK251 が位置する。SK251

の埋土は黄褐色粘質土を含む黒褐色粘質土で、深さは 0.11m である。壁面や底面などに被熱は認められず、

焼土なども出土していない。15SB304 との関係は不明である。

SD653 は 9H（15SB304 の南西部分）に位置する。長軸方向は 9H7・12 で N-8°-E、9H16・17 で

N-75°-W である。平面形は L 字状、断面形は半円状を呈する。規模は長さ 6.20m、幅 0.15 〜 0.37m、

深さ 0.25m である。埋土は 2 層に分層でき、黄褐色粘質土をブロック状に含む灰色系埋土と黒色系埋土

がレンズ状に堆積する。SD653 の東西方向は 15SB304 の梁行と並行し、その長さは梁行の約 1/2、南

北方向は 15SB304 桁行と並行し、その長さは桁行の 1 間分であることから、15SB304 との関連を想定

した。SD653 が設置される 15SB304 の南側は地形が高いことから排水溝の可能性もあるものの、具体
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的な性格は明確にできなかった。

周辺には SB73・1013、SI255、SE368・412・475・800、SD151・318・328・462 のほか、多くのピッ

トが位置し、遺構が集中している。15SB304 も集落の中心域に位置していることが分かる。SB1100、

SB1134-P410、SI465・732・736、ST684 などと重複し、新旧関係は SB1100、SB1134-P410、SI465

を切り、SI732・736、ST684 に切られる。遺物は P298・403・406・415・607・690 から土師器が出

土し、SD653 から珠洲焼が出土した。

4）竪 穴 状 遺 構

竪穴状の掘り込みで、明確な柱穴が確認できないものを「竪穴状遺構」とした。工房や倉庫などの機能

が想定され［鶴巻 2001、大野 2001］、厩舎の構成要素ともされているが［篠崎 2010］、堂古遺跡の竪

穴状遺構の性格は明確にできなかった。なお整理作業の結果、SI159 は竪穴の掘り込みの外側に柱穴が

巡る建物の可能性を考えているが、ほかの竪穴状遺構とともに報告する。

SI159（図版 14・70）

8E16・17・21 〜 23、8F1・2 に位置する。整理作業の結果、竪穴外に柱穴（P146・155・171 〜 173・

177）が巡る建物の可能性を考えている。長軸方向は N-77°-W である。竪穴部の平面形は方形、断面形

は台形状で、底面はほぼ平坦である。規模は長軸 2.76m、短軸 2.67m、深さ 0.25m、面積は約 7.37m2

である。埋土は 5 層に分層できる。黄褐色粘質土や灰白色粘質土をブロック状に含む黒色系埋土がレン

ズ状に堆積しており、人為的な埋め戻しと考えられる。2 〜 4 層の底面部分には厚さ 2 〜 3cm の貼床状

の硬化面が認められ、かなり堅緻である。壁溝・炉・カマドなどの施設や被熱の痕跡は確認できなかっ

た。柱穴は 6 基確認できたが、SE315 が位置する北側・北東側の柱穴は検出できなかった。新旧関係

は SE315 を切ることから、当初から柱穴は設置されていなかったと考えられ、出入口が位置していた可

能性もある。柱穴の平面形は円形や楕円形で、断面形は U 字状が多い。規模は径 0.19 〜 0.44m、深さ

0.28 〜 0.54m である。埋土は 1 〜 3 層に分層でき、黄褐色粘質土を含む黒色系埋土が主体となる。柱

痕は P172 で確認できた。SB1014-P178、SE315、P176・180 と重複し、新旧関係は SB1014-P178、

SE315、P180 を切り、P176 に切られる。このほか SB1018 とも重複するが、新旧関係は不明である。

遺物は土師器片、須恵器片、土師質土器皿（1）、珠洲焼片、鉄滓が竪穴部から少量出土した。またススが

付着した礫も出土した。

SI238（図版 15・70）

7E3 〜 5・8 〜 10 に位置する。樹木根の影響で、遺存状況はあまり良好ではない。長軸方向は N-83°-W

である。平面形は長方形、断面形は弧状に近く、掘り込みはやや不明瞭である。底面は凹凸が顕著で、明

瞭な平坦面はない。規模は長軸 3.28m、短軸 2.01m、深さ 0.20m、面積は約 6.59m2 である。埋土は 2

層に分層でき、水平に堆積する。2 層は褐色系埋土で、1 層も黄褐色粘質土を含むことから、人為的な埋

め戻し土と考えられる。壁溝・貼床・炉・カマドなどは確認できない。SB1014-P693、SE237・249、

SD201、SK245 などと重複し、新旧関係は SB1014-P693、SE249、SK245 を切り、SE237、SD201

に切られる。遺物は出土していない。

SI465（図版 15・70）

9H2・3・7・8 に位置する。近年の畑作で一部削平され、遺存状況はあまり良好ではない。長軸方向

は N-8°-E である。平面形は長方形に近く、北西側が張り出す。その先端は削平され形状が不明だが、約
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0.50m 張り出すと推測できる。断面形は弧状に近く、底面はほぼ平坦で、立ち上がりは比較的明瞭であ

る。規模は長軸 3.28m、短軸 2.09m、深さ 0.10m、面積は 6.86m2 以上である。埋土は 2 層に分層で

き、黒色系埋土がおおむねレンズ状に堆積する。底面の一部には硬化部分が認められたが、貼床のような

形状ではない。15SB304-SD653 と重複し、新旧関係は SD653 に切られる。遺物は、接合はしないが、

SD510 出土の須恵器（60）と同一個体の破片が出土した。畑作による混入と考える。

SI736（図版 15・71）

8H13〜15・18〜20 に位置する。整理作業時に柱穴（P965・967）が伴う可能性も考えたが、P965・

967 以外の柱穴が不明なため、判断ができなかった。長軸方向は N-78°-W である。竪穴部の平面形は長

方形、断面形は台形状で、底面は東側を除きほぼ平坦である。規模は長軸 3.61m、短軸 2.38m、深さ 0.20m、

面積は約 8.59m2 である。埋土は 4 層に分層でき、4 層はしまりのある灰白色シルトの貼床である。壁溝・

炉・カマドなどは確認できない。2 基の柱穴は平面形が方形基調で、断面形が台形状となる。平面の規模

は 0.16 〜 0.26m、深さは 0.13m と 0.14m である。いずれも柱痕が確認でき、径は 0.06m と 0.08m

である。SB1100-P976、15SB304-P971、SI732、SE737 などと重複し、新旧関係は SB1100-P976、

15SB304-P971、SE737 を切り、SI732 に切られる。遺物は P967 から土師器が出土した。

5）井　　　戸

井戸は直径に比べ、深さが深いものが多い。そのため井戸下部の調査は重機による断ち割りを行い、遺

物の確認や断面の記録を行った。断ち割りは上部調査時のセクションポイントの方向に合わせて行ったが、

井戸の密集する範囲では、上部のセクションポイントとは反対側から断ち割りを行った井戸もある。そ

のような井戸の下部断面図は左右反転して作成したが、写真は左右反対で撮影している（SE796・950・

997・999・1101、15SE3・61・99）。SE80・306・412 も反対側から断ち割っているが、上部の断面図

を左右反転して作成した。なお、断ち割りを行った井戸の下端などは平面図に反映できていない。

井戸は 93 基検出した。素掘りのものが多いが、埋土の堆積状況から 15SE185 は井戸側が設置されて

いたと考えられる。基本的な埋土は、しまりがあり黄褐色粘質土などを含む黒色系埋土とⅢ・Ⅳ層に由来

する褐色系・灰色系埋土で、人為的に埋め戻されたと判断している。壁面の中位や下位は崩落しているも

のが多く、原形を保つものは少ない（SE196・202・313・388・391・393・727・800・1087、15SE185）。

同じ場所で掘り直したことが確実な井戸は 3 基確認できる（SE80・737、15SE185）。なお SE249・

313・315・800 は調査時には土坑としたが、整理作業の結果、井戸と判断した。

SE33（図版 16・71）

5F4・9・10 に位置する。平面形は方形で、断面形は箱状に近く、壁面は崩落している。規模は長軸

1.45m、短軸 1.32m、深さ 2.44m である。埋土は 11 層に分層でき、下位は水平堆積で、上位〜中位は

レンズ状に堆積する。灰色系・褐色系埋土と黒色系埋土の互層である。遺物は 1 層から土師器片が少量

出土した。

SE80（図版 16・71）

7G13・18 に位置する。平面形は円形で、断面形は袋状に近く、壁面は崩落している。規模は長径 1.14m、

短径 1.02m、深さ 2.14m である。埋土は 14 層に分層でき、おおむね黒色系埋土と灰色系・褐色系埋土

の互層となる。8 〜 14 層は水平ないしレンズ状、3 〜 7 層はブロック状、1・2 層はレンズ状に堆積する。

断面観察からは、壁面の崩落などのために埋め戻し（8 〜 14 層）、その後掘り直した（1 〜 7 層）状況が想
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定できるものの、掘り直しの方が約 48cm 浅い。遺物は須恵器が出土したほか、3 層から珠洲焼片口鉢

片（Ⅲ〜Ⅳ期頃）、下層から板状木製品（115・116）も出土した。

SE196（図版 16・71・72）

9F24・25、9G4・5 に位置する。平面形は円形で、断面形は箱状を呈する。壁面の崩落はなく、原形

を保つ。規模は長径 0.94m、短径 0.84m、深さ 2.47m である。埋土は 5 層に分層でき、水平ないしレ

ンズ状に堆積する。いずれも黒色系埋土で、3 〜 5 層には黄褐色粘質土をブロック状に含む。遺物は 1

層から土師器の小片、下層から珠洲焼片口鉢（2）、5 層から漆器椀（117）が出土している。

SE202（図版 16・72）

7D20・25 に位置する。平面形は円形で、断面形は箱状を呈する。壁面の崩落はなく、原形を保つ。

規模は長径 1.17m、短径 1.02m、深さ 1.55m である。埋土は 7 層に分層でき、水平やレンズ状に堆積

する。6・7 層が褐色系埋土、2 〜 5 は黒色系埋土、1 層は灰色系埋土で、1・4・5 層は黄褐色粘質土を

含む。遺物は土師器のほか、5 層から青磁椀（3）が出土した。

SE205（図版 16・72）

8D21、8E1に位置する。平面形は円形に近く、断面形は袋状で、壁面は崩落している。規模は長径1.33m、

短径 1.13m、深さ 2.13m である。埋土は 7 層に分層できる。おおむね褐色系・灰色系埋土と黒色系埋土

の互層で、レンズ状に堆積する。黄褐色粘質土や灰色系シルトなどを含む層が多い。SK118 と重複し、

新旧関係は SK118 に切られる。遺物は 3 層から珠洲焼片口鉢（4）が出土している。なお、4 は SE249

出土の破片と接合した。

SE237（図版 17・72）

7E8・9 に位置する。平面形は円形で、断面形は袋状に近く、壁面は崩落している。規模は長径 1.11m、

短径 1.02m、深さ 2.31m である。埋土は 13 層に分層できる。褐色系・灰色系埋土と黒色系埋土の互層

で、下位はおおむね水平に、中位は斜位に、上位はレンズ状に堆積する。黄褐色粘質土を含む層が多い。

SI238 と重複し、新旧関係は SI238 を切る。遺物は下層から珠洲焼、7 層から珠洲焼転用研磨具（92）

が出土した。

SE249（図版 17・73）

7E4・5・9・10 に位置する。平面形は円形で、断面形は袋状に近く、壁面は崩落している。規模は長

径 2.40m、短径 2.04m、深さ 1.83m である。埋土は 31 層に分層でき、おおむね水平、レンズ状に堆積

する。中位は黒色系埋土で、そのほかは褐色系・灰色系埋土などである。炭化物や黄褐色粘質土を含む層

が多い。SI238、SD201、SK245、P247・248・704・744 と重複する。新旧関係は SI238、SD201、

P704・744 に切られるが、SK245、P247・248 との新旧関係は不明である。遺物は土師器・珠洲焼が

出土しており、珠洲焼は SE205 出土の破片（4）と接合した。

SE306（図版 17・73）

9E20・25、10E16・21 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は U 字状に近く、壁面は崩落してい

る。規模は長径 2.24m、短径 1.78m、深さ 2.26m である。埋土は 10 層に分層でき、下位はおおむね水

平に、中位は斜位に、上位はレンズ状に堆積する。下位は灰色系埋土、中位は褐色系埋土、上位は黄褐色

粘質土をブロック状に含む黒色系埋土である。SB170-P831 と重複し、新旧関係は SB170-P831 に切ら

れる。遺物は土師器、5 層から須恵器、土師質土器、6 層から珠洲焼片口鉢の破片（Ⅲ〜Ⅳ期頃）、青磁片、

1 層から砥石（103）、10 層から板状木製品が出土している。
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SE313（図版 18・73）

6H12・13・17・18 に位置する。南東側は調査範囲外に延び、全容は不明である。平面形は円形と推

定でき、断面形は箱状でⅡ層直下から掘り込まれる。壁面の崩落はなく、原形を保つ。規模は径 2.60m、

深さ 1.56m である。埋土は 17 層に分層でき、黒色系・褐色系・灰色系埋土が斜位ないしブロック状に

堆積する。黄褐色粘質土や黒褐色粘質土が混入し、人為的な埋め戻しが想定できる。遺物は土師器のほか、

3・5 層などから珠洲焼壺（5・6）・甕、3 層から青磁片が出土した。

SE315（図版 18・73・74）

7E15・20、8E11・12・16・17 に位置する。平面形は円形で、断面形は袋状に近く、壁面は崩落し

ている。規模は長径 2.83m、短径 2.71m、深さ 2.35m である。埋土は 19 層に分層できる。中位〜下位

は主に灰色系・褐色系埋土がブロック状に堆積し、上位は黄褐色粘質土を含む黒色系埋土がレンズ状に堆

積する。SB1014-P178・339、SI159 と重複し、新旧関係は SB1014-P178・339 を切り、SI159 に切

られる。遺物は上層から土師器、8 層から刀子（132）が出土した。そのほか珠洲焼も出土した。

SE367（図版 18・74）

8I13・14 に位置する。平面形は円形で、断面形は袋状に近く、壁面は崩落している。規模は長径 1.05m、

短径 0.94m、深さ 1.64m である。埋土は 10 層に分層でき、下位はおおむね水平に、上位はレンズ状に

堆積する。下位は灰色系埋土、中位〜上位は黒色系埋土が主体で、壁際には暗褐色粘質土が堆積する。な

お上部調査時、7 層と 8 層の層境を確認できないまま、下部の断ち割りに移行した。そのため、層境が不

明瞭となったことから、断面図には点線で図示した。遺物は土師器や珠洲焼、磨製石斧（104）が出土した。

104 は 10 層（底面）から出土している。

SE380（図版 18・74）

10I7・12に位置する。平面形は円形、断面形は袋状に近い。規模は長径0.91m、短径0.90m、深さ1.86m

である。埋土は 4 層に分層できる。4 層が灰色系埋土、そのほかは黄褐色粘質土などを含む黒色系埋土で、

レンズ状に堆積する。遺物は珠洲焼のほか、4 層から土師質土器皿（7）が出土した。

SE388（図版 19・74・75）

8I3・8 に位置する。平面形は円形で、断面形は U 字状を呈する。壁面の崩落はなく、ほぼ原形を保つ。

規模は長径 1.01m、短径 0.92m、深さ 1.47m である。埋土は 4 層に分層でき、レンズ状に堆積する。2

層が褐色系埋土のほかは黒色系埋土で、4 層には礫が混入する。SD328 と重複し、新旧関係は SD328

を切る。遺物は珠洲焼甕・壺の破片や越前焼が出土した。

SE391（図版 19・75）

10I3・8 に位置する。平面形は円形、断面形は U 字状を呈する。壁面の崩落はなく、原形を保つ。規

模は長径 0.97m、短径 0.88m、深さ 1.72m である。埋土は 5 層に分層でき、1 層は黄褐色粘質土を含

む黒色系埋土、2・3 層は褐色系埋土、4・5 層は灰色系埋土である。上位は水平に、下位はレンズ状に堆

積する。遺物は土師器や須恵器、珠洲焼甕（8）・片口鉢（9）が出土した。

SE393（図版 6・75）

10J2・3・7・8・12・13 に位置する。平面形は円形、断面形は階段状を呈する。壁面の崩落はあまり

ない。規模は長径 2.91m、短径 2.64m、深さ 2.08m である。埋土は 12 層に分層でき、下位には灰色系埋土、

壁際には褐色系埋土、上位には主に黒色系埋土が堆積する。堆積状況はレンズ状堆積である。SD1034

と重複し、新旧関係は SD1034 を切る。遺物は土師器・須恵器が下層から出土したほか、土師質土器皿
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（10・11）や珠洲焼片口鉢（12・13）も出土した。13 は SD318 出土の破片と接合した。

SE412（図版 19・75）

8H1・6 に位置する。平面形は円形で、断面形は U 字状に近く、壁面は崩落している。規模は長径 0.94m、

短径 0.79m、深さ 2.29m である。埋土は 12 層に分層でき、上位はレンズ状、下位は水平に堆積する。

おおむね灰色系・褐色系埋土と黒色系埋土の互層である。遺物は土師器や土師質土器、珠洲焼が少量出土

したほか、11 層から曲物や漆器皿（118）が出土した。

SE588（図版 19・64・76）

12G16・21 に位置する。平面形は楕円形、断面形は袋状に近く、壁面は崩落している（3 層）。規模は

長径 1.08m、短径 0.84m、深さ 1.95m である。埋土は 5 層に分層できる。中位が灰色系埋土、上位・

下位が黒色系埋土で、斜位ないしレンズ状に堆積する。下部の断ち割り調査の際、4・5 層（井戸底部）に

曲物が設置されていたことが確認できた。SE588 以外で、曲物が設置された井戸は確認できていない。

遺物は珠洲焼が 2・3 層から出土した。

SE613（図版 19・76）

10H1・2・6・7 に位置する。平面形は円形、断面形は袋状を呈し、壁面は崩落している。規模は長径

1.11m、短径 0.98m、深さ 1.83m である。埋土は 7 層に分層でき、中位〜下位は水平に、上位はレン

ズ状に堆積する。5 層は灰色系埋土、そのほかは黒色系埋土である。遺物は土師器や珠洲焼片口鉢（14）、

平瓦（93）が出土した。93 は 6 層からの出土で、混入と考えている。

SE737（図版 19・64・76・77）

8H13・14・18・19 に位置する。平面形は方形に近く、断面形は袋状に近い。壁面は崩落している。

規模は長軸 1.53m、短軸 1.41m、深さ 2.46m である。埋土は 17 層に分層でき、灰色系・褐色系と黒

色系埋土の互層で、レンズ状や水平に堆積する。断面観察から井戸を掘り直した状況がうかがえる。壁

面の崩落などで埋め戻し（13〜17 層）、その後掘り直した（1〜12 層）と考えられるが、掘り直しの方が

約 22cm 浅い。SB1100-P1129、SB1134、SI736、P738・954 と重複し、新旧関係は P954 を切り、

SB1100-P1129、SB1134、SI736、P738 に切られる。遺物は土師質土器皿（15）や珠洲焼片口鉢（16）、

用途不明石製品（105）、漆器椀（119）、板状木製品（120・121）、用途不明金属製品（埋土）が出土した。

土師器や須恵器も出土したが、混入と考える。119・120 は出土層位から掘り直した井戸に伴う。

SE800（図版 20・77）

8G12・13・17・18・22・23 に位置する。平面形は方形に近く、断面形は袋状に近い。壁面の崩落

はなく、原形を保つ。規模は長軸 3.01m、短軸 2.68m、深さ 2.07m である。埋土は 30 層に分層できる。

下位と上位は褐色系・灰色系埋土が、中位は黒色系埋土が主体となる。堆積状況は上位と下位はおおむね

レンズ状、中位はブロック状に近い。SI255 と重複し、新旧関係は SI255 に切られる。遺物は土師器や

須恵器（7 層など）、土師質土器、珠洲焼壺（17 〜 19）・片口鉢（20・21）が出土した。19 は SK256 出土

破片と接合し、20 は SD151、SK264 出土破片と接合した。また 71・74 と接合する破片も出土した。

SE922（図版 20・77）

12I21 に位置する。平面形は楕円形、断面形は袋状に近く、壁面は崩落している。規模は長径 1.41m、

短径 1.21m、深さ 1.88m である。埋土は 22 層に分層でき、おおむね褐色系・灰色系埋土と黒色系埋土

の互層である。堆積状況は下位が水平に近く、中位が斜位、上位がブロック状である。遺物は土師器や須

恵器のほか、珠洲焼が 20 層から少量出土している。SE922 は 2014 年度に上部の調査を行い、2015 年
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度に下部の断ち割り調査を行った。その結果、埋土と考えた 1 〜 22 層の両側で層序の不連続を確認した

（a 〜 h 層）。a 〜 h 層は褐色系埋土などで、h 層以外は混入物がほとんど認められず、a 〜 d・g・h 層は

さらにその外側にも堆積する。そのため調査時には人為的な埋め戻しには考えが及ばず、基本層序に確認

できない e・f 層の存在に疑問をもちながらも、井戸水をくみ上げたことにより周辺土層が陥没するなど

した結果、層序の不連続が生じたと理解していた。その後の整理作業で、e・f 層の存在、井戸水のくみ

上げによる層序の不連続にしては周辺の遺構に影響がないことから、井戸側を設置した際の裏込めや掘り

直しなど、人為的な埋め戻し土と考えた方が妥当ではないかと考えている。

SE999（図版 21・77・78）

12H3・4 に位置する。平面形は円形と思われ、断面形は U 字状に近く、壁面は崩落している。規模は

径 1.24m、深さ 1.89m である。埋土は 13 層に分層でき、上位・下位はレンズ状に、中位は水平に堆積する。

おおむね黒色系埋土と褐色系・灰色系埋土の互層で、粘質土・シルト・砂質土を含む。15SE99 と重複し、

新旧関係は 15SE99 に切られる。遺物は 6 層から須恵器、12・13 層から土師質土器、13 層から曲物底

板（122）・蓋 ?（123）が出土している。

SE1087（図版 21・78）

11I4・8 〜 10・14 に位置する。平面形は楕円形に近く、断面形は台形状に近い。壁面の崩落はなく、

原形を保つ。規模は長径 2.34m、短径 1.92m、深さ 1.96m である。埋土は 9 層に分層できる。上位〜

中位は黒色系埋土、下位は灰色系埋土で、1 層を除き灰白色粘質土などを含む。堆積状況は下位がレンズ状、

上位〜中位が斜位である。遺物は須恵器杯蓋（23）・珠洲焼片口鉢（24）が 5 層から出土したほか、土師

質土器（2 層）や越前焼（上層）も出土した。

SE1104（図版 21・78・79）

11H15、12H11 に位置する。平面形は円形、断面形は U 字状に近く、壁面の中位が大きく崩落して

いる。規模は長径 1.42m、短径 1.28m、深さ 2.76m である。埋土は 14 層に分層できる。おおむね褐色

系・灰色系埋土と黒色系埋土の互層で、下位はレンズ状、上位〜中位は水平に近い堆積となる。P1128、

15P215・216 と重複し、新旧関係は 15P215・216 を切り、P1128 に切られる。遺物は珠洲焼が出土

したほか、土師器や砥石（106）が 1 層から出土している。

SE1124（図版 22・79）

12H16 に位置する。平面形は円形、断面形は U 字状で、壁面は一部崩落している。規模は長径 1.05m、

短径 0.90m、深さ 1.98m である。埋土は 19 層に分層できる。おおむね褐色系・灰色系埋土と黒色系

埋土の互層で、レンズ状に堆積する。なお 10 層は腐植物を多く含む。15SE162 と重複し、新旧関係は

15SE162 を切る。遺物は珠洲焼壺（25）が 17 層から出土し、15SE185C 出土の破片と接合した。この

ほか須恵器（上層）や土師質土器が出土した。

15SE3（図版 22・79）

13H5・10 に位置する。平面形は円形、断面形は箱状に近く、壁面が崩落している。規模は長径 1.36m、

短径 1.23m、深さ 1.92m である。埋土は 10 層に分層できる。褐色系埋土と灰白色〜黄褐色粘質土を含

む黒色系埋土の互層で、レンズ状や水平に堆積する。遺物は土師器（2・3・5 層）や須恵器、用途不明金

属製品（3 層）のほか、珠洲焼甕（26）・壺（27）・片口鉢（28）が 8・9 層から出土した。

15SE99（図版 21・78）

12G23・24、12H3・4 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は U 字状に近く、壁面は崩落している。



第Ⅲ章　堂古遺跡・下割遺跡

29

規模は長径 1.39m、短径 1.08m、深さ 1.89m である。埋土は 14 層に分層できる。上位〜中位には黒色

系埋土、下位には灰色系・褐色系埋土が堆積し、黄褐色〜灰白色粘質土を含む層が多い。SE999 と重複し、

新旧関係は SE999 を切る。遺物は珠洲焼が 7 層から出土した。また礫（9・10 層）も出土した。

15SE162（図版 22・80）

12H11・16 に位置する。平面形は長方形で、断面形は U 字状に近く、壁面は一部崩落している。規

模は長軸 1.41m、短軸 0.97m、深さ 1.74m である。埋土は 13 層に分層できる。褐色系埋土と黄褐色

粘質土などを含む黒色系埋土の互層で、おおむねレンズ状に堆積する。SE1124、15P170 と重複し、

新旧関係は 15P170 を切り、SE1124 に切られる。遺物は珠洲焼片口鉢（29）が 7・8 層から出土し、

15SE302（12H）出土の破片と接合した。また土師器も出土した。

15SE185（図版 22・80）

11H14・15・19・20 に位置する。平面形は円形で、断面形は U 字状に近い。壁面の崩落はなく、原

形を保つ。規模は長径 2.54m、短径 2.35m、深さ 2.24m である。埋土は 45 層に分層できる。断面観

察から 2 回の掘り直しが想定できるが、平面では確認できなかった。1 〜 26 層はもっとも新しい井戸

である（C）。17 〜 26 層は井戸側設置時の裏込め土と考えられる。ややしまりのある褐色系埋土が主体

で、水平ないし斜位に堆積する。12 〜 16 層は井戸内部の埋土で、褐色系埋土が水平に堆積する。1 〜

11 層は井戸廃棄時に井戸側を抜き取るなどの必要から、15SE185C の上部を掘削した後に埋め戻された

土層と考えている。主に黒色系埋土がレンズ状に堆積し、壁際には褐色系埋土が確認できる。27 〜 42

層は二番目に新しい井戸である（B）。27・28 層が黒色系埋土のほかは、比較的しまりのある褐色系・

灰色系埋土である。堆積状況は不明瞭ではあるが、水平ないし斜位と考えられる。17 〜 26 層の堆積状

況とも類似しており、井戸側設置時の裏込め土と考える。43 〜 45 層は掘り直す前の最初の井戸である

（A）。45 層は黒褐色粘質土で、井戸機能時に堆積した土層と考えられる。堆積状況はレンズ状で裏込め

土は確認できない。15SE185C と 15SE185B の底面標高はほぼ同じで、15SE185A より約 26cm 浅い。

15SX182、15SK218 と重複し、新旧関係は 15SE185C が 15SK218 を切る。15SX182 は焼土の分布

範囲で、15SE185C の上部に堆積するため 15SX182 の方が新しい。出土遺物は土師器（30 〜 33）や

黒色土器（34）・須恵器（1 層）・珠洲焼（35）・青磁（9 層）・土製支脚（94）・円筒形土製品（95）などで、

15SE185C の埋土（1 〜 3・9 層）や裏込め土（17 層）、15SE185B の裏込め土（28・32 層）、15SE185A

の埋土（45 層）などから出土している。また SE1124 出土の 25 と接合する破片も出土した。

15SE219（図版 23・80・81）

11G7・11・12・16・17 に位置する。平面形は円形で、断面形は漏斗状に近く、壁面は崩落してい

る。規模は長径 2.32m、短径 2.26m、深さ 2.94m である。調査した井戸のなかで、深さがもっとも深

い。埋土は 37 層に分層できる。灰色系・褐色系埋土が主体で、黄褐色粘質土を含む黒色系埋土は上位に

堆積する。堆積状況は下位が水平に近く、上位がレンズ状である。15P227・228 と重複し、新旧関係は

15P227・228 を切る。遺物は土師器、須恵器（2 層）、土師質土器（9 層）、珠洲焼片口鉢（36 〜 41）、越

前焼（2 層）、用途不明金属製品（上層）、鉄滓が出土した。

15SE222（図版 23・64・81）

12K14・15 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は袋状に近く、壁面は崩落している。規模は長

径 1.51m、短径 1.13m、深さ 2.21m である。埋土は 15 層に分層でき、下位は水平、中位は斜位、上

位はレンズ状に堆積する。黒色系埋土が主体で、灰色系・褐色系埋土は最下層や壁際、中位に堆積する。
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10 〜 12・14 層は腐植物を多く含む。遺物は土師器や珠洲焼のほか、白木椀（124）・小刀（133）が 15

層から出土した。中世の井戸から小刀が出土する事例は、周辺では下割遺跡（2002 年度調査 SE714）［山崎・

外山ほか前掲］、清水田遺跡（SE1235・1525）［佐藤・城前ほか前掲］などで確認できる。埋め戻しに関わる

儀礼行為と考えられる。

15SE226（図版 23・81）

13K14・19 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は袋状に近く、壁面は崩落している。規模は長径

1.68m、短径 1.09m、深さ 1.94m である。埋土は 30 層に分層できる。おおむね灰色系・褐色系埋土と

黒色系埋土の互層で、19・21・24 〜 26 層は骨片と思われる白色粒子を含む。堆積状況は上位・下位は

レンズ状、中位は水平に近い。上部は近年の畑作の影響を受けている。遺物は 10 層から近世陶器、19

層から珠洲焼が出土した。

15SE229（図版 24・81・82）

13K12・17 に位置する。平面形は円形で、断面形は袋状に近く、壁面は崩落している。規模は長径

1.47m、短径 1.31m、深さ 2.64m である。埋土は 21 層に分層できる。おおむね灰色系・褐色系埋土と

黒色系埋土の互層で、レンズ状ないし水平に堆積する。17 層には骨片と思われる白色粒子を多く含む。

遺物は須恵器・甑底板ないし蓋（125）が 21 層から出土したほか、鞴の羽口片（20 層）も出土した。

15SE282（図版 24・82）

12G7 に位置する。平面形は円形、断面形は袋状に近く、壁面は崩落している。規模は長径 1.12m、

短径 0.98m、深さ 2.36m である。埋土は 22 層に分層でき、おおむね灰色系・褐色系埋土と黒色系埋土

の互層である。SE896、15P265・283 と重複し、新旧関係は SE896、15P265・283 に切られる。遺

物は土師器や珠洲焼が出土したほか、箸（126）・部材（127）が 21 層から出土している。

15SE296（図版 24・82）

14J7・8 に位置する。平面形は楕円形、壁面は崩落し、断面形が大きく変形している。規模は長径 1.73m、

短径 1.43m、深さ 2.18m である。埋土は 30 層に分層できる。下位は灰色系・褐色系埋土が主体で、上

位はおおむね黒色系埋土と褐色系埋土の互層となる。堆積状況はレンズ状である。下位には明赤褐色砂が

堆積しており（20・23・26・28 層）、比較的地下水の作用を受けやすい場所に構築されていたと思われる。

重複する近年の畑作の影響を受けており、遺物は土師器甕（42）や須恵器（2 層）、土師質土器（9・16 層）、

珠洲焼（1・16・30 層）、曲物底板（128）、用途不明金属製品（14 層）が出土した。

6）溝

溝は 39 条検出し、そのうち 12 条は畑作溝である。畑作溝は別項で記述し、15SB304 に付随する

SD653 も掘立柱建物の項で記述する。SD510 以外の長軸方向は南北方向と東西方向に大別できる。埋

土に流水の痕跡は確認できず、区画溝や堀などの機能が想定できる。

SD150（図版 5・83）

9E に位置する。長軸方向は N-0°で、正方位である。平面形は直線状、断面形は弧状を呈する。規模は

長さ 2.80m 以上、幅 0.78 〜 1.21m、深さ 0.15m である。埋土は黄褐色粘質土を含む暗褐色粘質土の単

層である。SE154、P326 と重複し、新旧関係は SE154、P326 を切る。遺物は出土していない。周辺

には SB170・1019 などが位置し、SB170・1019 と長軸方向がそろう可能性がある。また SD201 とは

南端がほぼ同位置で、長軸方向もそろう可能性がある。
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SD151（図版 5・62・83）

8G、9F・G に位置する。長軸方向は 9F・G で N-5°-E、8・9G で N-75°-W である。平面形は L 字状で、

断面形は 9F では台形状、8G では弧状を呈する。建物に隣接しており、SD318・328 と同様の区画溝と

考えている。規模は長さ 22.84m、幅 0.72 〜 1.15m、深さ 0.25m である。埋土は 3 層に分層でき、褐

色系埋土と黒色系埋土がレンズ状に堆積する。SI255、SK256・262・264・296、P254・258 と重複し、

新旧関係は SI255、SK256・262・296、P258 を切り、SK264・P254 に切られる。遺物は 1 層から

土師器や須恵器が出土したほか、珠洲焼片口鉢（43）や磨石類（107）が出土し、珠洲焼は 20・70・74

と接合する破片も出土している。遺物の主体は珠洲焼で、土師器や須恵器は混入と考える。

SD201（図版 4・62・83）

7D・E に位置する。長軸方向は N-15°-E である。平面形は直線状、断面形は弧状を呈する。規模は長

さ 12.50m 以上、幅 0.45 〜 1.18m、深さ 0.25m である。幅は一定ではなく、南側ほど広い。埋土は 2

層に分層でき、黒色系埋土がレンズ状に堆積する。SI238、SE249、SK236・245、P247・248 と重複

し、新旧関係は SI238、SE249、SK245 を切り（図版 15）、SK236 に切られる。P247・248 との新旧

関係は不明である（図版 17）。遺物は土師器や珠洲焼甕・壺が出土している。

SD209（図版 4・62・83）

6C・D に位置する。長軸方向は N-13°-E である。平面形は直線状、断面形は弧状を呈する。規模は長

さ 12.80m 以上、幅 0.20 〜 0.65m、深さ 0.11m である。埋土は黄褐色粘質土を含む灰オリーブ色粘質

土の単層である。SB240-P210、SK234 と重複し、新旧関係は SB240-P210、SK234 を切る。遺物は

肥前系陶器が少量出土した。近年の畑作による混入であろうか。

SD318・328（図版 6・83・84）

SD318 は 7 〜 9I、8・9H、9・10J に、SD328 は 7・8I、9H 〜 J に位置する。いずれも平面形は

L 字状、断面形は台形状、長軸方向は 9H 〜 J 周辺で N-17°-E、7 〜 9H・I 周辺で N-75°-W である。建

物に隣接し、SD151 と同様、区画溝と考える。規模は SD318 が長さ 36.80m 以上、幅 0.66 〜 1.11m、

掘り込み面からの深さ 0.50m、SD328 が長さ 30.80m 以上、幅 0.40 〜 0.83m、掘り込み面からの深

さ 0.25m で、SD318 の方が少し大きい。ともにⅡ層直下からⅢ層を掘り込み、底面に明確な傾斜は確

認できない。SD318 の埋土は 3 層に分層でき、黒色系埋土が主体となる。SD328 は黒褐色粘質土の単

層である。新旧関係は SD318 が SE368、SD366・462・1136、SK802、P804 を切る。SD328 は

SE365・398 を切り、SE388、SD366 に切られる。SD318・328 は直接重複していないが、SD318・

328 と SD366 との新旧関係から、SD328 の方が古く SD318 の方が新しい。同様の場所に規模をやや

大きくして、構築し直している。建物に近い 9H18 周辺の SD318 からは硯（108）や砥石（109 〜 111）、

刀子（134）、鉄滓（1 層）が出土した。そのほか土師器・須恵器・越前焼（2・3 層）・珠洲焼壺（44）・瀬

戸美濃焼、用途不明金属製品が出土した。珠洲焼は SE393 出土の破片（13）と接合した。SD328 から

は土師器や須恵器、珠洲焼、用途不明金属製品（135）が出土した。

SD366（図版 6・84）

9H 〜 J に位置する。長軸方向は N-10°-E で、15SB304 に付属する SD653 と位置や長軸方向がそろ

う可能性がある。平面形は直線状、断面形は台形状を呈する。規模は長さ 13.50m 以上、幅 0.47 〜 0.90m、

深さ 0.30m である。北側は SD318 を超えて延びず、SD318 による削平はわずかな範囲にとどまる。

埋土は 2 層に分層でき、黄褐色粘質土をブロック状に含む黒色系埋土がレンズ状に堆積する。SE398、
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SD318・328・378 と重複し、新旧関係は SE398、SD328 を切り、SD318・378 に切られる。遺物は

土師器のほか、主に 2 層から珠洲焼や越前焼が出土しており、珠洲焼甕・壺が比較的多い。15SB304 と

の関連から区画溝と考えられる。

SD462（図版 6・84）

9G 〜 J に位置する。長軸方向はおおむね南北方向である。遺構の分布状況から、区画溝の可能性が高い。

平面形は弧状、断面形は半円状を呈する。規模は長さ 24.00m 以上、幅 0.33 〜 0.85m、深さ 0.25m である。

埋土は 2 層に分層でき、灰色系埋土と黒色系埋土がレンズ状に堆積する。いずれも黄褐色粘質土をブロッ

ク状に含む。SE392、SK685、SD318 と重複し、新旧関係は SE392、SK685 を切り、SD318 に切られる。

遺物は土師器や須恵器、土師質土器皿（45）、珠洲焼片口鉢・甕・壺（主に 1 層）、越前焼甕（46）などが

出土しており、北側（SE392 周辺）にまとまる傾向がある。

SD510（図版 2・8・9・63・84）

12J・K、13I 〜 K、14H 〜 J、15H・I に位置する。長軸方向は N-45°-W である。平面形は直線状、

断面形は台形状を呈する。規模は長さ39.90m以上、幅3.72〜4.97m、深さ1.45mである。埋土は褐色系・

灰色系埋土や黒色系埋土がレンズ状に堆積し、主に北東側から供給された様子が観察できる。SD510 機

能時に堆積したと考えられる黒色系埋土は、北西側（図版 9  A-A'）では底面付近（9 層）に、南東側（図版

9  B-B'）では底面付近（14・15 層）と中位付近（10 層）に堆積している。このことから、南東側では 2 時

期の変遷が想定できるが（1 〜 11 層：B、12 〜 16 層：A）、平面では確認できなかった。底面の標高は北

西側で 13.07m、南東側の SD510A が 13.00m、SD510B が 13.30m である。古段階（SD510A）では

ほとんど傾斜しないが、新段階（SD510B）は北西側に向かいやや傾斜する。

遺構の性格は、流水の痕跡や用水施設が確認できないことから水路とは考えにくく、SD510 の北東側

と南西側で遺構密度が異なることから、区画溝（堀）と考えられる。SD510 に沿って杭列が確認できな

いこと、直近まで遺構が分布することから、柵や塀などの遮蔽施設、土塁などは設置されなかったと考え

られる。また底面に柱穴など、橋脚の痕跡も確認できなかった。SD510 の北西側は、下割遺跡との境界

に位置する農業用水路と合流し、北側に位置する飯田川の旧流路に接続する可能性がある。南東側は明

確ではないが、東に折れて飯田川旧流路に接続するか、別の区画施設を設けていたと思われる。つまり、

SD510 や飯田川旧流路などに囲まれた範囲に集落が構築された可能性が考えられる。

遺物は土師器無台椀（47）・皿（48・49）・甕（50 〜 52）、黒色土器高杯（53）、須恵器無台杯（54 〜

57）・有台杯（58）・杯蓋（59）・瓶類（60）、土師質土器、珠洲焼甕（61・62）、越前焼甕（63）、瀬戸美濃

焼天目茶碗（64・65）、白磁椀ないし皿（66）、土製支脚（96）、珠洲焼転用研磨具（97 〜 99）、石鉢（112）、

砥石（113）、用途不明金属製品（1・2 層）などで、図化できない細片も多い。遺物は南東側にやや多く分

布する。土器・陶磁器の出土量を層位ごとに見ると、1 〜 4 層（上層）出土 >12 〜 14 層（下層）>7 層（中層）

となる。上層では特に 1・2 層からの出土が多く、古代から近世の遺物が出土している。そのうち古代の

遺物（土師器・須恵器）が一番多く、次が中世（珠洲焼・越前焼・瀬戸美濃焼・青磁・白磁）、近世（肥前系陶器、

17 世紀代）は少量であった。7 層（中層）からは古代から中世の遺物が出土しており、古代の遺物（土師器・

須恵器）の方が多い。中世の遺物は越前焼甕の体部片が 1 点確認できる。12 〜 14 層（下層）からは古代（土

師器・須恵器）から中世（珠洲焼・白磁）の遺物がほぼ同量出土している。

7 層と 12 〜 14 層出土の遺物は、新旧 2 段階（SD510B・A）に伴う遺物と考えられる。SD510A 段階は、

12 層から 13 世紀後半〜 14 世紀初頭の白磁（66）が出土しており、14 世紀には埋め戻される。そのた
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め 13 世紀代と考えられる。次に古代から近世の遺物が混在する上層（1 〜 4 層）は、SD510B 段階の埋

め戻し土と考えられる。1 層から肥前系陶器が出土したことから、最終的には近世前半（17 世紀代）に埋

め戻されたと判断できる。SD510B 段階の時期に関しては、7 層出土の越前焼は破片のため時期は不明

である。遺跡全体では 16 世紀代の遺物が明瞭ではないことから、15 世紀後葉以降（珠洲Ⅵ期）集落は終

焉に向かい、16 世紀代に機能を停止し、17 世紀代に SD510 が最終的に埋め戻されたと考えられる。し

たがって SD510B 段階は 14 世紀〜 15 世紀代の年代が想定できる。

15SD23（図版 8・9・84）

15・16I・J、16K 〜 M に位置する。長軸方向は N-10°-E である。平面形は直線状、断面形は弧状

を呈する。規模は長さ 39.40m 以上、幅 1.05 〜 2.44m、深さ 0.44m である。南西側に位置する農業

用水路構築の時の影響か、北側は削平されている。埋土は 5 層に分層でき、黒色系埋土と褐色系埋土

がレンズ状に堆積する。SD510 ほどではないが、15SD23 の東側と西側で遺構分布に差異が認められ

る。15SE71、15SD22・29・298・299 と 重 複 し、 新 旧 関 係 は 15SD22・29・298・299 を 切 り、

15SE71 に切られる。遺物は古墳時代の土師器片（底面付近）、須恵器甕（67）が出土した。15SD23 がⅢ

層を掘り込む 15SD298・299 を切ることや埋土の状況から、中世の遺構と判断できる。

15SD29（図版 2・8・9・85）

13・14K、15K・L、16・17L に位置する。1 層がⅢ層と類似することからⅥ層で検出した。Ⅲ層を

掘り込むため、Ⅲ層検出の遺構と同じ図版に掲載する。長軸方向は N-65・76°-E である。平面形はほ

ぼ直線状だが、15K 周辺でやや北西側に張り出す形状となる。断面形は漏斗状を呈する。規模は長さ

43.20m 以上、幅 0.32 〜 0.44m、深さ 0.80m である。北東側は徐々に浅くなり 13K で収束するが、Ⅲ

層を掘り込むことを考えれば、本来は SD510 に接続していたと思われる。埋土は 4 層に分層できる。上

位には黒色系埋土が、下位には褐色系埋土がレンズ状に堆積し、いずれも灰白色粘質土をブロック状に含

む。15SD23・298、15P30 と重複し、新旧関係は 15SD298 を切り、15SD23、15P30 に切られる。

遺物は出土していない。15SD29 はほかの中世の遺構と同様にⅢ層を掘り込むが、下位に暗灰黄色シル

トが堆積するなど埋土の状況は異なる。埋土の分析の結果、腐植含量が少ないことが判明した（第Ⅲ章

5D）。黒色系埋土が堆積する中世の遺構とは堆積環境が異なり、相対的に時期が古くなる可能性が考えら

れる。したがって古代から中世の遺構と考える。

15SD298（図版 8・9・85）

14・15L、15・16K、16J に位置する。1・2 層がⅢ層と類似することからⅤ・Ⅵ層で検出した。Ⅲ

層を掘り込むため、Ⅲ層検出の遺構と同じ図版に掲載する。長軸方向は 16J・K で N-37°-W、それ以外

では N-56°-W である。平面形はほぼ直線状だが、16K で長軸をやや北側に振る。断面形は弧状を呈す

る。規模は長さ 26.60m 以上、幅 0.69 〜 1.20m、掘り込み面からの深さは 0.55m である。北西側は

不明瞭で、徐々に収束するか、農業用水路に削平されたと考えられる。埋土は 5 層に分層でき、褐色系

埋土がレンズ状に堆積する。15SD23・29、15SK262、15P246 と重複し、新旧関係は 15SD23・29、

15SK262、15P246 に切られる。遺物は出土していない。Ⅲ層を掘り込むが、褐色系埋土が堆積するこ

とから、黒色系埋土が堆積する中世の遺構よりも相対的に時期が古い可能性がある。したがって古代から

中世の遺構と考える。

15SD299（図版 2・8・9・85）

15 〜 17L・M に位置する。2 層がⅢ層と類似することからⅥ層で検出した。Ⅲ層を掘り込むため、Ⅲ
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層検出の遺構と同じ図版に掲載する。長軸方向はおおむね東西方向である。平面形は S 字状で、断面形

は弧状を呈する。規模は長さ 14.80m 以上、幅 0.61 〜 1.05m、掘り込み面からの深さは 0.83m である。

埋土は 3 層に分層でき、黒色系埋土と灰色系・褐色系埋土がレンズ状に堆積する。15SD23、15P122・

123 と重複し、新旧関係は 15SD23、15P122・123 に切られる。遺物は出土していない。埋土の状況から、

15SD298 と同様に古代から中世の遺構と考える。

7）畑 作 溝

規模・埋土・長軸方向がほぼ同じで、連続して構築される溝を畑作溝とした。3・4B・C に位置す

る SD85・86・91 〜 100 が該当する（12 条）。SD86 と SD91 の間隔がやや広いことから（約 0.64m）、

SD85・86 と SD91 〜 100 がそれぞれ一連の畑と考えている。

SD91 ～ 100（図版 3・86）

4B・C に位置し、10 条で構成される。長軸方向は N-2 〜 12°-W である。規模は長さ 3.74 〜 7.44m 以上、

幅 0.75 〜 0.97m、深さ 0.08 〜 0.16m である。断面形は弧状や台形状で、底面には凹凸がある。埋土

は単層で、いずれも粘性の強い暗褐色粘質土が堆積している。溝同士の間隔は、狭いところでは接してお

り、広いところでは 0.48m（SD92 と SD93 の間）である。溝の間が畝となるわけだが、溝の幅に比べて、

溝同士の間隔が狭いことが分かる。これは、複数回にわたる耕作によって、溝の部分が徐々に広がった結

果と考えている。遺物は古代の土師器甕・壺片が多数出土しているが、細片のため図示していない。耕作

の影響で細片になったと思われる。

8）焼　土　土　坑

ST684（図版 25・86）

9H12・17 に位置する。平面形は長方形で、断面形は箱状を呈する。規模は長軸 0.86m、短軸 0.32m、

深さ 0.14m で、遺存状況は良好である。埋土は 4 層に分層でき、下位には褐色系埋土が、上位には黒色

系埋土が堆積する。堆積状況はレンズ状に近い。径 3 〜 5cm の焼土をブロック状に多く含む 3 層には、

最大 2cm 程度の被熱した骨片が混在している。分析の結果、骨片は人骨であることが判明している（第

Ⅲ章 5C）。底面や壁面が被熱していないことから、土坑内部で火が焚かれたとは考えにくく、別の場所で

荼毘に付され、拾骨の後に残った炭・焼土・灰などを廃棄した可能性が高い。そして、その中に拾骨し切

れなかった骨片が混じっていたと考えている。出土した骨片が、最大でも 2cm 程度と小さいのはそのた

めであろう。また、調査範囲内で火が焚かれた痕跡は確認できなかったため、荼毘の場所は調査範囲外

と考えられる。15SB304 に付属する SD653 と重複し、新旧関係は SD653 を切る。骨片は出土したが、

そのほかの遺物は出土していない。

9）土 坑 ・ ピ ッ ト

土坑のうち、SK204・212・233・239・381・464・479・480・622・686・923 は、形態や埋土

の特徴から、埋葬に関連する可能性を考えている。

SK83（図版 25・87）

4C24、4D4 に位置する。平面形は方形で、断面形は半円状を呈する。規模は長軸 1.13m、短軸 0.95m、

深さ 0.36m である。埋土は 3 層に分層でき、黒色系埋土と褐色系埋土がレンズ状に堆積する。黄褐色粘
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質土をブロック状に含み、人為的な埋め戻しと考えられる。遺物は土師器（1 層）が出土した。

SK167（図版 25・87）

9E25、9F5、10E21、10F1に位置する。平面形は楕円形で、断面形は台形状を呈する。規模は長径0.72m、

短径 0.56m、深さ 0.15m である。埋土は単層で、黒褐色粘質土が堆積する。遺物は珠洲焼壺が出土して

おり、P263 出土の 74 と接合した。

SK204（図版 25・87）

6D8 に位置する。平面形は長方形で、断面形は台形状を呈する。規模は長軸 1.49m、短軸 0.84m、深

さ 0.47m である。埋土は 3 層に分層できる。黄褐色粘質土をブロック状に含む黒色系埋土がレンズ状に

堆積し、人為的な埋め戻しと考えられる。SB240 内に位置し新旧関係は不明だが、SK204 が埋葬に関連

する土坑と考えられるので、同時に存在したとは考えられない。遺物は出土していない。

SK212（図版 25・87）

5E7・8・12・13 に位置する。平面形は長方形で、断面形は台形状を呈する。規模は長軸 1.84m、短

軸 0.82m、深さ 0.39m である。埋土は 4 層に分層できる。1 層は黄褐色粘質土をブロック状に含む黒色

系埋土、2 〜 4 層は褐色系・灰色系埋土で、レンズ状に堆積する。人為的な埋め戻しと考えられる。近年

の畑作の影響で土師器が混入していた。

SK233（図版 25・88）

6E2・3・7・8 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は台形状を呈する。規模は長径 1.84m、短径

0.99m、深さ 0.41m である。埋土は 7 層に分層できる。黄褐色粘質土をブロック状に含む黒色系埋土が

主体で、人為的な埋め戻しと考えられる。遺物は須恵器の杯蓋が出土したが、混入の可能性がある。

SK234（図版 25・88）

6D25、6E5 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は台形状を呈する。規模は長径 1.36m、短径 0.96m、

深さ 0.48m である。埋土は 2 層に分層でき、黄褐色粘質土をブロック状に含む黒色系埋土と褐色系埋土

がレンズ状に堆積する。人為的な埋め戻しと考えられる。SD209と重複し、新旧関係はSD209に切られる。

遺物は土師器が少量出土した。

SK235（図版 25・88）

7E14 に位置する。平面形は円形で、断面形は台形状を呈する。規模は長径 1.56m、短径 1.33m、深

さ 0.29m である。埋土は 3 層に分層できる。黄褐色粘質土をブロック状に含む黒色系埋土と褐色系埋土

がレンズ状に堆積しており、人為的な埋め戻しと考えられる。遺物は土師器・須恵器が出土したが、周辺

に近年の畑作溝が位置するため、混入の可能性が高い。

SK239（図版 25・88）

5E20・25、6E16・21 に位置する。平面形は長方形に近く、断面形は台形状を呈する。規模は長軸

1.69m、短軸 1.09m、深さ 0.42m である。埋土は 3 層に分層できる。1 層が主体で、レンズ状に堆積す

る。人為的な埋め戻しと考えられる。遺物は出土していない。

SK256（図版 26・89）

9G2・6・7 に位置する。平面形は長方形で、断面形は台形状を呈する。規模は長軸 1.31m、短軸 0.96m、

深さ 0.45m である。埋土は 4 層に分層できる。黒色系埋土と灰色系埋土の互層で、レンズ状に堆積す

る。SD151、SK296、P254 と重複し、新旧関係は SK296 を切り、SD151、P254 に切られる。遺物

は土師器や珠洲焼が出土したほか、越前焼甕（68）・白磁皿（69）が 3・4 層から出土している。珠洲焼
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は SE800 出土の 19 と接合する破片も出土した。

SK264（図版 26・91）

8G13 に位置する。平面形は円形で、断面形は弧状を呈する。規模は長径 1.10m、短径 1.02m、深さ

0.18m である。埋土は 3 層に分層でき、黒色系埋土がレンズ状に堆積する。SI255、SD151、P263 と

重複し、新旧関係は SI255、SD151 を切り、P263 に切られる。遺物は珠洲焼片口鉢（70）が 1 層から

出土し、SI255、SD151 出土の破片と接合した。また、20・74 と接合する破片も出土した。

SK296（図版 26・89）

9G6・7 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は弧状を呈する。規模は長径 1.24m、短径 0.92m、

深さ 0.20m である。埋土は 2 層に分層でき、黄褐色粘質土をブロック状に含む灰色系埋土がレンズ状に

堆積する。SD151、SK256 と重複し、新旧関係は SD151、SK256 に切られる。遺物は珠洲焼片口鉢（71）

が 1 層から出土した。71 は SE800 の出土破片と接合し、21 と同一個体の可能性がある。

SK381（図版 26・89）

10I22・23、10J2 に位置する。平面形は長方形に近く、断面形は箱状に近い。規模は長軸 1.24m、

短軸 0.68m、深さ 0.29m である。埋土は 3 層に分層でき、褐色系埋土と黒色系埋土がレンズ状に堆積する。

遺物は土師器甕（72）、用途不明金属製品・鉄滓（1 層）が出土した。堆積状況・出土遺物から 2・3 層が

SK381 本来の埋土で、埋没後に掘削された後の埋土が 1 層と考えている。1 層は少量ながら黄褐色粘質

土を含むことから人為的な埋め戻しが予想され、その際に土師器などが混入したと思われる。周辺には近

年の畑作溝が位置しており、1 層も近年の畑作溝の可能性が高い。

SK503（図版 26・89）

4E16・17・21・22 に位置する。平面形は方形で、断面形は箱状を呈する。規模は長軸 0.72m、短軸

0.68m、深さ 0.19m である。埋土は単層で、黄褐色粘質土をブロック状に含む暗褐色粘質土が堆積する。

遺物は土師器の破片が 1 層から少量出土した。

SK622（図版 26・90）

9H15・20、10H11・16 に位置する。平面形は長方形で、断面形は箱状を呈する。規模は長軸 1.32m、

短軸 0.60m、深さ 0.42m である。埋土は 4 層に分層できる。いずれも黄褐色粘質土・炭化物を含み、レ

ンズ状に堆積する。埋土をすべて篩にかけたところ、1 〜 5mm の骨片が 6 点出土した。骨片は被熱して

いる可能性があるが、土坑の底面や壁面などに被熱の痕跡は確認できない。骨片の出土から埋葬に関する

性格を想定しているが、ST684 に比べ骨片は少なく、SK622 から焼土は出土していない。そのため詳細

な性格は不明とする。SE727、P918 と重複し、新旧関係は P918 を切り、SE727 に切られる。遺物は

土師器が少量出土した。

SK691（図版 26・90）

9G10・15 に位置する。平面形は長方形で、断面形は箱状を呈する。規模は長軸 1.20m、短軸 0.87m、

深さ 0.28m である。埋土は 4 層に分層できる。上位に黒色系埋土、下位に褐色系・灰色系埋土がレンズ

状に堆積する。3 層を除き黄褐色粘質土や橙色シルトなどを含んでおり、人為的な埋め戻しの可能性があ

る。遺物は土師器・須恵器の破片や用途不明金属製品（2 層）が出土した。

SK722（図版 26・90）

8H17・18・22・23 に位置する。平面形は楕円形と思われ、断面形は弧状を呈する。規模は径 0.92m、

深さ 0.14m である。埋土は単層で、黒褐色粘質土が堆積する。SB1100、P726 と重複し、新旧関係は



第Ⅲ章　堂古遺跡・下割遺跡

37

P726 を切り、SB1100 とは不明である。遺物は土師質土器皿（73）が 1 層から出土した。

15SK96（図版 26・63・90）

15L15・20、16L11・16 に位置する。平面形は円形に近く、断面形は半円状を呈する。規模は長径

0.75m、短径 0.66m、深さ 0.40m である。埋土は 6 層に分層でき、黒色系埋土と褐色系埋土がレンズ状

に堆積する。調査中、底面付近から古墳時代の土師器が出土した。遺構掘形を確認したところ、土師器は

下位のⅥ層から出土することが判明した。掘形を掘りすぎた結果で、15SK96 に伴う遺物ではない。し

たがって、15SK96 から遺物は出土していない。また、出土した土師器は摩耗が顕著で接合も低調のため、

図示してはいないが、16L Ⅵ層出土の土師器（89 〜 91）とほぼ同時期と考えている。

15SK218（図版 26・91）

11H10・15 に位置する。平面形は楕円形に近く、断面形は台形状を呈する。規模は長径 1.38m、短

径 0.74m、深さ 0.41m である。埋土は 3 層に分層でき、褐色系・灰色系埋土の上に黒色系埋土が堆積す

る。15SE185C、15P211・214 と重複し、新旧関係は 15SE185C、15P211・214 に切られる。遺物

は土師質土器が 2 層から少量出土している。

15SK264（図版 26・91）

14I20、15I11・16 に位置する。平面形は円形に近く、断面形は弧状を呈する。規模は長径 2.35m、

短径 2.12m、深さ 0.29m である。埋土は単層で、黄褐色粘質土・炭化物を含む暗オリーブ褐色粘質土が

堆積する。遺物は土師質土器が少量出土している。

P263（図版 26・91・92）

8G13 に位置する。平面形は円形で、断面形は台形状を呈する。規模は長径 0.68m、短径 0.58m、深

さ 0.33m である。埋土は 5 層に分層できる。1・2 層は柱痕で、径は 0.08 〜 0.10m である。SI255、

SK264 と重複し、新旧関係は SI255、SK264 を切る。遺物は珠洲焼壺（74）が 3・4 層（掘形埋土）か

ら出土した。74 は SE800、SD151、SK167・264 から出土した破片と接合した。

10）性 格 不 明 遺 構

15SX182（図版 26・92）

11H15 に位置する焼土の分布範囲である。平面形は楕円形で、断面形は弧状を呈する。規模は長径

0.62m、短径 0.36m、深さ 0.06m である。埋土は 3 層に分層できる。1・2 層は黒色系埋土、3 層はし

まりの強い暗赤褐色砂礫で被熱する。15SE185C と重複し、新旧関係は 15SX182 が 15SE185C の上

部に堆積するため、15SX182 の方が新しい。遺物は円筒形土製品（100）が出土した。

B　遺　　　物

1）土 器 ・ 陶 磁 器

a　概　　　要（第 4 表、第 10・11 図）

重量組成比を見ると、古墳時代 5% 弱、古代 30% 弱、中世 55% 強、近世 1% 強、不明 10% 強となる。

古墳時代の土器は土師器のみである。分布は極端に偏り、15 〜 17L Ⅵ層からの出土が多い。古代から近

世の遺物がほぼ分布しない範囲から出土するが、Ⅵ層の微地形から（図版 10）、地形の低いところに流れ

込んだような状況が考えられる。壺などの器種が確認できるが、摩耗が顕著で、全体を復元できる個体は
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ない。古代の土器類は遺構が集中する範囲に分布し、中世の遺構に

混入する傾向がある。井戸や SD510 の掘削、修築、埋め戻し、近

年の畑作などにより、中世の遺構に混入したと想定する。このほか

14J Ⅱ・Ⅲ層でも土師器・須恵器が集中する。遺構は確認できない

が、遺存率が比較的高い個体が出土している（78 〜 85）。古代の土

器類が 30% 弱を占めることから、周辺に古代の遺跡が所在する可

能性が考えられる。中世の土師質土器・珠洲焼は出土量は異なるも

のの、分布域はほぼ同じで、遺構が集中する範囲から出土する。井

戸や溝からの出土が多い。用途別では、食膳具（椀・皿類）は土師

質土器・瀬戸美濃焼・青磁・白磁などがあり、比率は土師質土器

75% 強、青磁 15% 強、白磁 5% 強、瀬戸美濃焼 3% 強となる。一方、

調理具（片口鉢）は珠洲焼のみである。甕・壺類の貯蔵具は珠洲焼・

越前焼があるが、珠洲焼が 90% を超える。中世越前焼は 1.7% 強、

近世や時期不明のものも加えると 2.7% 弱となる。珠洲焼に比較す

れば低い比率だが、13 世紀〜 14 世紀の個体も出土し、越前焼は

遺跡内で一定の比率を占めている。近世の土器・陶磁器の分布は図

示していないが、ほぼ全域に散在する傾向がある。

土器・陶磁器の時期・器種分類について、古代の土師器・須恵器

は春日真実氏の論考［春日 1999］、中世の土師質土器は水澤幸一

氏の論考［水澤 2005］、珠洲焼は吉岡康暢氏・加賀真樹氏の論考［吉

岡 1994・2003、加賀 1997］、瀬戸美濃焼は藤澤良祐氏の論考［藤

澤 2002・2008］、越前焼は岩田隆氏・木村孝一郎氏の論考［岩田

1997、木村 2008］、輸入陶磁器は主に大宰府条坊跡での調査成果

［山本ほか 2000］を参考にした。古代・中世の暦年代は第 5・6 表

を目安とする。

b　遺　構　出　土

SI159（図版 27・93）

1 は手づくね成形の土師質土器皿で、口径は 12.6cm である。器形は体部が直線的に立ち上がり、口縁

端部は面取りされる。体部と底部の境界は不明瞭で、底部には指頭圧痕が残る。時期は 14 世紀前半と考

える。

SE196（図版 27・93）

2 は珠洲焼片口鉢である。口縁端部は丁寧に面取りされ、内面はやや摩耗する。卸目は 7 条 1 単位である。

時期は珠洲Ⅲ期頃と考える。

SE202（図版 27・93）

3 は青磁椀で、鎬蓮弁文が施される。破片が小さく不明な点もあるが、時期は 13 世紀後半頃と考える。

SE205（図版 27・93）

4 は珠洲焼片口鉢で、体部が内湾ぎみに立ち上がる。口縁端部は面取りされ、上方に摘み上げられる。

時期 種別 組成比

古墳時代 土 師 器 4.63 % 

古　　代
土 師 器 17.66 %

須 恵 器 11.01 %

中　　世

土師質土器 0.67 %

珠 洲 焼 52.90 %

越 前 焼 1.71 % 

瀬戸美濃焼 0.03 % 

青 磁 0.14 % 

白 磁 0.05 % 

中 世 陶 器 0.02 %

近世陶磁器 1.10 %

時 期 不 明 10.09 %

第 4表　堂古遺跡土器・陶磁器の
　　　　   重量組成比

時期 暦年代

古代Ⅰ期 6 世紀末〜 7 世紀前葉

古代Ⅱ期 7 世紀後葉〜 7 世紀末

古代Ⅲ期 8 世紀初頭〜 8 世紀前葉

古代Ⅳ期 8 世紀後葉〜 9 世紀初頭

古代Ⅴ期 9 世紀前葉〜 9 世紀中葉

古代Ⅵ期 9 世紀後半〜 10 世紀初頭前後

第 5表　古代の暦年代
（春日 1999 を改変）

時期 暦年代

珠洲Ⅰ 1 期 12 世紀中葉〜

珠洲Ⅰ 2 期 1160 〜 1170 年代

珠洲Ⅰ 3 期 1180 〜 1190 年代

珠洲Ⅱ 1 期 13 世紀第 1 四半期

珠洲Ⅱ 2 期 13 世紀第 2 四半期

珠洲 Ⅲ 期 13 世紀中葉〜 1270 年代

珠洲Ⅳ 1 期 1280 〜 1310 年代

珠洲Ⅳ 2 期 1320 〜 1350 年代

珠洲Ⅳ 3 期 1360 〜 1370 年代

珠洲 Ⅴ 期 1380 〜 1440 年代

珠洲 Ⅵ 期 1450 〜 1470 年代

第 6表　珠洲焼の暦年代
（加賀 1997 を改変）
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ロクロ目が顕著で器面の凹凸が著しい。卸目は 7 条 1 単位で浅い。内面には炭化物が付着し、中位から

下位にかけて使用痕が著しい。SE249 出土の破片と接合した。時期は珠洲Ⅱ〜Ⅲ期と考える。

SE313（図版 27・93）

珠洲焼の壺 R 種 C 類（5）・壺 T 種（6）を図示する。5 は頸部がわずかに肥厚し、口縁端部はほぼ平坦

になる。頸部外面と口縁部内面、口縁端部に波状文が巡り、文様の振幅はやや乱れる。時期は珠洲Ⅲ〜Ⅳ

期と考える。6 の外面には幾何学文のタタキが、内面にはあて具痕が残る。あて具痕の上からはナデが施
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第 10図　堂古遺跡・下割遺跡の土器・陶磁器の分布（1）
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される。時期は珠洲Ⅱ期頃と考える。

SE380（図版 27・93）

7 は手づくね成形の土師質土器皿で、口径は 8.8cm である。体部は底部から直線的に立ち上がり、口

縁端部は面取りされる。体部と底部の境界は比較的明瞭で、焼成は良好である。時期は 13 世紀後半と考

える。

SE391（図版 27・93）

珠洲焼の甕（8）・片口鉢（9）を図示する。8 は体部に張りが弱く、口縁端部は肥厚して丸くおさめられる。

外面は平行タタキ、内面にはあて具痕が残るが、あて具痕は不明瞭である。時期は珠洲Ⅲ〜Ⅳ期と考える。

9 の内面には 8 条 1 単位の卸目が隙間なく密に入れられる。内面の使用痕が顕著で、特に底面は卸目が

一部消えている。

SE393（図版 27・93）

土師質土器皿（10・11）・珠洲焼片口鉢（12・13）を図示する。10 は手づくね成形で、口径 9.0cm、器

高は 1.8cm である。器形は丸みをもつ底部から直線的に立ち上がり、口縁端部は丸くおさめられる。体

部と底部の境界は不明瞭で、器壁はやや厚い。内外面に油煙様の炭化物が付着することから、灯明皿とし

て使用されたと予想される。時期は 14 世紀前半頃と考えておく。11 はロクロ成形で、底部の切り離し

は回転糸切りである。体部は直線的に立ち上がり、底部は器壁が厚い。内外面には油煙様の炭化物が付着
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第 11図　堂古遺跡・下割遺跡の土器・陶磁器の分布（2）
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し、内面は器面の剝落が目立つ。時期は 15 世紀代と考える。12・13 の器形は、体部から口縁部にかけ

て内湾しながら立ち上がる。内傾する口縁端部には波状文が施文される。12 の波状文は振幅の乱れはほ

とんどなく、13 は振幅が乱れ全体的に施文が粗い。いずれも内面に炭化物が付着しており、12 の外面に

はススが付着する。卸目は 12 が 5 条 1 単位、13 が 8 条 1 単位である。なお 13 は SD318 の 1 層から

出土した破片と接合している。時期はいずれも珠洲Ⅴ期である。

SE613（図版 27・93）

14 は珠洲焼片口鉢で、やや腰高ぎみの器形である。卸目は 16 条 1 単位で、「米」の字状に入れられる。

外面と断面にススが付着する。内面の使用痕は比較的顕著である。底部外面には、切り離し後に板上に置

いたと思われる痕跡が残る。時期は珠洲Ⅲ期頃と思われる。

SE737（図版 27・93）

手づくね成形の土師質土器皿（15）・珠洲焼片口鉢（16）を図示する。15 は底部からやや外反ぎみに立

ち上がり、底部と体部の境界は不明瞭である。破片が小さく誤差もあるかもしれないが、口径は 10.6cm

となる。時期は 14 世紀前半と考える。16 は胎土が砂質で、そのため摩耗が著しく器面も剝落する。卸

目は 14 条 1 単位で密に入れられる。

SE800（図版 27・93）

珠洲焼の壺（17 〜 19）・片口鉢（20・21）を図示する。17 は壺 R 種 C 類で、体部上半に鋭利な波状文

が 2 段施される。文様の振幅に乱れはほとんどない。時期は珠洲Ⅱ〜Ⅲ期とする。18 は外反する壺の口

縁部片で、端部は面取りされる。時期は珠洲Ⅳ期と考える。19 は壺 K 種で、器形は底部から直線的に

立ち上がる。内面のロクロ目が顕著で、底部外面には切り離し後に板上に置いたと思われる痕跡が残る。

SK256 の 4 層出土の破片と接合した。20 は体部が直線的に立ち上がる器形で、口縁端部が面取りされ、

内側は上方へ摘み上げられる。卸目は 20 条 1 単位で、1 条当たりの幅が狭い。SD151、SK264 出土の

破片と接合している。時期は珠洲Ⅲ期頃と考える。21 も直線的に立ち上がる器形で、卸目は 7 条 1 単位

である。内面のロクロ目や使用痕は顕著である。器形や胎土から SK296 出土の 71 と同一個体の可能性

がある。

SE986（図版 27・93）

22 は珠洲焼片口鉢で、11H23 に位置する SE986 から出土した。底部から内湾しながら立ち上がる器

形で、口縁端部は面取りされる。片口部内面の幅は約 1.5cm（指 1 本弱）で狭い。1/2 弱遺存し、口縁部

は片口部に近い範囲しか遺存しない。そのため断定はできないが、卸目は施されていない可能性が高く、

内面には部分的に顕著な使用痕が確認できる。同様に誤差があるかもしれないが、口径は 18.0cm で、「小

鉢」に分類できる。1/2 個体分の破片が出土する状況は、15SE162 出土の 29 と類似する。時期は珠洲Ⅰ〜

Ⅱ期と考える。

SE1087（図版 28・93）

須恵器杯蓋（23）・珠洲焼片口鉢（24）を図示する。23 は山笠状の杯蓋で、口縁端部は短く、内側にや

や屈曲する。時期は古代Ⅳ期と考える。24 の卸目は 9 条 1 単位で、卸目は比較的密に入れられる。断面

に炭化物が付着する。焼成はやや不良である。

SE1124（図版 28・93）

25 は珠洲焼壺 T 種で、内湾する体部にくの字状の口頸部がつく。頸部は肥厚し、口縁端部は外側へ摘

み出される。体部外面には綾杉状のタタキ、内面にはあて具痕が残る。隣接するタタキ同士の角度が鋭角
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なため、綾杉が明瞭である。頸部外面には「+」の記号文ないし刻字文が刻まれる。筆順は縦線→横線の

順である。15SE185C の 1 層出土の破片と接合している。時期は珠洲Ⅱ〜Ⅲ期と考える。

15SE3（図版 28・94）

珠洲焼の甕（26）・壺 T 種（27）・片口鉢（28）を図示する。26 は内湾する体部に短い口縁部がつく器形で、

口縁端部は外側へ摘み出される。体部外面には平行タタキ、内面にはあて具痕が残る。また、体部外面の

上位には刻印が確認できる。時期は珠洲Ⅲ〜Ⅳ期と考える。27は内湾する体部にくの字状の口頸部がつく。

頸部は内外面に稜が認められる。口縁端部は外側へ摘み出され、やや丸みを帯びる。体部外面には綾杉状

のタタキ、内面にはあて具痕が残る。タタキが粗雑で、綾杉が崩れ平行に近くなっている。体部外面の上

位には「大」の刻字文が確認できる。28 は体部から口縁部にかけてやや内湾する器形で、端面は少しくぼむ。

内面には炭化物が付着し、11 条 1 単位の卸目が確認できる。27・28 の時期は珠洲Ⅳ期と考える。

15SE162（図版 28・94）

29 は珠洲焼片口鉢である。器形は底部から直線的に立ち上がり、口縁部がわずかに内湾する。口縁端

部は内傾し幅広い面をもつが、内面の段は不明瞭である。施文方法が粗雑なためか、卸目は 7 条 1 単位

の部分と 5 条 1 単位の部分が混在し、時計回りで放射状に入れられる。胎土は大小の礫を含み粗い。時

期は珠洲Ⅵ期と考える。12H2・3・8 に位置する 15SE302 の 1・3 層出土の破片と接合するが、それぞ

れの井戸から約 1/2 個体分の破片が出土している。

15SE185（図版 28・94）

土師器（30 〜 33）・黒色土器（34）・珠洲焼（35）を図示する。このほか青磁なども出土したが、小破

片のため図化していない。30 は非ロクロ成形の小型甕である。体部はやや内湾ぎみに立ち上がり、口縁

部はくの字状に短く屈曲する。端部は面取りされる。体部外面にはハケやケズリが施される。また内面に

はコゲ、外面にはススが付着する。31 〜 33 は非ロクロ成形の長胴甕である。31・32 の体部は緩やかに

内湾する。頸部は直立し、口縁部は外傾する器形となる。調整はあまり明瞭ではないが、ナデやハケが施

される。33 の器形は底部から内湾ぎみに立ち上がる。内外面にはハケが施され、底部外面まで及ぶ。34

は非ロクロ成形の杯類とした。遺存状況から高杯の可能性も残る。器形は体部が内湾ぎみに立ち上がり、

口縁部はわずかに外反する。30 〜 34 は古代Ⅰ〜Ⅱ期の所産と思われる。35 は片口鉢の口縁部片で、端

面がわずかにくぼむ。破片のため卸目の単位は確認できない。時期は珠洲Ⅲ期頃である。

15SE219（図版 28・94）

珠洲焼片口鉢（36 〜 41）を図示する。36 はやや腰高ぎみの器形である。口縁端部は肥厚し、端面がや

やくぼむ。卸目は 10 条 1 単位で、内面の使用痕が顕著である。37 の器形も 36 とほぼ同じだが、口縁

端部はやや内傾する。卸目は 10 条 1 単位で、内面の使用痕は顕著である。36・37 の時期は珠洲Ⅳ期と

考える。38 は口縁端部が面取りされる。時期は珠洲Ⅲ期頃と考える。39 は底部から直線的に立ち上がる

器形である。卸目は 11 条 1 単位で、内面の使用痕は顕著である。胎土は粗く大小の礫を多く含む。内外

面ともに摩耗している。40・41 は底部の破片である。いずれも卸目は確認できないが、内面の使用痕が

顕著であることから片口鉢と判断した。

15SE296（図版 29・94）

42 は土師器の小型甕で、ロクロ成形と思われる。器形は丸底の底部から内湾しながら立ち上がる。く

の字状に屈曲する口縁部はわずかに内湾し、端部は丸くおさめられる。胎土は混入物を多く含む粗いもの

で、やや摩耗している。時期は古代Ⅲ〜Ⅳ期としておく。
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SD151（図版 29・94）

43 は珠洲焼片口鉢である。体部はゆるやかに内湾しながらに立ち上がり、口縁部はやや肥厚する。卸

目は 16 条 1 単位で、内面の使用痕は顕著である。時期は珠洲Ⅳ期と考える。

SD318（図版 29・94）

44 は珠洲焼の小型壺 R 種である。肩部外面には波状文が巡り、振幅の乱れがほとんどない。内面全体

に赤色漆が付着するが、断面には付着していない。用途としては漆容器などが考えられる。時期は珠洲Ⅳ

期頃であろうか。

SD462（図版 29・94）

手づくね成形の土師質土器皿（45）・越前焼甕（46）を図示する。45 は丸みのある底部からやや外反ぎ

みに立ち上がる器形で、口縁端部は丸くおさめられる。内外面には油煙様の炭化物が付着しており、灯明

皿として使用された可能性がある。時期は 14 世紀前半と考える。46 の口縁部は受け口状で、断面形は

N 字状となる。焼成は良好である。時期は 13 世紀後半〜 14 世紀前半としておく。

SD510（図版 29・94・95）

古代の遺物は土師器（47 〜 52）・黒色土器（53）・須恵器（54 〜 60）を図示する。土師器はいずれもロ

クロ成形である。47 は無台椀で、体部は内湾し、口縁部はやや外反する。器壁は底部に厚みがあるが、

体部から口縁部は比較的均一である。全体的に摩耗が著しい。48・49 の器種は皿とした。類似の器形

は今池遺跡［坂井ほか前掲］（土師器）、八幡林遺跡［田中・桑原 1994］（木器）、鉄砲町遺跡［藤巻・横田

1995］（須恵器）などで散見できる。器形は 48 が外反しながら立ち上がり、口縁端部はやや外反しなが

ら上方に摘み上げられる。49 は直線的に立ち上がり、口縁端部は直立する。いずれも底部切り離し技法

は回転糸切りである。胎土はともに精良だが、焼成が不良で摩耗が著しい。47 〜 49 の時期はおおむね

古代Ⅵ 2 〜 3 期と考える。50 は小型甕で、口縁部はくの字状に屈曲し、端部は丸くおさめられる。51・

52 は長胴甕で、口縁部はくの字状に屈曲する。52 は口縁部がやや肥厚し、端部は上方に摘み上げられる。

ともに体部は張りがなく、ほぼ垂直状となる。調整は、外面はナデ・ハケ・ケズリ、内面はナデ・カキメ

などが施される。50 〜 52 の時期は古代Ⅳ期と考える。53 の器種は高杯で、杯部の内底面と脚部が遺存

する。杯部の内面は黒色処理後ミガキが施され、脚部には輪積みの痕が明瞭に残る。時期は古代Ⅰ期前

後と思われる。54 〜 57 は無台杯で、いずれも底部切り離し技法はヘラ切りである。54 〜 56 は底部か

ら直線的に立ち上がり、57 はやや内湾ぎみに立ち上がる。55・57 の口縁部は外反する。54 は底部がや

や厚く、身が深い。56 の内外面には火だすきの痕跡が残る。焼成は 54 を除き良好である。時期は 54・

55 が古代Ⅳ 1 〜 2 期、56 が古代Ⅲ 2 〜Ⅳ 1 期、57 が古代Ⅲ 2 期と考えている。58 は有台杯で、底部

から内湾しながら立ち上がり、口縁部は外反する。高台は外へ踏ん張るような形態で、内端で接地する。

ヘラ切りによる切り離し後、その痕跡をナデ消す。焼成はやや不良である。時期は古代Ⅲ 2 期と考える。

59 はつまみが擬宝珠状となる杯蓋で、器壁は厚い。時期は古代Ⅳ期と考える。60 は瓶類とした。全体の

器形は不明である。SI465 から同一個体片が出土している。

中世の遺物は珠洲焼（61・62）・越前焼（63）・瀬戸美濃焼（64・65）・白磁（66）を図示する。61・62

は甕で、61 の口縁部はくの字状に屈曲し、やや肥厚する。62 の口縁部は外側に引き出され、断面形はコ

の字状となる。口縁端部は比較的平坦である。ともに体部外面には平行タタキ、内面にはあて具痕が残る。

時期はいずれも珠洲Ⅳ期頃と考える。63 は甕の体部片で、外面に格子目の押印文が確認できる。押印は

縦線 11 条以上（4.0cm 以上）、横線 6 条（3.1cm）の横長である。SK256 出土の 68 にも同様の押印があ
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り、接合はしないが同一個体の可能性もある。「鉄塗り」技法が採用されていないことから 16 世紀が下

限となる［田中 1994］。64・65 は天目茶碗で、底部を欠損する。64 の器形は体部が直線的に立ち上がり、

口縁部は直立する。時期は古瀬戸後期様式Ⅲ〜Ⅳ期（15 世紀前葉〜末）頃と考える。65 は 64 に比べ体部

の器壁が厚く、口縁部の断面形はゆるい S 字状となる。時期は大窯様式 2 〜 3 段階（16 世紀中葉〜末）頃

と考えている。66 は口禿白磁で、器種は椀ないし皿と考える。口縁部は外傾し、端部はやや丸みを帯びる。

時期は 13 世紀後半〜 14 世紀初頭と考える。

15SD23（図版 29・95）

67 は外面に波状文が施される須恵器甕で、振幅の乱れはほとんどない。時期は古代Ⅳ期頃と思われる。

SK256（図版 29・95）

越前焼甕（68）・口禿白磁皿（69）を図示する。68 は外面に格子目の押印文が施される。押印は縦線

12 条（4.6cm）、横線 6 条（3.1cm）の横長で、SD510 出土の 63 と同一個体の可能性もある。「鉄塗り」

が確認できないことから、16 世紀が下限となる［田中前掲］。69 は体部がほぼ直線的に立ち上がり口縁

部に至る器形で、端部は強めに面取りされる。時期は 13 世紀後半〜 14 世紀初頭と考える。

SK264（図版 29・95）

70 は珠洲焼片口鉢で、体部中位で内湾する低平な器形である。口縁端部は面取りされ、端面はわずか

にくぼむ。卸目は 10 条 1 単位である。SI255（1 層）、SD151 出土の破片と接合した。時期は珠洲Ⅲ〜

Ⅳ期と考える。

SK296（図版 29・95）

71 は珠洲焼片口鉢である。体部が直線的に立ち上がるやや腰高の器形で、口縁端部は面取りされる。

ロクロ目が顕著で、器面の凹凸が著しい。卸目は 7 条 1 単位で、内面の使用痕が目立つ。SE800 出土の

破片と接合し、SE800 出土の 21 と同一個体の可能性がある。時期は珠洲Ⅳ期と考える。

SK381（図版 30・95）

72 はロクロ成形の土師器の小型甕である。体部は直線的で、口縁部は緩くくの字状に屈曲する。口縁

端部は上方に摘み上げられる。外面にはナデとカキメが施される。時期は古代Ⅳ 1 期前後と考える。

SK722（図版 30・95）

73 は手づくね成形の土師質土器皿で、やや丸みのある底部から内湾しながら立ち上がる器形である。

口縁端部は丸くおさめられ、底部と体部の境界は不明瞭である。全体的に摩耗し、内面は剝落する。時期

は 14 世紀前半と考える。

P263（図版 30・91・92・95）

74 は珠洲焼壺 T 種である。体部はなで肩状となり、頸部はやや肥厚し外面に稜が認められる。口縁端

部は外側に摘み出される。体部外面には綾杉状のタタキ、内面にはあて具痕が残る。SE800（3・4・10 層）、

SD151（1・2 層）、SK167・264 出土の破片と接合した。時期は珠洲Ⅳ期と考える。

P297（図版 30・95）

75 は 8H10 に位置する P297 から出土した口禿白磁皿である。体部は直線的に立ち上がり、口縁部は

外傾する。口縁端部はやや強めに面取りされる。時期は 13 世紀後半〜 14 世紀初頭と考える。

P500（図版 30・95）

76 は 8H18 に位置する P500 から出土した手づくね成形の土師質土器皿で、口径は 9.0cm である。

器壁は厚く、体部は内湾しながら立ち上がる器形で、口縁端部の面取りは弱い。全体的に摩耗する。時期
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は 14 世紀前半と考えておく。

P801（図版 30・95）

77 は 7I5・8I1 に位置する P801 から出土した珠洲焼甕で、口縁部はくの字状に屈曲する。外面には

平行タタキ、内面にはあて具痕が残る。時期は珠洲Ⅲ〜Ⅳ期と考える。

c　遺 構 外 出 土（図版 30・95・96）

古代の土師器・須恵器（78 〜 85）は 14J Ⅱ・Ⅲ層（中世遺構検出面）から出土し、遺存率が比較的高い。

古墳時代の土師器（89 〜 91）は 15L 周辺や 16・17L 周辺のⅥ層から出土したが、摩耗が著しくほとん

ど接合しない。器種は壺や甕が多い。14J、15L 周辺、16・17L 周辺は中世の遺構がやや希薄である。

78・79 はロクロ成形の土師器の小型甕で、胎土は類似する。78 は体部の張りが弱く、口縁部はくの

字状に屈曲し、口縁端部は面取りされる。体部内面にはカキメが確認できる。全体的に摩耗が顕著である。

79 の器形は体部が球胴形で、口縁部はやや内湾し、端部は面取りされる。体部外面はカキメ後にケズリ

が施され、内面はカキメが施されている。78・79 の時期は古代Ⅳ 1 期と考えている。80 は須恵器無台

杯である。器形はやや丸みのある底部から直線的に立ち上がり、口縁部がやや外反する。底部切り離し技

法はヘラ切りで、焼成はやや不良である。時期は古代Ⅲ 2 〜Ⅳ 1 期である。81 は須恵器有台杯で、器形

は体部が緩やかに内湾しながら立ち上がり、口縁部は外反する。高台が低く、外側へ踏ん張るような形状

である。底部切り離し技法はヘラ切りで、使用痕があまり確認できない。時期は古代Ⅲ 2 期と考えられる。

82 〜 85 は須恵器杯蓋である。いずれも器形は天井部が扁平で、口縁端部は短く内側へ屈曲する。82 は

ヘラ切りによる切り離し後、内外面にロクロナデが施され、83 〜 85 は切り離し後、ケズリとナデによ

り切り離しの痕跡が消されている。時期は 82 が古代Ⅲ 2 期前後、83 〜 85 が古代Ⅲ 2 〜Ⅳ 1 期と考え

ている。86 は手づくね成形の土師質土器皿である。体部は内湾しながら立ち上がり、口縁端部は面取り

される。底部と体部の境界は不明瞭で、器壁が厚い。底部外面には指頭圧痕が残る。時期は 14 世紀前半

と考える。87 は珠洲焼瓶類の把手で、手づくねの痕跡が残る。88 は青磁椀で、高台内は施釉されていな

い。釉の厚さは全体的に薄い。89 〜 91 は古墳時代前期の土師器で、摩耗が著しい。89 は二重口縁壺の

口縁部片で、口縁部に粘土を貼付して段を作出する。調整は外面にナデ、内面にミガキがわずかに確認で

きる。90 も二重口縁壺とした。89 ほど明瞭ではないが、段が設けられている。91 は壺の頸部で、粘土

を貼付して段を作出している。

2）土 製 品

a　遺　構　出　土

SE237（図版 30・96）

92 は珠洲焼甕・壺の体部片を研磨具に転用している。比較的手にもちやすい大きさである。外面のタ

タキ部分が使用面で、特に中心部の摩耗が著しい。

SE613（図版 30・96）

93 は須恵質の平瓦で、凹面には布目痕が、凸面には縄叩き痕が残る。焼成は良好である。

15SE185（図版 30・96）

94 は支脚とした。下部を欠損するが、脚部がつくと思われる。外面上部（残存長の 3/4）が被熱し、調

整はハケが施される。95 は円筒形土製品で、外面にハケが施され、内面には輪積痕が残る。
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SD510（図版 30・96）

96 は円柱状の支脚片で、直径約 1.0cm の孔が確認できる。外面には手づくね痕が残り、内外面は被熱

する。97 〜 99 は珠洲焼甕・壺の転用研磨具である。97 は上端・右側面の断面部分、98 は外面タタキ

部分と底部外面、99 は外面タタキ部分が使用面である。98・99 は手にもちやすい大きさである。

15SX182　（図版 30・96）

100 は円筒形土製品である。外面はハケが施され、内面には成形時の輪積痕が残る。

b　遺 構 外 出 土 （図版 30・96）

101 は 13G21 Ⅲ層（中世遺構の検出面）から出土した支脚で、脚部はハの字状に開く。内面や外面中

位に手づくね痕が残る。外面上半部は被熱し、全体的に摩耗する。102 は珠洲焼甕・壺の転用研磨具で、

外面のタタキ部分が使用面である。比較的手にもちやすい大きさで、7H Ⅰ層から出土した。

3）石 製 品

石製品は砥石・硯・磨石類・石鉢・磨製石斧などが出土した。磨製石斧は縄文時代の所産で、中世の井

戸（SE367）に混入したものと考えている。石製品は井戸や溝から出土する傾向にあり、遺構密度が高い

SD510 の北東側から多く出土する。

a　遺　構　出　土

SE306（図版 31・96）

103 は砥石（中砥ないし仕上砥）である。形状は角柱状で厚みがあり、上端を欠損する。正裏左右側面が

使用面で、細かな線状痕や刻み痕がある。側面にやや反りが認められる。石材は凝灰岩である。

SE367（図版 31・96）

104 は磨製石斧である。基部側が狭い撥形を呈している。全面を丁寧に研磨し、刃部には使用痕が認

められる。石材は蛇紋岩で、SE367 底面のほぼ中央から刃部を南側に向けて出土した。

SE737（図版 31・96）

105 は用途不明石製品とする。隅丸長方形の自然礫の側面に樋状の細い刻み痕や擦痕、正裏面に溝状

の刻み痕が確認できる。釘や錐のような先の細い工具の尖端などを研磨した砥石の可能性もある。研磨は

往復方向に行われている。石材は軟質の凝灰岩である。

SE1104（図版 31・96）

106 は砥石（荒砥）である。形状は角柱状に近く厚みがあり、ほぼ完形である。正裏左右側面が使用面で、

細かな線状痕や深い筋状痕がある。この筋状痕は先端が尖ったものを研磨した痕跡と考えられる。石材は

砂岩である。

SD151（図版 31・96）

107 は磨石類で、自然礫を素材とする。正裏面とも敲打による凹み、上下端にツブレが認められる。

石材は凝灰岩で、全体に風化する。

SD318（図版 31・83・96）

108 は硯で上端（海部分）を欠損する。全体に剝落が認められ、遺存状況はあまりよくない。縁の内側

は卵形で、縁辺に墨痕が残存する。縁の高さは約 0.2cm、海部の深さ約 1.3cm である。硯面は比較的丁
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寧な作りだが、裏左右側面には線状痕が残る。製作痕であろうか。石材は黒色粘板岩で、石質はあまり緻

密ではない。109 〜 111 は砥石（中砥ないし仕上砥）で、形状は角柱状に近い。109 は側面にやや反りを

もつが、それ以外はあまり反らない。石材はすべて凝灰岩である。

SD510（図版 31・97）

112 は石鉢で、片口部分のみ遺存する。特にススなどの付着物も認められない。石材は砂岩である。

113 は自然礫を素材とする砥石である。正裏面が使用面で、細かな線状痕や刻み痕が残る。左側面を欠

損する。石材は安山岩である。

b　遺 構 外 出 土（図版 31・97）

114 は砥石（中砥ないし仕上砥）である。形状は角柱状で、側面は反っている。正裏左右側面が使用面で、

細かな線状痕がある。上下端は欠損しており、表面にはススが付着する。石材は流紋岩である。

4）木 製 品

漆器・曲物・箸のほか、部材などが出土した。図示していないものも含め、すべて井戸から出土している。

SE80（図版 31・97）

115 は杭状木製品で、下端を右側縁から斜めに削り、尖端を作出する。上端と下端を欠損する。116

は板状木製品で、裏面と上下端を欠損する。

SE196（図版 31・97）

117 は漆器椀で、底部から体部の一部が遺存する。内外面に黒色漆を塗布する。器形は底部から直線

的に立ち上がる。木取りは横木取りである。

SE412（図版 31・97）

118は漆器皿で、内外面に黒色漆を塗布する。器形は底部から直線的に立ち上がる。木取りは縦木取りで、

底部に轆轤挽きの痕跡が残る。時期は 13 世紀後半〜 14 世紀前半と考える。

SE737（図版 31・64・97）

119 は漆器椀である。内外面には黒色漆を塗布し、赤色漆で文様（植物文か）が描かれる。外面の文様

は同じものが 3 単位描かれる。底部からゆるやかに内湾しながら立ち上がる器形で、器壁は全体的に薄い。

木取りは横木取りである。時期は 13 世紀後半〜 14 世紀代と考える。120・121 は板状木製品で、木取

りは柾目である。120 は上下端を欠損し、正面に斜位の加工痕が残る。121 も上下端を欠損し、径 0.3 〜

0.5cm の孔が 5 か所確認できる。孔はいずれも摩耗し、紐などを通していたと思われる。

SE999（図版 32・97）

122 は曲物底板とする。木釘穴が確認できないため、側板に取りつける前の可能性がある。３枚の板

を合釘で接ぎ合せており、合釘は遺存している。木取りは柾目で、樹種はトウヒ属である。123 は容器

の蓋であろうか。2 か所に径約 0.7cm の孔が確認でき、側面観は湾曲する。木取りは板目で、樹種はキ

ハダである。

15SE222（図版 32・64・97）

124 は白木椀とした。器形は底部から内湾しながら立ち上がり、口縁端部は上方に挽き出される。器

壁は厚みがあり、轆轤挽きの痕跡が明瞭に残る。底部には孔が 2 か所、底部外面には木地を轆轤に固定

した痕跡が 1 か所確認できる。未製品の可能性があり、小刀（133）とともに意図的に井戸のなかに入れ
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られたと考えられる。木取りは横木取りで、樹種はブナ属である。

15SE229（図版 32・97）

125 は甑底板ないしは容器の蓋であろうか。中央に 0.9cm の孔、四隅に約 0.5cm の孔が設けられる。

正面には黒色付着物が認められる。木取りは柾目で、左右側面を欠損する。樹種はヒノキである。

15SE282（図版 32・98）

126 は箸で、上端と下端を尖らすように加工する。樹種はスギである。127 は角柱状の部材で、下部

には加工痕（抉り）が認められる。木取りは柾目で、上端と下端を欠損する。

15SE296（図版 32・98）

128 は曲物底板とする。右外周が破損するため明確ではないが、木釘穴などは確認できない。正面な

どに加工痕や線状痕が確認できる。木取りは柾目で、樹種はヒノキである。

5）金　属　製　品

鎌・刀子・小刀・用途不明金属製品が柱穴・井戸・溝などから出土している。器種では刀子・小刀の出

土が多い傾向がある。

a　遺　構　出　土

SB1018（図版 32・68・98）

129 は P122 から出土した用途不明金属製品である。上端は剣先状を呈するが、先端を欠損するため

詳細は不明である。下端も欠損し、下部には目釘状の突起物が確認できる。長さ 13.0cm、幅 2.8cm、厚

さ 1.3cm である。130 は P114 から出土した刀子で、刃部と茎の一部が残存する。

SB1019（図版 32・64・98）

131 は P168 から出土した鎌である。刃部の厚さは薄く、反りはほぼない直刃である。刃部の長さは

推定約 17.0cm である。柄の部分には木質・目釘が残存するが、柄自体は残存しない。形状や大きさか

ら実用的な刃鎌と考えられる。

SE315（図版 32・98）

132 は刀子である。刃部と茎を欠損し、区の周辺のみ残存する。

15SE222（図版 32・64・98）

133 は小刀である。ほぼ完形で、反りが認められる。茎に目釘穴が 1 か所確認できるが、目釘や柄

は残存しない。意図的に柄が外され、白木椀（124）とともに井戸に入れられた可能性がある。長さは

29.3cm である。

SD318（図版 32・98）

134 は刀子で、区の周辺のみ残存する。

SD328（図版 32・98）

135 は用途不明金属製品で、一部が折り曲げられる。

b　遺 構 外 出 土（図版 32・98）

136 は用途不明金属製品とした。下方に向かい幅が広がる形状で、下端は平坦である。断面形は扁平で、

下方に向かい徐々に厚みを減じる。上端は欠損するが、角柱状の柄がつく可能性がある。
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4　下　割　遺　跡

A　遺　　　構

1）概　　　要

記述の方法と遺構の分類については第Ⅲ章 3A1）・3）に準じて

記述する。2015 年度調査で検出した、2010 年度調査遺構の延

伸部分は同一の遺構名を使用した（SB09、SE212、SD253・267・

299、濠、SK291）。このうち SE212 は 2010 年度にピット（P212）

としたが、2015 年度調査の結果、井戸と判断したので「SE212」

として報告する。2015 年度調査の遺構については、遺構略号の前

に調査年「15」を付した。遺構数は 2010 年度遺構の延伸部分を

含め、掘立柱建物 1 棟、井戸 21 基、溝 11 条、濠 1 条、土坑 23 基、ピット 260 基である（第 7 表）。遺

構番号は 313 まで付したが、245 は欠番とした。

西側調査区（市道の南西側）の遺構分布は、19M・N、20M には溝が多く、20M 周辺には井戸がやや

まとまって位置する。20K・L 周辺はピットを中心に土坑や井戸などが点在し、19L 周辺は遺構がやや希

薄となる。東側調査区（市道の北東側）は 18・19 列間を境として、その東西で遺構分布に偏りが見られる。

19・20 列（西側）は大型土坑（15SK170・199・252）のほか、ピットがやや多く分布する。ピットのな

かには、深さが深く建物などの柱穴として機能した可能性があるものも確認したが、SB09 を除き建物な

どの認定には至らなかった。17・18 列は、堂古遺跡との間を流れる農業用水路に向かい地形が傾斜して

おり、遺跡の縁辺部に当たる。そのため遺構分布が希薄になっている。

2010・2011 年度調査では古代から近世の遺構が確認されているが［石川・山下ほか前掲］、2015 年度

調査の遺構からは主に中世から近世の遺物が出土している。遺構出土の遺物量、遺物が出土した遺構数は

多くはなく、遺構の埋土や形態上の差異などもほとんど認められないため、時期を特定できる遺構は少な

い。そのため、時期を特定できる遺構以外は、おおむね中世から近世の遺構とまでしか言及できない。し

たがって、遺構の種別ごとに説明していく。

2）掘 立 柱 建 物

2015 年度は 262 基のピットを検出した。掘立柱建物を構成する柱穴となる可能性が考えられるもの

も存在したが、建物と認定できたものは 1 棟のみである。

SB09（図版 37・99）

2010 年度調査で調査範囲外であった SB09 の北東隅柱（15P15・16）を検出した。西側調査区 20・

21L、21M に位置する桁行 2 間（6.56m）×梁間 1 間（4.16m）の建物である。2010 年度には桁行の延

伸が不明であったため 2 間以上としていたが［石川・山下ほか前掲］、2015 年度調査でそれ以上の延伸が

ないことが判明した。桁行方向 N-22°-E の南北棟で、面積は約 27.30m2 である。P213 を除き柱穴が 2

基 1 組、0.56 〜 0.96m 間隔で桁行上に配置され、15P15 の北側にも 15P16 が位置する。これらのピッ

ト（P215・277・284・255 北、15P16）は柱の補強目的や床束柱の可能性が指摘されている［石川・山

2010 年度の 
遺構の延伸 2015 年度

掘立柱建物 1 0

井  戸 1 20

溝 3 8

濠 1 0

土  坑 1 22

ピ ッ ト 0 *260

* ピット 2 基は掘立柱建物で集計

第 7表　下割遺跡の遺構数
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下ほか前掲］。桁行の柱穴間隔は 2.28 〜 4.24m で、北側が狭く、南側が広い。梁行は 4.16m と 4.18m で、

ほぼ等間隔である。柱穴の平面形は楕円形が多く、規模は径 0.18 〜 0.72m、深さ 0.27 〜 0.84m である。

かなりばらつきがあるが、北側に位置する P215・277・284・255 北、15P16 の方が、南側の柱穴よ

りおおむね小型である。柱痕は P213 で確認でき、径は 0.13m である。15P16 内では根石状の礫を確認

した。この礫に関しては、柱の補強との関連性のほか、15P16 でのみ確認できることから柱の長さ調整

の可能性も指摘できる。遺物は 15P15 の 1 層から近世陶器片が出土した。2010 年度調査で P215 から

17 世紀後半〜 18 世紀前半の陶磁器が出土しており、近世の建物とされている［石川・山下ほか前掲］。

3）井　　　戸

西側調査区で 14 基、東側調査区で 7 基の合計 21 基の井戸を検出した。そのうちの 1 基（SE212）が

2010 年度調査時にピットとした遺構（P212）の延伸部分で、2015 年度の調査の結果、井戸と判断した。

井戸はすべて素掘りである。埋土は黄褐色粘質土や灰色粘質土などを含む黒色系埋土とⅣ・Ⅴ層に由来す

る褐色系・灰色系埋土が堆積しており、基本的には人為的に埋め戻されたと判断している。2015 年度調

査では、遺構からの出土遺物は少ないとはいえ、遺構別では井戸から出土する傾向が認められる。ここで

は、遺物の出土などである程度時期の推定できる井戸を中心に記述する。井戸の調査の過程では、0.5 〜

0.6m 掘り下げたところで湧水を確認し、崩落の危険性が考えられたため、人力での掘削を約 1m までと

した。井戸下部の調査は、航空写真撮影後に重機を使用して断ち割りを行い、遺物の確認や断面の記録

を行った。断ち割り調査の方法などは、第Ⅲ章 3A 5）に準じている。なお、主に重機の作業スペースと

の関係で、上部調査時のセクションポイントとは反対側から断ち割り調査を行った井戸は、15SE100・

121・155 の 3 基である。

SE212（図版 37・101）

2010 年度にピットとした遺構（P212）で、2015 年度の調査の結果、井戸と判断した。西側調査区

20L5・10、21L1・6 に位置する。平面形は円形、断面形は上位でわずかに開く U 字状を呈する。壁面

の崩落はなく、原形をほぼ保つ。規模は長径 1.09m、短径 1.00m、深さ 1.08m を測る。埋土は 3 層に

分かれ、灰色系・褐色系埋土がほぼ水平に堆積する。3 層はしまりが弱く、直径 4 〜 8cm の礫を少量含む。

15P72 と重複し、新旧関係は 15P72 に切られる。遺物は出土していない。

15SE32（図版 38・101）

西側調査区 20L7・8 に位置する。平面形は円形で、断面形は U 字状に近い。中位東側が大きく膨らみ、

壁面は崩落している。規模は長径 1.26m、短径 1.18m、深さ 2.31m、中位の最大径は 1.31m を測る。

埋土は 13 層に分かれる。おおむね灰色系・褐色系埋土が主体で、上位・下位はレンズ状、中位は水平に

堆積する。15SD48、15P61・62 と重複し、新旧関係は 15SD48、15P61・62 を切る。遺物は 1・3・

9・11 層から近世陶磁器片（擂鉢など）が出土したほか、磨石類（48）も出土した。

15SE44（図版 38・101）

西側調査区 20L17・22 に位置する。平面形は円形で、断面形は下位がやや膨らむ U 字状を呈し、壁

面は崩落している。規模は長径 0.83m、短径 0.76m、深さ 2.00m を測る。埋土は 11 層に分かれる。お

おむね黒色系埋土と灰色系・褐色系埋土の互層で、6 層が 7 〜 11 層を掘り込むような堆積状況が確認で

きる。上端の中心と 6 層の中心が大きくずれているため詳細は不明であるが、壁面の崩落などにより埋

め戻した（7 〜 11 層）後に、掘り直した可能性も考えられるかもしれない。遺物は 6・11 層から近世陶
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磁器片、2 層から用途不明金属製品が出土している。

15SE74（図版 38・102）

西側調査区 19L7・8 に位置し、15SK38 掘削後に底面で検出した。平面形は円形、断面形は箱状を呈

する。壁面の崩落はなく、原形を保つ。規模は長径 0.79m、短径 0.72m、深さ 1.00m を測る。埋土は 8

層に分かれる。灰色系・褐色系埋土が主体で、下位は水平、上位はレンズ状に堆積する。15SK38 と重複し、

新旧関係は 15SK38 に切られる。遺物は出土していない。

15SE81（図版 38・102）

西側調査区 19M15 に位置し、南西側には 15SE82 が隣接する。平面形は楕円形で、断面形は下位が

やや膨らむ U 字状を呈し、壁面は崩落している。規模は長径 1.09m、短径 0.87m、深さ 1.20m を測る。

埋土は 5 層に分かれ、主に灰色系・褐色系埋土が水平に堆積する。最下層（5 層）にしまりの弱い暗緑灰

色粘質土が厚く堆積する状況は、15SE82 と共通する。遺物は台石（49）が 5 層から出土した。

15SE82（図版 38・102）

西側調査区 19M15・20、20M11・16 に位置し、北東側には 15SE81 が隣接する。平面形は楕円形

で、断面形は階段状を呈し、壁面は崩落している。規模は長径 1.24m、短径 1.03m、深さ 1.24m を測る。

埋土は 5 層に分かれ、灰色系・褐色系埋土がほぼ水平に堆積する。最下層（5 層）にしまりの弱い暗緑灰

色粘質土が厚く堆積する状況は、15SE81 と共通する。近世の可能性も残る SD267 と重複し、新旧関係

は SD267 を切る。遺物は 5 層から珠洲焼片口鉢片（Ⅳ〜Ⅴ期）が出土した。

15SE100（図版 39・102）

西側調査区 20M1 に位置する。明治以降に構築された濠［石川・山下ほか前掲］掘削後に検出した。平

面形は方形、断面形は箱状を呈する。壁面の崩落はなく、原形をほぼ保つ。規模は長軸 0.86m、短軸 0.83m、

深さ 1.10m を測る。埋土は 5 層に分かれ、全体的にしまりがやや弱い灰色系埋土や褐色系埋土がレンズ

状に堆積する。層厚は 4 層がもっとも厚く、1/2 以上を占める。明治時代以降に構築された濠と重複し、

新旧関係はこの濠に切られる。遺物は 3 層から須恵器片が出土した。

15SE107（図版 39・103）

西側調査区 20M3・8 に位置する。SK291 掘削後に底面で検出した。平面形は楕円形、断面形は箱状

を呈する。壁面の崩落はなく、原形をほぼ保つ。規模は長径 0.83m、短径 0.66m、深さ 1.20m を測る。

埋土は 4 層に分かれ、灰色系埋土がほぼ水平に堆積する。SK291 と重複し、新旧関係は SK291 に切られる。

遺物は砥石（50）や下駄（58）、板状木製品が出土した。

15SE108（図版 39・103）

西側調査区 20M7 に位置する。平面形は円形、断面形は下位が狭く上位が開く U 字状を呈し、壁面の

崩落はなく、原形をほぼ保つ。規模は長径 0.88m、短径 0.83m、深さ 1.78m を測る。埋土は 5 層に分

かれる。主に下位には黒色系埋土が、上位〜中位には灰色系埋土が堆積し、4 層は炭化物を多く含む。堆

積状況は下位がレンズ状、上位は水平堆積である。15SE162 と重複し、新旧関係は 15SE162 を切る。

遺物は 3 層から珠洲焼片口鉢片、1 層から陶器片、5 層から砥石（51）などが出土した。

15SE111（図版 39・103）

東側調査区 18I19 に位置する。平面形は円形、断面形は箱状を呈する。壁面の崩落はなく、原形を

ほぼ保つ。規模は長径 0.89m、短径 0.85m、深さ 0.78m を測る。埋土は 6 層に分かれ、黒色系埋土

がレンズ状に堆積する。特に 6 層は炭化物を多く含み、しまりが弱い。15P221 と重複し、新旧関係は
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15P221 を切る。遺物は珠洲焼甕（1）や青磁椀（2）、陶磁器（1 層）のほか、礫も出土した。

15SE121（図版 39・103）

東側調査区 20J18・23 に位置する。平面形は楕円形、断面形は上位がやや開く U 字状を呈する。壁面

の崩落はなく、原形をほぼ保つ。規模は長径 1.00m、短径 0.81m、深さ 1.42m を測る。埋土は 7 層に

分かれる。7 層が灰色系埋土のほかは、いずれも黒色系埋土で、レンズ状や斜位に堆積する。15P151 と

重複し、新旧関係は 15P151 を切る。遺物は出土していない。

15SE155（図版 39・104）

東側調査区 19J19 に位置する。平面形は方形に近く、断面形は上位がやや開く箱状を呈する。壁面の

崩落はなく、原形をほぼ保つ。規模は長軸 0.98m、短軸 0.94m、深さ 1.07m を測る。埋土は 5 層に分

かれる。おおむね灰色系埋土と黒色土系埋土の互層で、水平ないしレンズ状に堆積する。埋土はいずれも

粘性が強い。遺物は出土していない。

15SE162（図版 39・104）

西側調査区 20M7 に位置する。平面形は円形、断面形は箱状を呈する。壁面の崩落はなく、原形を保つ。

規模は長径 1.09m、短径 1.03m、深さ 0.93m を測る。埋土は 4 層に分かれる。灰色系・褐色系埋土が

堆積し、2 層の明黄褐色粘質土が約 1/2 を占めている。15SE108 と重複し、新旧関係は 15SE108 に切

られる。遺物は出土していない。

15SE193（図版 39・104）

東側調査区 17J10、18J6 に位置する。平面形は楕円形、断面形は U 字状に近く、壁面は崩落している。

規模は長径 1.62m、短径 1.33m、深さ 1.97m を測り、2015 年度調査分のなかで最大の井戸である。埋

土は 10 層に分かれ、おおむね黒色系埋土と灰色系・褐色系埋土の互層である。堆積状況は 6 〜 8 層がレ

ンズ状、そのほかは水平に堆積する。遺物は 3・6・9 層から珠洲焼甕体部片や片口鉢片、2 層から近世

陶器片が出土したほか、台石（52）も出土している。

15SE214（図版 34・35・100・104）

東側調査区 19J18・22・23 に位置する。平面形は円形、断面形は箱状に近く、壁面は崩落してい

る。規模は長径 1.22m、短径 1.10m、深さ 1.77m を測る。埋土は 11 層に分かれ、8 〜 11 層は黒色系

埋土と灰色系埋土の互層、1 〜 7 層は灰色系・褐色系埋土が堆積する。埋土や断面観察から、7 層以上

と 8 層以下で掘り直されたと考えられる。15SK170、15P292 と重複し、新旧関係は 15P292 を切り、

15SK170 に切られる。遺物は 8 層から珠洲焼片口鉢片、11 層から折敷底板（59）が出土した。

15SE291（図版 34・35・100・105）

東側調査区 19J7 に位置し、15SK252 掘削時に検出した。平面形は楕円形、断面形は台形状を呈する。

壁面の崩落はなく、原形をほぼ保つ。規模は長径 0.89m、短径 0.68m、深さ 0.71m を測る。埋土は 17

層に分かれ、おおむね黒色系埋土と灰色系・褐色系埋土の互層となる。15SK170・252 と重複し、新旧

関係は 15SK170・252 に切られる。遺物は出土していない。

4）溝

西側調査区で 5 条、東側調査区で 6 条の溝を検出した。東側の溝は残存状態が悪いものや、調査範囲

外へ延び全容が不明なものが多く、性格の特定には至らなかった。西側の溝は区画溝と考えられ、2010

年度調査範囲から延伸するものが多い。ここでは西側の溝について記述する。
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SD253（図版 34・35・99・105）

2010 年度調査範囲から延伸する溝で、20M に位置する。長軸方向は N-81°-W である。平面形は直線状、

断面形は半円状を呈する。規模（2015 年度検出分）は長さ 5.80m、幅 0.65 〜 1.10m、深さ 0.25m である。

埋土は 3 層に分かれ灰色系・褐色系埋土が堆積する。15SD94 と重複し新旧関係は 15SD94 に切られる。

遺物は出土していない。2010 年度の調査では近世後期以降の溝とされている［石川・山下ほか前掲］。

SD267（図版 34・35・99・105）

2010 年度調査範囲から延伸する溝で、19・20M に位置する。長軸方向は N-70°-W である。平面形

は直線状、断面形は台形状を呈する。規模（2015 年度検出分）は長さ 14.18m 以上、幅 0.70 〜 1.20m、

深さ 0.55m である。埋土は 11 層に分かれ、褐色系埋土が主体となる。断面観察では 4 層以上と 5 層以

下で、掘り直されたような状況が認められる。そのほかの断面では埋土は 15 層程度に分層でき、掘り直

された状況は確認できない。2010 年度調査でも確認できないことから、ほかの遺構が位置していた可

能性も考えられるが、平面では確認できなかった。15SE82、15SD94、SK291 と重複し、新旧関係は

SK291 を切り、15SE82、15SD94 に切られる。遺物は主に壁際から須恵器や珠洲焼、越前焼、近世陶

磁器が出土した。2010 年度の調査では中世の溝とされている［石川・山下ほか前掲］が、出土遺物から

近世の可能性もある。

SD299（図版 34・35・99・105）

2010 年度調査範囲から延伸する溝で、19・20N に位置する。長軸方向は N-74°-W である。平面形

はほぼ直線状、断面形は弧状を呈する。規模（2015 年度検出分）は長さ 8.08m 以上、幅 0.50 〜 0.70m、

深さ 0.26m である。埋土は褐灰色粘質土の単層で、遺物は出土していない。2010 年度の調査では近世

の溝とされている［石川・山下ほか前掲］。

15SD94（図版 34・35・99・105）

19・20M に位置する。長軸方向は N-82°-W である。平面形はほぼ直線状、断面形は半円状を呈する。

規模は長さ 7.40m 以上、幅 0.45 〜 0.95m、深さ 0.17m である。埋土は 2 層に分かれる。灰色系埋土

がレンズ状に堆積し、1 層は鉄分を含む。SD253・267 と重複し、新旧関係は SD253・267 を切る。遺

物は出土していないが、SD253 が近世後期の溝なので［石川・山下ほか前掲］、それ以降の構築となる。

5）土　　　坑

SK291（図版 40・105）

2010 年度調査範囲から延伸する土坑で、西側調査区 20M3・4・8・9 に位置する。平面形は楕円形、

断面形は台形状で底面は平坦である。規模は長径 3.15m、短径 2.05m、深さ 0.52m を測る。埋土は灰

色系埋土を主体に 7 層に分かれ、7 層は腐植物を多く含む。15SE107、SD267、P290 と重複し、新旧

関係は 15SE107 を切り、SD267、P290 に切られる。遺物は 7 層から珠洲焼甕体部片が出土している。

15SK140（図版 40・105）

東側調査区 20J6 に位置する。平面形は不整形で、断面形は半円状に近い。規模は長軸 0.71m、短軸

0.59m、深さ 0.39m を測り、南東側が調査範囲外へ延びる。埋土は 4 層に分かれ、黄褐色粘質土や青灰

色粘質土を含む黒色系埋土がレンズ状に堆積する。遺物は 4 層から珠洲焼片が出土している。

15SK163（図版 40・106）

東側調査区 18K10・15 に位置する。平面形は方形、断面形は弧状を呈する。規模は長軸 1.33m、短
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軸 1.15m、深さ 0.29m を測る。埋土は 4 層に分かれる。灰色系・褐色系埋土がレンズ状に堆積する。遺

物は出土していない。

15SK169（図版 40・106）

東側調査区 18J11・12 に位置する。平面形は円形で、断面形は U 字状に近い。規模は長径 1.62m、

短径 1.47m、深さ 0.70m を測る。埋土は灰色系・褐色系埋土を主体として 6 層に分かれ、Ⅴ層に類似す

る 1 層が厚く堆積する。そのため人為的に埋め戻されたと考えられる。調査時、底面付近の側壁に確認

できた黒褐色粘質土を埋土と判断して掘削したところ、ほぼ水平に堆積していた。結果として、遺構掘形

を掘りすぎてしまったが、この黒褐色粘質土は堂古遺跡のⅥ層であると判明した。2010・2011 年度調

査時にも遺構壁面にⅥ層は確認できていたが、2015 年度調査でも再確認できたことになる。Ⅵ層から遺

物は出土していない。15SK169 の 1 層から珠洲焼片が出土している。

15SK170・199・252（図版 34・35・100）

東側調査区に位置する 15SK170・199・252 は埋土の状況が共通し、出土した陶磁器同士が接合する

ことから、相互に関連性がうかがえる。断面観察で埋土に不整合が認められたため新旧関係を想定したが、

陶磁器の接合関係や遺構の性格からほぼ同時に構築・埋め戻しが行われたと考えている。そのため 3 基

まとめて記述する。

15SK170 は 18・19J に、15SK199・252 は 19I・J にそれぞれ位置する。北西から順に 15SK199、

15SK252、15SK170 となり、15SK199 は北西側が調査範囲外へ延びる。平面形は 15SK170・199 が

不整形、15SK252 が方形で、断面形は 15SK170・199 が台形状に近く、15SK252 が半円状に近い。

規模は 15SK170 が最大で、長軸 7.70m、短軸 5.70m、深さ 0.92m を測る。15SK199 は長軸 4.65m、

短軸 2.40m、深さ 0.78m、15SK252 は長軸 3.65m、短軸 3.30m、深さ 0.80m となる。15SK199・

252 では両土坑の中間付近 19J3 で、15SK170 では 19J16・21 で、地山を掘り残す形で、土坑内部に

舌状に張り出すステップ状の小段を作出している。それぞれに共通する特徴的な構造である。埋土の状況

も共通し、1 層にはにぶい黄褐色粘質土が、その下には炭化物を非常に多く含む黒色系埋土が堆積してい

る。1 層はしまりがあり、2 層以下の黒色系埋土をパックする状況が見て取れる。

15SK170 は 15SE214・291、15SK247・252、15P292 と重複し、新旧関係は 15SE214・291、

15SK247、15P292 を切り、15SK252 に切られる。15SK199 は 15SK252 と重複し、15SK252 に切

られる。15SK252 は 15SE291、15SK170・199・305、15P298 と重複し、新旧関係は 15SE291、

15SK170・199、15P298 を切り、15SK305 に切られる。15SK170 と 15SK199 の新旧関係は不明で

ある。遺物は近世陶磁器（3 〜 45）、瓦質土器（46）、石製品（53 〜 57）、戸車（図版 110）、壁材（図版 110）、

用途不明金属製品などが出土している。これらの遺物は炭化物を多く含む黒色系埋土から出土しており、

1 層からの出土は少ない。陶磁器には一定量被熱しているものが含まれ、壁材なども被熱するものが確認

できる。なお壁材には木舞自体は残っていなかったが、その痕跡として直径 0.5 〜 0.7cm の円形の孔が

確認できるものもある。15SK170・199・252 は出土した陶磁器から、近世後半（19 世紀前半）の遺構

と考えられる。

このような状況に加え、遺構の底面や壁面に被熱の痕跡が確認できないことなどから、15SK170・

199・252 は火事始末の跡と考えられる。ほかの場所で起きた火災の後片付けとして、炭や不要となった

陶磁器などを 3 基の土坑内に廃棄し、埋め戻したと推測する。その際、土坑中央まで効率よく廃棄する

ために設けられたのが、舌状に張り出したステップ状の小段と考えられる。調査範囲内では火災の痕跡は
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確認できないことから、火災が起きた場所は調査範囲から離れた地点であったと推測でき、居住地から離

れた場所に廃棄したことが分かる。この 15SK170・199・252 と同様の土坑が 2011 年度にも検出され

ている（SK1124）［石川・山下ほか前掲］。SK1124 は 24M に位置し、この 3 基とは直線で約 60m 離れ

ている。SK1124 の出土遺物は近世のものが多く、18 世紀後半〜 19 世紀前半の越前焼などが出土して

いる。15SK170・199・252 出土の遺物とほぼ同時期である。

15SK180（図版 40・106）

東側調査区 20J1 に位置する。平面形は円形で、断面形は半円状に近い。規模は長径 0.56m、短径 0.49m、

深さ 0.35m を測る。埋土は 9 層に分かれ、黒色系埋土が主体的に堆積する。断面観察から、複数の土坑

が重複している可能性もある。遺物は出土していない。

15SK223（図版 40・106）

東側調査区 18I25、19I21 に位置する。平面形は楕円形、断面形は階段状を呈する。規模は長径 1.17m、

短径 0.83m、深さ 0.70m を測る。埋土は 3 層に分かれ、下位に褐色系埋土が、上位〜中位に黒色系埋土

がレンズ状に堆積する。遺物は出土していない。

B　遺　　　物

1）土 器 ・ 陶 磁 器

a　概　　　要（第 8 表、第 10・11 図）

重量組成比を見ると、古代 2% 弱、中世 5% 弱、近世 90% 強、

時期不明 2% 強で、近世の陶磁器類が多く、近世の遺跡という印

象を受ける。近世陶磁器類は 15SK170・199・252 からの出土

が突出して多く、近世陶磁器類全体に占める比率は 96% 強であ

る。火事始末という性格上、15SK170・199・252 には大量の

陶磁器類が廃棄されている。そこで 15SK170・199・252 出土

の近世陶磁器類を除いた重量組成比を見ると、古代 10% 強、中

世 40% 弱、近世 30% 弱、時期不明 20% 弱となる。この数値が

より遺跡の実態に近い比率であろう。土器・陶磁器類の分布傾向に関して、2010・2011 年度調査成果

も含めて確認しておく。まず古代の土師器は、分布の顕著な偏りは確認できず全体的に散在する傾向にあ

る。須恵器は遺構が集中する範囲に多く、遺構（溝・井戸）から出土する傾向があるが、2015 年度調査

範囲では少ない。中世の土師質土器も出土量が少なく、散在する傾向にある。珠洲焼は道路状遺構の位置

する P 列周辺や遺構が集中する範囲に多く分布している。また、2015 年度調査では 15SE111 から出土

している（1）。青磁の出土は少なく不明な点もあるが、遺構から出土する傾向が認められる。近世陶磁器

類の分布傾向としては、19 〜 28M 〜 Q（2010・2011 年度調査範囲の中央）と 15SK170・199・252 に

集中している。

古代・中世の土器・陶磁器の時期・器種分類は堂古遺跡と同じ論考を参考にした（第Ⅲ章 3B 1）a）。近

世陶磁器の時期・器種分類は、肥前系陶磁器は大橋康二氏の論考［大橋 1989・1994］や『九州陶磁の編年』

［九州近世陶磁学会 2000］、瀬戸焼は『愛知県史』［愛知県史編さん委員会編 2007］、信楽焼は畑中英二

氏の論考［畑中 2003・2005］など、越前焼は木村孝一郎氏の論考［木村 2004］を参考にした。

時期 種別 組成比 組成比 *

古代
土 師 器 1.22 % 10.28 %

須 恵 器 0.42 % 3.50 %

中世

土師質土器 0.06 % 0.46 %

珠 洲 焼 4.38 % 36.79 %

青 磁 0.08 % 0.64 %

近世陶磁器 91.49 % 28.44 %

時期不明 2.37 % 19.90 %

 * 15SK170・199・252 出土の近世陶磁器を除いた
   重量組成比

第 8表　2015 年度下割遺跡土器・
　  陶磁器の重量組成比
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b　遺　構　出　土

15SE111（図版 41・107）

1 は珠洲焼甕である。還元炎焼成が不完全なため、軟質な仕上がりで、全体的に摩耗が著しい。体部外

面には平行タタキが施される。内面は摩耗のため不明だが、あて具痕が残ると推測する。頸部は直立ぎみ

に立ち上がり、口縁部は強く屈曲する。時期は珠洲Ⅱ期と考える。2 は青磁椀で、体部外面には鎬蓮弁文

が施される。鎬の稜線はやや不鮮明である。時期は 13 世紀後半頃と考える。

15SK170・199・252（図版 41 〜 43・107 〜 109）

15SK170・199・252 は火事始末の跡で、一括性が高いと判断できることからまとめて記述する。第

9 表に重量組成比を掲載する。器種別では椀が約 10%、皿が約 12%、擂鉢が約 16%、鉢が約 7%、火入・

香炉類が約 3%、瓶類が約 5%、壺・甕が約 36%、火鉢が約 3% などである。食膳具（椀・皿）と調理具（擂

鉢）、貯蔵具（壺・甕）で 70% を超える。種類別では肥前系陶器が約 56%、肥前系磁器が約 26%、瓦質土

器が約 9%、瀬戸焼が約 3% などとなる。次に器種別では、椀、皿、瓶類は肥前系磁器の比率が高く、擂

鉢、鉢、壺・甕は肥前系陶器が高い。火入・香炉類では瀬戸焼と肥前系磁器がほぼ同じ比率である。おお

よその傾向は反映していると考えているが、重量による組成比のため、擂鉢、鉢、壺・甕の比率がやや高

くなっている可能性がある。主体となる肥前系陶磁器が18世紀後半〜19世紀前半を中心とすることから、

その時期の資料と考えられる。

椀（3 〜 15）　瀬戸焼（3・4）・信楽焼（5）・肥前系磁器（6 〜 15）の 13 点を図示する。そのうち 6・8・

10・12 は椀蓋である。3 は端反椀で、高台が欠損する。口縁部には緑釉が、それ以外には透明釉が施釉

される。4 は腰錆椀で、体部外面に 2 本の沈線が巡る。沈線から上には透明釉が、下には飴釉が施される。

内面は透明釉がかかる。畳付は無釉で、外面は被熱する。時期は 19 世紀前半と考える。5 は小杉椀であ

るが、破片資料のためか文様は確認できない。体部が内湾しながら立ち上がる器形で、底部との境界は段

を形成する。高台は削り出し高台である。口径 8.9cm、高台径 3.4cm の小型品で、時期は 18 世紀後半〜

19 世紀初頭と考える。6・7 はともに外面に菊花文や松文が描かれる。口縁部内面には四方襷文が巡り、

見込には二重圏線内にコンニャク印判の五弁花が施される。7 の高台周りには二重圏線が巡り、底部は肥

厚する。8・9 は薄手の広東椀である。ともに外面に果樹文・家屋文などが描かれ、8 は高台内も施文さ

れる。見込には鷺文が描かれる。9 には焼継の痕跡が残る。10 〜 12 は外面に青磁釉が施される。10・

11 はともに口縁部内面には四方襷文が巡る。11 の見込には二重圏線内にコンニャク印判の五弁花が施さ

れ、高台は欠損する。12 の高台内には、二重角枠内に崩れた渦福が入る。畳付には砂が付着し、施釉前

には鉄泥が塗られる。口縁部には四方襷文が巡り、見込に手描きの五弁花が描かれる。13・14 はともに

外面に雪輪草花文が描かれ、高台内に崩れた銘が入る。発色はやや不良である。14 は 13 よりもやや大

型で、見込に五弁花（コンニャク印判）が施される。15 は半筒形の椀である。外面に丸文と斜格子文が巡り、

高台周りに二重圏線が巡る。内面は見込に手描きの五弁花が描かれる。

小杯（16・17）　肥前系磁器を 2 点図示する。16 は白磁の小杯で、底部が肥厚し、口縁部は外反する。

高台は無釉である。17 は外面に若松文と二重圏線が描かれ、内面は無文である。

皿（18 〜 25）　皿は口径の法量分布をもとに、10cm 以下を「小皿」、10cm 超 20cm 以下を「中皿」、

20cm 超を「大皿」に分類した。さらに肥前系磁器の中皿は 3 法量に細分できる（21 〜 23）。小皿は 2

点図示する（18・19）。18 は肥前系陶器の小皿である。内外面に鉄釉が施される。見込には重ね焼き痕、
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底部には回転糸切り痕が残る。19 は肥前系磁器の手塩皿である。器形は隅丸菱形に成形され、高台は貼

り付け高台となる。口縁部は口紅装飾が施され、外面には松葉文、内面には松文が描かれている。中皿は

4 点図示する（20 〜 23）。20 は肥前系陶器の中皿で、内面と外面上部に刷毛目文様が施され、口縁は稜

花形となる。外面下部は無釉で、見込は蛇の目釉剝ぎとなる。21 〜 23 は肥前系磁器で、内面にはそれ

ぞれ格子目文（21）、梅花繋ぎ文と見込五弁花（22）、草文と見込五弁花（23）が描かれる。いずれも外面

は無文で、内面に描かれた二重圏線の内側は蛇の目釉剝ぎとなる。大皿は肥前系磁器を 2 点図示する（24・

25）。24 は非常に薄手の輪花形の皿で、内面には葡萄文が施される。25 は破片資料ではあるが、内面に

は鳳凰のような鳥類の文様が描かれ、外面には「富貴長春」銘が入る。

種類

器種

近世 古代 中世
不明 器種合計

組成比肥前系
陶器

陶胎
染付 瀬戸焼 信楽焼 越前焼 越中

瀬戸焼 備前焼 ? 肥前系
磁器

色絵
磁器

瓦質
土器 須恵器 珠洲焼

椀 69.2 
0.10%

255.3 
0.37%

556.2 
0.80%

5586.8 
8.04%

8.7 
0.01%

6476.2 
9.32%

椀蓋 724.6 
1.04%

724.6 
1.04%

小杯 19.2 
0.03%

183.6 
0.26%

202.8 
0.29%

皿

大 412.6 
0.59%

1655.2 
2.38%

11.1 
0.02%

2078.9 
2.99%

中 362.6 
0.52%

5549.0 
7.98%

6.1 
0.01%

5917.7 
8.51%

小 57.8 
0.08%

74.3 
0.11%

26.8 
0.04%

158.9 
0.23%

分類不可 81.9 
0.12%

81.9 
0.12%

擂鉢 10986.7 
15.81%

10986.7 
15.81%

鉢 4240.8 
6.10%

795.6 
1.14%

5036.4 
7.25%

水指類蓋 30.0 
0.04%

30.0 
0.04%

火入・香炉類 78.5 
0.11%

895.4 
1.29%

874.5 
1.26%

269.2 
0.39%

2117.6 
3.05%

灯明皿 22.2 
0.03%

22.2 
0.03%

瓶類 46.3 
0.07%

352.3 
0.51%

2663.9 
3.83%

67.0 
0.10%

178.1 
0.26%

3307.6 
4.76%

水注 452.6 
0.65%

105.2 
0.15%

557.8 
0.80%

水滴 106.0 
0.15%

106.0 
0.15%

壺
・
甕

大 18561.1 
26.70%

18561.1 
26.70%

中 1855.8 
2.67%

1855.8 
2.67%

中・小 1364.3 
1.96%

1364.3 
1.96%

小 485.0 
0.70%

485.0 
0.70%

分類不可 267.4 
0.38%

389.9 
0.56%

657.3 
0.95%

壺 254.2 
0.37%

662.2 
0.95%

916.4 
1.32%

壺蓋 147.8 
0.21%

147.8 
0.21%

甕 434.8 
0.63%

405.8 
0.58%

5.0 
0.01%

164.7
0.24%

1010.3 
1.45%

蓋 76.6 
0.11%

21.5 
0.03%

32.3 
0.05%

83.7 
0.12%

214.1 
0.31%

火鉢 1798.2
2.59%

1798.2 
2.59%

戸車 248.4 
0.36%

248.4 
0.36%

不明 23.7 
0.03%

50.5 
0.07%

8.3 
0.01%

134.2 
0.19%

4226.2
6.08%

4442.9 
6.39%

種類合計 38624.4 78.5 1903.4 1351.2 1209.7 662.2 452.6 17862.8 67.0 6024.4 5.0 164.7 1101.0 69506.9 

組成比 55.57% 0.11% 2.74% 1.94% 1.74% 0.95% 0.65% 25.70% 0.10% 8.67% 0.01% 0.24% 1.58% 100.00%

第 9表　下割遺跡 15SK170・199・252 出土陶磁器ほかの重量組成比（単位：g）
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鉢・擂鉢（26 〜 28）　肥前系陶器の擂鉢（26）・鉢（27）と越前焼の鉢（28）を図示する。26 の口縁は

くの字状に短く外反し、内外面とも鉄釉が施される。高台は貼り付け高台で、断面形は外側に踏ん張るよ

うな形状である。卸目は 14 条 1 単位、1 単位の幅は 3.5cm である。被熱による歪みのためか、接合の

状況がよくない。18 世紀前葉〜中葉にさかのぼる可能性がある。27 の内面には刷毛目による波状文や横

線が施される。器形はわずかに内湾しながら立ち上がり、口縁部はくの字状に屈曲し、端部は上方に摘み

上げられる。高台は幅広く、外側下部を斜めに切り落として成形している。時期は 18 世紀前葉〜中葉に

さかのぼる可能性がある。28 はロクロ成形の鉢で、外面のロクロ目は顕著である。体部外面には突起が

貼付される。19 世紀初頭頃に位置づける。

火入・香炉類（29 〜 33）　火入は肥前系磁器を 2 点図示する（29・30）。29 の口縁部は肥厚し、端部が

平坦である。底部は欠損する。外面には松竹文と雪輪文が描かれている。30 は青磁釉が施される。口縁

部は内側に突出し、端部は平坦になる。被熱が顕著である。香炉は 3 点図示する（31 〜 33）。31 は瀬戸

焼の筒形香炉（陶器）である。外面にはヘラ彫りによる文様が施され、外面と口縁部内面は施釉される。

被熱が著しい。時期は 18 世紀後半頃と考える。32・33 は肥前系磁器で、32 は青磁釉が施される袴腰香

炉である。三足がつくが、足は小さく接地はせず、1 本を欠損する。33 も青磁釉が施される。畳付は無

釉で鉄泥が塗られ、32 と同様に三足がつく。

瓶類（34 〜 37）　瓶類は信楽焼 1 点（34）・肥前系磁器 3 点（35 〜 37）図示する。34 は被熱により釉

がはがれ、器面は荒れている。器形は底部から内湾しながら立ち上がる。35 は比較的小型で、外面には

松竹梅文、鋸歯状文が描かれる。畳付は無釉である。36 の文様は草文と思われ、肩部には貫入が入る。

内面は無釉で、ロクロ目が顕著である。37 は色絵磁器である。赤色と緑色の色絵で文様が描かれるが、

欠損部分が多く、文様の詳細は不明である。

水指類（38）　38 は肥前系磁器で、器種は水指類の蓋であろうか。扁平な器形で、つまみ部分は欠損する。

外面には唐草文が施され、口縁部の外周は釉剝ぎされる。施釉前に鉄泥が塗られている。

水滴（39）　39 は肥前系磁器の水滴である。陽刻が施されているが、文様は不明である。注口部は外面

から内面に向かい穿孔される。底部外面は無釉で、底部・注口部周辺にはススが付着する。

壺・甕類（40 〜 45）　信楽焼 2 点（40・41）・瀬戸焼 1 点（42）・肥前系陶器 3 点（43 〜 45）を図示する。

40・41 は壺の蓋・身とした。40 は外面のみに施釉される。41 の体部はなで肩状で、口縁部は受け口に

なる。内外面に施釉されるが、体部下位はケズリが施され施釉されない。40・41 の釉の色調は類似する。

42 は甕で、球胴形の体部にくの字状に屈曲する口縁部がつく。畳付と高台内を除く内外面には柿釉が施

される。6 条の沈線が巡る頸部周辺には、柿釉の上から灰釉が流しかけられる。内面には目痕が顕著に残

る。時期は 19 世紀前半と考える。肥前系陶器の甕（43 〜 45）は口径の法量分布から、小型（10cm 以下）・

中型（10cm 超 20cm 以下）・大型（口径 20cm 超）に分類できる。43 は小型の甕である。体部はやや肩が

張る器形で、短く直立する口縁部は肥厚する。被熱が顕著である。44 は大型の半胴甕である。外面は体

部下部に鉄釉を塗り、その上から体部から口縁部にかけて白化粧土を塗る。体部下位のその化粧土を一部

帯状に残して剝ぎ取る。そして、剝ぎ取った部分から上位（体部中位〜口縁部）に再度白化粧土を塗り、鉄

絵と緑彩で松の文様を描いている。最後に透明釉を全面に塗る。内面は上部のみ白化粧土を塗った後、さ

らに白化粧土を流しかけている。時期は 18 世紀後半〜 19 世紀中葉と考える［秦ほか 2012］。45 は口径

32.7cm で、大型に分類できる。口縁端部は内外面とも突出し、断面形は T 字状となる。体部外面には縄

状突帯が巡り、内面には粗い格子目状のあて具痕が残る。
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火鉢（46）　46 は瓦質土器の火鉢である。1/2 以上欠損しており、不明瞭であるが、口縁部と高台に 3

単位の透かし、口縁部内面に 4 単位の突起がつくと予想される。内外面にはナデが施され、全体的にス

スが付着する。

c　遺 構 外 出 土（図版 43・109）

47 は土師器の鍋である。体部は内湾しながら立ち上がり、口縁部はくの字状に屈曲し、端部はわずか

に肥厚する。全体的に摩耗するため調整はあまり明瞭ではないが、口縁部内面にはハケが確認できる。体

部の外面上半にはスス、内面中位から下半にかけてコゲが付着する。時期は古代Ⅳ期と考える。

2）石 製 品

砥石・硯・台石・磨石類などが確認でき、井戸や 15SK170・199・252 から出土する傾向にある。

15SK170・199・252 の出土遺物はススの付着や被熱が認められるものもある。

15SE32（図版 43・110）

48 は楕円形の自然礫を素材とする磨石類である。上下端と右側面に敲打痕が確認できる。石材は安山

岩である。

15SE81（図版 43・110）

49 は台石とした。欠損範囲が広く、全体の形状は不明である。正面を使用面とし、線状痕なども確認

できる。石材は安山岩である。上端と裏面は成形している可能性がある。

15SE107（図版 43・110）

50 は砥石（中砥ないし仕上砥）である。形状は角柱状で、厚みがある。反りが強く、鎌砥の可能性も考

えられる。線状痕のほか、刃物の先端を研いだと思われる刻み痕が残る。石材は凝灰岩である。

15SE108（図版 43・110）

51 は砥石（中砥ないし仕上砥）で、上端と下端を欠損する。著しく変形しており、使用頻度の高さがう

かがえる。石材は凝灰岩である。

15SE193（図版 43・110）

52 は欠損範囲が広く、全体の形状が不明だが、台石と考えた。正裏面と右側面が使用面で、全体的に

ススが付着している。石材は安山岩である。

15SK170（図版 44・110）

53 は硯である。海部と陸部で破片同士が接合し、ほぼ完形となる。墨痕が認められ、陸部には使用痕

とは異なる横方向の線状痕が多数残る。線状痕は明瞭で、人為的につけられている。また被熱が確認でき

るが、陸部の破片は被熱が強く、海部の破片はあまり被熱していない。石材は粘板岩であろうか。54・

55 は砥石である。54 は中砥ないし仕上砥で、側面観は蒲鉾形となる。全体的にススが付着し、左上端は

欠損する。石材は凝灰岩である。55 は荒砥と考えられる。角柱状で厚みのある形状で、正面の使用面は

ややくぼむ。置き砥石であろうか。石材は砂岩である。56 は用途不明石製品である。長さ 13.0cm、幅

8.5cm、厚さ 4.0cm の卵形の平面形で、手にもちやすい形状・大きさである。使用痕は不明瞭だが、正

面には凹みがある。周縁には炭化物が付着する。石材は安山岩である。57 は建築部材であろうか。角は

丁寧に面取りされ、下面には約 2.6cm ×約 3.7cm の隅丸長方形の孔が設けられる。全面に加工痕が顕著

に残る。石材は凝灰岩である。
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3）木 製 品

下駄・折敷などが確認でき、井戸から出土している。出土量はほかの遺物に比べ少ない。

15SE107（図版 44・110）

58 は露卯下駄である。台の表面は破損が著しいが、平面形は角型と思われる。後歯の枘穴には差歯の

枘が遺存する。木取りは板目で、樹種はモクレン属である。露卯下駄は 12 世紀以降に出現することが指

摘されており［古泉 2001］、そのため中世から近世の所産と考えられる。

15SE214（図版 44・110）

59 は折敷の底板で、約 1/2 が遺存する。四隅を切り落として多角形状に成形している。表面には線状

痕や加工痕が認められ、まな板などに転用された可能性も残る。木取りは柾目で、樹種はスギである。

5　自 然 科 学 分 析

A　は　じ　め　に

堂古遺跡・下割遺跡（新潟県上越市米岡字堂古・ころころ原）は、高田平野の中央部、現在の飯田川左岸に

分布する自然堤防上に立地する。これらの遺跡は、水路を挟んで隣接しており、発掘調査の結果、堂古遺

跡が中世（13 世紀〜 15 世紀）の集落、下割遺跡が中世から近世の集落であることが明らかとされている。

本分析では、堂古遺跡及び下割遺跡から出土した木製品の樹種及び木材利用の検討、堂古遺跡で検出さ

れた遺構から出土した焼骨片の同定、さらに同遺跡で検出された溝の時期の検討を目的として、自然科学

分析を実施した。

B　樹　種　同　定

1）試　　　料

試料は、堂古遺跡から出土した木製品 6 点（122 〜 126・128）と、下割遺跡から出土した木製品 2 点（58・

59）である。このうち、58 の下駄は、後歯の枘穴内に歯の一部が残存する。

2）分　析　方　法

試料の木取りを観察した上で、剃刀を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の 3 断

面の徒手切片を直接採取する。切片をガム・クロラール（抱水クロラール・アラビアゴム粉末・グリセリン・

蒸留水の混合液）で封入し、プレパラートとする。プレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の種類や配列

を観察し、その特徴を現生標本及び独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較し

て種類（分類群）を同定する。

なお、木材組織の名称や特徴は、［島地・伊東 1982、Wheeler ほか 1998、Richter ほか 2006］を参考にする。

また、日本産木材の組織配列は、［林 1991、伊東 1995-1999］を参考にする。

3）結　　　果

同定結果を第 10 表に示す。木製品は、針葉樹 3 分類群（トウヒ属・スギ・ヒノキ）と広葉樹 3 分類群（ブ

ナ属・モクレン属・キハダ）に同定された。以下に、各種類の解剖学的特徴等を記す。
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・トウヒ属（Picea）　マツ科

軸方向組織は、仮道管と垂直樹脂道で

構成される。仮道管の早材部から晩材部

への移行は緩やかで、晩材部の幅は広い。

垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射

組織は、仮道管、水平樹脂道、放射柔組

織、エピセリウム細胞で構成される。放

射柔組織の細胞壁は厚く、垂直壁及び水

平壁にはじゅず状の肥厚が認められる。放射仮道管の有縁壁孔のフチは主としてトウヒ型。分野壁孔はト

ウヒ型で、1 分野に 3-6 個。放射組織は単列、1-20 細胞高。

・スギ（Cryptomeria japonica（L. f.）D. Don）　スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部

の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔

はスギ型で、1 分野に 2-4 個。放射組織は単列、1-10 細胞高。

・ヒノキ（Chamaecyparis obtusa（Sieb. et Zucc.）Endlcher）　ヒノキ科ヒノキ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか〜やや急で、

晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔

はヒノキ型〜トウヒ型で、1 分野に 1-3 個。放射組織は単列、1-10 細胞高。

・ブナ属（Fagus）　ブナ科

散孔材で、道管は単独または放射方向に 2-3 個が複合して散在し、年輪界付近で径を減じる。道管の

分布密度は高い。道管は単穿孔及び階段穿孔を有し、壁孔は対列状〜階段状に配列する。放射組織はほぼ

同性、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

・モクレン属（Magnolia）　モクレン科

散孔材で、道管は、単独または 2-4 個が放射方向に複合して散在する。道管の分布密度は比較的高い。

道管は単穿孔を有し、壁孔は階段状〜対列状に配列する。放射組織は異性、1-2 細胞幅、1-40 細胞高。

・キハダ（Phellodendron amurense Ruprecht）　ミカン科キハダ属

環孔材で、孔圏部は 3-5 列、孔圏外でやや急激に径を減じたのち、塊状に複合して接線・斜方向に紋

様状に配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内

壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、1-5 細胞幅、1-40 細胞高。

4）考　　　察

分析対象とされた木製品は、［伊東・山田 2012］の木器分類を参考にすると、堂古遺跡の資料は容器（曲

物・椀・蓋 ?）、調理加工具（甑か蓋）、食事具（箸）、下割遺跡の資料が服飾具（下駄）、食事具（折敷）に分

類される。

樹種同定の結果、これらの木製品には、針葉樹のトウヒ属・スギ・ヒノキと、広葉樹のブナ属・モクレ

ン属・キハダの計 6 種類が確認された。針葉樹のトウヒ属は山地に生育する常緑高木、スギは谷沿いや

扇状地扇端部の湧水池周辺などの水分の多い場所に生育する常緑高木、ヒノキは山地等に生育する常緑高

木である。また、広葉樹のブナ属は、山地に生育する落葉高木であり、日本海側では山地の冷温帯性落葉

遺跡名 報告番号 遺構名 層位 器種 部位 木取り 種類 
（分類群）

堂古遺跡

122 SE999 13 層 曲物 底板 柾目 トウヒ属

123 SE999 13 層 蓋 ? − 板目 キハダ

124 15SE222 15 層 椀 − 横木地柾目取 ブナ属

125 15SE229 21 層 甑か蓋 − 柾目 ヒノキ

126 15SE282 21 層 箸 − 削出棒状 スギ

128 15SE296 30 層 曲物 底板 柾目 ヒノキ

下割遺跡
58 15SE107 4 層 下駄

台 板目 モクレン属

後歯 板目 モクレン属

59 15SE214 11 層 折敷 底板 柾目 スギ

第 10表　堂古遺跡・下割遺跡樹種同定結果



5　自 然 科 学 分 析

62

1
. ト

ウ
ヒ

属
（

堂
古

遺
跡

1
2

2
）

2
. ス

ギ
（

下
割

遺
跡

5
9

）
3

. ヒ
ノ

キ
（

堂
古

遺
跡

1
2

5
）

　
a：

木
口

，
b

：
柾

目
，

c：
板

目

1
0

0
μ

m
：

a

1
0

0
μ

m
：

b
, c

1
a

1
b

1
c

2
c

2
b

2
a

3
a

3
b

3
c

4
. ブ

ナ
属

（
堂

古
遺

跡
1

2
4

）
5

. モ
ク

レ
ン

属
（

下
割

遺
跡

5
8

；
台

）
6

. キ
ハ

ダ
（

堂
古

遺
跡

1
2

3
）

　
a：

木
口

，
b

：
柾

目
，

c：
板

目

1
0

0
μ

m
：

a

1
0

0
μ

m
：

b
, c

4
a

4
b

4
c

5
c

5
b

5
a

6
a

6
b

6
c

第
1
2
図
　
堂
古
遺
跡
・
下
割
遺
跡
の
木
材



第Ⅲ章　堂古遺跡・下割遺跡

63

広葉樹林（ブナ林）の主要な構成種であるブナを含む。モクレン属は、山地や丘陵地の渓畔等に生育する

落葉高木、キハダは河畔等に生育する落葉高木である。また、各種類の木材の材質について見ると、トウ

ヒ属は針葉樹のなかでは軽軟な部類に入り、保存性が低いが、強度は比重の割には高いとされ、スギやヒ

ノキは木理が通直で割裂性と耐水性が比較的高い。ブナ属は重硬な部類に入り、強度が高いものの、保存

性は低い。モクレン属とキハダはいずれも軽軟な部類に入るが、モクレン属は強度と保存性が低く、キハ

ダは強度が低いが耐朽性は高いとされる。

遺跡別に見ると、中世（13 世紀〜 15 世紀）を主体とする集落である堂古遺跡の資料は、容器、調理加工

具、食事具などからなる。容器は曲物の底板 2 点（122・128）からなり、いずれも柾目板である。樹種は

ヒノキとトウヒ属が各 1 点確認されたことから、分割加工が容易な針葉樹の利用が考えられ、ヒノキにつ

いては耐水性も考慮されている可能性がある。上越市域における調査事例では、中世の曲物は、隣接する

下割遺跡をはじめ八反田遺跡・海道遺跡・用言寺遺跡・仲田遺跡などで、スギを中心にヒノキ・サワラ・

ヒノキ科が混じる組成が認められている［伊東・山田 2012］。トウヒ属は確認されていないが、民俗事

例ではトウヒの特殊な用途として曲輪が挙げられている［平井 1996］。今回の資料は、トウヒ属の利用

の実例を示す出土資料として注目される。また、トウヒ属は、標高 1500m 以上の亜高山帯に生育しており、

高田平野周辺には生育していないため、トウヒ属の曲物の製作事情や入手に関しては今後の課題である。

一方、蓋 ?（123）は、キハダの板目板が利用されており、強度の低い広葉樹材からなる。キハダの利

用は、強度よりも加工性や耐久性を考慮した木材利用と考えられる。新潟県内における中世の木製品にキ

ハダが確認された事例では、三角田遺跡や仲田遺跡（上越市）の柱根、大武遺跡（旧和島村、現長岡市）の

下駄、住吉遺跡（旧紫雲寺町、現新発田市）の柱根、田屋道遺跡（旧神林村、現村上市）の柱根などが挙げら

れ、柱としての利用例が多い［伊東・山田 2012］。今回の資料は、中世におけるキハダの利用状況を知

る上で貴重な資料といえる。また、椀（124）は、素地椀であり、内面には轆轤による同心円状の木挽き

痕が認められる。横木地柾目取であり、ブナ属が利用されることから、加工が容易な木材の利用と考えら

れる。ブナ属は、本地域の中世や近世の漆器椀にも多く利用されている樹種であり［伊東・山田 2012］、

漆器椀と同様の木材利用が推定される。

調理加工具の甑か蓋（125）は、中央に 1 か所、縁辺 4 か所に穴の開いた円形の柾目板であり、甑の中

板か蓋の可能性がある資料である。ヒノキが利用されることから、曲物の底板と同様の木材利用が推定さ

れる。なお、甑に関する調査事例は、新潟県内をはじめ、隣接する長野県や富山県には認められない［伊

東・山田 2012］。

食事具の箸（126）は、削出棒状を呈する資料であり、スギが確認された。このことから、加工性の高

い木材の利用が推定される。本地域の調査事例では、箸の多くがスギに同定されており、このほかにヒノ

キ属、アスナロ近似種、クリ近似種、アジサイ属近似種がわずかに認められる［伊東・山田 2012］。こ

のうち、スギの利用状況を見ると、本地域では小型の木製品だけではなく、柱、仕口・継ぎ手材、杭、井

戸部材といった大型の建築部材や施設材等にも認められ、広く利用されていたこと明らかとされている。

なお、箸のような製品は、加工時に生じる小型の木片からも製作可能であるため、こうした大型の部材製

作に付随して製作されていた可能性がある。

一方、中世から近世の集落される下割遺跡の資料は、履物（下駄）、食事具（折敷）からなる。下駄（58）は、

台と歯を別材で製作した差歯下駄であり、歯の枘穴が台表まで貫通する露卯タイプである。枘穴は、前後

とも中央に 1 か所である。台のほか、後歯の枘穴内に歯の一部が残存しており、台と歯の組み合わせが
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分かる資料である。樹種は台・後歯ともにモクレン属であり、軽い木材の利用が推定される。高田平野で

は、仲田遺跡から出土した差歯下駄の台にクスノキ科が確認された例があるが、台と歯の組み合わせを確

認できる事例は認められない［伊東・山田 2012］。一方、新潟県内の中世の差歯下駄の調査事例を見ると、

寺前遺跡（出雲崎町）の 12 世紀とされる資料にスギが多数確認されるが、これを除くとモクレン属の利

用例がもっとも多く、当該期の木材利用を反映すると考えられる。

食事具の折敷（59）は、底板のみの出土である。薄い柾目板のスギが利用されており、加工性の高い木

材の利用が推定される。高田平野における中世の折敷の調査事例は、海道遺跡や三角田遺跡などがあり、

スギとサワラが確認されているほか、県内の他地域でもスギの事例が圧倒的に多く、わずかにヒノキが含

まれる［伊東・山田 2012］。今回の資料に認められたスギの利用は、既存の調査事例と調和する結果と

いえる。

C　骨 同 定

1）試　　　料

試料は、堂古遺跡で検出された ST648 から採取された土壌 1 点である。試料は、焼骨片が混じる土壌

であり、乾燥した状態で保管されている。

2）分　析　方　法

試料の重量を計測した後、一昼夜水に浸漬して泥化を行い、0.5mm の篩上で軽く水洗する。篩上に残っ

た残渣を自然乾燥させ、骨を抽出する。抽出した骨は、肉眼及び実体顕微鏡下で観察し、形態的特徴から

種類・部位を同定する。

3）結　　　果

同定結果を第 11 表に示す。土壌試料（乾重 43.62g）の水洗により回収された骨片は、いずれも白色を呈し、

小型であった。このうち、種類及び部位を特定できた骨片は、ヒトの中節骨近位端片・末節骨近位端片、

ヒトの可能性がある歯牙片・基節骨 / 中節骨遠位端片である。このほかは、種類・部位不明破片である。

グリッド 遺構名 分析量（g） 種類 部位 部分 数量 被熱 備考

9H12・17 ST684 43.62

ヒト
中節骨 近位端 1 有

末節骨 近位端 1 有

ヒト ?
歯牙 歯根片 4 有

基節骨 / 中節骨 遠位端片 1 有 遠位端破損

哺乳綱 不明 10.59 g 有

残渣 2.77 g

第 11表　 堂古遺跡 ST684 出土骨同定結果

1
4

3

2 1. ヒト中節骨（ST648）
2. ヒト末節骨（ST648）
3. ヒト?歯牙（ST648）
4. ヒト?基節骨/中節骨
　（ST648）

1cm

第 13図　堂古遺跡 ST684 出土骨
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4）考　　　察

ST648 から出土した骨片は、いずれも白色を呈しており、表面に細かなひび割れが生じるなど焼骨の

特徴が認められた。出土骨はいずれも小型の破片であり、種類と部位が特定できたのは、ヒトの指趾骨の

破片であり、ヒト ? とした歯牙片や指趾骨片もヒトの可能性が高いと考えられる。

なお、ST648 については、調査所見によれば、燃焼行為の痕跡とは考えられないことが明らかとされ

ている。そのため、今回の試料に確認された出土骨の状況は、遺構外における火葬行為の痕跡、すなわち

頭蓋骨や四肢骨などの大型骨や主要部位を拾い出した後の処理状況を示している可能性が考えられるが、

この点については、本遺跡周辺における火葬施設の規模や形態、火葬施設内部の出土骨の状況などの調査

事例の蓄積による検討が望まれる。

D　土壌理化学分析

1）試　　　料

試料は、堂古遺跡で検出された溝（15SD29）から採取された土壌 4 点と、遺跡内に確認された堆積層

（基本層序）から採取された土壌 2 点の計 6 点である（試料はいずれも図版 9D-D' 部分から採取した）。以下に、

試料の概要を記す。

15SD29

15SD29 は、基本層序Ⅲ層を確認面とするが、Ⅲ層での検出が困難なため、実際はⅥ層で検出されて

いる。調査所見によれば、埋土は 1 〜 4 層に区分されており、1・2 層がオリーブ褐色粘質土、3・4 層

が暗灰黄色シルトからなる。試料は、15SD29 埋土の 1 〜 4 層の各層から採取された土壌 4 点（埋土 1 〜

4 層）からなる。

基 本 層 序

試料は、15SD29 の記録の際の断ち割り面に確認された基本層序のⅤ層とⅥ層より採取されている。

調査所見によれば、Ⅴ層は暗褐色粘質土、Ⅵ層が黒褐色粘質土からなり、Ⅵ層からは古墳時代の土師器の

出土が確認されている。

本分析では、遺構の年代に関わる資料の作成として、遺構の埋積過程（埋土の形成）に関わる堆積物の

化学性に着目し、上記した土壌試料 6 点について、炭素（腐植）、リン酸、カルシウムの各種成分含量の

測定を行った。

2）分　析　方　法

有機炭素はチューリン法、リン酸含量は硝酸・過塩素酸分解−バナドモリブデン酸比色法、カルシウム

含量は硝酸・過塩素酸分解−原子吸光法［土壌標準分析・測定法委員会 1986］に従った。以下に各項目

の操作工程を示す。

分析試料の調製

試料を風乾後、土塊を軽く崩して 2mm の篩で篩い分ける。この篩通過試料を風乾細土試料とし、分析

に供する。また、風乾細土試料の一部を乳鉢で粉砕し、0.5mm 篩を全通させ、粉砕土試料を作成する。

風乾細土試料については、105℃で 4 時間乾燥し、分析試料水分を求める。
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有 機 炭 素

粉砕土試料 0.100 〜 1.500g を 100ml 三角フラスコに正確に秤りとり、0.4N クロム酸・硫酸混液

10ml を正確に加え、約 200℃の砂浴上で正確に 5 分間煮沸する。冷却後、0.2% フェニルアントラニル

酸液を指示薬に 0.2N 硫酸第一鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値及び加熱減量法で求めた水分量から

乾土当たりの有機炭素量（Org-C 乾土 %）を求める。これに 1.724 を乗じて腐植含量（%）を算出する。

リン酸・カルシウム含量

粉砕土試料 1.00g をケルダール分解フラスコに秤量し、はじめに硝酸（HNO3）約 10ml を加えて加熱

分解する。放冷後、過塩素酸（HClO4）約 10ml を加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で 100ml

に定容し、ろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸

（P2O5）濃度を測定する。別にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計

によりカルシウム（CaO）濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土当たりの

リン酸含量（P2O5mg/g）とカルシウム含量（CaOmg/g）を求める。

3）結　　　果

分析結果を第 12 表・第 14 図に示す。以下に、地点ごとに結果を記す。

15SD29

15SD29 埋土の野外土性［ペドロジー学会編 1997］は、埋土 1 〜 4 層のいずれも HC（重埴土）と粘

質であり、土色も褐色（10YR4/6）である。

地点名 / 遺構名 / 層位名 土色 1） 土性 2）
有機炭素

C
（%）

腐植
（%）

全リン酸
P2O5

（mg/g）

全カルシウム
CaO

（mg/g）

15SD29

埋土 1 層 10YR4/6 褐 HC 0.56 0.97 2.08 3.47

埋土 2 層 10YR4/6 褐 HC 0.67 1.16 2.16 2.88

埋土 3 層 10YR4/6 褐 HC 0.47 0.81 1.87 2.65

埋土 4 層 10YR4/6 褐 HC 0.29 0.50 1.50 2.67

基本層序
Ⅴ層 10YR4/6 褐 HC 0.80 1.38 3.38 3.51

Ⅵ層 10YR3/4 暗褐 HC 0.90 1.55 1.56 3.19

1）土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修 ,1967）による。
2）土性：土壌調査ハンドブック改訂版（ペドロジー学会編 ,1997）の野外土性による。
HC：重埴土（粘土 45 〜 100%、シルト 0 〜 55%、砂 0 〜 55%）

第 12表　堂古遺跡土壌理化学分析結果

0.00 4.00
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2.00

0.00 2.00 4.00
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全リン酸

全カルシウム

埋土1層

埋土2層

埋土3層

埋土4層

0.00 4.00
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第 14 図　堂古遺跡 15SD29・基本層序の土壌理化学分析結果
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分析の結果、腐植含量は埋土 2 層が 1.16% ともっとも多く、埋土 1 層が 0.97%、埋土 3 層が 0.81%、

埋土 4 層が 0.50% である。全リン酸は、腐植含量と同様に埋土 2 層が 2.16mg/g ともっとも高く、埋土

1 層が 2.08mg/g、埋土 3 層が 1.87mg/g、埋土 4 層が 1.50mg/g である。全カルシウムは、埋土 1 層

が 3.47mg/g ともっとも高く、埋土 2 層が 2.88mg/g、埋土 3 層が 2.65mg/g、埋土 4 層が 2.67mg/g

である。

基 本 層 序

基本層序の野外土性は、Ⅴ層とⅥ層はいずれも HC である。土色は、Ⅴ層が褐色（10YR4/6）、Ⅵ層が

暗褐色（10YR3/4）である。

分析の結果、腐植含量はⅤ層が 1.38%、Ⅵ層が 1.55% である。全リン酸は、Ⅴ層が 3.38mg/g と今回

の試料中でもっとも多く、Ⅵ層は 1.56mg/g である。全カルシウムは、Ⅴ層が 3.51mg/g と全リン酸と

同様に今回の試料中をもっとも多く、Ⅵ層が 3.19mg/g である。

4）考　　　察

一般的に腐植含量は、主に植生繁茂の指標として用いられるが、その腐植の集積量は主に植物遺体供給

量に規定され、気候的要因による植生の繁茂状態が、腐植含量に大きく影響を与えているとされる。また、

リン酸の多くが植物に由来することが知られている。

なお、リンは生物にとって主要な構成元素であり、動植物中に普遍的に含まれる元素であるが、特に人

や動物の骨や歯には多量に含まれている。生物体内に蓄積されたリンはやがて土壌中に還元され、土壌有

機物や土壌中の鉄やアルミニウムと難溶性の化合物を形成することがある。特に活性アルミニウムの多い

火山灰土では、非火山性の土壌や沖積低地堆積物などに比べればリン酸の固定力が高いため、火山灰土に

立地した遺跡での生物起源残留物の痕跡確認にリン酸含量は有効なことがある。

土壌中に普通に含まれるリン酸含量、いわゆる天然賦存量については、いくつかの報告事例［Bowen1983、

Bolt・Bruggenwert1980、川崎ほか 1991、天野ほか 1991］があるが、これらの事例から推定される天然

賦存量の上限は約 3.0mg/g 程度である。また、人為的な影響（化学肥料の施用など）を受けた黒ボク土の

既耕地では 5.5mg/g という報告例［川崎ほか 1991］があり、当社におけるこれまでの分析調査事例では

骨片などの痕跡が認められる土壌では 6.0mg/g を越える場合が多い。一方、カルシウムの天然賦存量は

普通 1 〜 50mg/g［藤貫 1979］といわれ、含量幅がリン酸よりも大きい傾向にある。これは、リン酸に

比べると土壌中に固定され難い性質による。

今回の分析調査の結果、基本層序のⅤ・Ⅵ層では、Ⅴ層はリン酸及びカルシウム含量が多く、Ⅵ層は腐

植含量が若干高いという特徴を示した。一方、15SD29 埋土は、上層で腐植やリン酸（埋土 2 層）やカル

シウム含量が高い（埋土 1 層）という特徴が認められたが、全体的に埋土下位に向かって各種成分の含量

が減少するという傾向を示す。

調査所見によれば、15SD29 はⅢ層を遺構検出面としてⅥ層以深まで掘削されており、上層に当たる

埋土 1 層がⅢ層を、埋土 2 層がⅤ層を壁面とし、下層に当たる埋土 3・4 層はⅥ層を壁面とする。これら

の対応関係を考慮すると、埋土 2 層は埋積の過程でⅤ層の影響を受けている可能性があり、埋土 1 層は

Ⅴ層よりも上位にあることから、Ⅲ層やそれ以後に形成された堆積物の影響が想定される。

また、飯田川の対岸に位置する二反割遺跡では、本遺跡と同様に基本層序を対象とした土壌の化学性

の検討を行い、リン酸含量と腐植含量との間に高い相関が認められたほか、カルシウム含量は各層準で
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1mg/g となる状況が明らかとされている（第Ⅳ章 5C）。今回の結果と比較すると、腐植含量は二反割遺跡

の中世や古墳時代の遺物包含層や遺構検出面に対して有意に少ない状況がうかがえる。一方、カルシウム

含量は、上述した天然賦存量の範囲内にあるものの、二反割遺跡の各試料よりも高い値を示すという点で

特徴づけられる。

以上の点を踏まえると、15SD29 埋土は腐植含量が少ない堆積物が埋積した、あるいはこのような堆

積物を母材としていると推定される。また、溝埋土やⅤ層認められたリン酸やカルシウム含量については

人為による何らかの影響などの可能性も考えられる。これらの点については、堆積層の形成や堆積後の地

歴の検討、さらにⅢ層及びⅢ層より上位の土壌の化学性の検討による評価が望まれる。

引用文献

天野洋司・太田　健・草場　敬・中井　信　1991　「中部日本以北の土壌型別蓄積リンの形態別計量」　農林水産省農

林水産技術会議事務局『土壌蓄積リンの再生循環利用技術の開発』28-36p

Bolt,G.H.・Bruggenwert,M.G.M　1980　『土壌の化学』　岩田進午・三輪睿太郎・井上隆弘・陽　捷行訳学会出版セ

ンター　309p

Bowen,H.J.M.　1983　『環境無機化学−元素の循環と生化学−』　浅見輝男・茅野充男訳　博友社　297p

土壌標準分析・測定法委員会編　1986　『土壌標準分析・測定法』　博友社　354p

藤貫　正　1979　「カルシウム」『地質調査所化学分析法』52・57-61p

林　昭三　1991　『日本産木材顕微鏡写真集』　京都大学木質科学研究所

平井信二　1996　『木の大百科 解説編』　朝倉書店　642p

伊東隆夫　1995　「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ」『木材研究・資料』31　京都大学木質科学研究所　81-181p

伊東隆夫　1996　「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅱ」『木材研究・資料』32　京都大学木質科学研究所　66-176p

伊東隆夫　1997　「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅲ」『木材研究・資料』33　京都大学木質科学研究所　83-201p

伊東隆夫　1998　「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ」『木材研究・資料』34　京都大学木質科学研究所　30-166p

伊東隆夫　1999　「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅴ」『木材研究・資料』35　京都大学木質科学研究所　47-216p

伊東隆夫・山田昌久編　2012　『木の考古学 出土木製品用材データベース』　海青社　449p

川崎　弘・吉田　澪・井上恒久　1991　「九州地域の土壌型別蓄積リンの形態別計量」　農林水産省農林水産技術会議

事務局『土壌蓄積リンの再生循環利用技術の開発』　23-27p

農林省農林水産技術会議事務局監修　1967　『新版標準土色帖』

ペドロジー学会編　1997　『土壌調査ハンドブック改訂版』　博友社　169p

Richter H.G.,Grosser D.,Heinz I. and Gasson P.E. 編　2006　『針葉樹材の識別− IAWA による光学顕微鏡的特徴

リスト−』　伊東隆夫・藤井智之・佐野雄三・安部　久・内海泰弘（日本語版監修）  海青社  70p  ［Richter H.G.,Grosser 

D.,Heinz I.and Gasson P.E.,2004, IAWA List of Microscopic Features for Softwood Identification］．

島地　謙・伊東隆夫　1982　『図説木材組織』　地球社　176p

Wheeler E.A.,Bass P. and Gasson P.E. 編　1998　『広葉樹材の識別− IAWA による光学顕微鏡的特徴リスト−』　

伊東隆夫・藤井智之・佐伯　浩（日本語版監修）　海青社　122p　［Wheeler E.A.,Bass P. and Gasson P.E., 1989, 

IAWA List of Microscopic Features for Hardwood Identification］．



69

第Ⅳ章　二 反 割 遺 跡

1　グリッドの設定（第 15 図）

グリッドは、2011（平成 23）年度調査で設定したグリッドを延長して使用した。真北方向を基準に、

調査範囲をカバーできるように任意に設定している［細井・高橋ほか 2012］。グリッドは大小 2 種類あり、

大グリッドは 10m 四方を単位とし、小グリッドはそれを 2m 四方に 25 等分した。大グリッドの名称は

南西隅を基点に、東西方向（西→東）を算用数字、南北方向（南→北）をアルファベットとし、両者の組

み合せで表示している。小グリッドは 1 〜 25 の算用数字で表し、北西隅を 1、南東隅を 25 とした。グ

リッドの表記は大グリッドと小グリッドを組み合わせ、「8H1」のように呼称した。なお、グリッド杭の

座標値（東日本大震災後の補正値）は 8G 杭（世界測地系 X=126100.514、Y= −15740.319）、12J 杭（世界測地

系 X=126130.515、Y= −15700.321）である。

2　基　本　層　序（第 15 図）

2015 年度調査範囲は遺跡の東端に当たり、東側には農業用

水路が北流する。2012（平成 24）年度の確認調査の結果、こ

の水路の東側と西側では層序が異なることが判明した。水路東

側は自然堤防背後の低地、西側は自然堤防と考えられ、この地

形の相違が層序の差異の要因となっている。そして、水路はお

おむね自然堤防と後背低地との地形の変換点に位置している。

遺跡は水路の西側、飯田川右岸の自然堤防上に立地し、標高は

13.9 〜 14.8m である。後背低地に当たる水路東側は、遺跡の

範囲から外れている。調査範囲の微地形は北東側、南西側に向かい緩やかに傾斜し、その間の微高地に掘

立柱建物などが位置している。基本層序はⅠ〜Ⅴ層に分層し、Ⅱ層とⅣ層は混入物の有無により 2 層に

細分した。これは 2011 年度の調査成果とほぼ同じだが（第 13 表）、2015 年度は遺物の出土が非常に少

ない。

Ⅰ層：暗褐色シルト〜粘質土（10YR3/4）　粘性・しまり普通。現表土。

Ⅱ層：暗褐色シルト〜粘質土（10YR3/3）　粘性普通〜弱。しまり弱。灰色粘質土をまばらに含む b 層

と含まない a 層に細分する。中世の遺物包含層。

Ⅲ層：黒色シルト〜粘質土（10YR2/1）　粘性やや強。しまり普通。古墳時代の遺物包含層。

Ⅳ層：褐色シルト〜粘質土（10YR4/4 〜 4/6）　粘性普通〜弱。しまり弱。黒褐色粘質土をまばらに含

む a 層と含まない b 層に細分する。基本的にⅣb 層で遺構を検出した。

Ⅴ層：黄褐色シルト〜粘質土（10YR5/8）　粘性・しまり弱。青灰色粘質土をまばらに含む。

2011 年度 2015 年度 備考

Ⅰ 層 Ⅰ 層
表土

Ⅰ' 層 −

Ⅰ'a 層 − 近世以降畑耕作土

Ⅱ 層 Ⅱa 層
中世遺物包含層

− Ⅱb 層

Ⅲ 層 Ⅲ 層 古墳時代遺物包含層

− Ⅳa 層

Ⅳ 層 Ⅳb 層 遺構検出面

Ⅴ 層 Ⅴ 層

第 13表　二反割遺跡基本層序対応表
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3　遺　　　構

3　遺　　　構

A　概　　　要

記述の方法と遺構の形態分類などについては、第Ⅲ章 3A1）・3）に準じて記述する。2015 年度調査

範囲南西側には 2011 年度調査区が隣接するため、2011 年度調査遺構の延伸部分は同一の遺構名を使

用する（SB124）。2015 年度調査の遺構については、遺構略号の前に調査年「15」を付した。遺構数は

2011 年度遺構の延伸部分を含め、掘立柱建物 14 棟、井戸 6 基、溝 31 条（そのうち畑作溝 16 条）、土坑

13 基、ピット 402 基、性格不明遺構 2 基である。なお遺構番号 9 は欠番である。

調査範囲内の微地形は 8H がもっとも高く、北東側、南西側に向かい徐々に低下する。遺跡は飯田川

右岸の自然堤防上に立地する。北東端は自然堤防と後背低地の地形の変換点に当たり、自然堤防の末端

に沿って農業用水路が北流する。遺構は調査範囲のほぼ全域に分布する傾向にあるが、地形が低い 5G 周
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辺が希薄になる。また 7H 周辺に位置する畑作溝（15SD369・375 〜 377・385・386・429 〜 431・452 〜

456・469・470）は、時期が近世以降の可能性が高いため［細井・高橋ほか前掲］、報告の対象とはしない。

15SK188・238、15SX129 は埋土に炭化物層が見られ、人為的に埋め戻されている。平面や断面の形

状も共通している。表土等掘削時から炭化物の分布が確認でき、掘り込み面は比較的上位と考えられた。

埋土の状況なども加味すれば、中世以前にさかのぼる可能性は低いと考えられ、7H 周辺の畑作溝と同様

に報告の対象とはしない。2011 年度調査では古墳時代の遺構・遺物（5 世紀〜 6 世紀）が検出されたが、

2015 年度は検出されなかった。

遺構埋土は、色調から黒色系埋土・褐色系埋土・灰色系埋土（褐灰色など）の 3 種類に大別できるが、

遺構の新旧関係や出土遺物からは時期差を明確にすることはできなかった。出土遺物から遺構の時期が

判明したのは 15SX435 のみで、古代の遺構と考えられる。そのほかの遺構は、建物の柱穴形状・柱穴規

模・構造・軸方向の類似性から、2011 年度調査の中世集落（12 世紀）との関連性がうかがえた。そこで

建物と関連する井戸（15SE471）出土の杭状木製品（15）の年代測定を行ったところ、11 世紀中葉〜 13

世紀初頭の年代が得られたことから（第Ⅳ章 5B）、2015 年度調査の集落は 12 世紀中心の集落と判断し

た。その前提で遺構埋土を見直すと、建物・井戸・溝は黒色系埋土が主体で、畑作溝、15SK188・238、

15SX129 は褐色系埋土や黒色系埋土となる。黒色系埋土の一部には、Ⅲ層（古墳時代の包含層）に由来す

る埋土も見られ、Ⅳ・Ⅴ層をブロック状に含むものが多い。このⅢ層由来の埋土は、柱穴や井戸にも見ら

れること、古墳時代の遺物が確認できないことから、中世遺構を埋める際に混入したと考えられ、古墳時

代の遺構とは判断していない。灰色系埋土は不明な点が多いが、建物の一部に認められ、中世以前の可能

性がある。褐色系埋土はⅣ・Ⅴ層に由来し、中世の遺構にも少ないながら確認できる。

B　古 代 の 遺 構

古代の遺構と判断できるのは 15SX435 のみで、時期は古代Ⅰ〜Ⅱ期（7 世紀代）と考えられる。

15SX435（図版 49・112・113）

8H4 に位置する。平面形が楕円形、断面形が台形状を呈する土坑の内部に、土師器（1 〜 7）が据えら

れていた。そのうち 4 個体（2 〜 4・7）が原位置を保ち、2・3 は口縁部側を下にして立てた状態で検出

された。4・7 の上下は不明である。土師器の残存高は 3.4 〜 12.5cm で、土坑底面から約 10cm 浮いて

いた。土坑の規模は長径 1.02m、短径 0.70m、深さ 0.25m である。埋土は 4 層に分層でき、褐色系埋

土や暗赤褐色粘質土などが堆積するが、暗赤褐色粘質土が堆積する遺構は 15SX435 のみで、壁面や底面

などに被熱の痕跡はない。15SB567 の内部に位置し、周辺にはピットや畑作溝なども位置するが、直接

の新旧関係はない。8H 周辺は地形が高く、現地表から遺構検出面まで 15 〜 20cm で比較的浅い。その

ため、15SX435 やその周辺も畑作の影響を受けていることが予想される。土師器の遺存状況もそれを示

しており、土坑の掘り込みももう少し深かった可能性もある。

15SX435 や周辺の遺物の出土状況から、性格は建物のカマドや貯蔵穴、墓坑などの可能性が予想され

た。9G2 でやや離れるが、円筒形土製品（12）の出土は周辺での竪穴建物の存在を示唆する。15SX435

を 15SB567 に伴う施設とすると、柱穴の形状・配置などから 15SB567 は古代の建物とは考えにくいた

め、問題が残る。15SB567 以外の建物の施設とした場合、例え建物が簡易的な構造であったとしても、

その痕跡がまったく検出できなかった点で問題が残る。また埋土の分析も行ったが、墓坑の可能性を示す

結果ではなかった（第Ⅳ章 5C）。土師器が土坑内部に据えられるという 15SX435 の形態的な特徴を考慮
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すると、それ単独で機能したとは考えにくいものの、具体的な性格は不明である。

C　中 世 の 遺 構

1）掘 立 柱 建 物

掘立柱建物は 14 棟検出し、そのうち 1 棟は 2011 年度調査の延伸（SB124）で、4 棟は整理作業の結

果認定した建物（15SB564 〜 567）である。建物の構造は四面廂建物、片廂建物、総柱建物が各 1 棟ずつ

で、そのほかはすべて側柱建物である。建物同士は柱筋をそろえるものや軸が正方位を指すものなどがあ

り、計画的に配置されたことがうかがえる。重複は少なく、集落の存続期間を反映していると考えられる。

2011 年度調査分の建物とは柱穴の規模や埋土などに類似性が認められ、建物配置も相互に関連する可能

性が高い。そのため 2011 年度調査と同時期（12 世紀）の集落と想定でき、自然科学分析でも同様の結果

が得られている（第Ⅳ章 5B）。ただし、15SB567 はほかの建物とは軸が異なる一方、近世以降の畑作溝

と軸が近似する。そのため、中世の建物とするには問題も残る。

SB124（図版 49・113）

5・6F に位置する。2011 年度調査時に検出した建物で、その延伸部分が確認できた。その結果、桁行

2 間（5.00m）×梁行 2 間（3.30m）、桁行方向 N-88-E°の東西棟の建物であることが判明した。面積は約

16.50m2 となる。桁行の柱穴間隔は 1.85 〜 3.20m で、梁行は 1.60 〜 1.80m である。柱筋の通りはよ

い。柱穴の平面形は円形が多く、断面形は U 字状がほとんどである。規模は径が 0.15 〜 0.31m、深さ

は 0.14 〜 0.50m である。いずれもばらつきがあり、小型のものが多い。柱痕は確認できなかった。周

辺には SB125、15SB561、15SD371、SK111 などが位置する。SE3 と重複しているが、新旧関係は

不明である。遺物は出土していない。

15SB354（図版 50・114）

11K・L に位置する。桁行 3 間（8.78m）以上×梁行 1 間（5.10m）、桁行方向 N-0°の南北棟の建物であ

る。北西側が調査範囲外に延伸するが、桁行は 3 間ないし 4 間と思われる。面積は 44.78m2 以上となる。

桁行の柱穴間隔は 2.32 〜 3.44m でばらつく。梁行は 5.10m で桁行より広い。桁行の柱筋の通りはよいが、

梁行は悪い。柱穴の平面形は楕円形がほとんどで、断面形は U 字状や台形状が多い。規模は径が 0.24 〜

0.63m、深さは 0.30 〜 0.56m で、いずれもばらつく。柱痕は 2 基で確認でき、径は 0.13m と 0.15m

でほぼ同規模である。内部には 15SK31 が位置するが、15SB354 との関係は不明である。このほか周

辺には 15SB356・425、15SK51 などが位置する。15SB354 の東側桁行は 15SB426 の西側桁行と柱

筋をそろえており、その距離は約 13.2m である。15SB355、15SE30、15SD1A と重複し、新旧関係

は 15SD1A に切られるが、15SB355、15SE30 との新旧関係は不明である。遺物は 15P223 の 4 層か

ら摩耗した土師器の小片が 1 点出土した。

15SB355（図版 50・114）

11K・L に位置する。桁行 2 間（4.96m）以上×梁行 1 間（5.61m）、桁行方向 N-0°の南北棟の建物であ

る。面積は 27.83m2 以上で、北西側が調査範囲外に延伸する。桁行の柱穴間隔は 2.26 〜 2.70m で、ば

らつく。梁行は 5.61m で、桁行より広い。柱筋の通りは比較的よい。重複する 15SB354 より一回り大

きい建物と考えられる。柱穴の平面形は円形が多く、断面形は台形状が多い。規模は径 0.25 〜 0.45m、

深さ 0.34 〜 0.50m で、ややばらつきがある。15P21・38 では柱痕と柱の当たりが見られた。周辺には

15SB356・425、15SE30、15SK51 などが位置する。15SB354、15SD1A と重複する。15SB354 と
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の新旧関係は不明だが、15SB354・355 がほぼ同時期と想定できることから 15SD1A に切られると思

われる。遺物は 15P14 の 1 層から土師質土器が出土した。

15SB356（図版 50・115）

10・11J・K に位置する。桁行 3 間（6.10m）×梁行 2 間（3.68m）の身舎の 4 面に廂がつく、5 間（10.00m）

× 4 間（6.36m）の東西棟の建物（桁行方向 N-75°-W）である。身舎部分の面積は約 22.45m2、廂を

含めると約 63.60m2 となる。身舎桁行の柱穴間隔は 1.68 〜 2.80m で、中央の 15P170-15P159 間、

15P119-15P151 間が広い。梁行は 1.83 〜 2.03m で西妻側がやや広い。廂部分桁行の柱穴間隔は 1.48 〜

3.00m で、身舎同様に中央の 15P180-15P160 間、15P148-15P330 間が広い。梁行の柱穴間隔は 1.28 〜

1.74m である。廂の出は梁行方向が約 1.40 〜 1.50m、桁行方向が約 1.80 〜 2.00m である。身舎の柱

筋の通りは比較的よいが、廂は悪い。身舎・廂ともに柱穴の平面形は円形が多く、断面形は U 字状が多

い。規模は、身舎が径 0.19 〜 0.36m、深さ 0.13 〜 0.51m、廂が径 0.17 〜 0.35m、深さ 0.16 〜 0.46m

である。ばらつきはあるが、身舎と廂で柱穴の規模に顕著な差異は認められない。柱痕は身舎で 5 基、

廂で 6 基確認でき、径は身舎が 0.05 〜 0.14m、廂が 0.06 〜 0.13m で、ほぼ同規模である。周辺には

15SB354・355・425・492・563、15SE132、15SK51 などが位置する。15SB563 の東側梁行の柱

筋と廂部分西側梁行の柱筋をそろえており、距離は約 6.6m となる。15SE130 と重複し、新旧関係は

15SE130 に切られる。遺物は出土していない。

15SB425（図版 51・115）

11J・K に位置する。桁行 2 間（3.40m）×梁行 2 間（2.54m）の南北棟建物である。桁行方向は N-31°-W で、

面積は約 8.64m2 である。桁行の柱穴間隔は 1.46 〜 1.80m で、梁行は 1.12 〜 1.32m となる。柱筋の

通りは悪い。柱穴の平面形は円形や楕円形、断面形は階段状が多い。規模は径 0.16 〜 0.35m で、深さ

は 0.13 〜 0.46m とばらつきがある。柱痕は 3 基で確認でき、15P96 の径は 0.16m である。周辺には

15SB354 〜 356・426、15SE132、15SD1A、15SK51 などが位置する。15SD1A の長軸方向と桁行

方向がそろうが、ほかの建物とはそろわない。遺物は出土していない。

15SB426（図版 51・116）

11J、11・12I に位置する。桁行 3 間（7.86m）×梁行 1 間（4.70m）の身舎の東側に廂（1.18m の出）

がつく南北棟建物である。桁行方向は N-3°-E で、面積は約 46.22m2 である。身舎桁行の柱穴間隔は 2.16 〜

3.14m で、中央の 15P44-15P67 間、15P18-15P49 間が広くなる。梁行は 4.70m の等間隔である。廂

の柱穴間隔は 2.42 〜 2.94m で、身舎同様中央の 15P10-15P22 間が広い。柱筋の通りは悪い。柱穴の

平面形は楕円形が多く、断面形は箱状や台形状などさまざまである。規模は身舎で径が 0.23 〜 0.53m、

深さが 0.10 〜 0.60m、廂で径が 0.16 〜 0.31m、深さが 0.12 〜 0.37m である。いずれもばらきが認め

られるが、身舎の方が廂よりも大きい傾向にある。柱痕は身舎の 2 基で確認でき、径は 0.10m と 0.13m

である。15P49 には礫が 3 段積まれていた。柱の抜き取り後に入れられたのか、柱の長さ調節のため入

れられたのかなど、その機能は明確にできなかった。周辺には 15SB425・492、15SE70、15SD1A な

どが位置する。15SB426 の東側桁行の柱筋は 15SB354 の西側桁行の柱筋とそろえている。遺物は出土

していない。

15SB492（図版 51・114）

10・11I・J に位置する。桁行 2 間（3.35m）×梁行 2 間（3.14m）、桁行方向 N-4°-E の南北棟の建物で、

北側梁行中央の柱穴は確認できなかった。面積は約 10.52m2 である。桁行の柱穴間隔は 1.25 〜 2.10m
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で、北側の方が広い。柱筋の通りは、15P559 がやや外側に位置するなど、あまりよくない。柱穴の平

面形は楕円形や円形で、断面形は漏斗状に近いものなどさまざまである。規模は径が 0.17 〜 0.30m、深

さは 0.22 〜 0.52m でばらつきがある。柱痕は 4 基で確認でき、径は 0.08 〜 0.14m である。周辺には

15SB356・426・563、15SE132 などが位置する。遺物は 15P181 の 1 層から須恵器杯の小破片が出

土している。

15SB561（図版 52・117）

6・7E・F に位置する。桁行 5 間（8.06m）×梁行 4 間（6.70m）、桁行方向 N-89°-W の東西棟の総柱

建物であるが、3 か所で柱穴が確認できなかった。SB121・261（2011 年度調査）とともに、約 20m の

距離を保ち L 字状に配置される（第 20 図）。面積は約 54.00m2 である。建物の東側にピットが位置する

ことから、廂や塀が付属する可能性も残る。柱穴間隔は桁行が 1.33 〜 2.40m、梁行が 1.14 〜 2.00m で、

いずれもかなりばらつきがある。平均の柱穴間隔は桁行が約 1.65m、梁行が約 1.58m となり、桁行の方

が広い。柱筋の通りは悪い。柱穴の平面形は円形、楕円形が多く、断面形は U 字状、半円状、台形状な

どさまざまである。規模は径が 0.11 〜 0.41m、深さは 0.05 〜 0.45m でばらつく。15SD371 底面で検

出した 15P519 を除いても、ばらつきが認められる。柱痕は 4 基で確認でき、径は 0.10 〜 0.19m である。

周辺には SB124・125、15SB562・564、15SE350 などが位置する。15SE471、15SD325・371、

15SK474 などと重複し、新旧関係は 15SE471、15SD325、15SK474 を切り（図版 55）、15SD371 に

切られる。遺物は出土していない。

15SB562（図版 52・117・118）

8・9F・G に位置する。桁行 4 間（8.78m）×梁行 1 間（4.78m）の南北棟の建物で、南側梁行の柱筋

と 15SB561 北側桁行の柱筋がそろうと判断している。桁行方向は N-4°-E で、15SB565・566 の桁行

方向や 15SD176 の長軸方向とそろう。面積は約 41.97m2 である。桁行の柱穴間隔は 1.82 〜 2.66m

で、中央 2 間分の間隔がやや狭い。梁行は 4.78m である。柱筋の通りは悪い。柱穴の平面形は円形が

多く、断面形は台形状が多い。規模は径 0.20 〜 0.47m、深さ 0.13 〜 0.48m とばらつきがある。柱痕

は 2 基で確認でき、径は 0.07m と 0.17m である。周辺には 15SB561・564・566・567、15SD176、

15SK305 などが位置する。東側で 15SB565 と重複するが、新旧関係は不明である。15SB562 内部に

は深度が浅い 15SK554・555 が位置するが、建物との関係は不明である。遺物は出土していない。

15SB563（図版 53・118）

9J、9・10I に位置する。桁行 3 間（10.10m）×梁行 1 間（4.26m）、桁行方向 N-77°-W の東西棟の建

物である。面積は約 43.03m2 である。桁行の柱穴間隔は 2.24 〜 3.74m で、中央の 1 間分がやや広い。

梁行は 4.20m と 4.26m でほぼ同じである。15P242・216・236 が柱筋上から外れるため、通りは悪

い。柱穴の平面形は円形や楕円形などで、断面形は漏斗状に近いものや半円状が多い。規模は径が 0.22 〜

0.56m、深さは 0.12 〜 0.41m で、いずれもばらつく。柱痕は確認できない。周辺には 15SB356・

492・567、15SE130 などが位置する。東側梁行の柱筋が 15SB356 廂部分の西側梁行の柱筋とそろい、

約 6.6m の距離がある。遺物は 15P226 の 2 層から土師器が出土した。

15SB564（図版 53・117・118）

整理作業で認定した建物である。7・8G に位置する。桁行 2 間（3.52m）×梁行 2 間（2.60m）、桁行方

向 N-82°-W の東西棟の建物である。南西隅柱は確認できない。面積は約 9.15m2 である。桁行の柱穴間

隔は 1.68 〜 1.82m でほぼ同じで、梁行は 1.17 〜 1.43m となる。柱筋の通りは比較的よい。柱穴の平
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面形は円形や楕円形で、断面形は U 字状が多い。規模は径が 0.18 〜 0.31m でほぼ同じだが、深さは 0.19 〜

0.40m とややばらつく。柱痕は 2 基で確認でき、径は 0.07m と 0.12m である。周辺には 15SB561・

562・567、15SE350 などが位置する。東側で 15SK305 と重複し、新旧関係は 15SK305 を切る。遺

物は出土していない。

15SB565（図版 53・117・119）

整理作業で認定した建物で、9F・G に位置する。南東側の大部分が調査範囲外に延びるが、15SB562

との関連性を考慮し、桁行 2 間（3.10m）以上×梁行 2 間（4.17m）の南北棟建物と判断した。桁行方向

は N-3°-E で、15SB562・566 の桁行方向、15SD176 の長軸方向とそろう。面積は 12.93m2 以上であ

る。桁行の柱穴間隔は 3.10m で、梁行は 1.96m と 2.21m である。柱穴の平面形は円形などで、断面形

は台形状などである。規模は径が 0.18 〜 0.35m で、深さは 0.08 〜 0.76m とかなりばらつきがある。

柱痕は 15P501 で確認でき、径は 0.10m である。周辺には 15SD176、15SK554・555 などが位置する。

東側で 15SB566、西側で 15SB562 と重複するが、新旧関係は不明である。15SB566 とは北側梁行の

柱筋がほぼそろうことから、建て替えている可能性もある。遺物は出土していない。

15SB566（図版 53・117・119）

整理作業で認定した建物で、9F・G に位置する。南東側の大部分が調査範囲外に延びるが、15SB565

と同様に、桁行 2 間（2.67m）以上×梁行 2 間（4.50m）の南北棟建物と判断した。桁行方向は N-5°-E で、

15SB562・565 の桁行方向、15SD176 の長軸方向とそろう。面積は 12.02m2 以上である。桁行の柱

穴間隔は 2.67m で、梁行は 2.00m と 2.50m である。柱穴の平面形は楕円形が多く、断面形はさまざま

である。規模は径が 0.15 〜 0.38m で、深さは 0.18 〜 0.49m とばらつきがある。柱痕は確認できない。

周辺には 15SB562、15SK554・555 などが位置する。西側で 15SB565、東側で 15SD176 と重複す

るが、新旧関係は不明である。15SB565・566 は北側梁行の柱筋がほぼそろうことから、建て替えてい

る可能性もある。遺物は出土していない。

15SB567（図版 54・119）

整理作業で認定した建物である。8・9H・I に位置する。桁行 3 間（8.52m）×梁行 2 間（6.22m）、桁

行方向 N-25°-E の南北棟の建物で、南隅柱は確認できない。15SB567 と軸がそろう建物や溝はなく、

西側に隣接する畑作溝（近世以降か）の軸に近い。面積は約 52.99m2 である。桁行の柱穴間隔は 2.44 〜

3.06m、梁行は 2.80 〜 3.30m でばらつきがある。15P368・403 が外側に位置するため、柱筋の通り

は悪い。柱穴の平面形は楕円形がほとんどで、断面形は U 字状がやや多い。規模は径が 0.17 〜 0.70m、

深さは 0.23 〜 0.58m で、かなりのばらつきがある。柱痕は確認できない。周辺には 15SB562 〜 564、

15SK384、畑作溝などが位置する。南側で 15SD416 と重複するが、新旧関係は不明である。内部には

15SX435 が位置する。15SX435 が伴なうとすると 15SB567 も古代の遺構になるが、柱穴の形状や配

置などを考えると古代の遺構とは考えにくい。そのため 15SX435 とは関連がないと判断する。遺跡周辺

は近世以降畑地として利用されていた可能性が高く［細井・高橋ほか前掲］、15SB567 の西側にも畑作溝

が隣接する。桁行方向と畑作溝の軸が近似することから、15SB567 は畑地に伴う可能性もある。しかし

遺物が出土していないため、時期についてこれ以上言及できない。なお周辺のⅡa 層などから土師器が少

ないながら出土しているが、周辺の地形が高いため畑作の影響を強く受けていると考えられる。そのため、

直接 15SB567 に関係する遺物ではないと判断した。
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2）井　　　戸

2011 年度調査の井戸は 1.5 〜 1.7m の深さで、堂古遺跡の井戸も比較的深かったことから、2015 年

度の井戸も深いものと予想していた。そこで人力での掘削を約 1m までとし、それ以下は重機を使用して

断ち割りを行い、遺物の確認や断面の記録を行うことにした。断ち割り調査の方法は第Ⅲ章 3A 5）に準

じている。なお、上部調査時のセクションポイントと反対側から断ち割り調査を行った井戸はない。井戸

は 6 基検出した。基本的に素掘りと考えている。15SE471 を除き、壁面の崩落はなく比較的原形を保つ

ものが多い。主に平面の規模から大型（15SE70・130・471）・中型（15SE132・350）・小型（15SE30）に

分類できるが、2011 年度調査の井戸はすべて大型に分類できる（SE3・79・83・110・169）。埋土は黄褐

色粘質土などを含む黒色系埋土とⅣ・Ⅴ層に由来する褐色系・灰色系埋土などで、人為的に埋め戻された

と判断している。

15SE30（図版 54・120）

11L25 に位置する。平面形は円形で、断面形は U 字状を呈する。壁面の崩落はなく、原形を保つ。規

模は長径 0.65m、短径 0.64m、深さ 0.98m で、小型の井戸とした。埋土は 11 層に分層できる。中位に

黒色系埋土が、下位・上位に灰色系埋土がレンズ状に堆積する。15SB354 と重複するが、柱穴と直接重

複しないため、新旧関係は不明である。遺物は 7 層から土師器の小片が出土した。

15SE70（図版 54・120）

12J18・23 に位置する。平面形は円形で、断面形は漏斗状を呈する。壁面の崩落はなく、原形を保つ。

規模は長径 1.75m、短径 1.54m、深さ 1.91m で、大型の井戸である。埋土は 16 層に分層でき、主に

黒色系埋土がレンズ状に堆積する。上位の堆積状況を見ると、井戸側の設置や掘り直しの可能性も残る。

15SD1A、15P46・69 と重複し、新旧関係は 15SD1A、15P46・69 を切る。遺物は 3 層から土師質土器、

2 層から珠洲焼・磨石類が出土し、そのほか被熱した礫も出土した。

15SE130（図版 55・120）

10J6・7・11・12 に位置する。平面形は円形で、断面形は V 字状に近い。壁面の崩落はなく、原形を

保つと考える。規模は長径 2.03m、短径 1.70m、深さ 1.78m で、大型の井戸である。埋土は 18 層に分

層でき、黒色系埋土と灰色系・褐色系埋土の互層でレンズ状に堆積する。黄褐色・灰白色・青灰色粘質土

を含む層が多い。断面形や埋土の堆積状況から、井戸側の設置や掘り直しの可能性も残る。15SB356 と

重複し、新旧関係は 15SB356 を切る。遺物は 3 層から土師質土器、12 層から石造物（13）・磨石類・

棒状木製品、17 層から漆器片が出土した。そのほか被熱した礫も出土した。

15SE132（図版 55・120）

11J22・23 に位置する。平面形は円形で、断面形は U 字状を呈する。壁面の崩落はなく、原形を保つ。

規模は長径 0.95m、短径 0.88m、深さ 1.31m で、中型の井戸である。埋土は 11 層に分層でき、レンズ

状に堆積する。11 層が灰色系埋土で、それ以外は黒色系埋土が堆積する。3・4・9・10 層はⅣ・Ⅴ層由

来の粘質土を含む。遺物は出土していない。

15SE350（図版 55・121）

7F15・20 に位置する。この周辺の 5G 〜 8F にかけては地形が低く、遺構の分布が希薄である。平面

形は円形で、断面形は台形状を呈する。壁面の崩落はなく、原形を保つ。規模は長径 1.05m、短径 0.96m、

深さ 1.06m で、中型の井戸である。埋土は 6 層に分層でき、黒色系埋土がおおむね水平に堆積する。1・
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3 〜 5 層は黄褐色粘質土を含む。遺物は 3 層から土師器が出土した。

15SE471（図版 55・121）

7E2・3・7・8 に位置する。平面形は円形で、断面形は U 字状に近い。壁面は崩落している。規模は

長径 1.92m、短径 1.77m、深さ 1.92m で、大型の井戸である。埋土は 40 層に分層でき、黒色系埋土

や褐色系・灰色系埋土がブロック状に堆積する。15SB561-15P515、15SD371 と重複し、新旧関係は

15SB561-15P515、15SD371 に切られる。遺物は 32 層から土師質土器皿と思われる底部片（8）、39

層から下駄（14）、35 層から杭状木製品（15）が出土し、そのほか被熱した礫が出土した。杭状木製品（15）

の年代を測定したところ、11 世紀中葉〜 13 世紀初頭頃という結果が得られ（第Ⅳ章 5B）、2011 年度調

査と同様 12 世紀を中心とする集落と判明した。

3）溝

15SD1（図版 48・112・121）

11K、11・12J、12・13I に位置し、断面の観察から 4 回の変遷が確認できる（図版 48  15SD1A 〜

D）。平面の記録が残せたのはⅣ層を掘り込む 15SD1A のみである。長軸方向は N-33°-W で、平面形は

直線状、断面形は台形状（A）、弧状（B）、半円状（C・D）を呈する。長さは 31.65m 以上、幅は 0.78m

（A）、0.76m（B）、0.70m 以上（C）、1.18m（D）、深さは 0.32m（A）、0.24m（B）、0.35m（C）、0.42m

（D）である（A は検出面、B 〜 D は掘り込み面での規模）。埋土はいずれも黒色系埋土と褐色系埋土がレンズ

状に堆積する。15SD1A 南西側の 7 〜 9 層は、混入物やしまり、堆積状況から盛土と判断した。北東側

には確認できないが、15SD1C の構築時に削られたと考えている。15SD1A 〜 D は相互の新旧関係、掘

り込み面から A → B → C → D の順に変遷する。現地表面を観察すると緩くくぼんでいることが分かる

（図版 48A-A'）。調査範囲外の 15SD1A 延長線上には道が延び、調査前まで道として利用されていたよう

で（図版 112）、その痕跡が緩い凹みとして残っている。このことから 15SD1B 〜 D も 15SD1A と同じ

方向で、同様の場所に構築し直されたことがうかがえる。この場所が自然堤防縁辺に位置することを考え

れば、土地の区画として機能し続けたことが想定できるが、道の痕跡や流水の痕跡は確認できなかった。

周辺には 15SB356・425・426 などが位置し、15SB425 の桁行方向と長軸方向がそろう。15SD1A

が 15SB354-15P223、15SB355、15SE70、15P46 と重複し、新旧関係は 15SB354-15P223 を切り、

15SE70、15P46 に切られる。15SB355 とは直接重複しないが、15SB354・355 がほぼ同時期と想定

できることから 15SB355 を切ると考えられる。遺物は出土していない。

15SD176（図版 47・122）

9F 〜 I に位置する。長軸方向は N-8°-E である。平面形は直線状、断面形は台形状を呈する。規模は

長さ 21.70m 以上、幅 1.00m、深さ 0.25m である。埋土は 4 層に分層できる。1 〜 3 層は黒色系埋土、4

層が褐色系埋土で、レンズ状に堆積する。15SB566、15P239・240・250・531・536 と重複し、新旧

関係は 15P531・536 を切るが、15SB566、15P239・240・250 とは不明である。遺物は土師器（1・

2・4 層）や須恵器（1 層）が出土し、そのほか被熱した礫（1・2 層）も出土した。周辺には 15SB562・

563・565 などが位置し、15SB562・565・566 の桁行方向と長軸方向がそろう。

15SD325（図版 46・122）

6・7E に位置する。長軸方向は N-33°-E である。平面形は直線状、断面形は弧状を呈する。規模は

長さ 5.51m、幅 0.47m、深さ 0.14m である。埋土は黒褐色シルトの単層である。15SB561-15P509、
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15SK474 と重複し、新旧関係は 15SK474 を切り、15SB561-15P509 に切られる。遺物は出土してい

ない。長軸方向から建物との関連は想定できないが、15SD371 とは関連する可能性がある。

15SD371（図版 46・122）

6・7F、7E に位置する。長軸方向は N-45°-W である。平面形は直線状、断面形は階段状に近い。規模

は長さ 15.60m 以上、幅 1.01m、深さ 0.25m である。埋土は 3 層に分層でき、黒色系埋土と褐色系埋土

が堆積する。堆積状況は水平ないしレンズ状である。15SB561-15P473・516・518・519、15SE471、

15SK474、15P556 と重複し、新旧関係は 15SB561-15P473・516・518・519、15SE471、15SK474、

15P556 を切る。遺物は用途不明金属製品（16）が 2 層から出土している。長軸方向を見ると、建物との

関連は想定できないが、15SD325 とは関連する可能性がある。

4）土 坑 ・ ピ ッ ト

15SK31（図版 56・123）

11K14・19 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は U 字状を呈する。規模は長径 0.90m、短径 0.64m、

深さ 0.30m である。埋土は 6 層に分層でき、褐色系・灰色系埋土と黒色系埋土がレンズ状に堆積する。

15SB354 内部に位置するが、建物との関係は不明である。遺物は出土していない。

15SK51（図版 56・123）

11K23・24 に位置する。平面形は不整形、断面形は弧状を呈する。規模は長軸 1.24m、短軸 1.22m、

深さ 0.18m である。埋土は黒褐色粘質土の単層である。遺物は土師質土器の小片と磨石類が出土した。

15SK305（図版 56・123）

8G16・17 に位置する。平面形は長方形で、断面形は弧状を呈する。規模は長軸 1.68m、短軸 1.30m、

深さ 0.23m である。埋土は 4 層に分層でき、褐色系埋土と黒色系埋土がレンズ状に堆積する。上位は黄

褐色粘質土・炭化物を含む。15SB564-15P306 と重複し、新旧関係は 15SB564-15P306 に切られる。

遺物は出土していない。

15SK384（図版 56・123）

9H11・16 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は弧状を呈する。規模は長径 0.97m、短径 0.67m、

深さ 0.14m である。埋土は単層で、にぶい黄褐色粘質土が堆積する。遺物は古代の土師器甕の体部片が

1 層から出土した。この土師器は 15SK384 検出時に同じレベルから出土し、隣接する 8H Ⅱa 層出土の

破片が接合した。8H 周辺の地形が高く、表土から遺構検出面までの深さが 10 〜 20cm であることを考

慮すると、畑作や植林の影響を受けている可能性がある。そのため混入と判断した。

15SK447（図版 56・124）

6H9・10・15 に位置する。平面形は不整形で、断面形は弧状を呈する。規模は長軸 1.26m、短軸 1.10m、

深さ 0.27m である。埋土は暗灰黄色粘質土の単層である。遺物は出土していない。

15SK554（図版 56・124）

8F10 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は弧状を呈する。規模は長径 0.90m、短径 0.65m、深

さ 0.10m である。埋土は 2 層に分層でき、黒色系埋土が堆積する。15SB562 内部に位置するが、建物

との関係は不明である。遺物は出土していない。

15P560（図版 56・124）

11H16・21 に位置する。平面形は円形で、断面形は U 字状を呈する。規模は長径 0.56m、短径 0.51m、
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深さ 0.72m である。二反割遺跡の一般的な建物の柱穴より大型のため、柱穴とは判断しなかった。埋土

は 4 層に分層でき、黒色系埋土と褐色系埋土がおおむねレンズ状に堆積する。遺物は出土していない。

4　遺　　　物

A　土 器 ・ 陶 磁 器

土師器・須恵器・珠洲焼などが 2 箱（54 × 34 × 10cm）出土している。一般的に中世は遺物の出土量

が少ない傾向にあるが、それでも二反割遺跡の遺物量は少ない印象を受ける。土器・陶磁器は小破片で器

形を復元できる個体は少なく、摩耗しているものも多い。そのため時期を特定できる個体は少ない。小破

片や摩耗している個体が多いということは、少なからず畑作の影響を受けた結果と考えられる。古代・中

世の土器・陶磁器の時期・器種分類は堂古遺跡と同じ論考を参考にした（第Ⅲ章 3B 1）a）。

15SX435（図版 57・125）

土師器を 7 点図示する（1 〜 7）。器種は 1 を除き甕である。1 の器種は鉢であろうか。口縁部外面にや

や強いナデが施され、わずかにくびれる。2 は体部が内湾しながら立ち上がり、口縁部は強く外傾する。

摩耗が著しいが、内外面にハケが確認できる。3 の口縁部は肥厚し、くの字状に短く外傾する。胎土は比

較的精良で、焼成も良好である。4 は体部片で、内面にはナデ・ハケ、外面にはハケ・ケズリが施される。

5 〜 7 は取り上げ番号が同じだが、それぞれ別個体である。5 の口縁部はゆるく外傾する。胎土が粗悪で

摩耗も著しいため、調整は不明である。胎土は 2 に大変類似するが、器形が異なる。6 は端部をわずかに

欠損する口縁部片で、外面にはナデが施される。胎土や焼成は 3 と類似するが、器形や調整が異なる。7

は体部片でナデやハケが施される。いずれも埋土から出土しているが、15SX435 に本来据えられていた

個体は 2 〜 4・7 である。時期は古代Ⅰ〜Ⅱ期に位置づける。

15SE471（図版 57・125）

8 は土師質土器皿であろうか。胎土が砂質で摩耗が著しく、調整などは観察できない。

遺構外出土（図版 57・125）

9 は土師器甕で、図上で器形を復元することができた。底部から外反しながら立ち上がり、体部下半が

最大径となる。口縁部はくの字状に短く外傾する。外面にはハケ・ケズリ・ミガキが施される。内面のハ

ケはやや粗い。10 は土師器甕で、やや上げ底となる。外面にはケズリが施され、底面にも一部ケズリが

確認できる。11 は須恵器の無台杯である。器壁は比較的薄く、丁寧な作りである。底部にはケズリが施

され、「K」の字状のヘラ記号が確認できる。いずれも時期は古代Ⅰ〜Ⅱ期と考えている。

B　土 製 品（図版 57・125）

12 は 9G2 Ⅳa 層から出土した円筒形土製品である。内面の輪積痕は比較的丁寧な調整によって消され、

あまり目立たない。直径は8〜10cm程度に復元できるが、歪みがあるため、多少の誤差はあると思われる。

外面は被熱の痕跡が確認できる。

C　石 製 品（図版 57・125）

13 は 15SE130 の 12 層から出土した。石造物の一種と考えているが、詳細は不明である。下端を除

く周縁や裏面は破損している。石材は安山岩で、正面には明瞭な加工痕（図面の拓本部分）が残る。
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D　木 製 品（図版 57・125）

15SE471 から出土した 2 点（14・15）を図示する。

14 は連歯下駄で、上端から右側面を欠損する。台の下端には周縁に沿うように釘穴が認められ、裏面

から正面に貫通するものと貫通しないものがある。台正面の欠損は著しいが、下半で 6.5cm × 2.5cm、

3.8cm × 1.7cm 程度の細長い範囲 2 か所が浅くくぼんでいる。

15 は杭状木製品で、縦に半割した半円形の木材（直径約 3cm）を左方向から斜位に切断し、先端を尖ら

せている。正面には部分的に炭化した樹皮が残り、裏面先端には加工痕が残る。樹種はカエデ属である。

年代測定に使用した資料で、11 世紀中葉〜 13 世紀初頭頃という結果が得られた（第Ⅳ章 5B）。

E　金　属　製　品（図版 57・125）

16 は 15SD371 の 2 層から出土した。フックのような形状の金属製品で、用途は不明である。幅は中

央部が広く、上端と下端は狭くなる。先端は尖っているが、鋭利ではない。上端は左に向かい湾曲し、下

端は右に向かい湾曲する。

17 は 11K2・7 に位置する 15P84 の 1 層から出土した金属製品（図版 124）で、厚さ 0.6cm 程度の板

状を呈している。種別や用途などは明確ではないが、湾曲していることから、鍋などの可能性も考えられ

る。上縁の欠損は判断できないが、それ以外の周縁は欠損していると思われる。

5　自 然 科 学 分 析

A　は　じ　め　に

二反割遺跡（新潟県上越市三和区岡木字二反割）は、高田平野の中央部、現在の飯田川右岸に分布する自

然堤防上に立地する。本遺跡は、発掘調査の結果、中世（12 世紀）を主体とする集落であることが明らか

とされており（2011 年度調査）、掘立柱建物や井戸、溝などが確認されている。

本分析では、井戸から出土した杭状木製品（15）の年代や樹種、性格不明遺構の性格等に関わる資料の

作成を目的として、自然科学分析を実施した。

B　放射性炭素年代測定・樹種同定

1）試　　　料

放射性炭素年代測定に供された試料は、15SE471 から出土した杭状木製品（15）1 点である。杭状木

製品（15）は径 3cm の半截状を呈し、外面には樹皮が残存する。また、一部が炭化し、加工痕と思われ

る痕跡も観察される。測定には、破損部を利用し、樹皮直下より採取した木片（年輪 5 〜 6 年分）を供し、

同木片については併せて樹種同定も実施した。

2）分　析　方　法

放射性炭素年代測定

測定試料に土壌や根等の目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超

音波洗浄等により物理的に除去する。その後、HCl による炭酸塩等酸可溶成分の除去、NaOH による腐
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植酸等アルカリ可溶成分の除去、HCl によりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行

う（酸・アルカリ・酸処理）。試料をバイコール管に入れ、1g の酸化銅（Ⅱ）と銀箔（硫化物を除去するため）

を加えて、管内を真空にして封じ切り、500℃（30 分）、850℃（2 時間）で加熱する。液体窒素と液体窒

素 + エタノールの温度差を利用し、真空ラインにて CO2 を精製する。真空ラインにてバイコール管に精

製した CO2 と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを 650℃で 10 時間以上加熱し、

グラファイトを生成する。化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径 1mm の孔にプレスして、タ

ンデム加速器のイオン源に装着し、測定する。

測定機器は、3MV 小型タンデム加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置（NEC Pelletron 9SDH-2）を

使用する。AMS 測定時に、標準試料である米国国立標準局（NIST）から提供されるシュウ酸（HOX- Ⅱ）とバッ

クグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に 13C/12C の測定も行うため、この値を用いてδ13C

を算出する。

放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5,568 年を使用する。また、測定年代は 1950 年を基点

とした年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One Sigma;68%）に相当する年代である。暦年較正は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV7.1.0（Copyright 1986-2015 M Stuiver and 

PJ Reimer）を用い、誤差として標準偏差（One Sigma）を用いる。

暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5,568 年として算出された年代値に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、及び半減期の違い（14C の半減期 5,730 ±

40 年）を較正することである。暦年較正は、CALIB 7.1.0. のマニュアルに従い、1 年単位まで表された

同位体効果の補正を行った年代値及び北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。

暦年較正結果はσ・2σ（σは統計的に真の値が 68.2% の確率で存在する範囲、2σは真の値が 95.4% の確率で

存在する範囲）の値を示す。また、表中の相対比は、σ・2σの範囲をそれぞれ 1 とした場合、その範囲内

で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

樹 種 同 定

試料の木取りを観察した上で、剃刀を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の 3 断

面の徒手切片を直接採取する。切片をガム・クロラール（抱水クロラール・アラビアゴム粉末・グリセリン・

蒸留水の混合液）で封入し、プレパラートとする。プレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の種類や配列

を観察し、その特徴を現生標本及び独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較し

て種類（分類群）を同定する。

なお、木材組織の名称や特徴は、［島地・伊東 1982、Wheeler ほか 1998］を参考にする。また、日本

産木材の組織配列は、［林 1991、伊東 1995-1999］を参考にする。

3）結　　　果

杭状木製品（15）から採取した木片の同位体効果による補正を行った測定結果（補正年代）は 900 ±

20BP を示す。また、この補正年代に基づく暦年較正結果（2σ）は、calAD 1,042 − calAD 1,208 であ

る（第 14 表・第 16 図）。なお、杭状木製品（15）の樹種同定の結果、広葉樹のカエデ属に同定された。以

下に、解剖学的特徴等を記す。

・カエデ属（Acer）　カエデ科

散孔材で、道管は単独または 2-3 個が複合して散在し、年輪界に向かって管径を漸減させる。道管は
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単穿孔を有し、壁孔は対列〜交互状に配列、内壁に

はらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、1-5

細胞幅、1-30 細胞高。木繊維が木口面において不

規則な紋様をなす。

4）考　　　察

15SE471 は、調査所見によれば、中世（12 世紀）

の集落に伴う可能性が考えられている。15SE471

から出土した杭状木製品（15）は、半截状（径約

3cm）を呈する、一部が炭化し、加工痕と思われる

痕跡が確認される資料である。本資料の放射性炭素

年代に基づく暦年較正年代（2σ）は 11 世紀中頃〜

13 世紀初頭頃と推定されたことから、上記した調査所見を支持する結果といえる。

また、樹種同定の結果、杭状木製品（15）は広葉樹のカエデ属に同定された。カエデ属は、河畔、二次林、

山地などに広く分布する落葉低木〜高木であり、木材は重硬・緻密で強度が高い。自然木に由来するもの

であれば、集落の周辺にカエデ属が生育していた可能性がある。一方、加工痕と思われる痕跡が認められ

る点などを考慮すると、カエデ属の材質などから強度を必要とする器種・部位としての利用の可能性もあ

る。参考までに、周辺地域の古代から中世の木製品におけるカエデ属が確認された事例について見ると、

仲田遺跡（旧板倉町、現上越市板倉区）の鎌倉時代から室町時代前半の端部加工材、分割材、杭など、大武

遺跡（旧和島村、現長岡市）の鎌倉時代から室町時代前半とされる柱根や杭などが挙げられる［伊東・山田

2012］。

試料 測定年代 
（yrBP）

δ13C 
（‰）

補正年代
（暦年較正用）

（yrBP）
暦年較正結果 相対比 測定機関 

CodeNo.

15SE471 
杭状木製品 

（カエデ属）
 900 ± 20 -21.24 ± 0.45 899 ± 24

σ

cal AD 1,048 − cal AD 1,087
cal AD 1,122 − cal AD 1,138
cal AD 1,149 − cal AD 1,169
cal AD 1,176 − cal AD 1,182

cal BP 902 − 863
cal BP 828 − 812
cal BP 801 − 781
cal BP 774 − 768

0.523
0.162
0.268
0.047 IAAA-152452

2σ cal AD 1,042 − cal AD 1,106
cal AD 1,117 − cal AD 1,208

cal BP 908 − 844
cal BP 833 − 742

0.467
0.533

第 14表　二反割遺跡放射性炭素年代測定及び暦年較正結果
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第 16図　二反割遺跡暦年較正結果

第 17図　二反割遺跡の木材

1. カエデ属（15SE471；杭状木製品）
　a：木口，b：柾目，c：板目

100μm：a

100μm：b, c

1c1b1a
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C　土壌理化学分析

1）試　　　料

試料は、15SX435 埋土及び調査区南壁に確認された堆積層（以下、基本層序）から採取された土壌 8 点

である。以下に、試料の概要を記す。

15SX435

15SX435 は、平面が楕円形を呈し、深さ 25cm を測る。調査所見によれば、埋土は 1 〜 4 層に区分

されており、1 層が暗オリーブ褐色粘質土、2 層が暗赤褐色粘質土、3 層がにぶい黄褐色粘質土、4 層が

黄褐色粘質土とされている。試料は、上記した 1 〜 4 層の各層から採取された土壌 4 点からなる（図版

49  15SX435 A-A' から採取）。

基 本 層 序

基本層序試料は、上記した 15SX435 の比較対照として調査区南壁に認められた堆積層より採取されて

いる（図版 46）。南壁の基本層序は、調査所見によれば、Ⅰ〜Ⅴ層に区分されており、Ⅰ層とⅡ層が暗褐

色シルト〜粘質土、Ⅲ層が黒色シルト〜粘質土、Ⅳ層が褐色シルト〜粘質土、Ⅴ層が黄褐色シルト〜粘質

土からなる。このうち、Ⅱ層が中世の遺物包含層、Ⅲ層が古墳時代の遺物包含層とされ、Ⅳb 層やⅤ層が

遺構検出面とされている。試料は、これらの層準のうち、Ⅱa 層（サンプル②）、Ⅲ層（サンプル⑤）、Ⅳa 層（サ

ンプル⑦）、Ⅴ層（サンプル⑩）より採取された土壌 4 点からなる。

本分析では、遺構の性格に関わる資料の作成として、とくに土壌の化学性に着目し、上記した土壌試料

8 点について、炭素（腐植）、リン酸、カルシウムの各種成分含量の測定を行った。

2）分　析　方　法

有機炭素はチューリン法、リン酸含量は硝酸・過塩素酸分解−バナドモリブデン酸比色法、カルシウム

含量は硝酸・過塩素酸分解−原子吸光法［土壌標準分析・測定法委員会 1986］に従った。以下に、各項

目の操作工程を示す。

分析試料の調製

試料を風乾後、土塊を軽く崩して 2mm の篩で篩い分ける。この篩通過試料を風乾細土試料とし、分析

に供する。また、風乾細土試料の一部を乳鉢で粉砕し、0.5mm 篩を全通させ、粉砕土試料を作成する。

風乾細土試料については、105℃で 4 時間乾燥し、分析試料水分を求める。

有 機 炭 素

粉砕土試料 0.100 〜 1.000g を 100ml 三角フラスコに正確に秤りとり、0.4N クロム酸・硫酸混液

10ml を正確に加え、約 200℃の砂浴上で正確に 5 分間煮沸する。冷却後、0.2% フェニルアントラニル

酸液を指示薬に 0.2N 硫酸第一鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値及び加熱減量法で求めた水分量から

乾土当たりの有機炭素量（Org-C 乾土 %）を求める。これに 1.724 を乗じて腐植含量（%）を算出する。

リン酸・カルシウム含量

粉砕土試料 1.00g をケルダール分解フラスコに秤量し、はじめに硝酸（HNO3）約 10ml を加えて加熱

分解する。放冷後、過塩素酸（HClO4）約 10ml を加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で 100ml

に定容し、ろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸

（P2O5）濃度を測定する。別にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計
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によりカルシウム（CaO）濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土当たりの

リン酸含量（P2O5mg/g）とカルシウム含量（CaOmg/g）を求める。

3）結　　　果

分析結果を第 15 表・第 18 図に示す。以下に、地点ごとに結果を記す。

15SX435

1 〜 4 層の野外土性［ペドロジー学会編 1997］はいずれも HC（重埴土）と粘質であり、土色は、1・

2 層が暗褐色（10YR3/3、7.5YR3/4）、3・4 層がにぶい黄褐色（10YR5/4）である。

分析の結果、腐植含量は 1 層が 3.74% ともっとも多く、2 〜 4 層は 1.66 〜 2.34% とやや少ない。全

リン酸は 1・2 層が 1.84 〜 1.85mg/g と同程度の含量を示し、3・4 層が 1.37 〜 1.47mg/g と 1・2 層

として比較してやや少ない。全カルシウムは、1 〜 4 層を通じて 0.54 〜 0.69mg/g と一定して少ない。

基 本 層 序

基本層序の野外土性は、LiC（軽埴土）から HC（重埴土）と粘質である。土色はⅡa 層・Ⅲ層（サンプル②・⑤）

が黒褐色（10YR3/2、10YR/2/3）、Ⅳa 層・Ⅴ層（サンプル⑦・⑩）がにぶい黄褐色（10YR4/3、10YR5/4）

である。

分析の結果、腐植含量はⅡa 層・Ⅲ層（サンプル②・⑤）が 4.93 〜 4.90%、Ⅳa 層が 3.15%、Ⅴ層が 1.05%

と、それぞれ土色に相応する傾向にある。全リン酸はⅢ層（サンプル⑤）が 2.84mg/g と多い。このほか、

Ⅱa 層が 2.40mg/g、Ⅳa 層が 2.12mg/g、Ⅴ層（サンプル⑩）が 0.82mg/g と下層に向かって減少する傾

地点名 試料名 土色 1） 土性 2）
有機炭素

C
（%）

腐植
（%）

全リン酸
P2O5

（mg/g）

全カルシウム
CaO

（mg/g）

15SX435

1 層 10YR3/3 暗褐 HC 2.17 3.74 1.84 0.55

2 層 7.5YR3/4 暗褐 HC 1.36 2.34 1.85 0.61

3 層 10YR5/4 にぶい黄褐 HC 1.30 2.24 1.47 0.54

4 層 10YR5/4 にぶい黄褐 HC 0.96 1.66 1.37 0.69

南壁 
（基本層序）

Ⅱa 層（サンプル②） 10YR3/2 黒褐 LiC 2.86 4.93 2.40 0.82

Ⅲ 層（サンプル⑤） 10YR2/3 黒褐 LiC 2.84 4.90 2.84 0.60

Ⅳa 層（サンプル⑦） 10YR4/3 にぶい黄褐 HC 1.83 3.15 2.12 0.42

Ⅴ 層（サンプル⑩） 10YR5/4 にぶい黄褐 HC 0.61 1.05 0.82 0.44

1）土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖［農林省農林水産技術会議監修 1967］による。
2）土性：土壌調査ハンドブック改訂版［ペドロジー学会編 1997］の野外土性による。
LiC：軽埴土（粘土 25 〜 45%、シルト 0 〜 45%、砂 10 〜 55%）　　　HC：重埴土（粘土 45 〜 100%、シルト 0 〜 55%、砂 0 〜 55%）

第 15表　二反割遺跡土壌理化学分析結果

腐植含量

全リン酸

全カルシウム
4層

3層

2層

1層

0.00 2.00 4.00 6.00

0.00 2.00 4.00 6.00

腐植含量（%）

全リン酸・全カルシウム（mg/g）

15SX435

腐植含量

全リン酸

全カルシウム
Ⅴ層

Ⅳa層

Ⅲ層

Ⅱa層

0.00 2.00 4.00 6.00

0.00 2.00 4.00 6.00

腐植含量（%）

全リン酸・全カルシウム（mg/g）

基本層序

第 18図　二反割遺跡 15SX435・基本層序の土壌理化学分析結果
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向にある。全カルシウムは、1 〜 4 層を通じて 0.42 〜 0.82mg/g と一定して少ない。

4）考　　　察

一般的に腐植含量は、主に植生繁茂の指標として用いられるが、その腐植の集積量は主に植物遺体供給

量に規定され、気候的要因による植生の繁茂状態が、腐植含量に大きく影響を与えているとされる。また、

リン酸の多くが植物に由来することが知られている。

なお、リンは生物にとって主要な構成元素であり、動植物中に普遍的に含まれる元素であるが、特に人

や動物の骨や歯には多量に含まれている。生物体内に蓄積されたリンはやがて土壌中に還元され、土壌有

機物や土壌中の鉄やアルミニウムと難溶性の化合物を形成することがある。特に活性アルミニウムの多い

火山灰土では、非火山性の土壌や沖積低地堆積物などに比べればリン酸の固定力が高いため、火山灰土に

立地した遺跡での生物起源残留物の痕跡確認にリン酸含量は有効なことがある。

土壌中に普通に含まれるリン酸含量、いわゆる天然賦存量については、いくつかの報告事例［Bowen1983、

Bolt・Bruggenwert1980、川崎ほか 1991、天野ほか 1991］があるが、これらの事例から推定される天然

賦存量の上限は約 3.0mg/g 程度である。また、人為的な影響（化学肥料の施用など）を受けた黒ボク土の

既耕地では 5.5mg/g という報告例［川崎ほか 1991］があり、骨片などの痕跡が認められる土壌では 6.0mg/

g を越える場合が多い。一方、カルシウムの天然賦存量は普通 1 〜 50mg/g［藤貫 1979］といわれ、含

量幅がリン酸よりも大きい傾向にある。これは、リン酸に比べると土壌中に固定され難い性質による。

今回の分析結果のうち、基本層序の各種成分について見ると、カルシウムはⅡa 層からⅤ層において天

然賦存量を超える特徴的な値は認められず、その含量もほぼ一定であることから、カルシウムが富化され

る状況にはなかったと推定される。また、リン酸は、中世及び古墳時代の遺物包含層とされるⅡa 層やⅢ

層でやや含量が多いものの、天然賦存量の上限とされる 3.0mg/g を下回る。また、第 19 図に示すように、

リン酸含量と腐植の相関が高いことから、リン酸は主に植物遺体由来と推定される。

一方、15SX435 埋土試料について見ると、1 層は腐植がやや多く、基本層序のⅣ層（遺構検出面）より

も多いという特徴を示す。ただし、このほかの結果について見ると、Ⅳ層及び上位の遺物包含層との比較

では、1 〜 4 層の各種成分はいずれもそれを下回る傾向にあり、明瞭な差異を見出すには至らない。この

ような状況から、15SX435 については、リン酸やカルシウムなどの成分が富化されるような行為はなかっ

たと推定される。また、1 層の腐植に関しては、遺構埋積過程における腐植の供給や腐植含量が高い遺物

包含層の影響などが推定される。

リン酸含量（mg/g）
0.00 2.00 4.00

0.00

2.00

4.00

6.00

腐
植
含
量
（
％
）

Ⅴ層

Ⅳa層

Ⅱa層

Ⅲ層

1層

2層3層

4層

y=2.1203x-0.8974
R2=0.8641

第 19図　二反割遺跡リン酸含量と腐植含量の相関図
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第Ⅴ章　ま と め

1　二反割遺跡について

A　中世集落の変遷（第 20・21 図）

2015 年度調査では掘立柱建物 14 棟（そのうち 1 棟は 2011 年度調査分の延伸）、井戸 6 基、溝 31 条（そ

のうち畑作溝 16 条）、土坑 13 基、ピット 402 基、性格不明遺構 2 基を検出し、中世を主体とする集落

遺跡（12 世紀）であることが判明した。このうち、7H 周辺に位置する畑作溝（15SD369・375 〜 377・

385・386・429 〜 431・452 〜 456・469・470）、15SK188・238、15SX129 は中世以前となる可能性

は低く、15SX435 は古代の遺構（7 世紀）と考えられる。上記の遺構を除いた中世集落の変遷について、

新旧関係や軸方向をもとに、2011 年度の調査成果も含め検討する。

2015 年度調査では、遺構の重複は 15SB354・355 と 15SD1A、15SD1A と 15SE70、15SB562・

565・566 と 15SD176、15SB561 と 15SE471 周辺で確認できる。遺跡の存続期間を反映してか、重複

は比較的少ない。そして直接の重複となると、15SB354 と 15SD1A、15SD1A と 15SE70、15SB561

と 15SE471 でさらに少なくなる。15SB354、15SD1A、15SE70 は、相互の新旧関係から 15SB354 →

15SD1A → 15SE70 と変遷する。また 11J・K に位置する 15SB425 の桁行方向は、15SD1A の長軸

と一致することから、同時期と判断できる。15SB354 と 15SB426 も柱筋がそろい、同時期と判断す

る。15SB354・355 は位置関係や桁行方向から関連性が指摘でき、ほぼ同時期の建物と考えられる。ま

た 15SD1 は A → B → C → D と変遷するが、15SD1B はⅠ層（表土）直下からⅡa 層（中世遺物包含

層）を掘り込んでおり、ほかの遺構より相対的に新しいことが分かる。したがって、15SB354・355・

426 → 15SB425・15SD1A → 15SE70 → 15SD1B（13 世紀以降か ?）→ 15SD1C → 15SD1D という変

遷が想定でき、前述のように、15SD1 の長軸方向が現代まで続く土地の区画として踏襲された可能性が高い。

15SB562・565・566 と 15SD176 の関係については、15SB562 と 15SD176 は方向が一致するこ

とから同時期と判断する。15SB565・566 は重複はあるものの、北側の柱筋がほぼそろい、規模もほぼ

同じと想定できることから、ほぼ同時期と考えられる。また 15SD176 とは、15SB566 が重複すること

から、一定の時期差を想定することができる。つまり、15SB562 と 15SD176、15SB565・566 とい

うグループ分けができるが、その新旧関係は不明である。

15SB561 と 15SE471 周辺では、相互の新旧関係から 15SE471→15SD325→15SB561→15SD371

という変遷になる。15SD325・371 は長軸方向が直交することから、関連性が想定できる。ただし、そ

のほかの建物や溝と長軸方向が一致しないなど、不明な点も多い。

次に建物の桁行方向を見ると、a 方位（正方

位から 5 度以内の振れ）、b 方位（正方位から 5 〜

15 度程の振れ）、c 方位（正方位から 20 〜 30 度程

の振れ）に分けられる（第 16 表）。2015 年度の

建物は柱穴などの直接の重複がなく出土遺物も

少ないため、2011 年度の調査成果を参考にす

方位 2015 年度建物 2011 年度建物

a 方位
N-0 〜 5°-E 15SB354・355・426・

492・562・565・566 SB121・126・127

N-89°-W 15SB561 −

b 方位

N-10°-E − SB263

N-75 〜 85°-W 15SB356・563・564 SB122・123・261・262

N-82°-E − SB125

c 方位
N-31°-W 15SB425 −

N-25°-E 15SB567 −

第 16表　二反割遺跡の建物長軸方向
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1　二反割遺跡について

ると、a 方位（12 世紀前半）→ b 方位（12 世紀後半）という変

遷が想定できそうである（第 17 表）。c 方位の建物は 2011 年

度調査では確認できないが、15SB425 は区画として踏襲され

る 15SD1A との関連から、ほかの中世遺構より相対的に新し

く位置づけることが可能である。時期が不明な 15SB567 は別として、15SB425 は 15SB492 と規模が

類似することから、ほかの中世の遺構と著しく時期を隔てているとも考えにくい。したがって、a 方位（12

世紀前半）→ b 方位（12 世紀後半）→ c 方位（12 世紀末以降）という変遷が想定できるが、a 方位の建物の

なかにも 15SB354 と 15SB355、15SB562 と 15SB565・566 が重複しており、a 方位段階で 2 〜 3

回変遷する。このことから、a 方位段階の方が b 方位段階より相対的に存続期間が長かったのではないか

と思われる。つまり a 方位段階は 12 世紀前半、b 方位段階は 12 世紀後半としているが［細井・高橋ほか

前掲］、12 世紀中葉頃まで a 方位段階に含まれる可能性があるのではないかと考えている。

2015 年度の井戸について見通しを示しておく。出土遺物が乏しいため、周辺の建物との位置関係から

考えてみたい。井戸は 6 基検出した。このうち 15SE30・471 は a 方位の建物と重複し、15SE471 は

15SB561 に切られる。15SE30 は、15SB354 との新旧関係は不明だが、15SB355 に隣接する関係で

もある。15SE471 の周辺にも a 方位の 15SB562・565・566 が位置している。いずれも a 方位の建物

との関係が指摘でき、a 方位段階でも 2〜3 回の変遷が想定可能なことから、15SE30・471 も a 方位段

階と考える。a 方位の 15SB561・562 は互いに柱筋をそろえている可能性があるが、15SE350 はその

柱筋延長線上に位置する。このことから 15SB561・562 との関連がうかがえ、a 方位段階の井戸と考え

られる。15SE130 は b 方位の 15SB356 を切り、15SB563 と隣接する。15SB356・563 との関連性から

b（〜c）方位段階としておく。15SE70 は 15SB426 に隣接するが、c 方位段階の 15SD1A を切る。そ

のため c 方位段階以降とする。15SE132 は a〜c 方位の建物に隣接し、時期を決めかねるが、建物が集

中する範囲の中央付近に位置することから、12 世紀を通じ機能していた可能性がある。

2011 年度調査範囲南西に位置する SD84 は、集落の内側と外側を区画する堀と考えられている［細井・

高橋ほか前掲］。調査区壁面の断面観察では、土塁などは確認できなかった。同様の堀は飯田川対岸に位置

する堂古遺跡でも確認できる。ただし、堂古遺跡の集落が飯田川と堀などで囲まれる可能性が高いのに対

し、二反割遺跡の集落では北側と南側の区画施設が現状で確認できないという相違点もある。

B　掘立柱建物について

掘立柱建物の特徴についてまとめると、まず 15SB356 や 15SB426 の身舎に見られるように、桁行 3

間のうち中央の 1 間分の柱間が前後の柱間より広い建物が確認できる。15SB562 は桁行 4 間のうち中央

の柱間 2 間分が狭いが、その 2 間分を合わせると、前後の柱間より広くなる。一定の規則性は認められ

るようだが、15SB354・355 のように該当しない建物も存在する。梁行に注目すると、2 間の建物では

中柱が中央に位置する建物（15SB356）と位置しない建物（15SB492・566 など）が認められる。中央に

位置しない建物は、建物規模とは関係なく認められ、中柱がどちらか一方に著しく偏ることもない。総柱

建物では、柱間距離が一定しないという特徴がある。柱筋の通りが悪い SB261、15SB561 はばらつき

が顕著である。柱筋の通りがよい SB121 でもばらつくが、調査範囲外に延伸する可能性があり、柱間に

関して一定の規則性に則している可能性も残る。このような特徴を抽出できるが、このうち桁行中央の柱

間が広い建物、梁行の中柱が偏る建物は、時期的に後続する堂古遺跡（13 世紀〜 15 世紀）でも確認でき

時期 a 方位 b 方位

12 世紀前半 SB121・126・127 SB261

12 世紀後半 − SB122・123・262

12 世紀代 − SB125

第 17表　2011 年度二反割遺跡の
           建物長軸方向と時期
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1　二反割遺跡について
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る（桁行中央の柱間が広い建物 SB73・240・1018、中柱が偏る建物 SB1014、15SB304）。このことは、建物構

造の情報が堂古遺跡の建物とも共有されていたと考えられよう。一方、居住用の大型総柱建物は、堂古遺

跡や下割遺跡（13 世紀後半〜 14 世紀）では確認できず、総柱建物自体は小型のものが確認できるのみであ

る。また、下割遺跡では 2002・2003 年度調査で竪穴状遺構が検出されたが、貯蔵用の機能を担ってい

たのかもしれない。桁行中央の柱間が広い建物も下割遺跡には認められず、桁行の柱間が等間隔の建物が

多い。15SB356 は 4 面に廂をもつ建物で、その系譜は古代に求めることができる［高橋 2003］。この

ような古代に系譜を求められる建物が認められることも二反割遺跡の特徴といえ、堂古遺跡や下割遺跡に

は確認できない建物形態である。

建物の規模について、堂古遺跡、2002・2003・2010・2011 年度調査分下割遺跡と比較してみる（第

22 図）。2011 年度調査分を含めた二反割遺跡の建物規模は、20m2 未満の小型と 40m2 超の大型に分け

られ、さらに大型の建物は約 60m2 を境に分けられる可能性がある。検討した 16 棟中 7 棟が小型、9 棟

が大型、大型 9 棟中 2 棟が 60m2 超である。一方、堂古遺跡では、20m2 未満の小型が 3 棟、40m2 台の

大型が 2 棟、残り 5 棟が中型とでもいうべき 20 〜 40m2 の範囲におさまる。下割遺跡は 24 棟中 13 棟

が中型で、大型が 1 棟、小型が 10 棟となる。二反割遺跡から堂古遺跡・下割遺跡へ時期が下るにつれ、

大型の減少と中型・小型の増加が確認でき、建物は小型化の傾向がうかがえる。大型総柱建物や廂付建物

の減少とともに、桁行中央の柱間が広い建物も構造はそのままに小型化する傾向が確認できる。

C　中世集落の造営について（第 20・21 図）

a 方位段階（12 世紀前葉〜中葉）は集落の成立期に当たり、掘立柱建物 12 棟、井戸 5 基、区画溝 1 条、

堀などで構成される。便宜上、北側の遺構群と南西側の遺構群に分けて考えてみたい。北側の遺構群

は 15SB354・355・426・492、15SD176 である。15SB354 と 15SB426 は柱筋がそろい、その距

離は約 13.2m（約 44 尺）である。15SB426 の南側柱筋と 15SD176 の北端もおおむねそろい、距離は

約 20m（約 67 尺）となる。15SB492 は 15SB426 の西側に位置し、南側の柱筋は 15SB426 桁行の北

から 1 間目とそろう。また、15SB426 の西側柱筋と 15SB492 の西側柱筋の距離は約 10m（約 33 尺）

で、15SB426 と 15SD176 の距離の約 1/2 である。15SB355 と 15SB492 の関係は、15SB355 西側

柱筋と 15SB492 梁行中央がほぼそろい、距離は約 14.1m（約 47 尺）である。南西側は SB121・126・

127・261、15SB561・562・565・566、15SD176 である。建物群のほぼ中央に位置する 15SB561

を中心にして考えてみる。南側に位置する SB121 とは、15SB561 東側柱筋と SB121 梁行の西から 1

間目がそろい、距離は約 19.2m（約 64 尺）である。SB261 との関係は、15SB561 北側柱筋が SB261

桁行の北から 1 間目とほぼそろう。距離は約 21.3m（約 71 尺）である。SB121・261、15SB561 は

総柱構造で、SB121 は倉庫の可能性が指摘され［細井・高橋ほか前掲］、SB261、15SB561 は居住用建

物と考えられる。また SB261、15SB561 の柱穴は SB121 に比べて小型で、柱筋の通りも悪い。この

二反割遺跡 堂古遺跡 下割遺跡
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2　堂古遺跡・下割遺跡について

3 棟の建物は遺跡内でも大型で、相互に 20m 前後の距離をとり L 字状に配置している。15SB561 と

15SB562・565・566 との距離は、それぞれ約 11.1m（約 37 尺）、約 15m（約 50 尺）、約 17.1m（約 57 尺）で、

15SB562 と 15SD176 との距離は約 4.5m（約 15 尺）となる。また、15SB562 南側柱筋は 15SB561

北側柱筋とそろえている可能性がある。建物の柱間は 1 尺（≒ 0.3m）単位で割り切れる数値に近似する。

総柱建物を除く大型建物（15SB354・355・426・562）の桁行は約 8（・9）・10・11 尺が多く、梁行は約

16・17（・19）尺である。小型の 15SB492 の柱間は桁行約 4・7 尺、梁行約 4・5 尺、総柱建物の桁行・

梁行は約 4・5・6・7・10 尺で、建物の形態ごとに異なる。

b 方位段階（12 世紀後葉）は、建物の桁行方向が南北優位から東西優位へと変化する時期である。掘立

柱建物 6 棟、井戸 4 基、堀などで構成される。この段階も北側遺構群と南西側遺構群に分けられ、中央

に小型の建物が 1 棟設けられる（15SB564）。北側では 15SB356 西側と 15SB563 東側の柱筋がそろい、

距離は約 6.6m（約 22 尺）である。南西側では、SB126・127、15SB561・562・565・566 に後続す

る b 方位段階の建物は確認できないが、SB121・261 では b 方位段階に建て替えが行われる（SB122・

123・262）。SB122 と SB123 は桁行が平行し、約 2.1m（約 7 尺）の距離がある。中央に位置する

15SB564 と 15SB563 南側、SB122 北側の柱筋、SB262 東側の柱筋との距離は、それぞれ約 24m（約

80 尺）、約 33.6m（約 112 尺）、約 29.1m（約 97 尺）となる。15SB564 は桁行方向から b 方位段階と考

えたが、a 方位段階の 15SB562 の桁行北から 1 間目や 15SB565・566 北側の柱筋と 15SB564 南側の

柱筋がおおむねそろう。a 方位段階とも一定の関連性を想定できるため、時期的には、a 方位段階から b

方位段階への移行期に位置づけられるのかもしれない。柱間は大型の15SB356が身舎・廂を合わせ約5・

6・9 尺で、a 方位段階の大型建物に比べやや狭い。そのほかは a 方位段階とほぼ同じである。

c 方位段階（12 世紀末以降）は掘立柱建物 2 棟、井戸 1 基、区画溝 1 条で構成される。遺構数が減少し、

遺構の軸が大きく変わる時期で、中世集落の終焉期である。15SB425 の桁行方向が 15SD1A の長軸方

向とそろう。15SB567 は時期が不明で、15SB425 や 15SD1A とは方向が異なる。

計測の仕方で多少の誤差はあると思うが、建物同士の距離、建物の柱間は 1 尺（≒ 0.3m）単位で割り

切れる、ないしその数値に近似する。なかには端数が出ている場合もあるが、この集落が尺を単位として

造営されたとみなすことができよう。また重複の少ない b 方位段階を参考にすると、建物同士は数 m か

ら 30m 程度の距離をとって配置され、建物の柱筋をそろえているものも確認できる。このことは、高い

計画性に基づいて集落が造営されていることを示している。二反割遺跡の集落景観は比較的広範囲に複数

の大型建物が一定の距離をとって整然と配置され、溝による区画を行い、中型・小型の建物や井戸などを

配置する堂古遺跡とは様相が異なる。

2　堂古遺跡・下割遺跡について

A　堂古遺跡の中世集落の変遷（第 19 表、第 24・25 図）

遺構の変遷に関して、出土遺物・新旧関係・軸方向に基づき考えてみる。掘立柱建物は出土遺物・新旧

関係が認められる場合は、軸方向や構造による共通性よりも優先させる。井戸も同様に、建物との位置関

係よりも、出土遺物・新旧関係を優先させる。

まず、建物の桁行方向について考えてみる。建物 12 棟のうち、8 棟が南北棟（約 67%）、4 棟が東西棟

（約 33%）である。検出できていない建物も存在すると思われるが、南北棟が優勢である。建物の桁行方
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向をやや詳しく見ると、南北棟が 4 方位、東西棟が 2 方位に細分

できそうである（第 18 表 a 〜 f 方位）。このうち、SB1019（e 方位）、

15SB295（d 方位）については、建物の全容が不明のため変更にな

る可能性も残る。

前述のように、SD510 は埋土の堆積状況、出土遺物から新旧 2

時期の変遷が確認できる。SD510A 段階は 13 世紀代 = 珠洲Ⅱ・

Ⅲ期で、柱状高台の土師質土器皿が出土していないことから 12 世

紀代まではさかのぼらない。珠洲焼はⅡ期頃から出土し始めるため、13 世紀に入り集落が成立したと考

えている。SD510B 段階は 14 世紀〜 15 世紀代 = 珠洲Ⅳ〜Ⅴ期ないしⅥ期である。SD510 は 16 世紀

代には機能を停止し、最終的には 17 世紀に埋め戻される。最初に SD510 を掘削した A 段階、SD510

を修築した B 段階には相応の作業量が見込まれ、一定の労働力が必要になる。それに合わせて、集落内

の遺構配置も変更されたことが予測される。そのため、SD510 の変遷を中世集落全体の基本的な変遷と

想定したい。

遺跡内の遺構分布には粗密があり、分布が密な範囲では遺構の重複が見られる。そこで、遺構が重複

する 8E 周辺と 7・8G・H 周辺の遺構の新旧関係や変遷について考えてみる（第 19 表）。8E の周辺には、

SB1014・1018、SI159・238、SE202・205・237・249・315、SK235 などが位置している。新旧

関係に基づく基本的な変遷は、SB1014（b 方位）→ SE315 → SI159 である。SB1014 は東側に張り出

しがあり、隣接する SE249 と関連性の高い建物なので、SB1014 と SE249 は同時期と判断する。9E・

F に位置する SB170（b 方位）との関係は、SB1014 南側柱筋と SB170 北側柱筋がそろうことから建物

配置に関連性がうかがえ、同時期と想定できる。SE315 と SB1018（a 方位）は隣接する関係にあり、ほ

ぼ同時期と想定しておく。6C・D に位置する SB240（a 方位）と SB1018 は梁行が 2 間と 1 間で異なるが、

そのほかの構造（間仕切柱をもつ、桁行 3 間のうち中央 1 間分の柱間がやや広い）や規模に類似性が認められる

ことから、ほぼ同時期と想定できる。10E に位置する SB1019（e 方位）は調査範囲外にも延伸するため

明確ではないが、南側の柱筋が SB1018 桁行の南から 1 間目とほぼそろうので、関連があるのかもしれ

ない。8E 周辺の遺構の時期について、SE249 出土の破片が SE205 から出土したⅡ〜Ⅲ期の珠洲焼片口

鉢（4）と接合している。そのため、SE205・249、SB1014・170 は SD510A 段階と判断できる。なお

SB170・1014 から時期を判断できる遺物は出土していない。SI159 は 14 世紀前半の土師質土器皿（1）

が出土していることから、SD510B 段階と考えられる。SB240・1018、SE315 については判然としない。

A 段階の建物が b 方位であるのに対し、SB240・1018 は a 方位である。B 段階の建物が a・e 方位→ b

方位と変遷することを考慮し（後述）、SB240・1018、SE315 は B 段階としておく。そのほかの遺構では、

SD510 珠洲 基本変遷 その他の変遷 建物方位

A 段階
Ⅱ
〜
Ⅲ

≪ 8E 周辺≫ ≪ 7・8G・H ≫

SB1014・SB170・SE249・SE205 SE202 〈b 方位〉

B 段階

Ⅳ
〜
Ⅴ
（
・
Ⅵ
）

SB1018・SB240・SE315・（SB1019） SI465 〈a 方位・（e 方位）〉

SI159　SE737　　≪ 7・8G・H ≫
SE800

SD462
SD151 SD328・SD366

SB1100 〈a 方位〉

SB1134・（SB1013） SI238 〈e 方位〉

15SB304 SD318 〈b 方位〉

SI736

SI732
ST684

第 19表　堂古遺跡の遺構変遷

方位 建物

ａ方位
N-5°-E

南北棟

SB1018・1100

N-6°-E SB240

ｂ方位
N-10°-E SB1014、15SB304

N-11°-E SB170

ｃ方位 N-15°-E SB61

ｄ方位 N-30°-E 15SB295

ｅ方位
N-79°-W

東西棟

SB1013・1134

N-82°-W SB1019

ｆ方位 N-87°-W SB73

第 18表　堂古遺跡の建物長軸方向
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2　堂古遺跡・下割遺跡について

SI238 は SE249 との新旧関係から B 段階に、SE202 は出土遺物（3）から A 段階にそれぞれ位置づける。

SE237 も SI238 との新旧関係から B 段階以降となる。

7・8G・H 周辺の遺構について見てみると、この周辺は遺跡内でも特に遺構が密集する範囲で、多く

の建物や竪穴状遺構、井戸などが位置する。新旧関係による基本的な遺構の変遷は SE737 → SB1100 →

SB1134 → 15SB304 → SI736 → SI732 で、SE737 は 14 世紀前半の土師質土器皿（15）が出土している

ことから、SD510B 段階と考えられる。したがって SB1100・1134、15SB304、SI732・736 も B 段

階に位置づけられる。建物の桁行方向に着目すると、a・e 方位→ b 方位と変遷するため（第 19 表）、B

段階は 2 時期に細分できる可能性がある。次に建物周辺の溝（SD151・318・328・366・462）について

考えてみる。このうち新旧関係に基づく溝の変遷は、SD328 → SD366 → SD318 である。SD318 の

時期は、出土した珠洲焼片が SE393 出土のⅤ期の片口鉢（13）と接合していることから、珠洲Ⅴ期と考

えられる。SD318 に切られる SD462 の時期は、出土遺物（45）から 14 世紀前半と判断でき、SI159、

SE737 と同時期である。SD318 よりも古い SD328・366 は、出土遺物からは判断しにくいが、SD328

と SD318 の関連性を考慮すれば、SD318 とそれほど隔たった時期とは考えにくい。そのため SD328・

366 の時期は、珠洲Ⅳ〜Ⅴ期と考えておく。また SD151 の時期は出土遺物（43）から珠洲Ⅳ期である。

したがって、溝は SD462・151= 珠洲Ⅳ期→ SD328・366= 珠洲Ⅳ〜Ⅴ期→ SD318= 珠洲Ⅴ期という変

遷となる。これらの溝は建物に伴う区画溝と考えているが、平面形が L 字状となる SD151・318・328

の内側には建物が配置されていない。SD318・328 の南側は未調査であるが、そこに位置する建物に伴

う可能性も残る。また SD462 の平面形は弧状で、ほかの溝とは形状が異なる。SD462 と SD510 の間

には多くの井戸・土坑が位置する一方、建物は位置しない。建物域と井戸・土坑などを区画する溝の可能

性が考えられる。そのほかの遺構では、SI465・ST684 は 15SB304 に付属する SD653 との新旧関係

から A 〜 B 段階と B 段階に、SE800 も出土遺物や SD151 との遺物の接合関係から B 段階とする。

次に埋葬と関連する土坑について考えてみたい（第 20 表・第 23 図）。ST684、SK622 から骨片が出土

し、ST684 出土のものは被熱した人骨と判明した（第Ⅲ章 5C）。SK622 からは微細な骨片が少量出土し、

分析はしていないが被熱している可能性が高い。いずれも底面や壁面は被熱せず、埋土に炭化物を定量含

むという点も共通する。ST684 に関しては、荼毘に付され、拾骨した後に残った骨片・炭・焼土・灰な

どを廃棄した可能性を考えている。SK622 も埋葬に関連する性格を想定しているが、骨片や炭化物の出

土量が ST684 と異なるため、具体的な性格は不明である。また平面形が SK622 に類似する土坑（SK204・

212・233・239・381・464・479・480・686・923）は骨片の出土や底面などの被熱は確認できず、埋土

遺構名 骨片 被熱 炭化物 長軸 短軸 規模 長軸 分布 主な出土遺物

ST684 ◎ × ◎ 0.86 0.32 小型 東西 西側 −

SK204 × × × 1.49 0.84 

中型

南北 東側 −

SK381 × × × 1.24 0.68 東西 西側 土師器（72）・鉄滓・用
途不明金属製品

SK464 × × × 1.44 0.72 南北 西側 土師器・珠洲焼

SK479 × × △ 1.20 0.80 南北 西側 土師器・鉄滓 ?

SK480 × × × 1.50 1.00 南北 西側 土師器

SK622 △ × ○ 1.32 0.60 南北 西側 土師器

SK923 × × × 1.36 0.90 東西 西側 −

SK212 × × △ 1.84 0.82 

大型

南北 東側 土師器

SK233 × × × 1.84 0.99 南北 東側 須恵器

SK239 × × × 1.69 1.09 南北 東側 −

SK686 × × × 1.88 0.88 南北 西側 土師器・須恵器・珠洲焼

第 20表　堂古遺跡の埋葬関連土坑
（◎：多、○：普通、△：少、×：無）単位：ｍ

0
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第 23図　堂古遺跡の埋葬関連土坑の法量分布
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には炭化物を含まないものが多い（SK212・479 は埋土の一部に含む）。分析は行っていないので断定できな

いが、これらの土坑は形状などから SK622 同様、埋葬に関連する遺構の可能性もあり、第 20 表に掲載

した ST684、SK622、それ以外の土坑に見られる特徴がそれぞれの性格の差を反映していると考えられ

る。土坑の規模は小型・中型・大型に分類できる。大型土坑は埋土中に骨片は確認できず、炭化物の含有

も低調である。長軸方向は南北が多く、特に大型土坑は南北方向のみである。分布を見ると、ST684 を

除き、建物の多くが位置する 7 〜 9 列は意図的に避けて、5・6D・E（東側）と 10G 〜 J（西側）にまと

まる傾向にある（図版 4・6）。西側土坑群は SD462 の東側にはほとんど分布せず、井戸の分布と合わせ、

SD462 の区画としての性格がうかがえる。土坑の規模と分布との関連では、東側には大型の土坑が多く、

西側には中型が多い傾向がある。長軸との関連では、東西方向の土坑は西側にのみ分布する。中世の遺物

は SK464・686 から珠洲焼甕・壺の体部片などが出土しているが、副葬されたような状況は認められな

い。土坑群の変遷は明確にはできないが、土坑群と建物群の重複が少ないこと、SD510B 段階の SD462

が区画の性格と想定できることから、特に西側土坑群はB段階の建物とほぼ同時に存在したと考えられる。

また、規模と分布域、長軸方向と分布域がそれぞれ関連性をもつ可能性が高く、一定の計画のもとに土坑

が構築・配置されていたと考えられる。

B　下割遺跡の集落について（第 24・25 図）

2010・2011・2015 年度の調査では古代から近世の遺構・遺物が確認できた。中世の遺構は掘立柱建

物（SB04 〜 08）や井戸、溝などで、22・23J・K 周辺を中心に分布する。遺構の時期は 13 世紀後半〜

14 世紀で［石川・山下ほか前掲］、堂古遺跡 SD510A 段階後半〜 SD510B 段階前半に当たる。2002・

2003 年度調査の中世集落（13 世紀後半〜 14 世紀）は、比較的小規模の溝などで区画された屋敷地が集合

して集落を形成していたが、2010・2011・2015 年度調査では集落の中心から外れており、状況は明

確ではない。この集落は堂古遺跡の中世集落から約 140m 離れ、2002・2003 年度調査の集落からも約

200m 離れている。それぞれの集落の間には遺構の分布が少ない範囲も見られることから、それぞれが

別の集落である可能性が高い。また、2002・2003 年度調査の中世集落と清水田遺跡（13 世紀後半〜 14

世紀中心）間には水田が位置しており［飯坂・高橋ほか 2011］、集落間の居住に適さない土地は生産域など

に利用されたことが分かる。その後、下割遺跡は 15 世紀以降、堂古遺跡も 16 世紀以降衰退する。

堂古遺跡 SD510 は 17 世紀に埋め戻される。その後、17 世紀後半以降、下割遺跡では近世の遺構・

遺物が増加する［石川・山下ほか前掲］。21 〜 23L 〜 R 周辺には建物もつくられ、集落が成立するが、居

住域からやや離れた場所は火事始末などに利用されている（15SK170・199・252、SK1124）［石川・山下

ほか前掲］。中世末から近世初頭にかけて集落が再編され、近世集落が成立する。そして近世集落は現在の

集落に引き継がれていくことになるが、堂古遺跡・下割遺跡ではその状況が確認できる。

3　総　　　括

A　中世集落の特徴

二反割遺跡・堂古遺跡の中世集落を相互に比較した際の特徴は第 21 表のとおりである。集落内の遺構

配置は、二反割遺跡は建物同士が柱筋をそろえ、正方位を指す建物もある。そして、建物同士は数 m か

ら 30m の距離をとって配置され、建物周辺や建物間に井戸を配置する。一方、堂古遺跡は溝によって区
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3　総　　　括

画し、建物や井戸、土坑などを配置するが、遺構ごとに配置

する位置を変えている可能性が高い。二反割遺跡と堂古遺跡

では集落内の遺構配置が異なり集落の景観も異なるが、堀を

もつ点では共通する。また、2002・2003 年度調査の下割

遺跡は区画内に建物や井戸を配置するが、その位置は偏在し、堀はもたない。2010・2011・2015 年度

下割遺跡では遺構の配置状況が明確ではないが、建物が狭い範囲にまとまること、溝を多用することから、

堂古遺跡や 2002・2003 年度集落と同様と推測できる。

B　遺 跡 の 動 向

二反割遺跡は古代（7 世紀）と中世（12 世紀）の遺跡で、中世が主体となる。古代の遺構は 1 基（15SX435）

のみで、その性格は不明である。飯田川の対岸に位置する堂古遺跡では 8 世紀〜 9 世紀の遺物が出土し

ているが、遺構は確認できなかった。特に堂古遺跡の遺物（78 〜 85）の遺存状況や、2009 年度下割遺

跡の調査成果［飯坂・高橋ほか前掲］から、周辺に古代の集落が位置していると考えられる。また米岡か

ら鶴町にかけては第二次世界大戦直後まで、条里の痕跡と思われる地割も確認できる（図版 58）。8 世紀

以降、飯田川中流域にも集落が営まれ、条里も施行されて、周辺の開発が進んでいったと考えられる。古

代の二反割遺跡はその端緒と位置づけられる。

中世になると二反割遺跡で集落が成立するが、存続期間はほぼ 12 世紀に限られる。大小の建物規模か

ら集落内での階層差も想定できるが［細井・高橋ほか前掲］、出土遺物からそれを明確にはできず、機能差

を反映する可能性もある。13 世紀になると堂古遺跡に集落が成立、15 世紀末頃まで存続し、飯田川中流

域における中世集落の成立から衰退までの過程をうかがうことができる。堂古遺跡からやや遅れて下割遺

跡に集落がつくられるが、その背景には周辺地域の開発の進展による生産力の向上や人口増などが考えら

れる。これらの中世集落では、二反割遺跡と堂古遺跡は建物構造や堀をもつことで共通する部分があり、

集落内の遺構配置では共通しない。堂古遺跡と下割遺跡とは区画に基づく遺構配置という点で共通し、堀

の有無は異なる。下割遺跡と二反割遺跡は共通性が確認できない。このように、堂古遺跡・下割遺跡はそ

れぞれ先行する集落と共通性・相違性をもっていることが分かる。二反割遺跡は飯田川中流域における中

世集落の成立という評価の一方、その集落の終了をもって四面廂建物のような古代的な要素が払拭される

という一面もあわせもっている。堂古遺跡・下割遺跡の出土遺物は当時の日用品が多く、建物は中型・小

型が主体となる。大型建物も少ないながら確認できるが、基本的には農業を生業とする集落と想定できる。

飯田川は蛇行を繰り返していたが、自然堤防上に立地する二反割遺跡・堂古遺跡・下割遺跡はその被害

を受けていない。中世集落の成立から衰退まで一貫して自然堤防上に集落が営まれ、居住に適していたこ

とが分かるが、自然堤防から外れ居住に適さない集落間の低地は生産域などに利用される。このように中

世集落が一定の距離をとって点々と所在し、その間に生産域が展開する景観は現在の高田平野の景観にも

通じる光景である。そして、中世末から近世初頭に集落は再編され、現在とほぼ同じ位置に近世集落が成

立する。二反割遺跡・堂古遺跡・下割遺跡の調査では、中世集落の成立期の様相やその変遷、中世末から

近世初頭の再編を経て成立した近世集落の様相を具体的に確認できた。

遺跡名 堀 建物規模 区画溝 遺構配置

二反割遺跡 有 大型＞小型 少 柱筋・方位

堂古遺跡 有 中・小型＞大型 多 遺構を区画

第 21表　二反割遺跡・堂古遺跡の
　　　　　　　 中世集落の特徴
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堂古遺跡　掘立柱建物観察表（1）
 単位：m

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

SB61

5F N-15°-E 2間×2間 11.15 3.42 3.26 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

P8 無 円形 半円状 0.38×0.32 0.27 13.87 P8-P16 1.81 

P16 有 円形 Ｕ字状 0.34×0.32 0.41 13.73 P16-P19 1.71 柱痕径 0.15

P19 有 楕円形 台形状 0.41×0.33 0.50 13.86 P19-P24 1.56 柱痕径 0.14

P24 不明 円形 不明 0.36×0.32 0.41 13.92 P24-P11 3.42 

P11 有 円形 Ｕ字状 0.32×0.30 0.38 13.95 P11-P18 1.60 柱痕径 0.12

P18 無 円形 Ｕ字状 0.37×0.36 0.44 13.88 − −

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

SB73

7・8G・H N-87°-W 3＋0.5間×3間 22.35 6.45＋0.90 3.18 

柱穴（身舎） 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

P76 有 楕円形 漏斗状 0.47×0.39 0.46 13.95 P76-P72 1.99 柱痕径 0.16

P72 有 楕円形 漏斗状 0.52×0.37 0.57 13.84 P72-P68 2.44 柱痕径 0.21

P68 無 円形 漏斗状 0.29×0.28 0.23 14.21 P68-P70 2.01 

P70 不明 円形 不明 0.45×0.38 0.23 14.21 P70-P66 1.46 

P66 有 円形 漏斗状 0.31×0.27 0.46 13.93 P66-P64 1.71 柱痕径 0.07

P64 有 楕円形 Ｕ字状 0.30×0.20 0.50 13.90 P64-P67 1.99 柱痕径 0.10

P67 有 円形 漏斗状 0.34×0.29 0.63 13.78 P67-P71 2.63 柱痕径 0.11

P71 有 方形 Ｕ字状 0.36×0.33 0.45 13.94 P71-P74 1.80 柱痕径 0.14

P74 無 楕円形 漏斗状 0.41×0.34 0.41 13.99 P74-P78 0.96 

P78 有 円形 Ｕ字状 0.44×0.37 0.41 14.01 P78-P481 0.89 柱痕径 0.15

P481 無 方形 不明 0.31×0.30 0.58 13.83 P481-P76 1.17 

柱穴 
（張り出し）

柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔 備考

P79 有 円形 Ｕ字状 0.47×0.42 0.55 13.89 P79-P81 2.04 柱痕径 0.22

P81 有 円形 Ｕ字状 0.48×0.43 0.63 13.80 P81-P78 0.90 柱痕径 0.13

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

SB170 
15SA305

9E・F N-11°-E 2間×2間 18.84 5.01 3.76 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

P828 有 円形 階段状 0.65×0.64 0.53 13.50 P828-P831 2.69 柱痕径 0.17

P831 有 楕円形 箱状 0.31×0.24 0.42 13.74 P831-P834 2.39 柱痕径 0.12

P834 有 楕円形 階段状 0.61×0.41 0.54 13.53 P834-P833 1.80 柱痕径 0.20

P833 有 楕円形 階段状 0.66×0.53 0.58 13.54 P833-P832 2.03 柱痕径 0.20

P832 有 楕円形 Ｕ字状 0.71×0.44 0.72 13.44 P832-P829 2.28 柱痕径 0.23

P829 無 長方形 階段状 0.79×0.62 0.48 13.69 P829-P826 2.71 

P826 無 円形 Ｕ字状 0.40×0.36 0.47 13.59 P826-P827 1.96 

P827 有 円形 階段状 0.56×0.51 0.29 13.76 P827-P828 1.98 柱痕径 0.17

P830 無 楕円形 階段状 0.67×0.46 0.45 13.69 
P831-P830 
P830-P829

2.00 
2.00

杭列 長軸方向 間数 長さ

底面標高 柱穴間隔 備考15SA305
N-6°-E、
N-83°-W

3間 7.60 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ

P310 無 円形 Ｕ字状 0.22×0.20 0.19 13.94 P310-P200 1.82 

P200 有 楕円形 階段状 0.47×0.33 0.37 13.80 P200-P837 1.12 柱痕径 0.18

P837 無 楕円形 Ｕ字状 0.29×0.23 0.27 13.90 P837-P836 2.51 

P836 有 楕円形 漏斗状 0.29×0.24 0.25 13.81 P836-P835 1.85 柱痕径 0.11

P835 不明 円形 不明 0.31×0.26 0.20 13.89 − −

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

SB240

6C・D N-6°-E 3間×2間 27.50 6.79 4.05 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

P208 有 円形 Ｕ字状 0.32×0.31 0.51 13.19 P208-P230 2.02 柱痕径 0.15

P230 有 長方形 Ｕ字状 0.39×0.24 0.65 13.14 P230-P206 2.77 柱痕径 0.11

P206 有 円形 Ｕ字状 0.31×0.30 0.41 13.55 P206-P210 1.97 柱痕径 0.12

P210 有 方形 Ｕ字状 0.34×0.31 0.44 13.58 P210-P242 2.01 柱痕径 0.11

P242 無 円形 半円状 0.26×0.23 0.16 13.88 P242-P241 2.01 

P241 無 円形 Ｕ字状 0.31×0.28 0.49 13.52 P241-P226 1.92 

P226 有 長方形 Ｕ字状 0.34×0.24 0.48 13.49 P226-P225 2.71 柱痕径 0.09

P225 有 方形 Ｕ字状 0.31×0.30 0.57 13.30 P225-P243 2.16 柱痕径 0.10

P243 有 円形 半円状 0.30×0.29 0.30 13.47 P243-P244 1.93 柱痕径 0.08

P244 無 円形 弧状 0.27×0.26 0.09 13.65 P244-P208 2.14 

P222 無 円形 不明 0.26×0.25 0.23 13.61 
P230-P222 
P222-P225

2.04 
2.05

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

SB1013

7・8H N-79°-W 2間×2＋1間 27.38 5.60 3.74＋1.15

柱穴（身舎） 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

P674 有 円形 階段状 0.33×0.29 0.89 13.59 P674-P604 2.82 柱痕径 0.10

P604 有 楕円形 不明 0.56×0.44 0.39 14.12 P604-P184 2.84 柱痕径 0.16

P184 無 円形 Ｕ字状 0.50×0.43 0.51 14.00 P184-P351 3.71 

P351 無 楕円形 Ｕ字状 0.51×0.42 0.82 13.92 P351-P985 2.77 

P985 有 円形 階段状 0.55×0.52 0.71 13.77 P985-P667 2.88 柱痕径 0.12

P667 有 円形 Ｕ字状 0.48×0.42 0.96 13.49 P667-P300 1.80 柱痕径 0.09

P300 有 円形 Ｕ字状 0.43×0.36 0.58 13.88 P300-P674 1.94 柱痕径 0.11

P349 無 円形 Ｕ字状 0.52×0.44 0.56 13.92 
P604-P349 
P349-P985

1.80 
2.01

柱穴（廂） 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔 備考

P331 無 円形 台形状 0.42×0.36 0.54 13.92 P331-P332 1.35 

P332 有 楕円形 Ｕ字状 0.41×0.33 0.44 13.99 P332-P334 1.44 柱痕径 0.08

P334 有 円形 台形状 0.40×0.36 0.46 13.98 P334-P682 2.88 柱痕径 0.14

P682 有 長方形 不明 0.44×0.28 0.34 14.12 P682-P667 1.15 当たりあり
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遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

SB1014

7・8E N-10°-E 3間×2＋1間 43.52 7.32 5.10＋2.61

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

P102 有 円形 半円状 0.42×0.37 0.34 13.68 P102-P112 2.40 柱痕径 0.12

P112 有 円形 Ｕ字状 0.32×0.32 0.48 13.57 P112-P119 2.59 柱痕径 0.11

P119 有 楕円形 階段状 0.49×0.26 0.36 13.75 P119-P127 1.92 柱痕径 0.16

P127 有 楕円形 台形状 0.49×0.38 0.37 13.68 P127-P178 2.95 柱痕径 0.15

P178 有 円形 Ｕ字状 0.43×0.38 0.67 13.35 P178-P338 2.21 柱痕径 0.15

P338 不明 円形 不明 0.29×0.27 0.28 13.76 P338-P339 2.35 

P339 有 楕円形 Ｕ字状 0.33×0.27 0.40 13.57 P339-P711 2.32 柱痕径 0.15

P711 有 円形 Ｕ字状 0.30×0.29 0.58 13.43 
P711-P693
P711-P700

2.50
2.64 

柱痕径 0.10

P693 有 円形 Ｕ字状 0.23×0.22 0.87 13.22 P693-P703 2.34 柱痕径 0.10

P703 無 長方形 不明 0.29×0.22 − − P703-P700 2.65 

P700 有 楕円形 Ｕ字状 0.35×0.29 0.77 13.31 P700-P126 2.23 柱痕径 0.06

P126 有 楕円形 半円状 0.50×0.38 0.30 13.74 P126-P102 2.51 柱痕径 0.17 

P130 無 円形 Ｕ字状 0.38×0.36 0.37 13.69 
P109-P130 
P130-P711

2.66 
2.16

（P698） 有 楕円形 不明 0.36×0.28 0.53 13.55 P711-P698 0.44 

（P705） 不明 楕円形 不明 0.36×0.30 0.44 13.62 P700-P705 0.45 

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

SB1018

8E・F N-5°-E 3間×1間 31.83 8.10 3.93 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

P122 無 円形 階段状 0.41×0.38 0.86 13.24 P122-P138 2.77 

P138 無 円形 Ｕ字状 0.39×0.38 0.47 13.53 P138-P164 3.07 

P164 有 方形 階段状 0.58×0.50 0.68 13.44 P164-P161 2.25 柱痕径 0.16

P161 無 円形 Ｕ字状 0.30×0.26 0.28 13.90 P161-P163 3.56 

P163 無 円形 階段状 0.25×0.24 0.21 13.91 P163-P174 2.58 当たり径0.10

P174 無 楕円形 Ｕ字状 0.37×0.30 0.43 13.62 P174-P143 2.93 

P143 不明 円形 不明 0.34×0.33 0.47 13.58 P143-P1011 2.41 

P1011 不明 円形 不明 0.37×0.35 0.30 13.77 P1011-P122 3.93 

P114 有 円形 階段状 0.37×0.31 0.45 13.58 
P138-P114 
P114-P143

2.05 
1.62

柱痕径 0.15

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

SB1019

10E N-82°-W 2間〜×2間〜 18.57 〜 4.37 〜 4.25 〜

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

P303 有 円形 Ｕ字状 0.33×0.28 0.36 13.67 P303-P168 2.36 柱痕径 0.13

P168 不明 円形 不明 0.26×0.25 0.27 13.76 P168-P195 2.02 

P195 有 円形 箱状 0.39×0.35 0.34 13.71 P195-P305 2.04 柱痕径 0.12

P305 無 楕円形 Ｕ字状 0.30×0.25 0.40 13.64 P305-P199 2.18 当たり径0.11

P199 有 円形 Ｕ字状 0.31×0.29 0.36 13.49 − − 柱痕径 0.12

（P309） 有 楕円形 Ｕ字状 0.56×0.39 0.51 13.42 − − 柱痕径 0.12

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

SB1100

8H N-5°-E 2間×2間 16.35 4.62 3.54 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

P419 有 円形 階段状 0.48×0.42 0.42 13.98 P419-P1129 2.26 柱痕径 0.10

P1129 不明 楕円形 不明 0.48×0.34 0.56 13.93 P1129-P976 2.34 

P976 有 楕円形 階段状 0.40×0.26 0.26 13.99 P976-P353 1.68 柱痕径 0.09

P353 無 円形 半円状 0.35×0.33 0.30 14.18 P353-P337 1.79 

P337 不明 楕円形 不明 0.38×0.30 0.46 13.99 P337-P460 2.40 

P460 有 楕円形 Ｕ字状 0.44×0.26 0.51 14.00 P460-P276 2.02 柱痕径 0.09

P276 有 円形 Ｕ字状 0.46×0.43 0.64 13.83 P276-P278 1.79 柱痕径 0.07

P278 有 楕円形 Ｕ字状 0.53×0.42 0.61 13.83 P278-P419 1.74 柱痕径 0.11

P643 不明 円形 不明 0.27×0.25 0.46 13.99 
P1129-P643 
P643-P460

1.84 
1.68

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

SB1134

8・9H N-79°-W 3間×2間 22.95 5.71 4.02 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

P646 無 円形 不明 0.28×0.26 0.26 14.17 P646-P743 1.65 

P743 有 方形 不明 0.31×0.30 0.46 14.21 P743-P760 1.88 

P760 不明 円形 不明 0.25×0.24 0.29 14.45 P760-P644 2.20 

P644 有 楕円形 不明 0.29×0.21 − − P644-P291 4.00 

P291 有 長方形 Ｕ字状 0.39×0.26 0.86 13.59 P291-P410 2.07 柱痕径 0.10

P410 無 楕円形 不明 0.38×0.28 0.66 13.77 P410-P635a 1.89 

P635a 不明 楕円形 不明 0.61×0.50 0.52 14.06 P635a-P424 1.44 

P424 無 円形 不明 0.36×0.31 0.55 13.87 P424-P650 1.92 

P650 不明 円形 不明 0.45×0.42 0.66 13.76 P650-P646 1.80 

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB295

13・14K・L N-30°-E 3間〜×2間〜 22.51 〜 5.60 〜 4.02 〜

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P234 無 円形 不明 0.32×0.30 0.20 13.98 15P234-15P272 2.12 

15P272 無 円形 箱状 0.21×0.20 0.19 14.17 15P272-15P247 1.33 

15P247 無 円形 不明 0.22×0.20 0.23 14.18 15P247-15P240 2.14 

15P240 無 楕円形 不明 0.46×0.27 0.25 14.10 − −

15P237 無 円形 不明 0.23×0.20 0.57 13.87 15P237-15P232 1.95 

15P232 無 円形 不明 0.27×0.26 0.45 13.91 15P232-15P234 2.08 

堂古遺跡　掘立柱建物観察表（2）
 単位：m
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遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB304 
SD653

8・9G・H N-10°-E 3間×2＋2間 44.41 7.71 3.76＋1.00＋1.00

柱穴（身舎） 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

P452 無 楕円形 不明 0.34×0.23 0.17 14.19 P452-P298 2.65 

P298 無 長方形 Ｕ字状 0.59×0.44 0.81 13.61 P298-P404 2.79 

P404 有 円形 不明 0.34×0.33 0.37 14.08 P404-P690 2.34 

P690 無 楕円形 不明 0.50×0.26 − − P690-P754 1.91 

P754 有 円形 不明 0.35×0.35 − − P754-P756 1.99 

P756 有 方形 Ｕ字状 0.42×0.39 0.60 13.69 P756-P403 2.41 柱痕径 0.13

P403 有 長方形 階段状 0.59×0.45 0.43 13.92 P403-P406 2.49 柱痕径 0.10

P406 有 円形 階段状 0.50×0.44 0.54 13.71 P406-P472 2.58 柱痕径 0.12

P472 有 円形 不明 0.40×0.37 0.50 13.87 P472-P607 2.04 

P607 有 楕円形 不明 0.35×0.25 0.37 14.04 P607-P452 1.74 

P287 無 楕円形 不明 0.44×0.34 0.36 14.03 
P298-P287 
P287-P406

1.64 
2.32

P458 有 円形 台形状 0.43×0.37 0.76 13.60 
P404-P458 
P458-P403

1.83 
2.14

柱痕径0.10

柱穴（廂） 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔 備考

P270 無 円形 不明 0.48×0.42 0.35 14.06 P270-P635b 2.67 

P635b 不明 楕円形 不明 0.47×0.37 0.52 14.06 P635b-P660 2.68 

P660 不明 円形 不明 0.42×0.40 0.78 13.94 P660-P658 2.38 

P658 不明 長方形 不明 0.58×0.48 0.36 14.38 P658-P690 0.96 

P971 無 円形 弧状 0.20×0.20 0.09 14.18 P971-P415 2.41 

P415 有 方形 台形状 0.50×0.48 1.14 13.25 P415-P272 2.50 柱痕径 0.07

P272 有 長方形 Ｕ字状 0.39×0.30 0.65 13.70 P272-P406 0.90 柱痕径 0.09

付属溝 長軸方向 平面形 断面形 長さ 幅 深さ 新旧関係 備考

SD653 N-8°-E，N-75°-W Ｌ字状 半円状 6.20 0.15 〜 0.37 0.25 >SI465，<ST684

遺構番号 グリッド 平面形 断面形 長軸・長径 短軸・短径 深さ 底面標高 新旧関係

SE33 5F4・9・10 方形 箱状 1.45 1.32 2.44 11.90 

SE80 7G13・18 円形 袋状 1.14 1.02 2.14 12.27 

SE196 9F24・25、9G4・5 円形 箱状 0.94 0.84 2.47 11.94 

SE202 7D20・25 円形 箱状 1.17 1.02 1.55 12.40 

SE205 8D21、8E1 円形 袋状 1.33 1.13 2.13 11.92 <SK118

SE237 7E8・9 円形 袋状 1.11 1.02 2.31 11.80 >SI238

SE249 7E4・5・9・10 円形 袋状 2.40 2.04 1.83 12.28 <SI238・SD201・P704・P744

SE306 9E20・25、10E16・21 楕円形 Ｕ字状 2.24 1.78 2.26 11.80 <SB170-P831

SE313 6H12・13・17・18 円形 箱状 径2.60 1.56 12.86 

SE315 7E15・20、8E11・12・16・17 円形 袋状 2.83 2.71 2.35 11.70 >SB1014-P178・P339、<SI159

SE367 8I13・14 円形 袋状 1.05 0.94 1.64 12.87 

SE380 10I7・12 円形 袋状 0.91 0.90 1.86 12.65 

SE388 8I3・8 円形 Ｕ字状 1.01 0.92 1.47 12.77 >SD328

SE391 10I3・8 円形 Ｕ字状 0.97 0.88 1.72 12.70 

SE393 10J2・3・7・8・12・13 円形 階段状 2.91 2.64 2.08 12.26 >SD1034

SE412 8H1・6 円形 Ｕ字状 0.94 0.79 2.29 12.16 

SE588 12G16・21 楕円形 袋状 1.08 0.84 1.95 12.35 

SE613 10H1・2・6・7 円形 袋状 1.11 0.98 1.83 12.60 

SE737 8H13・14・18・19 方形 袋状 1.53 1.41 2.46 11.98 
>P954、<SB1100-P1129・SB1134・SI736・
P738

SE800 8G12・13・17・18・22・23 方形 袋状 3.01 2.68 2.07 12.35 <SI255

SE922 12I21 楕円形 袋状 1.41 1.21 1.88 12.58 

SE999 12H3・4 円形 Ｕ字状 径1.24 1.89 12.55 <15SE99

SE1087 11I4・8 〜 10・14 楕円形 台形状 2.34 1.92 1.96 12.51 

SE1104 11H15、12H11 円形 Ｕ字状 1.42 1.28 2.76 11.67 >15P215・15P216、<P1128

SE1124 12H16 円形 Ｕ字状 1.05 0.90 1.98 12.49 >15SE162

15SE3 13H5・10 円形 箱状 1.36 1.23 1.92 12.55 

堂古遺跡　掘立柱建物観察表（3）
 単位：m

堂古遺跡　竪穴状遺構観察表
単位：m

堂古遺跡　井戸観察表（1）
 単位：m

遺構番号 位置 長軸方向  平面形 断面形 面積（㎡） 長軸 短軸 深さ 新旧関係

SI159

8E・F N-77°-W  方形 台形状 7.37 2.76 2.67 0.25

>SB1014-P178・SE315・P180、<P176

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

P177 無 楕円形 Ｕ字状 0.24×0.19 0.37 13.68  P177-P146 1.41 

P146 無 円形 Ｕ字状 0.31×0.27 0.34 13.72  P146-P155 1.23 

P155 無 円形 Ｕ字状 0.27×0.25 0.28 13.72  P155-P173 1.33 

P173 無 楕円形 階段状 0.40×0.32 0.38 13.68  P173-P172 1.32 

P172 有 0.15 楕円形 半円状 0.44×0.29 0.30 13.76  P172-P171 1.29 

P171 無 円形 Ｕ字状 0.37×0.32 0.54 13.55 − −

遺構番号 位置 長軸方向  平面形 断面形 面積（㎡） 長軸 短軸 深さ 新旧関係

SI736

8H N-78°-W  長方形 台形状 8.59 3.61 2.38 0.20

>SB1100-P976・15SB304-P971・SE737、
<SI732

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

P965 有 0.06 長方形 台形状 0.26×0.16 0.14 14.24 P965-P967 2.13 

P967 有 0.08 方形 台形状 0.26×0.24 0.13 14.27 − −

遺構番号 位置 長軸方向  平面形 断面形 面積（㎡） 長軸 短軸 深さ 新旧関係

SI238 7E N-83°-W  長方形 弧状 6.59 3.28 2.01 0.20
>SB1014-P693・SE249・SK245、
<SE237・SD201

遺構番号 位置 長軸方向  平面形 断面形 面積（㎡） 長軸 短軸 深さ 新旧関係

SI465 9H N-8°-E  長方形 弧状 6.86 〜 3.28 2.09 0.10 <15SB304-SD653
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遺構番号 グリッド 長軸方向 平面形 断面形 長さ 幅 深さ 新旧関係

SD150 9E N-0° 直線状 弧状 2.80 〜 0.78 〜 1.21 0.15 >SE154・P326

SD151 8G、9F・G
N-5°-E 

N-75°-W
Ｌ字状

台形状 
弧状

22.84 0.72 〜 1.15 0.25 
>SI255・SK256・SK262・SK296・P258、
<SK264・P254

SD201 7D・E N-15°-E 直線状 弧状 12.50 〜 0.45 〜 1.18 0.25 >SI238・SE249・SK245、<SK236

SD209 6C・D N-13°-E 直線状 弧状 12.80 〜 0.20 〜 0.65 0.11 >SB240-P210・SK234

SD318 7 〜 9I、8・9H、9・10J
N-17°-E 
N-75°-W

Ｌ字状 台形状 36.80 〜 0.66 〜 1.11 0.50 
>SE368・SD366・SD462・SD1136・SK802・
P804

SD328 7・8I、9H 〜 J
N-17°-E 
N-75°-W

Ｌ字状 台形状 30.80 〜 0.40 〜 0.83 0.25 >SE365・SE398、<SE388・SD366

SD366 9H 〜 J N-10°-E 直線状 台形状 13.50 〜 0.47 〜 0.90 0.30 >SE398・SD328、<SD318・SD378

SD462 9G 〜 J 南北方向 弧状 半円状 24.00 〜 0.33 〜 0.85 0.25 >SE392・SK685、<SD318

SD510
12J・K、13I 〜 K、14H 〜 J、
15H・I

N-45°-W 直線状 台形状 39.90 〜 3.72 〜 4.97 1.45 

15SD23 15・16I・J、16K 〜 M N-10°-E 直線状 弧状 39.40 〜 1.05 〜 2.44 0.44 
>15SD22・15SD29・15SD298・15SD299、
<15SE71

15SD29 13・14K、15K・L、16・17L N-65・76°-E 直線状 漏斗状 43.20 〜 0.32 〜 0.44 0.80 >15SD298、<15SD23・15P30

15SD298 14・15L、15・16K、16J N-37・56°-W 直線状 弧状 26.60 〜 0.69 〜 1.20 0.55 <15SD23・15SD29・15SK262・15P246

15SD299 15 〜 17L・M 東西方向 Ｓ字状 弧状 14.80 〜 0.61 〜 1.05 0.83 <15SD23・15P122・15P123

堂古遺跡　畑作溝観察表
 単位：m

遺構番号 グリッド 長軸方向 平面形 断面形 長さ 幅 深さ 備考

SD91 4B・C N-11°-W 直線状 弧状 7.29 〜 0.75 0.13 

一連の畑作溝

SD92 4B・C N-8°-W 直線状 台形状 7.44 〜 0.93 0.13 

SD93 4B・C N-9°-W 直線状 台形状 7.34 〜 0.93 0.14 

SD94 4B・C N-9°-W 直線状 台形状 7.33 〜 0.87 0.16 

SD95 4B・C N-5°-W 直線状 弧状 6.89 〜 0.97 0.14 

SD96 4B・C N-2°-W 直線状 弧状 6.70 〜 0.94 0.10 

SD97 4B・C N-4°-W 直線状 弧状 6.42 〜 0.84 0.13 

SD98 4B・C N-4°-W 直線状 弧状 6.26 〜 0.89 0.11 

SD99 4B・C N-9°-W 直線状 弧状 4.40 〜 0.81 0.13 

SD100 4B・C N-12°-W 直線状 弧状 3.74 〜 0.85 0.08 

遺構番号 グリッド 平面形 断面形 長軸・長径 短軸・短径 深さ 新旧関係 備考

ST684 9H12・17 長方形 箱状 0.86 0.32 0.14 >15SB304-SD653 骨片出土、焼土

SK83 4C24、4D4 方形 半円状 1.13 0.95 0.36 

SK167 9E25、9F5、10E21、10F1 楕円形 台形状 0.72 0.56 0.15 

SK204 6D8 長方形 台形状 1.49 0.84 0.47 SB240内

SK212 5E7・8・12・13 長方形 台形状 1.84 0.82 0.39 

SK233 6E2・3・7・8 楕円形 台形状 1.84 0.99 0.41 

SK234 6D25、6E5 楕円形 台形状 1.36 0.96 0.48 <SD209

SK235 7E14 円形 台形状 1.56 1.33 0.29 

SK239 5E20・25、6E16・21 長方形 台形状 1.69 1.09 0.42 

SK256 9G2・6・7 長方形 台形状 1.31 0.96 0.45 >SK296、<SD151・P254

SK264 8G13 円形 弧状 1.10 1.02 0.18 >SI255・SD151、<P263

SK296 9G6・7 楕円形 弧状 1.24 0.92 0.20 <SD151・SK256

SK381 10I22・23、10J2 長方形 箱状 1.24 0.68 0.29 

SK503 4E16・17・21・22 方形 箱状 0.72 0.68 0.19 

SK622 9H15・20、10H11・16 長方形 箱状 1.32 0.60 0.42 >P918、<SE727 骨片出土

SK691 9G10・15 長方形 箱状 1.20 0.87 0.28 

SK722 8H17・18・22・23 楕円形 弧状 径0.92 0.14 >P726

15SK96 15L15・20、16L11・16 円形 半円状 0.75 0.66 0.40 

15SK218 11H10・15 楕円形 台形状 1.38 0.74 0.41 <15SE185C・15P211・15P214

15SK264 14I20、15I11・16 円形 弧状 2.35 2.12 0.29 

P263 8G13 円形 台形状 0.68 0.58 0.33 >SI255・SK264 柱痕径0.08 〜 0.10

堂古遺跡　性格不明遺構観察表
 単位：m

遺構番号 グリッド 平面形 断面形 長径 短径 深さ 新旧関係 備考

15SX182 11H15 楕円形 弧状 0.62 0.36 0.06 >15SE185C 焼土

堂古遺跡　溝観察表
単位：m

堂古遺跡　焼土土坑・土坑・ピット観察表
単位：m

堂古遺跡　井戸観察表（2）
 単位：m

遺構番号 グリッド 平面形 断面形 長軸・長径 短軸・短径 深さ 底面標高 新旧関係

15SE99 12G23・24、12H3・4 楕円形 Ｕ字状 1.39 1.08 1.89 12.58 >SE999

15SE162 12H11・16 長方形 Ｕ字状 1.41 0.97 1.74 12.66 >15P170、<SE1124

15SE185 11H14・15・19・20 円形 Ｕ字状 2.54 2.35 2.24 12.27 >15SK218、<15SX182

15SE219 11G7・11・12・16・17 円形 漏斗状 2.32 2.26 2.94 11.41 >15P227・15P228

15SE222 12K14・15 楕円形 袋状 1.51 1.13 2.21 12.26 

15SE226 13K14・19 楕円形 袋状 1.68 1.09 1.94 12.36 

15SE229 13K12・17 円形 袋状 1.47 1.31 2.64 11.86 

15SE282 12G7 円形 袋状 1.12 0.98 2.36 12.04 <SE896・15P265・15P283

15SE296 14J7・8 楕円形 漏斗状？ 1.73 1.43 2.18 12.14 



観　察　表

107

堂古遺跡　土器・陶磁器観察表（1）
砂：砂粒、英：石英、雲、金雲母、黒：黒色粒子、海：海綿骨針、長：長石、チ：チャート

報告 
番号

種類 器種 時期
出土地点 法量（cm） 色調 胎土の 

混入物
付着物 調整など

備考
グリッド 遺構 層位 口径 器高 底径 内側 外側 内面 外面 内面 外面

1 土師質 皿
14世紀
前半

8E22 SI159 2 12.6 2.9 7.8 
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

英・雲・
黒

炭化物 ナデ
ナデ・指頭圧
痕

手づくね成形

2 珠洲焼 片口鉢 Ⅲ期頃 9F24・25 SE196 下層 灰色 灰色
砂・英・
海

ロクロナデ ロクロナデ 卸目7条1単位（幅1.4cm）

3 青磁 椀
13世紀
後半頃

7D25 SE202 5 緑灰色 緑灰色 縞蓮弁文

4 珠洲焼 片口鉢 Ⅱ〜Ⅲ期 8D21 SE205 3 30.4 （9.2） 灰色 灰色
砂・長・
英・海

炭化物 ロクロナデ ロクロナデ
卸目7条1単位（幅1.4cm）、

（SE249）

5 珠洲焼
壺R種 
C類

Ⅲ〜Ⅳ
期

6H18 SE313 埋土 13.4 （3.7） 黄灰色 黄灰色
砂・海・
黒

ナデ ナデ 波状文

6 珠洲焼 壺T種 Ⅱ期頃 6H18 SE313 3・5 黄灰色 黄灰色
英・海・
黒

あて具痕→ナ
デ

タタキ（幾何
学文）

7 土師質 皿
13世紀
後半

10I7 SE380 4 8.8 1.7 6.4 
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

砂・長 ナデ
ナデ・指頭圧
痕

手づくね成形

8 珠洲焼 甕
Ⅲ〜Ⅳ
期

10I3 SE391 埋土 灰色 灰色
砂・英・
海

ナデ・あて具
痕

ロクロナデ・ 
平行タタキ

9 珠洲焼 片口鉢 10I3 SE391 埋土 （10.9） 12.8 灰色 灰色
英・海・
黒

炭化物 ナデ ロクロナデ 卸目8条1単位（幅2.8cm）

10 土師質 皿
14世紀
前半頃

10J3・7・8・
12

SE393 埋土 9.0 1.8 2.0 
浅黄橙
色

浅黄橙
色

砂・英・
雲

炭化物 炭化物 ナデ
ナデ・指頭圧
痕

灯明皿?、手づくね成形

11 土師質 皿
15世紀
代

10J3・7・8・
12

SE393 11 8.0 1.8 5.0 灰白色 灰白色 長・黒 炭化物 炭化物 ヨコナデ ヨコナデ
ロクロ成形、底部回転糸切
り（右）

12 珠洲焼 片口鉢 Ⅴ期 10J3・7 SE393 埋土 36.2 （12.3） 灰白色 灰色 砂・英 炭化物 スス ロクロナデ ロクロナデ
卸目5条1単位（幅1.6cm）、
波状文

13 珠洲焼 片口鉢 Ⅴ期 10J3・8 SE393 埋土 （11.9） 灰白色 灰色 砂・海 炭化物 ロクロナデ ロクロナデ
卸目8条1単位（幅2.7cm）、
波状文、（SD318）

14 珠洲焼 片口鉢 Ⅲ期頃
10H1・2・
6・7

SE613 7 （6.8） 11.2 灰色 灰色
砂・長・
英・海・
黒

スス ロクロナデ ロクロナデ
卸目16条1単位（幅
2.8cm）、底部板?圧痕

15 土師質 皿
14世紀
前半

8H13 SE737 埋土 10.6 2.0 6.0 
にぶい
褐色

にぶい
褐色

長・英・
雲

スス? スス ナデ
ナデ・指頭圧
痕

手づくね成形、焼成良好

16 珠洲焼 片口鉢 8H13 SE737 埋土 （8.5） 15.6 灰色 灰色
英・海・
黒

ナデ ナデ 卸目14条単位（幅2.4cm）

17 珠洲焼
壺R種 
C類

Ⅱ〜Ⅲ
期

8G18 SE800 1 7.8 （8.0） 灰色 灰色
長・英・
黒

ナデ ナデ 波状文

18 珠洲焼 壺 Ⅳ期 8G17 SE800 埋土 灰色 灰色
長・英・
海

ロクロナデ ロクロナデ

19 珠洲焼 壺K種 8G18 SE800 埋土 7.6 灰色 灰色
砂・英・
雲・海

炭化物 ロクロナデ ケズリ
底部静止糸切り、底部板?
圧痕、（SK256）

20 珠洲焼 片口鉢 Ⅲ期頃 8G18 SE800 8 28.0 （7.2） 灰黄色 黄灰色
砂・長・
海

ロクロナデ ロクロナデ
卸目20条1単位（幅3.5cm）、

（SD151・SK264）

21 珠洲焼 片口鉢 8G18 SE800 8 （6.2） 12.0 褐灰色 褐灰色 英・海 炭化物 炭化物 ロクロナデ ロクロナデ
卸目7条1単位（幅1.5cm）、
71と同一個体?

22 珠洲焼
片口鉢 
｢小鉢｣

Ⅰ〜Ⅱ期 11H23 SE986 埋土 18.0 7.6 8.8 灰色 灰色
砂・長・
英・海

ロクロナデ ロクロナデ 胎土精良

23 須恵器 杯蓋 Ⅳ期 11I4・8〜10 SE1087 5 16.0 （3.0） 灰色 　
砂・長・
英

ロクロナデ
ロクロナデ・ 
ロクロケズリ

24 珠洲焼 片口鉢 11I4・8〜10 SE1087 5 灰白色 灰白色
砂・英・
海・黒

断面に炭化物 ナデ ナデ 卸目9条1単位（幅3.5cm）

25 珠洲焼 壺T種 Ⅱ〜Ⅲ期 12H16 SE1124 17 23.8 （8.2） 灰色 灰色
砂・長・
英・黒

ロクロナデ・ 
あて具痕

ロクロナデ・ 
綾杉状タタキ

頸部 ｢+｣ の記号・刻字文、
（15SE185C）

26 珠洲焼 甕 Ⅲ〜Ⅳ期 13H5 15SE3 8・9 41.2 （10.8） 灰色 灰色
砂・長・
英・海・
黒

あて具痕 平行タタキ 体部外面上位に刻印

27 珠洲焼 壺T種 Ⅳ期 13H5 15SE3 8 19.8 （13.0） 灰色 灰色
砂・英・
海・黒

あて具痕
ロクロナデ・ 
綾杉状タタキ

体部外面上位 ｢大｣ の刻字
文

28 珠洲焼 片口鉢 Ⅳ期 13H5 15SE3 8 25.2 （6.9） 灰黄色 灰色
長・英・
黒

炭化物 ロクロナデ ロクロナデ 卸目11条1単位（幅2.4cm）

29 珠洲焼 片口鉢 Ⅵ期 12H11・16 15SE162 7・8 25.0 9.9 12.0 灰色 灰色
砂・長・
英・海

ロクロナデ ロクロナデ
卸目7条1単位（幅2.3cm）・
5条1単位（幅1.3cm）、
胎土粗悪、（15SE302）

30 土師器 小型甕 Ⅰ〜Ⅱ期
11H14・15・
19・20

15SE185 3 11.6 （9.0） 褐灰色
明黄褐
色

砂・長・
黒

コゲ スス ナデ・ハケ
ナデ・ハケ・ 
ケズリ

非ロクロ成形

31 土師器 長胴甕 Ⅰ〜Ⅱ期
11H14・15・
19・20

15SE185 28 15.0 （5.6） 灰白色 橙色
砂・英・
黒

コゲ スス ナデ ナデ・ハケ 非ロクロ成形

32 土師器 長胴甕 Ⅰ〜Ⅱ期
11H14・15・
19・20

15SE185 3 17.2 （7.8）
にぶい
橙色

にぶい
黄橙色

砂・長・
英・黒

スス ナデ・ハケ ナデ・ハケ 非ロクロ成形、内面黒斑

33 土師器 長胴甕 Ⅰ〜Ⅱ期
11H14・15・
19・20

15SE185
28・ 
32

（14.0） 6.0 
にぶい
橙色

にぶい
橙色

砂・黒 ハケ
ハケ、底部外
面ハケ

非ロクロ成形、外面黒斑

34
黒色
土器

杯類 Ⅰ〜Ⅱ期 11H20 15SE185 17 16.8 （5.3） 黒色 灰白色
英・雲・
黒

ミガキ ミガキ 非ロクロ成形

35 珠洲焼 片口鉢 Ⅲ期頃
11H14・15・
19・20

15SE185 17 灰色 灰色
砂・長・
英・海

ロクロナデ ロクロナデ 卸目9条1単位以上

36 珠洲焼 片口鉢 Ⅳ期
11G7・11・
12・16・17

15SE219 1 32.2 （10.0） 灰黄色
にぶい
黄橙色

砂・長・
海

ロクロナデ ロクロナデ
卸目10条1単位（幅2.8cm）、
還元焔焼成不十分

37 珠洲焼 片口鉢 Ⅳ期
11G7・11・
12・16・17

15SE219 25 34.4 （11.6） 黒色 黒色
砂・長・
英・海

ロクロナデ ナデ 卸目10条1単位（幅2.6cm）

38 珠洲焼 片口鉢 Ⅲ期頃
11G7・11・
12・16・17

15SE219 上層 灰色 灰色
砂・長・
海・黒

ナデ ナデ 輪積痕

39 珠洲焼 片口鉢
11G7・11・
12・16・17

15SE219 2 （7.8） 13.0 灰色 灰色
砂・長・
英・海・
黒

ロクロナデ
卸目11条1単位（幅
2.9cm）、胎土粗悪

40 珠洲焼 片口鉢
11G7・11・
12・16・17

15SE219 4 （4.3） 11.2 
オリー
ブ灰色

オリー
ブ灰色

砂・長・
英・海・
黒

ナデ ナデ 内面使用痕顕著

41 珠洲焼 片口鉢
11G7・11・
12・16・17

15SE219 2 （4.6） 10.4 黄灰色 灰色 砂・長 炭化物 ロクロナデ ロクロナデ 内面使用痕顕著

42 土師器 小型甕 Ⅲ〜Ⅳ期 14J7・8 15SE296 埋土 14.1 10.4 橙色 橙色 砂・英 ナデ・ハケ ナデ ロクロ成形、胎土粗悪

43 珠洲焼 片口鉢 Ⅳ期 8G13 SD151 1 30.6 （11.2） 灰色 灰色
砂・長・
英・海

ロクロナデ ロクロナデ
卸目16条1単位

（幅2.7cm）
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報告 
番号

種類 器種 時期
出土地点 法量（cm） 色調 胎土の 

混入物
付着物 調整など

備考
グリッド 遺構 層位 口径 器高 底径 内側 外側 内面 外面 内面 外面

44 珠洲焼 壺R種 Ⅳ期頃 9I SD318 埋土 灰白色 灰色 英・海 赤色漆 ナデ ナデ 波状文

45 土師質 皿
14世紀
前半

SD462 埋土 7.5 1.7 3.0 
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

長・英・
海・黒

炭化物 炭化物 ナデ
ナデ・指頭圧
痕

灯明皿、手づくね成形

46 越前焼 甕

13世紀
後半〜
14世紀
前半

9H5 SD462 埋土 黒褐色 灰褐色
砂・英・
黒

ナデ ナデ N字状口縁、焼成良好

47 土師器 無台椀
Ⅵ2〜3
期

14I18 SD510 1 11.8 3.9 6.0 橙色 橙色 砂・英 ロクロ成形、摩耗

48 土師器 皿
Ⅵ2〜3
期頃

14J1 SD510 1 13.0 2.5 6.0 橙色 橙色 砂・長 ロクロナデ ロクロナデ
ロクロ成形、底部回転糸切
り、摩耗

49 土師器 皿
Ⅵ2〜3
期頃

13J10 SD510 1 15.0 2.4 7.4 
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

砂・英 ロクロナデ ロクロナデ
ロクロ成形、底部回転糸切
り、摩耗

50 土師器 小型甕 Ⅳ期 14J6 SD510 1 15.0 （5.5） 橙色 橙色
砂・長・
英

ロクロナデ ロクロナデ ロクロ成形、焼成良好

51 土師器 長胴甕 Ⅳ期 14J1 SD510 1 22.8 （6.1）
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

砂・英・
雲

ナデ・カキメ ナデ・ハケ ロクロ成形

52 土師器 長胴甕 Ⅳ期 14J2 SD510 1 21.8 （10.8）
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

砂・長・
英

ナデ・カキメ
ナデ・ハケ・
ケズリ

ロクロ成形

53
黒色
土器

高杯
Ⅰ期前
後

14I18 SD510 1 （5.3） 黒色 灰白色 砂・英 ミガキ ナデ 非ロクロ成形、輪積痕

54 須恵器 無台杯
Ⅳ1〜2
期

14I13 SD510 7 11.4 3.6 6.4 灰黄色 灰黄色 砂 ロクロナデ ロクロナデ
底部ヘラ切り、還元焔焼成
不十分

55 須恵器 無台杯
Ⅳ1〜2
期

14J1 SD510 1 12.0 3.0 7.6 灰色
灰オリー
ブ色

長・英・
黒

ロクロナデ ロクロナデ 底部ヘラ切り、胎土砂質

56 須恵器 無台杯
Ⅲ2 〜
Ⅳ1期

13I25・14J1 SD510 1 12.6 3.0 8.0 灰色 灰色 黒 ロクロナデ ロクロナデ
底部ヘラ切り→ナデ、内外
面十字の火だすき痕

57 須恵器 無台杯 Ⅲ2期 13K1 SD510 12 12.8 3.1 7.8 灰色 灰白色 英・黒 ロクロナデ ロクロナデ 底部ヘラ切り、胎土精良

58 須恵器 有台杯 Ⅲ2期 14J2 SD510 1 12.2 4.1 8.9 淡黄色 淡黄色 砂・英 ロクロナデ ロクロナデ
底部ヘラ切り→ナデ、胎土
精良、還元焔焼成不十分

59 須恵器 杯蓋 Ⅳ期 14J1 SD510 1 （1.9）
灰オリー
ブ色

灰色 英・黒 ロクロナデ ロクロナデ 胎土精良

60 須恵器 瓶類 13J19 SD510 1 灰白色 灰色 英 ロクロナデ ロクロナデ 焼成良好、（SI465）

61 珠洲焼 甕 Ⅳ期頃 12K8 SD510 1 黄灰色 黄灰色
砂・英・
海

ロクロナデ・ 
あて具痕

ロクロナデ・ 
平行タタキ

焼成良好

62 珠洲焼 甕 Ⅳ期頃
13J14・
15H22

SD510 1・2 灰色 灰色
英・海・
黒

ナデ・あて具
痕

ナデ・平行タ
タキ

焼成良好

63 越前焼 甕
16世紀
下限

14I18 SD510 1 褐灰色
暗赤褐
色

砂・英 ナデ
押印文（格子目）、68と同
一個体?

64
瀬戸美
濃焼

天目
古瀬戸
後期Ⅲ〜
Ⅳ期頃

13J12 SD510 1 11.6 （3.9） 黒色 黒色 長 内外鉄釉

65
瀬戸美
濃焼

天目
大窯2 〜
3期頃

12J24 SD510 1 11.0 （3.1） 暗褐色 暗褐色 英 内外鉄釉

66 白磁 椀・皿

13世紀
後半〜
14世紀
初頭

12J25 SD510 12 灰白色 灰白色 口禿白磁

67 須恵器 甕 Ⅳ期頃 16K10 15SD23 3 灰色 灰色 長・英 ナデ ナデ? 波状文

68 越前焼 甕
16世紀
下限

9G2 SK256 3 褐灰色
暗赤褐
色

砂・長・
英

ナデ? ナデ
押印文（格子目）、
63と同一個体?

69 白磁 皿

13世紀
後半〜
14世紀
初頭

9G2 SK256 4 10.0 （2.8）
明オリー
ブ灰色

明オリー
ブ灰色

口禿白磁

70 珠洲焼 片口鉢 Ⅲ〜Ⅳ期 8G13 SK264 1 28.0 （7.2） 灰黄色 黄灰色
英・海・
黒

ナデ ナデ
卸目10条1単位（幅
1.8cm）、（SI255・
SD151）

71 珠洲焼 片口鉢 Ⅳ期 9G6 SK296 1 30.4 （11.7） 褐灰色 褐灰色
英・海・
黒

ロクロナデ ロクロナデ
卸目7条1単位（幅1.2cm）、
21と同一個体?（SE800）

72 土師器 小型甕
Ⅳ1期前
後

10I22 SK381 1 14.0 （4.2）
にぶい
黄橙色

にぶい
黄褐色

砂・長・
海

スス ナデ・カキメ ナデ・カキメ ロクロ成形

73 土師質 皿
14世紀
前半

8H22 SK722 1 8.4 1.3 5.0 
にぶい 
黄橙色

橙色 砂・長 炭化物 ナデ
ナデ・指頭圧
痕

手づくね成形、焼成不良、
摩耗

74 珠洲焼 壺T種 Ⅳ期 8G13 P263 3・4 20.8 （33.8） 褐灰色 褐灰色
砂・長・
海

炭化物
ナデ・あて具
痕

ロクロナデ・ 
綾杉状タタキ

（SE800・SD151・
SK167・SK264）

75 白磁 皿

13世紀
後半〜
14世紀
初頭

8H10 P297 埋土 12.2 （2.6） 灰白色 灰白色 口禿白磁

76 土師質 皿
14世紀
前半

8H18 P500 埋土 9.0 1.5 7.6 
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

長・英・
雲

炭化物
?

炭化物
?

ナデ
ナデ・指頭圧
痕

手づくね成形、摩耗

77 珠洲焼 甕 Ⅲ〜Ⅳ期 7I5・8I1 P801 埋土
オリー
ブ黒色

灰色
砂・英・
海

ロクロナデ・ 
あて具痕

ロクロナデ・ 
平行タタキ

78 土師器 小型甕 Ⅳ1期 14J3 Ⅲ 13.6 13.2 6.6 
浅黄橙
色

浅黄橙
色

砂・英・
雲

カキメ ケズリ? ロクロ成形、摩耗

79 土師器 小型甕 Ⅳ1期 14J6 Ⅲ 13.4 10.6 9.0 
にぶい
黄橙色

橙色
砂・英・
雲

スス カキメ
カキメ→ケズ
リ

ロクロ成形、外面黒斑

80 須恵器 無台杯
Ⅲ2 〜
Ⅳ1期

14J3 Ⅲ 13.8 3.5 11.0 
灰オリー
ブ色

オリー
ブ黄色

砂・長・
英

ロクロナデ ロクロナデ
底部ヘラ切り→ナデ、胎土
精良、還元焔焼成不十分

81 須恵器 有台杯 Ⅲ2期 14J8 Ⅲ 14.5 4.0 8.4 灰白色 灰色 長・英 ロクロナデ ロクロナデ 底部ヘラ切り→ナデ

82 須恵器 杯蓋
Ⅲ2期前
後

14J Ⅱ 14.4 （2.2） 灰白色 灰色 英 ロクロナデ
天井部ヘラ切り 
→ロクロナデ

底部ヘラ切り、胎土粘質

83 須恵器 杯蓋
Ⅲ2 〜
Ⅳ1期

14J8 Ⅲ 15.0 2.9 灰白色 灰色 長 ロクロナデ
天井部ヘラ切
り→ロクロナ
デ・ケズリ

胎土砂質

84 須恵器 杯蓋
Ⅲ2 〜
Ⅳ1期

14J8 Ⅲ 15.2 2.7 灰色 灰色 長・英 ロクロナデ
天井部ヘラ切
り→ロクロナ
デ・ケズリ

胎土粘質、火ぶくれ

85 須恵器 杯蓋
Ⅲ2 〜
Ⅳ1期

14J3 Ⅲ 15.6 3.1 灰白色 灰白色
砂・英・
雲

ロクロナデ
天井部ヘラ切
り→ロクロナ
デ・ケズリ

胎土砂質、還元焔焼成不十
分

堂古遺跡　土器・陶磁器観察表（2）
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報告 
番号

種類 器種 時期
出土地点 法量（cm） 色調 胎土の 

混入物
付着物 調整など

備考
グリッド 遺構 層位 口径 器高 底径 内側 外側 内面 外面 内面 外面

86 土師質 皿
14世紀
前半

8I5 Ⅲ 8.6 1.7 4.2 
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

長・英・
雲

炭化物 炭化物 ナデ
ナデ・指頭圧
痕

手づくね成形

87 珠洲焼 瓶類 7I18 Ⅰ
長さ8.4cm、幅2.1cm、 
厚さ1.9cm

褐灰色 褐灰色 英・海 ナデ・手づくね痕 把手

88 青磁 椀 8H Ⅰ 5.6 
オリー
ブ灰色

オリー
ブ灰色

底部内面に重ね焼き痕?、
高台内周辺に被熱?

89 土師器 壺
古墳時
代前期

16L Ⅵ
浅黄橙
色

浅黄橙
色

砂・長・
英・黒

ミガキ ナデ 二重口縁、摩耗

90 土師器 壺
古墳時
代前期

16L15 Ⅵ
浅黄橙
色

にぶい
黄橙色

砂・長・
英・黒

ミガキ ミガキ 二重口縁、摩耗

91 土師器 壺
古墳時
代前期

16L Ⅵ
浅黄橙
色

浅黄橙
色

砂・黒 摩耗

報告 
番号

器種
出土地点 法量（cm）

遺存状況 木取り 備考
グリッド 遺構 層位 長さ 幅 厚さ

115 杭状木製品 7G13・18 SE80 下層 17.0 1.7 0.6 上下端欠 板目 下端は杭状に尖る

116 板状木製品 7G13・18 SE80 下層 10.9 2.5 0.8 裏面上下端欠 柾目

117 漆器椀 9F24・25 SE196 5 底径7.0 底部周辺遺存 横木取り 内外面黒色漆

118 漆器皿 8H1・6 SE412 11 口径9.4、器高1.4、底径6.8 1/4欠 縦木取り 内外面黒色漆、底部外面轆轤挽きの痕跡、13世紀後半〜 14世紀前半

119 漆器椀 8H13 SE737 11 口径14.5、器高6.0、底径6.5 ほぼ完形 横木取り 内外面黒色漆、文様赤色漆、13世紀後半〜 14世紀代

120 板状木製品 8H13 SE737 12 9.7 1.7 0.2 上下端欠 柾目 正面に加工痕顕著

121 板状木製品 8H13 SE737 下層 21.6 4.3 1.0 上下端欠 柾目 直径0.3 〜 0.5cmの孔5か所、孔は摩耗する

122 曲物底板 12H3・4 SE999 13 19.8 15.4 1.1 1/3欠 柾目 3枚の板を合釘で接ぎ合わせる、木釘穴なし、トウヒ属

123 蓋? 12H3・4 SE999 13 18.1 15.4 1.8 右側面欠 板目 直径約0.7cmの孔2か所、キハダ

124 白木椀 12K14・15 15SE222 15 口径 15.8、器高 4.1、底径 9.0 口縁部1/2欠 横木取り
内外面轆轤挽きの痕跡、底部に孔2か所、底部外面に轆轤の固定痕1か所、 
高台がつく可能性あり、未製品?、ブナ属

125
甑底板?

蓋?
13K12・17 15SE229 21 14.4 11.4 0.5 左右側面欠 柾目 正面黒色付着物、中央に直径0.9cmの孔、四隅に直径約0.5cmの孔、ヒノキ

126 箸 12G7 15SE282 21 20.2 0.6 0.5 ほぼ完形 上下端尖る、スギ

127 部材 12G7 15SE282 21 25.8 1.8 1.6 上下端欠 柾目 下部に加工痕（抉り）

128 曲物底板 14J7・8 15SE296 30 12.7 12.1 1.0 右外周欠 柾目 加工痕、線状痕、木釘穴なし?、ヒノキ

報告 
番号

器種
出土地点 法量（cm・g）

調整・使用痕など 遺存状況 備考
グリッド 遺構 層位 長さ 幅 厚さ 重さ

92 転用研磨具 7E8 SE237 7 7.9 8.8 1.3 110.6 外面タタキ部分が使用面 完形 珠洲焼甕・壺を転用

93 平瓦 10H1・2・6・7 SE613 6 （8.3）（11.5）2.3〜2.6 237.5 
凹面：布目痕、
凸面：縄叩き痕・指おさえ痕?

一部遺存 須恵質、焼成良好

94 支脚 11H14・15・19・20 15SE185 2  （8.6） 96.7 外：ハケ 脚部欠 残存長の3/4が被熱

95 円筒形土製品 11H14・15・19・20 15SE185 28 （9.2） 219.7 外：ハケ・ナデ・手づくね痕 上半部欠 輪積痕

96 支脚 13J21 SD510 12 5.3 5.4 3.2 74.4 外：手づくね痕 一部遺存 孔径約1.0cm、被熱

97 転用研磨具 12J20 SD510 1 4.7 4.2 1.5 26.9 上端・右側面の断面部分が使用面 完形 珠洲焼甕・壺を転用

98 転用研磨具 SD510 13 11.8 9.5 2.3 177.6 外面タタキ部分・底部外面が使用面 完形 珠洲焼甕・壺を転用

99 転用研磨具 13J17 SD510 上層 11.4 7.2 1.5 108.2 外面タタキ部分が使用面 完形 珠洲焼甕・壺を転用、内面スス?

100 円筒形土製品 11H15 15SX182 埋土 （8.9） 177.3 外：ハケ 上半部欠 輪積痕

101 支脚 13G21 Ⅲ 410.5 内外：手づくね痕 ほぼ完形 外面上半部被熱、摩耗

102 転用研磨具 7H Ⅰ 10.1 5.4 1.9 127.9 外面タタキ部分が使用面 完形 珠洲焼甕・壺を転用、焼成やや不良

報告 
番号

器種
出土地点 法量（cm・g）

石材 付着物 使用痕など 遺存状況 備考
グリッド 遺構 層位 長さ 幅 厚さ 重さ

103 砥石 9E25 SE306 1 （6.6） 2.5 2.4 55.7 凝灰岩 スス 正裏左右側面が使用面、線状痕、刻み痕 上端欠

104 磨製石斧 8I14 SE367 10 8.9 4.2 1.9 104.5 蛇紋岩 刃部に使用痕（剝離）、擦痕 ほぼ完形

105 用途不明 8H13 SE737 埋土 5.9 2.2 1.5 16.3 凝灰岩 正裏面に刻み痕、擦痕 ほぼ完形 砥石?

106 砥石
11H15・ 
12H11

SE1104 1 16.5 5.8 4.0 351.7 砂岩 正裏左右側面が使用面、線状痕、筋状痕 ほぼ完形

107 磨石類 9G6 SD151 埋土 8.9 7.0 5.5 332.1 凝灰岩 正裏面に敲打痕、上下端にツブレ 完形 風化

108 硯 9H18 SD318 2 （10.9） 8.8 2.0 329.8 黒色粘板岩 縁に墨痕 裏左右側面に線状痕（製作痕?） 上端欠
縁高さ約0.2cm、海部
深さ約1.3cm、剥落

109 砥石 9H18 SD318 2 10.4 3.8 2.9 164.0 凝灰岩 スス 正裏左右側面が使用面、線状痕、刻み痕
上端欠、
下端一部欠

110 砥石 SD318 1 8.6 3.5 2.2 87.0 凝灰岩 スス 正裏左右側面が使用面、線状痕 上端欠

111 砥石 SD318 2 11.2 3.2 2.4 167.6 凝灰岩 スス 正裏左右側面が使用面 上下端欠

112 石鉢 13J12 SD510 1 砂岩 片口部のみ

113 砥石 13K1 SD510 12 7.7 （7.4） 4.5 396.8 安山岩 正裏面が使用面、線状痕、刻み痕 左側面欠

114 砥石 8G24 Ⅲ 9.1 3.9 3.1 174.3 流紋岩 スス 正裏左右側面が使用面、線状痕 上下端欠

堂古遺跡　土器・陶磁器観察表（3）

堂古遺跡　土製品観察表

堂古遺跡　石製品観察表

堂古遺跡　木製品観察表
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遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行 備考

SB09

20・21L、21M N-22°-E 2間×1間 27.30 6.56 4.16 2010年度調査分

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔 備考

P213 有 楕円形 階段状 0.72×0.58 0.76 13.30 P213-P216 2.28 柱痕径 0.13

P216 不明 楕円形 不明 0.32×0.24 0.49 13.53 P216-P276 4.24 

P276 不明 楕円形 不明 0.35×0.28 0.73 13.30 P276-P286 4.16 

P286 不明 楕円形 不明 0.38×0.29 0.77 13.16 P286-P225南 4.12 

P225南 不明 楕円形 不明 0.59×0.32* 0.84 13.15 P225南-15P15 2.36 

15P15 無 楕円形 箱状 0.63×0.38 0.27 13.68 15P15-P213 4.18 

P215 不明 楕円形 不明 0.31×0.25 0.63 13.41 P215-P216 0.68

P277 不明 楕円形 不明 0.24×0.18 0.60 13.41 P277-P276 0.96 

P284 不明 楕円形 不明 0.22×0.18 0.46 13.48 P284-P286 0.94 

P225北 不明 不明 不明 0.59×0.32* 0.66 13.33 P225北-P225南 0.70 

15P16 無 円形 階段状 0.37×0.34 0.28 13.65 15P16-15P15 0.56

*P225の規模は南と北を合わせた規模。

遺構番号 グリッド 平面形 断面形 長軸・長径 短軸・短径 深さ 底面標高 新旧関係 備考

SE212 20L5・10、21L1・6     円形 Ｕ字状 1.09 1.00 1.08 12.90 <15P72 2010年度調査分

15SE32 20L7・8 円形 Ｕ字状 1.26 1.18 2.31 11.67 >15SD48・15P61・15P62

15SE44 20L17・22 円形 Ｕ字状 0.83 0.76 2.00 11.98 

15SE74 19L7・8 円形 箱状 0.79 0.72 1.00 12.87 <15SK38

15SE81 19M15 楕円形 Ｕ字状 1.09 0.87 1.20 12.54 

15SE82 19M15・20、20M11・16 楕円形 階段状 1.24 1.03 1.24 12.50 >SD267

15SE100 20M1 方形 箱状 0.86 0.83 1.10 12.37 <明治以降構築の濠

15SE107 20M3・8 楕円形 箱状 0.83 0.66 1.20 12.06 <SK291

15SE108 20M7 円形 Ｕ字状 0.88 0.83 1.78 12.08 >15SE162

15SE111 18I19 円形 箱状 0.89 0.85 0.78 13.12 >15P221

15SE121 20J18・23 楕円形 Ｕ字状 1.00 0.81 1.42 12.62 >15P151

15SE155 19J19 方形 箱状 0.98 0.94 1.07 12.98 

15SE162 20M7 円形 箱状 1.09 1.03 0.93 12.86 <15SE108

15SE193 17J10、18J6 楕円形 Ｕ字状 1.62 1.33 1.97 12.10 

15SE214 19J18・22・23 円形 箱状 1.22 1.10 1.77 12.35 >15P292 、<15SK170

15SE291 19J7 楕円形 台形状 0.89 0.68 0.71 13.26 <15SK170・15SK252

遺構番号 グリッド 平面形 断面形 長軸・長径 短軸・短径 深さ 新旧関係 備考

SK291 20M3・4・8・9 楕円形 台形状 3.15 2.05 0.52 >15SE107、<SD267・P290

15SK140 20J6 不整形 半円状 0.71 0.59 0.39 

15SK163 18K10・15 方形 弧状 1.33 1.15 0.29 

15SK169 18J11・12 円形 Ｕ字状 1.62 1.47 0.70 

15SK170
18J14・15・19・20・25、
19J6 〜 8・11 〜 13・16 〜 18・
21 〜 23

不整形 台形状 7.70 5.70 0.92 
>15SE214・15SE291・15SK247・15P292、
<15SK252

近世の火事始末

15SK180 20J1 円形 半円状 0.56 0.49 0.35 

15SK199 19I18・22 〜 24、19J3・4・9 不整形 台形状 4.65 2.40 0.78 <15SK252 近世の火事始末

15SK223 18I25、19I21 楕円形 階段状 1.17 0.83 0.70 

15SK252 19I21 〜 23、19J1 〜 3・6 〜 8 方形 半円状 3.65 3.30 0.80 
>15SE291・15SK170・15SK199・15P298、 
<15SK305

近世の火事始末

遺構番号 グリッド 長軸方向 平面形 断面形 長さ 幅 深さ 新旧関係 備考

SD253 20M N-81°-W 直線状 半円状 5.80 0.65 〜 1.10 0.25 <15SD94 西側に延伸

SD267 19・20M N-70°-W 直線状 台形状 14.18 〜 0.70 〜 1.20 0.55 >SK291、 <15SE82・15SD94 東側・西側ともに延伸

SD299 19・20N N-74°-W 直線状 弧状 8.08 〜 0.50 〜 0.70 0.26 

15SD94 19・20M N-82°-W 直線状 半円状 7.40 〜 0.45 〜 0.95 0.17 >SD253・SD267

下割遺跡　掘立柱建物観察表
単位：m

下割遺跡　井戸観察表
単位：m

下割遺跡　溝観察表
単位：m

下割遺跡　土坑観察表
単位：m

報告 
番号

器種
出土地点 法量（cm・g）

遺存状況 備考
グリッド 遺構 層位 長さ 幅 厚さ 重さ

129 用途不明 8E9・14 SB1018-P122 2 13.0 2.8 1.3 47.0 上下端欠 上端剣先状?下部に突起物

130 刀子 8E18 SB1018-P114 1 （5.5） 1.7 0.4 7.0 刃部・茎部が一部遺存

131 鎌 10E22 SB1019-P168 1 刃部長 17.0 刃部幅 4.2 0.4 170.0 ほぼ完形
柄部に木質・目釘残存、柄部幅1.5 〜 2.0cm、
目釘の厚さ5.5 〜 5.6cm

132 刀子 8E16 SE315 8 （4.0） 2.6 0.6 14.0 区周辺のみ遺存

133 小刀 12K14・15 15SE222 15 29.3 2.1 0.3 45.5 ほぼ完形 茎に目釘穴1か所

134 刀子 9H21 SD318 1 （2.6） 1.3 0.5 3.0 区周辺のみ遺存

135 用途不明 9I3 SD328 1 （4.6） 3.1 0.8 14.0 折り曲げるように成形

136 用途不明 8E20 Ⅲ （11.1） 3.1 0.5 36.0 上端欠 上部には柄がつく可能性、下端は平坦

堂古遺跡　金属製品観察表
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報告 
番号

種類 器種
出土地点 法量（cm） 付着物 文様など

備考
遺構 層位 口径 器高 底径 内面 外面 内面 外面

3 瀬戸焼 椀 15SK252 3・4 18.2 （3.6） 8.2 スス スス 緑釉、透明釉 緑釉、透明釉 端反椀、被熱（15SK199）

4 瀬戸焼 椀 15SK252 4 9.2 5.6 4.0 スス スス 透明釉 飴釉、透明釉、沈線 腰錆椀、被熱、19世紀前半

5 信楽焼 椀 15SK170 5 8.9 3.0 5.7 透明釉 透明釉、削り出し高台
小杉椀、被熱、高台径3.4cm、
18世紀後半〜 19世紀初頭

6 肥前磁器 椀蓋 15SK170 1・5 10.2 3.1 スス スス 四方襷文、コンニャク印判五弁花 菊花文、松文 被熱（15SK252）

7 肥前磁器 椀 15SK252 2・3 12.0 6.8 4.4 スス スス 四方襷文、コンニャク印判五弁花 菊花文、松文 被熱（15SK170・199）

8 肥前磁器 椀蓋 15SK170 5 10.6 2.4 スス スス 鷺文 草文、果樹文、家屋文 広東椀、被熱（15SK252）

9 肥前磁器 椀 15SK170 5 11.6 6.2 6.4 スス スス 鷺文 草文、果樹文、家屋文 広東椀、焼継痕、被熱

10 肥前磁器 椀蓋 15SK199 3 9.6 （2.2） 四方襷文 青磁釉

11 肥前磁器 椀 15SK252 3 10.8 （7.5） スス スス 四方襷文、コンニャク印判五弁花 青磁釉 被熱（15SK170）

12 肥前磁器 椀蓋 15SK170 5 9.6 3.3 スス 四方襷文、手描き五弁花 青磁釉、高台内二重角枠渦福

13 肥前磁器 椀 15SK170 5 9.6 4.9 3.6 スス 雪輪草花文 高台内に銘（｢大明年製｣ ?）、被熱

14 肥前磁器 椀 15SK170 5 12.4 5.8 4.2 スス スス コンニャク印判五弁花 雪輪草花文 高台内に銘（｢大明年製｣ ?）、被熱

15 肥前磁器 椀 15SK170 2 7.9 5.7 4.2 手描き五弁花 斜格子文、丸文 半筒形

16 肥前磁器 小杯 15SK252 2・3 6.8 3.4 3.0 スス スス 白磁、被熱

17 肥前磁器 小杯 15SK199 4 4.6 2.6 3.0 スス スス 若松文 被熱（15SK170・252）

18 肥前陶器 小皿 15SK170 5 9.8 4.4 2.8 鉄釉 鉄釉 底部回転糸切り、内面重ね焼き痕、被熱

19 肥前磁器 小皿 15SK199 3 10.0 2.0 6.0 スス スス 松文 松葉文 手塩皿、隅丸菱形、貼り付け高台、被熱

20 肥前陶器 中皿 15SK170 5 19.4 6.0 7.2
スス、 
炭化物

スス、 
炭化物

蛇の目釉剝ぎ 刷毛目唐津、稜花形、被熱

21 肥前磁器 中皿 15SK170 5 12.0 3.6 4.0 スス スス 格子目文、蛇の目釉剝ぎ 底部内面重ね焼き痕

22 肥前磁器 中皿 15SK170 5 14.0 3.4 7.0 スス スス
梅花繋ぎ文、コンニャク印判五
弁花、蛇の目釉剝ぎ

被熱（15SK252）

23 肥前磁器 中皿 15SK170 5 18.2 3.6 8.2 スス スス
草文、コンニャク印判五弁花、
蛇の目釉剝ぎ

24 肥前磁器 大皿 15SK170 5 22.0 2.9 14.2 スス スス 葡萄文 輪花皿、被熱（15SK252）

25 肥前磁器 大皿 15SK170 5 スス スス 雲文、宝文、鳥類文 「富貴長春」銘 被熱

26 肥前陶器 擂鉢 15SK170 5 38.0 17.0 17.4 スス スス 鉄釉 鉄釉
卸目14条1単位（幅3.5cm）、貼り付け高台、
被熱、18世紀前葉〜中葉にさかのぼる?

27 肥前陶器 鉢 15SK199 3 45.6 15.3 13.2 波状文、横線
被熱、18世紀前葉〜中葉にさかのぼる?

（15SK170・252）

28 越前焼 鉢 15SK199 3 35.6 16.9 25.6 スス 突起 被熱、19世紀初頭頃（15SK252）

29 肥前磁器 火入 15SK170 5 10.0 （5.6） スス 松竹文、雪輪文 被熱

30 肥前磁器 火入 15SK199 3 10.8 8.3 5.2 スス
スス、 
炭化物

一部青磁釉 青磁釉 被熱（15SK170）

31 瀬戸焼 香炉 15SK199 4 10.8 9.2 10.6 一部飴釉 飴釉 筒形香炉、ヘラ彫り、被熱、18世紀後半頃

32 肥前磁器 香炉 15SK170 5 8.2 4.8 3.0 スス スス 一部青磁釉 青磁釉 袴腰香炉、三足、被熱

33 肥前磁器 香炉 15SK199 4 7.6 5.6 3.8 スス スス 一部青磁釉 青磁釉 畳付に鉄泥、三足、被熱（15SK170）

34 信楽焼 瓶類 15SK252 3 （6.6） 6.6 灰釉? 灰釉? 被熱（15SK199）

35 肥前磁器 瓶類 15SK170 5 2.0 10.1 4.2 スス スス 松竹梅文、鋸歯状文 高台砂付着、被熱

36 肥前磁器 瓶類 15SK170 5 （16.8） 6.8
スス、 
炭化物

スス 草文 肩部貫入、高台砂付着、被熱（15SK252）

37 肥前磁器 瓶類 15SK170 5 スス スス 色絵文様 色絵磁器、被熱

38 肥前磁器 水指 15SK170 5 9.2 （0.8） スス 釉剝ぎ 唐草文 水指の蓋?、鉄泥塗布、被熱

39 肥前磁器 水滴 15SK170 5 長さ10.9、幅6.9、厚3.2 スス スス 陽刻、被熱（15SK252）

40 信楽焼 壺蓋 15SK170 5 7.3 5.0 スス 灰釉 被熱

41 信楽焼 壺 15SK170 5 7.8 （10.5） スス 灰釉 灰釉 体部下位ケズリ（施釉なし）、被熱

42 瀬戸焼 甕 15SK199 3 14.0 11.8 9.8 柿釉 柿釉、灰釉、沈線
内面目跡、被熱、19世紀前半

（15SK170・252）

43 肥前陶器 甕 15SK170 5 8.8 （6.1） 鉄釉 被熱

44 肥前陶器 甕 15SK170 5 29.0 29.9 13.6 白化粧土 白化粧土、鉄絵
半胴甕、被熱、18世紀後半〜 19世紀中
葉（15SK252）

45 肥前陶器 甕 15SK252 3・4 32.7 （11.6） スス スス 鉄釉、あて具痕（格子目） 鉄釉、縄状突帯

46 瓦質土器 火鉢 15SK199 3 22.0 22.8 21.0 スス スス 突起、ナデ ナデ 透かし3単位、被熱（15SK170）

報告 
番号

種類 器種 時期
出土地点 法量（cm） 色調 胎土の 

混入物
付着物 調整など

備考
グリッド 遺構 層位 口径 器高 内側 外側 内面 外面 内面 外面

1 珠洲焼 甕 Ⅱ期 18I19 15SE111 5 39.8 （8.0）浅黄橙色 灰白色・褐灰色 砂・英・黒 あて具痕? 平行タタキ 還元焔焼成不十分、摩耗

2 青磁 椀
13世紀
後半頃

18I19 15SE111 5 緑灰色 緑灰色 鎬蓮弁文

47 土師器 鍋 Ⅳ期 20J16 Ⅳ 36.4 （11.8）明黄褐色 にぶい黄褐色 砂・黒 コゲ スス ハケ 摩耗

下割遺跡　近世陶磁器観察表

下割遺跡　石製品観察表

下割遺跡　土器・陶磁器観察表
砂：砂粒、英：石英、雲、金雲母、黒：黒色粒子、海：海綿骨針、長：長石、チ：チャート

報告 
番号

器種
出土地点 法量（cm・g）

石材 付着物 使用痕など 遺存状況 備考
グリッド 遺構 層位 長さ 幅 厚さ 重さ

48 磨石類 20L7・8 15SE32 9 12.0 7.5 6.5 828.5 安山岩 上下端・右側面に敲打痕 完形

49 台石 19M15 15SE81 5 12.6 8.7 3.2 419.3 安山岩 正面が使用面、線状痕 左側面下端欠
右側面は自然面、
上端・裏面は成形?

50 砥石 20M3・8 15SE107 3 （9.9） 4.4 3.6 131.7 凝灰岩 正裏左右側面が使用面、線状痕、刻み痕 下端欠 鎌砥?

51 砥石 20M7 15SE108 5 （5.4） 3.5 1.7 44.6 凝灰岩 正裏左右側面が使用面、線状痕 上下端欠 変形顕著

52 台石 17J10、18J6 15SE193 4 （10.6） 12.9 4.4 785.9 安山岩 スス 正裏右側面が使用面 左側面下端欠

53 硯 18・19J 15SK170 5 14.7 5.9 2.5 361.6 粘板岩? 墨痕 線状痕 ほぼ完形 被熱

54 砥石 18・19J 15SK170 5 12.3 5.0 3.0 265.3 凝灰岩 スス 正裏左右側面が使用面、擦痕、線状痕 左上端欠 変形顕著

55 砥石 18・19J 15SK170 7 14.3 6.5 5.3 687.1 砂岩 正裏左右側面が使用面 ほぼ完形 置き砥石?、被熱?

56 用途不明 18・19J 15SK170 5 13.0 8.5 4.0 497.0 安山岩 炭化物 正面に凹み、顕著な使用痕なし 右下端欠 被熱

57 建築部材? 18・19J 15SK170 5 （27.8） 13.4 12.1 2307.8 凝灰岩 スス 全面に加工痕、約2.6cm×約3.7cmの孔1か所 上端左側面欠 丁寧な面取り
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遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行 備考

SB124

5・6F N-88°-E 2間×2間 16.50 5.00 3.30 2011年度調査分

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔 備考

P116 無 円形 Ｕ字状 0.20×0.20 0.50 14.07 P116-15P557 3.20 

15P557 無 楕円形 Ｕ字状 0.19×0.15 0.14 14.34 15P557-15P381 1.60 

15P381 無 円形 Ｕ字状 0.25×0.22 0.36 14.12 15P381-15P383 1.75 

15P383 無 円形 Ｕ字状 0.31×0.27 0.49 13.98 15P383-P112 3.20 

P112 無 円形 Ｕ字状 0.22×0.20 0.34 14.17 P112-P113 1.85 

P113 無 楕円形 Ｕ字状 0.28×0.22 0.42 14.03 P113-P115 1.80 

P115 円形 漏斗状 0.31×0.28 0.24 14.33 

P114 無 円形 Ｕ字状 0.22×0.21 0.38 14.10 
P116-P114 
P114-P112

1.60 
1.75

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB354

11K・L N-0° 3間〜×1間 44.78 〜 8.78 〜 5.10 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P223 無 楕円形？ Ｕ字状 0.47×0.24 0.31 13.59 15P223-15P39 3.44 

15P39 有 楕円形 台形状 0.38×0.31 0.52 13.44 15P39-15P15 5.10 柱痕径 0.15

15P15 無 楕円形 Ｖ字状 0.63×0.46 0.56 13.60 15P15-15P8 3.21 

15P8 無 円形 Ｕ字状 0.35×0.25 0.43 13.52 15P8-15P20 3.25 

15P20 無 楕円形 Ｕ字状 0.45×0.36 0.30 13.62 15P20-15P86 2.32 

15P86 有 楕円形 台形状 0.31×0.25 0.38 13.52 − − 柱痕径 0.13

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB355

11K・L N-0° 2間〜×1間 27.83 〜 4.96 〜 5.61 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P38 有 楕円形 台形状 0.43×0.33 0.34 13.63 15P38-15P14 5.61 当たりあり

15P14 無 円形 漏斗状？ 0.45×0.39 0.50 13.49 15P14-15P34 2.70 

15P34 無 円形 箱状 0.28×0.25 0.35 13.70 15P34-15P21 2.26 

15P21 有 円形 台形状 0.37×0.32 0.34 13.62 − − 当たりあり

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB356

10・11J・K N-75°-W 5間×4間（身舎3間×2間）
63.60 

（身舎22.45）
10.00（身舎6.10） 6.36（身舎3.68）

柱穴（身舎） 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P337 無 円形 漏斗状？ 0.36×0.35 0.51 13.57 15P337-15P170 1.94 

15P170 有 楕円形 台形状 0.24×0.19 0.47 13.60 15P170-15P159 2.66 柱痕径 0.12

15P159 無 楕円形 台形状 0.32×0.24 0.35 13.72 15P159-15P338 1.68 

15P338 有 円形 Ｕ字状 0.35×0.30 0.41 13.65 15P338-15P145 1.84 柱痕径 0.08

15P145 有 円形 Ｕ字状 0.23×0.23 0.20 13.84 15P145-15P146 1.83 

15P146 無 円形 Ｕ字状 0.26×0.25 0.31 13.71 15P146-15P119 1.70 

15P119 有 円形 漏斗状？ 0.31×0.30 0.29 13.73 15P119-15P151 2.80 柱痕径 0.14

15P151 無 円形 階段状 0.33×0.30 0.43 13.58 15P151-15P331 1.84 

15P331 有 楕円形 階段状 0.29×0.22 0.19 13.81 15P331-15P332 1.98 柱痕径 0.05

15P332 無 楕円形 半円状 0.31×0.22 0.13 13.93 15P332-15P337 2.03 

柱穴（廂） 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔 備考

15P187 有 円形 Ｕ字状 0.27×0.24 0.24 13.84 15P187-15P189 1.76 

15P189 無 円形 漏斗状 0.24×0.21 0.46 13.66 15P189-15P180 1.94 

15P180 無 円形 台形状 0.18×0.17 0.20 13.92 
15P180-15P160 
15P180-15P170

2.60 
1.44

15P160 無 楕円形 箱状 0.31×0.24 0.27 13.80 15P160-15P161 1.80 

15P161 無 楕円形 Ｕ字状 0.33×0.26 0.31 13.77 15P161-15P362 1.90

15P362 無 円形 Ｖ字状 0.28×0.24 0.36 13.73 15P362-15P167 1.74 

15P167 無 不整形 箱状 0.35×0.23 0.27 13.75 15P167-15P139 1.28 

15P139 有 円形 Ｕ字状 0.30×0.26 0.27 13.78 15P139-15P76 1.71 柱痕径 0.13

15P76 無 円形 漏斗状 0.25×0.23 0.44 13.58 15P76-15P114 1.63 

15P114 有 円形 Ｕ字状 0.27×0.23 0.42 13.60 15P114-15P124 1.70 柱痕径 0.06

15P124 有 円形 Ｕ字状 0.22×0.21 0.46 13.54 15P124-15P148 1.48 柱痕径 0.08

15P148 無 楕円形 Ｕ字状 0.20 〜×0.18 0.23 13.77 15P148-15P330 3.00 

15P330 有 円形 Ｕ字状 0.22×0.19 0.28 13.62 15P330-15P169 1.89 柱痕径 0.10

15P169 無 円形 Ｖ字状 0.21×0.18 0.16 13.81 15P169-15P158 1.59 

15P158 有 方形 漏斗状 0.27×0.25 0.38 13.68 15P158-15P336 1.34 柱痕径 0.09

15P336 無 円形 不明 0.28×0.26 0.19 13.87 15P336-15P207 1.70 

15P207 無 円形 箱状 0.22×0.19 0.17 13.88 15P207-15P332 1.74 

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB425

11J・K N-31°-W 2間×2間 8.64 3.40 2.54 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P57 無 円形 Ｕ字状 0.24×0.22 0.32 13.67 15P57-15P97 1.56 

15P97 有 楕円形 半円状 0.25×0.20 0.25 13.66 15P97-15P101 1.80 当たりあり

15P101 無 円形 箱状 0.23×0.22 0.46 13.56 15P101-15P340 1.22 

15P340 無 円形 不明 0.22×0.22 0.13 13.87 15P340-15P339 1.32 

15P339 無 楕円形 不明 0.21×0.16 0.32 13.68 15P339-15P78 1.62 

15P78 無 円形 Ｕ字状？ 0.27×0.25 0.25 13.75 15P78-15P96 1.46 

15P96 有 楕円形 階段状 0.35×0.25 0.44 13.52 15P96-15P50 1.22 柱痕径 0.16

15P50 有 円形 階段状 0.31×0.31 0.31 13.69 15P50-15P57 1.12 

二反割遺跡　掘立柱建物観察表（1）
 単位：m

報告 
番号

器種
出土地点 法量（cm）

遺存状況 木取り 備考
グリッド 遺構 層位 長さ 幅 厚さ

58 露卯下駄 20M3・8 15SE107 4 21.3 10.0 3.1 1/4欠 板目 台表面の破損顕著、差歯遺存、モクレン属

59 折敷底板 19J18・22・23 15SE214 11 30.0 12.5 1.0 1/2欠 柾目 加工痕、線状痕、スギ

下割遺跡　木製品観察表
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遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB426

11J、11・12I N-3°-E 3間×1＋1間 46.22 7.86 5.88（身舎4.70）

柱穴（身舎） 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P42 無 楕円形 台形状 0.46×0.33 0.42 13.59 15P42-15P44 2.54 

15P44 無 楕円形 箱状 0.28×0.23 0.45 13.57 15P44-15P67 3.14 

15P67 有 楕円形 台形状 0.37×0.24 0.42 13.68 15P67-15P68 2.18 柱痕径 0.13

15P68 無 楕円形 階段状 0.53×0.29 0.60 13.56 15P68-15P48 4.70 

15P48 無 円形 台形状 0.33×0.29 0.18 13.94 15P48-15P18 2.16 

15P18 有 円形 漏斗状 0.29×0.26 0.35 13.73 15P18-15P49 3.04 柱痕径 0.10

15P49 無 方形 Ｕ字状 0.42×0.36 0.45 13.56 15P49-15P12 2.48 

15P12 無 楕円形 弧状 0.33×0.23 0.10 13.87 15P12-15P42 4.70 

柱穴（廂） 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔 備考

15P353 無 円形 箱状 0.18×0.18 0.21 13.66 15P353-15P10 2.62 

15P10 無 楕円形 箱状 0.21×0.16 0.12 13.88 15P10-15P22 2.94 

15P22 無 楕円形 階段状？ 0.31×0.22 0.19 13.88 15P22-15P35 2.42 

15P35 無 不整形 漏斗状 0.28×0.27 0.37 13.74 15P35-15P48 1.02 

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB492

10・11I・J N-4°-E 2間×2間 10.52 3.35 3.14 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P181 無 楕円形 台形状 0.23×0.19 0.41 13.75m 15P181-15P182 2.00 

15P182 有 円形 漏斗状？ 0.25×0.22 0.44 13.72m 15P182-15P183 1.34 柱痕径 0.14

15P183 無 円形 Ｕ字状 0.18×0.18 0.39 13.76m 15P183-15P184 1.28 

15P184 有 楕円形 Ｕ字状 0.21×0.17 0.22 13.94m 15P184-15P163 1.49 当たりあり

15P163 有 楕円形 漏斗状？ 0.27×0.21 0.52 13.61m 15P163-15P479 1.25 柱痕径 0.12

15P479 有 楕円形 漏斗状？ 0.30×0.21 0.32 13.80m 15P479-15P559 2.10 柱痕径 0.08

15P559 無 円形 台形状 0.19×0.17 0.30 13.81m 15P559-15P181 3.14 

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB561

6・7E・F N-89°-W 5間×4間 54.00 8.06 6.70 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P421 無 楕円形 半円状 0.24×0.19 0.19 14.30 15P421-15P493 1.55 

15P493 無 円形 半円状 0.24×0.21 0.13 14.36 15P493-15P509 1.67 

15P509 無 楕円形 半円状？ 0.38×0.30 0.18 14.26 15P509-15P420 1.60 

15P420 有 楕円形 Ｕ字状 0.27×0.22 0.21 14.26 15P420-15P518 1.88 柱痕径 0.11

15P518 有 楕円形 漏斗状 0.29×0.24 0.38 14.05 15P518-15P515 1.36 柱痕径 0.11

15P515 無 円形？ 漏斗状 0.28×0.13 〜 0.45 14.08 15P515-15P360 1.58 

15P360 有 楕円形 Ｕ字状 0.33×0.27 0.43 14.08 15P360-15P387 1.70 柱痕径 0.19

15P387 無 楕円形 半円状 0.34×0.28 0.32 14.16 15P387-15P473 1.65 

15P473 無 円形？ 箱状 0.18×0.14 〜 0.21 14.19 15P473-15P496 1.43 

15P496 無 円形 弧状 0.33×0.30 0.12 14.35 15P496-15P396 1.74 

15P396 無 不整形 半円状 0.32×0.28 0.25 14.16 15P396-15P397 1.66 

15P397 無 楕円形 台形状 0.29×0.22 0.29 14.20 − −

15P482 無 円形 半円状 0.22×0.19 0.12 14.29 15P482-15P516 1.58 

15P516 無 方形？ 台形状 0.41×0.37 0.14 14.28 15P516-15P398 1.59 

15P398 無 円形 台形状 0.23×0.20 0.34 14.11 15P398-15P346 3.63 

15P346 無 円形 Ｕ字状 0.27×0.26 0.36 14.10 15P346-15P440 1.92 

15P440 無 楕円形 台形状 0.27×0.22 0.24 14.15 15P440-15P389 1.68 

15P389 無 方形 Ｕ字状 0.31×0.30 0.19 14.18 15P389-15P388 1.72 

15P388 無 楕円形 弧状 0.26×0.16 0.11 14.25 15P388-15P495 3.34 

15P495 無 円形 箱状 0.26×0.23 0.13 14.23 15P495-15P510 1.64 

15P510 無 楕円形 台形状 0.37×0.29 0.18 14.22 15P510-15P519 1.54 

15P519 無 楕円形 弧状 0.16×0.11 0.05 14.28 15P519-15P372 1.34 

15P372 無 円形 Ｕ字状 0.23×0.22 0.32 14.10 15P372-15P348 1.80 

15P348 無 不整形 漏斗状 0.22×0.19 0.29 14.06 15P348-15P349 1.33 

15P349 無 円形 Ｕ字状 0.28×0.25 0.32 14.02 15P349-15P439 1.60 

15P439 無 円形 弧状 0.32×0.29 0.15 14.16 15P439-15P446 2.40 

15P446 有 円形 漏斗状？ 0.30×0.27 0.36 13.97 − 柱痕径 0.10

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB562

8・9F・G N-4°-E 4間×1間 41.97 8.78 4.78 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P511 無 円形 半円状 0.34×0.29 0.33 14.38 15P511-15P312 2.45 

15P312 無 円形 台形状 0.28×0.24 0.16 14.42 15P312-15P282 1.99 

15P282 無 不整形 台形状 0.34×0.31 0.18 14.36 15P282-15P311 1.98 

15P311 有 円形 Ｕ字状 0.34×0.30 0.33 14.18 15P311-15P514 2.36 柱痕径 0.17

15P514 無 円形 台形状 0.22×0.20 0.23 14.18 −

15P270 無 円形 台形状 0.47×0.42 0.48 14.20 15P270-15P267 1.82 

15P267 無 楕円形 Ｖ字状 0.27 〜×0.25 0.31 14.40 15P267-15P278 2.66 

15P278 有 円形 半円状 0.24×0.24 0.13 14.55 15P278-15P511 4.78 柱痕径 0.07

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB563

9J、9・10I N-77°-W 3間×1間 43.03 10.10 4.26 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P242 無 円形 漏斗状？ 0.24×0.22 0.34 14.12 15P242-15P234 2.24 

15P234 無 円形 台形状 0.30×0.27 0.26 14.18 15P234-15P231 3.57 

15P231 無 長方形 漏斗状？ 0.39×0.30 0.18 14.20 15P231-15P216 3.39 

15P216 無 楕円形 半円状 0.49×0.30 0.31 14.00 15P216-15P226 4.20 

15P226 無 長方形 Ｖ字状 0.56×0.29 0.41 13.84 15P226-15P236 3.18 

15P236 無 円形 不明 0.29×0.28 0.12 14.13 15P236-15P251 3.74 

15P251 無 楕円形 半円状？ 0.32×0.24 0.17 14.15 15P251-15P281 3.18 

15P281 無 楕円形 不明 0.41×0.28 0.17 14.20 15P281-15P242 4.26 

二反割遺跡　掘立柱建物観察表（2）
 単位：m
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遺構番号 グリッド 長軸方向 平面形 断面形 長さ 幅 深さ 新旧関係など

15SD1A 
15SD1B 
15SD1C 
15SD1D

11K、11・12J、12・13I N-33°-W 直線状

台形状（A） 
弧　状  （B）
半円状（C）
半円状（D）

31.65 〜

0.78（A） 
0.76（B） 
0.70 〜（C） 
1.18（D）

0.32（A） 
0.24（B） 
0.35（C） 
0.42（D）

15SD1A>15SB354-15P223・15SB355、
15SD1A<15SE70・15P46 
4回の変遷（A→B→C→D）

15SD176 9F 〜 I N-8°-E 直線状 台形状 21.70 〜 1.00 0.25
>15P531・15P536、
15SB566と重複するが、新旧関係不明

15SD325 6・7E N-33°-E 直線状 弧状 5.51 0.47 0.14 >15SK474、<15SB561-15P509

15SD371 6・7F、7E N-45°-W 直線状 階段状 15.60 〜 1.01 0.25
>15SB561-15P473・15P516・15P518・
15P519・15SE471・15SK474・15P556

遺構番号 グリッド 平面形 断面形 長径 短径 深さ 底面標高 新旧関係

15SE30 11L25 円形 Ｕ字状 0.65 0.64 0.98 12.98m 15SB354と重複するが、新旧関係不明

15SE70 12J18・23 円形 漏斗状 1.75 1.54 1.91 12.04m >15SD1A・15P46・15P69

15SE130 10J6・7・11・12 円形 Ｖ字状 2.03 1.70 1.78 12.32m >15SB356

15SE132 11J22・23 円形 Ｕ字状 0.95 0.88 1.31 12.79m

15SE350 7F15・20 円形 台形状 1.05 0.96 1.06 13.20m

15SE471 7E2・3・7・8 円形 Ｕ字状？ 1.92 1.77 1.92 12.60m <15SB561-15P515・15SD371

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB564

7・8G N-82°-W 2間×2間 9.15 3.52 2.60 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P472 無 円形 Ｕ字状 0.20×0.18 0.35 14.07 15P472-15P314 1.68 

15P314 無 楕円形 Ｕ字状 0.31×0.22 0.33 14.08 15P314-15P306 1.43 

15P306 無 円形 漏斗状 0.28×0.24 0.19 14.29 15P306-15P333 1.17 

15P333 有 円形 台形状 0.20×0.20 0.22 14.28 15P333-15P427 1.82 柱痕径 0.07

15P427 有 方形 台形状 0.24×0.24 0.27 14.18 15P427-15P487 1.70 柱痕径 0.12

15P487 無 円形 Ｕ字状 0.20×0.19 0.40 14.03 15P487-15P341 1.30 

15P341 無 楕円形 Ｕ字状 0.26×0.21 0.30 14.12 −

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB565

9F・G N-3°-E 2間〜×2間 12.93 〜 3.10 〜 4.17 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P309 無 楕円形 Ｖ字状 0.32×0.22 0.22 14.48 15P309-15P271 3.10 

15P271 無 円形 台形状 0.32×0.30 0.76 13.87 −

15P501 有 長方形 階段状？ 0.35×0.22 0.45 14.23 15P501-15P272 1.96 柱痕径 0.10

15P272 無 円形 台形状 0.19×0.18 0.08 14.61 15P272-15P309 2.21 

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB566

9F・G N-5°-E 2間〜×2間 12.02 〜 2.67 〜 4.50 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P294 無 楕円形 Ｕ字状 0.38×0.25 0.32 14.38 15P294-15P269 2.67 

15P269 無 楕円形 Ｖ字状 0.37×0.29 0.49 14.17 −

15P303 無 楕円形 箱状 0.18×0.15 0.25 14.42 15P303-15P249 2.00 

15P249 無 円形 半円状 0.28×0.24 0.18 14.52 15P249-15P294 2.50 

遺構番号 位置 桁行方向 間数 面積（㎡） 桁行 梁行

備考

15SB567

8・9H・I N-25°-E 3間×2間 52.99 8.52 6.22 

柱穴 柱痕 平面形 断面形 規模 深さ 底面標高 柱穴間隔

15P391 無 円形 台形状 0.54×0.47 0.39 14.23 15P391-15P418 2.92 

15P418 無 楕円形 Ｕ字状 0.40×0.30 0.58 14.14 15P418-15P442 2.54 

15P442 無 楕円形 Ｕ字状 0.24×0.17 0.28 14.47 15P442-15P491 3.06 

15P491 無 楕円形 箱状 0.36×0.29 0.53 14.27 15P491-15P478 3.10 

15P478 無 楕円形 半円状 0.38×0.31 0.23 14.59 −

15P368 無 楕円形 漏斗状？ 0.34×0.26 0.26 14.50 15P368-15P419 2.44 

15P419 無 円形 Ｕ字状 0.40×0.34 0.30 14.42 15P419-15P253 2.98 

15P253 無 楕円形 弧状 0.70×0.44 0.24 14.37 15P253-15P403 3.30 

15P403 無 楕円形 半円状？ 0.55×0.41 0.30 14.27 15P403-15P391 2.80 

遺構番号 グリッド 平面形 断面形 長軸・長径 短軸・短径 深さ 新旧関係 備考

15SK31 11K14・19 楕円形 Ｕ字状 0.90 0.64 0.30 15SB354内

15SK51 11K23・24 不整形 弧状 1.24 1.22 0.18 

15SK305 8G16・17 長方形 弧状 1.68 1.30 0.23 <15SB564-15P306

15SK384 9H11・16 楕円形 弧状 0.97 0.67 0.14 

15SK447 6H9・10・15 不整形 弧状 1.26 1.10 0.27 

15SK554 8F10 楕円形 弧状 0.90 0.65 0.10 15SB562内

15P560 11H16・21 円形 Ｕ字状 0.56 0.51 0.72 

二反割遺跡　性格不明遺構観察表
 単位：m

遺構番号 グリッド 平面形 断面形 長径 短径 深さ 備考

15SX435 8H4 楕円形 台形状 1.02 0.70 0.25 土師器7個体、15SB567内

二反割遺跡　掘立柱建物観察表（3）
 単位：m

二反割遺跡　井戸観察表
単位：m

二反割遺跡　溝観察表
単位：m

二反割遺跡　土坑・ピット観察表
単位：m
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報告 
番号

器種
出土地点 法量（cm・g）

遺存状況 備考
グリッド 遺構 層位 長さ 幅 厚さ 重さ

16 用途不明 7E5 15SD371 2 8.4 1.3 0.9 20.8 完形

17 用途不明 11K2・7 15P84 1 （3.9） （6.3） 0.6 46.1 上縁以外の周縁欠? 鍋などか?

報告 
番号

器種
出土地点 法量（cm）

遺存状況 木取り 備考
グリッド 遺構 層位 長さ 幅 厚さ

14 連歯下駄 7E2・3・7・8 15SE471 39 17.3 11.3 3.5 上端右側面欠 板目 連歯下駄、釘穴あり、台正面に浅い凹み2か所

15 杭状木製品 7E2・3・7・8 15SE471 35 12.8 2.7 1.6 上端欠 半割 正面に樹皮残る、裏面加工痕、年代測定、カエデ属

報告 
番号

種類 器種 時期
出土地点 法量（cm） 色調 胎土の 

混入物
付着物 調整など

備考
グリッド 遺構 層位 口径 器高 底径 内側 外側 内面 外面 内面 外面

1 土師器 鉢? Ⅰ〜Ⅱ期 8H4 15SX435 埋土 17.2 （5.0）
にぶい黄
褐色

灰黄褐色
砂・雲・
英

ハケ ナデ 胎土粗悪、外面被熱

2 土師器 甕 Ⅰ〜Ⅱ期 8H4 15SX435 埋土 20.0 （6.4）
にぶい黄
橙色

にぶい黄
橙色

砂・英 ハケ ハケ
胎土粗悪、焼成不良、
摩耗

3 土師器 甕 Ⅰ〜Ⅱ期 8H4 15SX435 埋土 16.4 （5.6） 明赤褐色 赤褐色
砂・雲・
チ?

ナデ・ハケ
ナデ・ハケ・
ミガキ?

胎土精良、焼成良好

4 土師器 甕 Ⅰ〜Ⅱ期 8H4 15SX435 埋土 （9.8） 明黄褐色 明黄褐色 砂・英 ナデ・ハケ ハケ・ケズリ

5 土師器 甕 Ⅰ〜Ⅱ期 8H4 15SX435 埋土 16.0 （3.4）
にぶい黄
橙色

にぶい黄
橙色

砂・英 胎土粗悪、摩耗

6 土師器 甕 Ⅰ〜Ⅱ期 8H4 15SX435 埋土 （4.0） 明赤褐色 明赤褐色
砂・雲・
英

ナデ・ハケ ナデ 胎土精良

7 土師器 甕 Ⅰ〜Ⅱ期 8H4 15SX435 埋土 （12.5） 明黄褐色 明黄褐色
砂・雲・
英

ナデ・ハケ ハケ 内面黒斑、摩耗

8 土師質? 皿?
7E2・3・
7・8

15SE471 32 （1.5） 5.4 灰黄褐色 灰白色 長?
底部回転糸切り?
胎土砂質、摩耗

9 土師器 甕 Ⅰ〜Ⅱ期 Ⅱa 15.8 26.2 10.0 
にぶい黄
橙色

にぶい黄
橙色

砂・英 コゲ? ハケ
ハケ・ケズリ・ 
ミガキ

胎土精良

10 土師器 甕 Ⅰ〜Ⅱ期? Ⅱa   （2.9） 10.6 黒褐色 黄褐色
砂・雲・
英

炭化物 ナデ? ケズリ 底面外周一部ケズリ

11 須恵器 無台杯 Ⅰ〜Ⅱ期 Ⅱa 11.5 3.8 7.4 灰黄色 灰黄色 英 ロクロナデ
ロクロナデ・ 
ケズリ

底部ヘラ切り、底部
ヘラ記号（K）、胎土
精良

報告 
番号

器種
出土地点 法量（cm・g）

調整・使用痕など 遺存状況 備考
グリッド 遺構 層位 長さ 幅 厚さ 重さ

12 円筒形土製品 9G2 Ⅳa （7.5） （31.5） 外：ハケ・ケズリ?、内：ナデ?・ハケ 上半部・下半部欠 外面被熱、直径8 〜 10cm、輪積痕

二反割遺跡　土器・陶磁器観察表
砂：砂粒、英：石英、雲、金雲母、黒：黒色粒子、海：海綿骨針、長：長石、チ：チャート

二反割遺跡　土製品観察表

二反割遺跡　石製品観察表

二反割遺跡　木製品観察表

二反割遺跡　金属製品観察表

報告 
番号

器種
出土地点 法量（cm・kg）

石材 付着物 使用痕など 遺存状況 備考
グリッド 遺構 層位 長さ 幅 厚さ 重さ

13 石造物 10J6・7・11・12 15SE130 12 27.8 23.5 9.5 8.63 安山岩 正面加工痕 下端以外の周縁裏面欠 石造物?、被熱



図　　　版

　　凡　　例

1　土器・陶磁器の断面は、須恵器は塗りつぶし、その他

は白抜きとした。

2　付着物などはスクリーントーンで表示し、各図版に凡

例を示した。

3　木製品の木目は、木取り部位表示を目的としているた

め、年輪幅は実際を示していない。



堂古遺跡・下割遺跡　全体図 図 版 1
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0 2m（1：40）断面図0 10m（1：200）平面図

SD201
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  

粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質
土をブロック状に含む。

 2 暗オリーブ色粘質土（5Y4/3）  
粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土
をブロック状に含む。

SD209
 1 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  

粘性・しまり弱。黄褐色粘質
  土をブロック状に少量含む。
P210
 1 暗オリーブ色粘質土（5Y4/4）  

粘性弱。しまり強。黄褐色粘
  質土をブロック状にやや多く
  含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  
  粘性・しまり強。黄褐色粘質
  土をブロック状に含む。
 3 オリーブ褐色粘質土
  （2.5Y4/3）  粘性・しまり強。

黄褐色粘質土をブロック状に
  少量含む。
 4 オリーブ褐色粘質土
  （2.5Y4/4）  粘性・しまり強。

黄褐色粘質土をブロック状に
  少量含む。
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SD151（B-B'）
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を

ブロック状に少量含む。炭化物を少
量含む。

 2 黒褐色粘質土（10YR2/2）  
  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土

をブロック状に少量含む。
 3 黄褐色粘質土（10YR5/8）  
  粘性強。しまり普通。黒褐色粘質土

を多く含む。

SD151（C-C'）
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  
  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土を

ブロック状に含む。
 2 灰オリーブ色粘質土（7.5Y5/3）  
  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土を

ブロック状に多く含む。

SD150
 1 暗褐色粘質土（10YR3/4）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
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0 2m（1：40）断面図0 10m（1：200）平面図

SD462
 1 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘

性・しまり弱。黄褐色粘質土を
ブロック状にごく少量含む。

 2 灰オリーブ色粘質土（5Y5/2）  
粘性弱。しまり普通。黄褐色粘
質土をブロック状に多く含む。

SD318
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 3 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり普通。黒褐色粘質土を少量含む。

SD328
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。

SD366
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり普通。

黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。

黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。

SE393
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土・炭化物を少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり強。灰白色粘質土を少量含む。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土を多く含む。炭化物を少量含む。
 4 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  粘性・しまり強。灰白色粘質土・炭化物を多く含む。
 5 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土を多く含む。
 6 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり強。黒褐色粘質土を少量含む。
 7 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土・炭化物を少量含む。
 8 にぶい黄色粘質土（2.5Y6/4）  粘性・しまり強。炭化物を少量含む。
 9 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土・炭化物を少量含む。
 10 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性・しまり強。黒褐色粘質土・黄褐色粘質土・灰白色粘質土を含む。
 11 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土・灰白色粘質土を含む。
 12 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性・しまり強。青灰色粘質土を多く含む。炭化物を少量含む。
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0 10m（1：200）
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P16
 1 暗褐色粘質土（10YR3/3）
  粘性強。しまりなし。
 2 褐色粘質土（10YR4/4）  
  粘性強。しまり普通。

P11
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  

粘性強。しまりなし。
 2 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  

粘性強。しまりなし。
 3 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  

粘性強。しまりなし。

P71
 1 暗褐色粘質土（10YR3/3）  

粘性強。しまり普通。
 2 黒褐色粘質土（10YR2/3）  

粘性強。しまり普通。
 3 褐色粘質土（10YR4/4）  

粘性強。しまり普通。

P66
 1 黒褐色粘質土（10YR2/3）  
  粘性強。しまり普通。
 2 暗褐色粘質土（10YR3/4）  
  粘性強。しまり普通。
 3 褐色粘質土（10YR4/4）  
  粘性強。しまり普通。

P67
 1 黒褐色粘質土（10YR2/3）  
  粘性強。しまり普通。
 2 暗褐色粘質土（10YR3/4）  
  粘性強。しまり普通。
 3 褐色粘質土（10YR4/4）  
  粘性強。しまりなし。 P230

 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり
なし。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。

 2 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性・しまり普通。
  1層をまばらに含む。
 3 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性普通。しまり強。
  1層をまばらに含む。
 4 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性・しまり

強。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 5 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性普通。しまり強。
  4層をまばらに含む。

P241
 1 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり弱。黄褐

色粘質土をブロック状にごく少量含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性弱。しまり強。黄

褐色粘質土をブロック状にごく少量含む。
 3 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しま

り普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 4 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性・しまり

強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。

P834
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性強。しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。

P833
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。

P832
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性強。しまり普通。

黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
P836
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
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P985
 1 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性・しまり弱。
 2 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性弱。しまりな

し。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 3 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり

普通。黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 4 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性弱。しまり

強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 5 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性弱。しまり

強。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。

P300
 1 暗オリーブ色粘質土（5Y4/3）  粘性・しまり弱。

黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 2 暗オリーブ色粘質土（5Y4/3）  粘性弱。しまり普

通。黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 3 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性・しまり

強。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 4 オリーブ黄色粘質土（7.5Y6/3）  粘性普通。しま

り強。
 5 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性強。しまり普通。

暗灰黄色粘質土をまばらに含む。

P122
 1 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性普通。しまり強。

黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 3 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり強。
  黒褐色粘質土を多く含む。

P114
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり強。

黄褐色粘質土を少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり強。

黄褐色粘質土を多く含む。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり強。

黄褐色粘質土をごく少量含む。
 4 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり強。

黄褐色粘質土を少量含む。
 5 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり強。

黒褐色粘質土を含む。

P119
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2） 粘性普通。しまり強。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 3 暗褐色粘質土（10YR3/3） 粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 4 黄褐色粘質土（10YR5/6） 粘性・しまり普通。
  黒褐色粘質土を多く含む。

P178
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  
  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。

炭化物を少量含む。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/6）  
  粘性普通。しまり強。黒褐色粘質土を含む。
 3 黄褐色粘質土（10YR5/6）  
  粘性強。しまり普通。黒褐色粘質土を少量含む。

P711
 1 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  
  粘性・しまり弱。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  
  粘性・しまり弱。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 3 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  
  粘性・しまり弱。黒色粘質土を含む。
 4 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  
  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 5 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  
  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 6 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  
  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
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15P272
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を少量含む。

P291
 1 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性弱。しまりなし。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性弱。しまり強。黄褐

色粘質土をブロック状に含む。
 3 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性・しまり強。暗灰黄

色粘質土をまばらに含む。
 4 オリーブ色粘質土（5Y5/6）  粘性普通。しまり強。

暗灰黄色粘質土をまばらに含む。

P303
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  
  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土を

ブロック状に多く含む。
 2 明黄褐色粘質土（10YR6/8）  
  粘性普通。しまり強。黒褐色粘質土を

含む。

P195
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブ

ロック状に少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/1）  
  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土を

ブロック状に多く含む。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/2）  
  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土を

ブロック状に少量含む。

P305
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブ

ロック状にやや多く含む。

P419
 1 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性弱。しまり強。黄褐

色粘質土をブロック状に含む。
 2 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり普通。

黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 3 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しまり強。

黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 4 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり強。黄

褐色粘質土をブロック状に含む。
 5 暗オリーブ色粘質土（5Y4/3）  粘性弱。しまり強。黄褐

色粘質土をブロック状に含む。
 6 明黄褐色粘質土（2.5Y7/6）  粘性弱。しまり強。明青灰

色粘質土を含む。

P278
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性・しまり弱。黄褐

色粘質土をブロック状に多く含む。
 2 褐色粘質土（10YR4/4）  粘性・しまり弱。黄褐色粘質

土をブロック状に多く含む。
 3 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性弱。しまり強。黄

褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 4 暗褐色粘質土（10YR3/4）  粘性弱。しまり普通。黄褐

色粘質土をブロック状に含む。
 5 黄褐色粘質土（10YR5/8）  粘性・しまり強。暗褐色粘

質土を網目状に含む。
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P272
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  
  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土を

ブロック状に含む。炭化物をごく少
量含む。

 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  
  粘性強。しまり弱。黄褐色粘質土を

ブロック状に含む。
 3 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  
  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブ

ロック状に含む。
 4 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  
  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブ

ロック状に含む。

P415
 1 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  
  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土を

ブロック状に含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  
  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土

をブロック状に含む。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/2）  
  粘性普通。しまり弱。青黒色粘質土

を含む。
 4 暗オリーブ色粘質土（5Y4/3）  
  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土を
  ブロック状に含む。炭化物をごく少

量含む。
 5 黄褐色粘質土（10YR5/8）  
  粘性弱。しまり強。青黒色粘質土を

含む。
 6 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3） 
  粘性・しまり普通。青黒色粘質土を

少量含む。

SD653
 1 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  
  粘性・しまり弱。黄褐色粘質土をブ

ロック状に含む。
 2 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4） 
   粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土

をブロック状に多く含む。

P756
 1 暗オリーブ灰色粘質土（5GY3/1）  
  粘性弱。しまり普通。SI736埋土
  （シルト）をブロック状に多く含む。
 2 暗灰黄色シルト（2.5Y4/2）  
  粘性普通。しまり弱。SI736埋土
  （シルト）をブロック状に多く含む。
 3 暗オリーブ色シルト（5Y4/3）  
  粘性普通。しまり強。
 4 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  
  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土を
  ブロック状に含む。
 5 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  
  粘性普通。しまり強。暗灰黄色粘質
  土を含む。

P171
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土

をブロック状にやや多く含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土

をブロック状に多く含む。
 3 暗褐色粘質土（10YR3/3）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土

をブロック状に少量含む。

P173
 1 灰黄褐色粘質土（10YR4/2） 
   粘性・しまり普通。黒褐色粘質土

を多く含む。
 2 暗褐色粘質土（10YR3/3）  
  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質

土を少量含む。

SI159
 1 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性普通。しまり強。灰白色粘質土をブロック状に多く含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。炭化物を少量含む。

底面に厚さ2〜3cmの貼床状の硬化面を伴う。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。底面に厚さ2〜3cm

の貼床状の硬化面を伴う。
 4 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。底面に厚さ2〜3cm

の貼床状の硬化面を伴う。
 5 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。炭化物を少量含む。

図 版 14 堂古遺跡　遺構個別図（9）
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SI465
 1 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。

SI238
 1 暗オリーブ色粘質土（5Y4/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性・しまり弱。黄褐色粘質土の堆積土。

SI736
 1 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 明オリーブ灰色シルト（5GY7/1）  粘性弱。しまり強。1層を網目状に含む。赤化したシルトを

ブロック状に含む。
 3 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性弱。しまり強。2層を含む。
 4 灰白色シルト（5GY8/1）  粘性弱。しまり強。底面は赤化顕著。貼床。

P965
 1 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性・しまり弱。黄褐

色粘質土をブロック状に含む。
 2 オリーブ黒色粘質土（5Y2/2）  粘性弱。しまり普通。

黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。

P967
 1 オリーブ黒色粘質土（10Y3/1）  粘性・しまり弱。黄

褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 2 オリーブ黒色粘質土（5Y3/1）  粘性弱。しまり普通。

黄褐色粘質土をブロック状に含む。
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SE33 SE80

SE196

SE205

SE202

SE80
 1 黒褐色粘質土（10YR2/3）  粘性強。しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性強。しまり普通。
  1層を少量含む。
 3 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性強。しまり普通。
  青灰色粘質土を含む。
 4・8　褐色粘質土（10YR4/4）  粘性強。しまり普通。
 5 暗オリーブ色粘質土（5Y4/3）  粘性弱。しまりなし。
  3層・炭化物を含む。
 9 明緑灰色シルト（7.5GY7/1）  粘性普通。しまり弱。
 6・10　明黄褐色粘質土（2.5Y6/6）  粘性弱。しまり普通。
  赤化顕著。
 7 明緑灰色シルト（7.5GY7/1）  粘性強。しまり普通。
 11 オリーブ黒色粘質土（7.5Y3/1）  粘性・しまり弱。
  青灰色シルトと炭化物の互層。
 12 明緑灰色シルト（10GY8/1）  粘性弱。しまり普通。
  砂粒を含む。
 13 オリーブ黒色粘質土（5Y3/1）  粘性・しまり弱。
  青灰色シルト・黄褐色シルトと炭化物の互層。
 14 オリーブ黒色シルト（5Y3/1）  粘性・しまり弱。
  炭化物層を挾む。上面は赤化顕著。

SE205
 1 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロッ

ク状にやや多く含む。
 2 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロッ

ク状にやや多く含む。
 3 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性強。しまり普通。
 4 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロッ

ク状に含む。
 5 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土をブロ

ック状に多く含む。4層をまばらに含む。
 6 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性強。しまり普通。4層をまばらに含

む。
 7 浅黄色粘質土（7.5Y7/3）  粘性強。しまり普通。直径5〜10cmの灰白色シ

ルト・青灰色シルト・橙灰色シルトをブロック状に含む。

SE202
 1 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性・しまり弱。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性・しまり強。
  1層をまばらに含む。
 3 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性・しまり強。
  炭化物を少量含む。
 4 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 5 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性普通。しまり強。
  黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 6 明黄褐色シルト（2.5Y6/6）  粘性・しまり強。
  4・5層をまばらに含む。
 7 明黄褐色シルト（2.5Y7/6）  粘性・しまり強。
  4・5層を層状に少量含む。

SE196
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性普通。しまり強。
  炭化物をごく少量含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性普通。しまり強。
 3 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性普通。しまり強。
  黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 4 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性普通。しまり強。
  黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 5 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普通。しまり強。
  黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。

SE33
 1 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 2 暗褐色粘質土（10YR3/4）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 3 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 4 褐色粘質土（10YR4/4）  粘性強。しまり普通。
 5 黒褐色粘質土（10YR2/3）  粘性強。しまり普通。
 6 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性強。しまり普通。黒褐色粘質土を含む。
 7 褐色粘質土（10YR4/6）  粘性強。しまり普通。
 8 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 9 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性強。しまりなし。
 10 褐色粘質土（10YR4/4）  粘性強。しまり普通。
 11 灰色粘質土（7.5Y6/1）  粘性強。しまり普通。黒褐色シルトを含む。
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（SK236）

（P831）

（P744）

（P703）

SE237
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり強。黄褐

色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しまり強。黄

褐色粘質土をブロック状に少量含む。炭化物をごく少量含
む。

 3 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性・しまり弱。
 4 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり弱。黄褐

色粘質土をブロック状に少量含む。
 5 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性普通。しまりなし。
 6 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘

質土をブロック状にやや多く含む。炭化物を含む。
 7 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性・しまり普通。黄褐色

粘質土をブロック状に含む。
 8 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性強。しまり普通。
 9 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性普通。しまり強。黄褐

色粘質土をブロック状に含む。
 10 にぶい黄色粘質土（2.5Y6/4）  粘性普通。しまり強。7層

を網目状に含む。
 11 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性普通。しまり強。黄褐

色粘質土をブロック状に多く含む。
 12 黒色粘質土（2.5GY2/1）  粘性・しまり普通。直径5〜

10cmの炭化物を含む。
 13 淡黄色粘質土（2.5Y8/4）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土

をブロック状に少量含む。直径5〜10cmの炭化物を含む。

SE306
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
  炭化物をごく少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 4 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 5 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性弱。しまり普通。
 6 にぶい黄色粘質土（2.5Y6/4）  粘性弱。しまり強。上・下面は赤化顕著。
 7 オリーブ灰色粘質土（5GY5/1）  粘性・しまり普通。暗青灰色シルトを含む。
 8 明オリーブ灰色粘質土（5GY7/1）  粘性普通。しまり強。上面は赤化顕著。
 9 暗灰色シルト〜粘質土（N3/0）  粘性普通。しまり強。
 10 暗緑灰色粘質土（10G4/1）  粘性・しまり普通。明青灰色粘質土・細粒砂を含む。

SE249
 1 オリーブ色粘質土（5Y5/6）  粘性弱。しまり強。
 2 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性弱。しまり強。1層を少量含む。
 3 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性・しまり強。2層を少量含む。
 4 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性・しまり強。3層を層状に含む。
 5 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性普通。しまり強。
 6 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブ

ロック状にやや多く含む。下位に炭化物を少量含む。黒色粘質土をラミナ状
に含む。

 7 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック
状にやや多く含む。

 8 オリーブ色粘質土（5Y5/4）  粘性普通。しまり強。黒色粘質土を少量含む。
 9 灰オリーブ色粘質土（5Y5/3）  粘性弱。しまりなし。炭化物・黒色粘質土

を少量含む。
 10 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性・しまり弱。黄褐色粘質土をブロック

状に多く含む。炭化物・黒色粘質土を少量含む。
 11 暗オリーブ色粘質土（5Y4/3）  粘性・しまり弱。黄褐色粘質土をブロック

状にやや多く含む。炭化物・黒色粘質土を少量含む。
 12 明黄褐色シルト（2.5Y6/6）  粘性普通。しまり強。
 13 にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）  粘性強。しまりなし。炭化物・黒色粘質

土を少量含む。
 14 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土をブロ

ック状にやや多く含む。
 15 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状

にやや多く含む。
 16 暗青灰色シルト（5BG4/1）  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土をブロッ

ク状にやや多く含む。壁面赤化顕著。
 17 暗青灰色シルト（5B4/1）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状

に含む。壁面赤化顕著。
 18 淡黄色シルト（7.5Y8/3）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック

状に含む。
 19 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状

にやや多く含む。炭化物をごく少量含む。
 20 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック

状にやや多く含む。
 21 黄褐色粘質土（2.5Y5/3）  粘性弱。しまりなし。炭化物・黒色粘質土を少

量含む。
 22 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性弱。しまり普通。炭化物・青黒色粘質土を

含む。
 23 にぶい黄色シルト（2.5Y6/4）  粘性普通。しまり弱。
 24 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性弱。しまり強。
 25 黄褐色粘質土（2.5Y5/3）  粘性弱。しまり普通。
 26 灰色シルト（N4/0）  粘性弱。しまり普通。24層を含む。炭化物をごく少

量含む。
 27 暗灰色シルト（N3/0）  粘性普通。しまり弱。底面に炭化物を含む。
 28 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土をブロ

ック状にやや多く含む。
 29 暗オリーブ色粘質土（7.5Y4/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロ

ック状にやや多く含む。炭化物・黒色粘質土をやや多く含む。
 30 緑灰色シルト（10GY6/1）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土をブロッ

ク状に多く含む。炭化物をごく少量含む。壁面赤化顕著。
 31 オリーブ色粘質土（5Y5/4）  粘性普通。しまり強。暗灰色粘質土をやや多

く含む。

A 14.3mA'

A 14.2mA'

A 14.3mA'

A A'

A A'

A A'

1

2

34

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1
1

2

2
3 44

5

6 7

9

31
20

14

16

12

8

10

1211 15

6

20

1820
13

22
25 23

21

19

29
30

28
26

24
27

17

（SI238） （P744）

図 版 17堂古遺跡　遺構個別図（12）



0 2m（1：40）

SE313

（P330）

（P340）

（P339）

（P329）

SE315 （SI159）

SE367

104

SE380

SE367
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。

炭化物をごく少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普通。しまり弱。黄褐色粘質土をブロック状に多く

含む。
 3 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状にやや多

く含む。
 4 暗褐色粘質土（10YR3/4）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 5 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状にやや

多く含む。
 6 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に多く

含む。灰褐色粘質土を多く含む。
 7 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状にやや多く

含む。マンガン・褐鉄鉱をやや多く含む。
 8 暗青灰色シルト（5BG3/1）  粘性・しまり弱。マンガン・褐鉄鉱を多く含む。
 9 暗青灰色シルト（10BG4/1）  粘性普通。しまり強。マンガン・褐鉄鉱を含む。
 10 暗緑灰色シルト〜粘質土（7.5GY4/1）  粘性強。しまり普通。マンガン・褐鉄鉱を少

量含む。

SE380
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり強。黄褐

色粘質土を少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり強。黄褐

色粘質土をブロック状に含む。
 3 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまり強。黄褐色

粒子を少量含む。
 4 褐灰色粘質土（7.5YR4/1）  粘性・しまり強。黒褐

色粘質土を層状に含む。

SE313
 1 黒褐色粘質土（10YR2/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 3 明黄褐色粘質土（10YR6/6）  粘性普通。しまり強。黒褐色粘質土を互層状に含む。
 4 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性普通。しまり弱。黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 5 にぶい黄橙色粘質土（10YR6/4）  粘性・しまり普通。黒褐色粘質土を少量含む。
 6 にぶい黄橙色粘質土（10YR6/3）  粘性・しまり普通。黒褐色粘質土を少量含む。
 7 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 8 にぶい黄橙色粘質土（10YR6/4）  粘性普通。しまり強。黒褐色粘質土を少量含む。
 9 にぶい黄橙色粘質土（10YR6/4）  粘性普通。しまり強。黒褐色粘質土を少量含む。
 10 黒褐色粘質土（10YR2/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 11 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり普通。黒褐色粘質土を互層状に含む。
 12 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり普通。黒褐色粘質土を少量含む。
 13 灰白色粘質土（5Y7/1）  粘性普通。しまり強。
 14 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。13層を含む。
 15 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性普通。しまり強。13層を含む。
 16 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり普通。13層を互層状に含む。
 17 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり普通。黒褐色粘質土を少量含む。

SE315
 1 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。炭化物をごく少量

含む。
 2 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり普通。黄褐色粘

質土をブロック状にやや多く含む。
 3 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色

粘質土をブロック状に多く含む。
 4 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土を

ブロック状に多く含む。炭化物をごく少量含む。
 5 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土を

ブロック状に多く含む。
 6 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土を

ブロック状に少量含む。
 7 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性普通。しまり強。黒色粘質土を少

量含む。
 8 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性弱。しまり普通。暗灰色粘

質土をやや多く含む。
 9 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性弱。しまり強。暗灰色粘質土を

やや多く含む。
 10 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性普通。しまり強。黒色粘質土を少

量含む。
 11 明黄褐色粘質土（2.5Y6/6）  粘性弱。しまり普通。
 12 黄灰色シルト（2.5Y4/1）  粘性・しまり普通。
 13 オリーブ褐色シルト（2.5Y4/6）  粘性普通。しまりなし。炭化

物・黒色粘質土を少量含む。
 14 黄褐色シルト（2.5Y5/6）  粘性弱。しまり普通。
 15 明緑灰色シルト（7.5GY7/1）  粘性普通。しまり弱。炭化物・黒

色粘質土を少量含む。壁面赤化顕著。
 16 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性弱。しまり普通。
 17 明緑灰色シルト〜粘質土（10GY7/1）  粘性強。しまり弱。赤化

顕著。
 18 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性強。しまりなし。青灰色粘質土を

多く含む。炭化物・黒色粘質土を少量含む。
 19 黄灰色粘質土（2.5Y5/1）  しまり弱。粘性強。腐植物を含む。上

面に炭化物を層状に含む。
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SE388 SE412

SE613
（SI736）

SE737

（P738）

（P952）

（P954）

（P1129）

SE391

SE588

曲物

曲物

SE412
 1 オリーブ黒色粘質土（5Y3/1）  粘性弱。しまり強。
 2 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性弱。しまり強。炭化物を

少量含む。
 3 オリーブ色粘質土（5Y5/4）  粘性強。しまり普通。
 4 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性弱。しまり普通。黄褐色

粘質土をブロック状に少量含む。
 5 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘

質土をブロック状に含む。
 6 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普通。しまり弱。炭化物

をごく少量含む。
 7 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性普通。しまり強。黄

褐色粘質土をブロック状に含む。炭化物をごく少量含む。
 8 明黄褐色粘質土（10YR6/6）  粘性・しまり強。下位に細

礫が混在する。
 9 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性普通。しまり弱。黄褐色

粘質土をブロック状に含む。
 10 暗オリーブ灰色シルト（2.5GY4/1）  粘性強。しまり

弱。青灰色粘質土を含む。上・下面は赤化顕著。下位に炭
化物を多く含む。

 11 青黒色砂質土（10BG2/1）  粘性弱。しまり強。下位に
炭化物をラミナ状に含む。

 12 暗緑灰色砂質土（7.5GY4/1）  粘性・しまり弱。

SE391
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  
  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/6）  
  粘性・しまり強。黒褐色粘質土を多く含む。
 3 黄褐色粘質土（10YR5/6）  
  粘性・しまり強。青灰色粘質土を多く含む。
 4 青灰色粘質土（5BG6/1）  
  粘性・しまり強。黒褐色粘質土を少量含む。
 5 青灰色粘質土（5BG5/1）  
  粘性・しまり強。黒褐色粘質土を少量含む。

SE388
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・し

まり普通。黄褐色粘質土をブロック状
に多く含む。炭化物をごく少量含む。

 2 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘
性・しまり普通。黒褐色粘質土を多く
含む。

 3 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普
通。しまり強。黄褐色粘質土をブロッ
ク状に含む。

 4 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性普
通。しまり強。黄褐色粘質土をブロッ
ク状に含む。

SE613
 1 暗褐色粘質土（10YR3/3）  
  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状にごく少量含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  
  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 3 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  
  粘性・しまり弱。黒色粘質土・炭化物を少量含む。
 4 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  
  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 5 明緑灰色粘質土（7.5GY7/1）  
  粘性・しまり強。明青灰色シルトを層状に含む。
 6 オリーブ黒色粘質土（7.5Y3/2）  
  粘性・しまり強。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 7 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  
  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。

SE588
 1 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性・しまり強。
 2 灰色粘質土（5Y4/1）  粘性強。しまり弱。黄褐色

粘質土をブロック状に含む。灰黄色粘質土を少量含
む。

 3 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性強。しまり弱。
黄褐色粘質土を少量含む。

 4 黒褐色粘質土（10YR2/3）  粘性強。しまり弱。黄
褐色粘質土をブロック状に少量含む。

 5 黒褐色粘質土（10YR2/3）  粘性強。しまり弱。黄
褐色シルトをブロック状に少量含む。

SE737
 1 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性弱。しまり普通。
 2 褐色粘質土（10YR4/4）  粘性弱。しまり普通。炭化物をごく少量含む。
 3 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性・しまり弱。壁面崩落土。
 4 褐色粘質土（10YR4/4）  粘性弱。しまり強。
 5 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状にやや多く

含む。
 6 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性弱。しまりなし。黄褐色粘質土をブロック状に多

く含む。壁面崩落土。
 7 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性弱。しまり普通。壁面崩落土。
 8 オリーブ黒色粘質土（5Y3/1）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 9 オリーブ黒色粘質土（10Y3/1）  粘性強。しまりなし。灰白色シルトを多く含む。
 10 灰色シルト（10Y4/1）  粘性強。しまりなし。底面に酸化鉄を層状に含む。
 11 暗緑灰色粘質土（10G4/1）  粘性・しまり普通。炭化物をやや多く含む。
 12 黒色シルト（N1.5/0）  粘性強。しまり弱。炭化物を含む。
 13 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 14 灰色シルト（10Y4/1）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。炭

化物をやや多く含む。
 15 暗緑灰色シルト（10G4/1）  粘性弱。しまりなし。炭化物を少量含む。砂粒を含む。
 16 暗緑灰色粘質土（10GY4/1）  粘性弱。しまり普通。炭化物を少量含む。
 17 緑灰色粘質土（10G5/1）  粘性普通。しまり弱。上位に長さ2〜3cmの植物質を層状

に多く含む。炭化物を含む。
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0 2m（1：40）

SE800

SE922

SE800
 1 黄橙色粘質土（7.5YR7/8）  粘性強。しまり弱。明青灰色粘質土を多く含む。
 2 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 3 灰オリーブ色粘質土（5Y5/3）  粘性・しまり強。明青灰色シルトを多く含む。
 4 灰オリーブ色粘質土（7.5Y4/2）  粘性・しまり強。明青灰色シルトを含む。
 5 オリーブ灰色粘質土（10Y4/2）  粘性・しまり強。明青灰色シルトを多く含む。
 6 浅黄色粘質土（2.5Y7/4）  粘性普通。しまり強。暗灰黄色粘質土を網目状に含む。
 7 灰オリーブ色粘質土（5Y5/2）  粘性・しまり普通。浅黄橙色シルトをやや多く含む。
 8 明黄褐色粘質土（2.5Y6/6）  粘性普通。しまり強。灰白色粘質土を網目状に含む。
 9 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性普通。しまり弱。浅黄橙色シルトを含む。
 10 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり強。浅黄橙色シルトをやや多く含む。炭化物を

ごく少量含む。
 11 オリーブ色粘質土（5Y5/4）  粘性・しまり普通。黒色粘質土を含む。
 12 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性・しまり普通。浅黄橙色シルトを含む。
 13 にぶい黄色粘質土（2.5Y6/4）  粘性・しまり普通。浅青灰色シルトを含む。
 14 オリーブ黒色粘質土（5Y3/1）  粘性強。しまり普通。8層をやや多く含む。
 15 にぶい黄色粘質土（2.5Y6/4）  粘性普通。しまり強。
 16 オリーブ色粘質土（5Y5/6）  粘性・しまり強。暗灰色粘質土を少量含む。
 17 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 18 オリーブ色粘質土（5Y5/4）  粘性・しまり普通。黒色粘質土を含む。
 19 オリーブ色粘質土（5Y5/6）  粘性・しまり強。暗灰色粘質土を少量含む。
 20 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性強。しまり弱。
 21 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性強。しまり普通。
 22 黄色粘質土（2.5Y7/8）  粘性・しまり強。暗灰色粘質土が貫入する。壁面崩落土。
 23 暗オリーブ色粘質土（5Y4/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 24 明黄褐色粘質土（2.5Y6/6）  粘性普通。しまり強。
 25 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性・しまり強。
 26 にぶい黄橙色粘質土（10YR7/4）  粘性強。しまり弱。明青灰色粘質土を含む。
 27 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性・しまり強。青黒色粘質土をごく少量含む。底面に明青灰色粘質

土を層状に含む。
 28 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性・しまり強。
 29 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性・しまり強。28層をやや多く含む。
 30 黄橙色粘質土（7.5YR7/8）  粘性強。しまり弱。

SE922
 1 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性・しまり弱。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 2 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性弱。しまり強。
 3 黄色シルト（5Y7/6）  粘性・しまり強。黄色〜青灰色シルト・2層を少量含む。
 4 にぶい黄色シルト（2.5Y6/4）  粘性・しまり強。灰白色〜青灰色シルトを少量含む。
 5 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 6 明オリーブ灰色シルト（5GY7/1）  粘性・しまり強。
 7 灰オリーブ色粘質土（7.5Y4/2）  粘性・しまり強。6層を含む。
 8 灰白色シルト（5Y7/2）  粘性・しまり強。
 9 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 10 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 11 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 12 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性弱。しまり強。明褐色粘質土を少量含む。
 13 明黄褐色粘質土（10YR6/8）  粘性弱。しまり普通。黒褐色粘質土をブロック状に含

む。
 14 黒色粘質土（5Y2/1）  粘性・しまり弱。黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。

炭化物を含む。
 15 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり普通。
 16 明オリーブ灰色シルト（2.5GY7/1）  粘性・しまり強。
 17 灰黄色シルト（2.5Y6/2）  粘性強。しまり弱。黒褐色粘質土をブロック状に含む。
 18 にぶい黄色シルト（2.5Y6/3）  粘性強。しまり弱。黒褐色粘質土をブロック状に含む。
 19 オリーブ黒色粘質土（5Y3/1）  粘性・しまり強。13層・炭化物を含む。
 20 明緑灰色粘質土（7.5GY7/1）  粘性・しまり強。
 21 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性強。しまり普通。黒褐色粘質土をブロック状

に含む。
 22 黄褐色シルト（2.5Y5/3）  粘性強。しまり弱。明褐色〜黄褐色粘質土をブロック状に

含む。
 a Ⅲ層と同じ。
 b Ⅳ層と同じ。
 c 暗褐色粘質土（10YR3/4）  粘性普通。しまり弱。
 d 明褐色粘質土（7.5YR5/6）  粘性弱。しまり強。明黄褐色粘質土をブロック状に少量

含む。
 e Ⅶ層類似。
 f にぶい黄色粘質土（2.5Y6/3）  粘性弱。しまり強。明褐色粘質土を少量含む。
 g Ⅷ層と同じ。
 h 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性弱。しまり強。明褐色粘質土・灰黄色粘質土をブロ

ック状に含む。
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SE999・15SE99

（P1128）

SE1104

SE1087

（15P215）

（15P216）

SE999
 1 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 3 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 4 黄褐色シルト（2.5Y5/6）  粘性・しまり強。青灰色〜黄褐色粘質土〜砂質土の混合土。壁面赤化顕著。
 5 明黄褐色シルト（10YR6/6）  粘性・しまり強。青灰色〜黄褐色粘質土〜砂質土の混合土。
 6 黒褐色シルト（10YR3/1）  粘性・しまり強。砂粒・青灰色粘質土を含む。
 7 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 8 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性強。しまり普通。黒褐色粘質土を多く含む。
 9 灰色粘質土（5Y6/1）  粘性強。しまり普通。黒褐色粘質土をブロック状に含む。
 10 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 11 黒色粘質土（7.5Y2/1）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 12 灰オリーブ色粘質土（5Y5/3）  粘性強。しまり普通。黒褐色粘質土をブロック状に含む。
 13 黒色粘質土（7.5Y2/1）  粘性強。しまり弱。灰白色粘質土をブロック状に含む。

15SE99
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をまばらに含む。
 2 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土をやや多く含む。
 3 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土を多く含む。
 4 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しまり強。
 5 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 6 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土をまばらに含む。
 7 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり普通。
 8 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 9 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土を少量含む。
 10 灰色粘質土（7.5Y4/1）  粘性強。しまり普通。灰白色〜黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 11 褐色粘質土（7.5YR4/6）  粘性強。しまり普通。
 12 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 13 にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）  粘性強。しまり普通。
 14 黄灰色粘質土（2.5Y5/1）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をブロック状に含む。

SE1087
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性普通。しまり強。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性普通。しまり強。灰白色粘質土をまばらに含む。
 3 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性普通。しまり強。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 4 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり普通。灰白色粘質土を少量含む。
 5 黒色粘質土（2.5Y2/1）  粘性・しまり普通。黄褐色〜灰白色粘質土をブロック状に含む。
 6 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性強。しまり弱。灰白色粘質土を少量含む。
 7 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性強。しまり弱。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 8 灰オリーブ色粘質土（5Y5/3）  粘性強。しまり弱。暗オリーブ褐色粘質土をブロック状に含む。
 9 灰色粘質土（7.5Y6/1）  粘性強。しまり弱。黄褐色粘質土・黄灰色粘質土をブロック状に含む。

SE1104
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性・しまり弱。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性弱。しまり強。橙色シルト・青灰色シルトをやや多く含む。
 3 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性弱。しまり強。橙色シルト・青灰色シルトを層状に含む。
 4 暗緑灰色シルト（7.5GY4/1）  粘性弱。しまり強。
 5 明褐色シルト（7.5YR5/6）  粘性・しまり強。オリーブ黒色シルト・青灰色シルトをやや多く含む。
 6 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性強。しまり普通。灰黄色シルトをブロック状に含む。黄褐色粘質土を少量含む。
 7 黄褐色粘質土（10YR5/8）  粘性普通。しまり強。黒褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 8 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性強。しまり普通。明褐色粘質土・灰黄色シルトをブロック状に多く含む。炭化物

を少量含む。
 9 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性強。しまり弱。明褐色粘質土・灰黄色シルトをブロック状に多く含む。
 10 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性強。しまり普通。灰黄色シルトをブロック状に含む。黄褐色粘質土を少量含む。
 11 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性強。しまり弱。黄褐色粘質土を少量含む。
 12 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性強。しまり弱。明褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 13 灰黄色シルト（2.5Y6/2）  粘性強。しまり弱。明褐色粘質土をブロック状に含む。黒褐色粘質土をブロック状に少

量含む。
 14 灰色シルト（5Y5/1）  粘性強。しまり弱。明褐色粘質土を非常に多く含む。

P1128
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまりなし。黄褐色粘質土をブロック状にごく少量含む。
 2 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性弱。しまりなし。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 3 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
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SE1124

（15SE162）

15SE3 15SE162

（SE1124）

（15P170）

（15SX182）

（15SK218）

15SE185

SE1124
 1 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 2 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性弱。しまり強。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 4 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 5 暗オリーブ灰色粘質土（2.5GY3/1）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。
 6 オリーブ黒色粘質土（5Y3/1）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 7 暗オリーブ灰色シルト（2.5GY4/1）  粘性・しまり強。黄灰色シルトを多く含む。
 8 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む。
 9 灰白色粘質土（7.5Y7/1）  粘性・しまり強。
 10 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまり普通。腐植物を多く含む。暗オリーブ褐色粘質土を層状に含む。
 11 褐色粘質土（10YR4/6）  粘性強。しまり普通。灰色粘質土を少量含む。
 12 灰白色粘質土（7.5Y7/1）  粘性・しまり強。酸化顕著。
 13 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性強。しまり普通。
 14 灰白色粘質土（7.5Y7/1）  粘性・しまり強。
 15 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性強。しまり普通。
 16 にぶい黄色粘質土（2.5Y6/3）  粘性強。しまり普通。15層をブロック状に含む。
 17 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性強。しまり弱。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 18 にぶい黄色シルト（2.5Y6/4）  粘性普通。しまり強。酸化顕著。
 19 灰白色シルト（5Y7/1）  粘性普通。しまり弱。

15SE3
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。

しまり強。灰白色粘質土をブロック状に少量含
む。炭化物をまばらに含む。

 2 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性普通。
しまり強。

 3 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性弱。しまり普
通。灰白色〜黄褐色粘質土をブロック状に多く
含む。炭化物をまばらに含む。

 4 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。
しまり普通。灰白色〜黄褐色粘質土をブロック
状に多く含む。

 5 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性・しまり普通。
灰白色粘質土をブロック状に少量含む。

 6 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。
灰白色〜黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。

  炭化物をまばらに含む。
 7 明黄褐色粘質土（2.5Y6/8）  粘性強。しまり

普通。黒褐色粘質土を少量含む。
 8 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性普通。しまり

弱。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 9 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性普通。しまり

弱。直径5mmの黄色粘質土粒子・腐植物を含
む。

 10 明黄褐色粘質土（2.5Y7/6）  粘性普通。しま
り弱。赤色粘質土を少量含む。

15SE162
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。

しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
炭化物をまばらに含む。

 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性弱。しまり
強。黄褐色粘質土を少量含む。

 3 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性強。しまり
普通。暗オリーブ褐色粘質土をブロック状に
含む。

 4 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性・しまり
普通。暗オリーブ褐色粘質土をブロック状に
含む。

 5 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性強。
しまり普通。黄褐色粘質土を少量含む。

 6 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性強。
しまり弱。

 7 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性強。しまり
弱。黄褐色粘質土をまばらに含む。

 8 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性強。しまり
弱。黄褐色粘質土をブロック状に含む。

 9 黄褐色粘質土（10YR5/8）  粘性・しまり普
通。黒褐色粘質土・明褐色粘質土・灰黄色粘
質土をブロック状に含む。

 10 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性強。しまり
普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。

 11 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性強。しまり
普通。

 12 暗灰黄色粘質土（2.5Y5/2）  粘性強。しま
り普通。明褐色粘質土をブロック状に含む。
暗褐色粘質土・灰黄色シルトをブロック状に
少量含む。

 13 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性強。しまり
弱。明褐色粘質土をブロック状に少量含む。

15SE185
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しまり強。灰白色〜黄褐色粘質土をブロック状に含む。

炭化物をごく少量含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を少量含む。
 3 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。灰白色〜黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 4 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり強。暗オリーブ褐色粘質土をブロック状に含む。
 5 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性普通。しまり強。炭化物をごく少量含む。
 6 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。灰白色〜黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 7 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり強。灰白色〜黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 8 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり強。灰色粘質土をブロック状に含む。
 9 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり強。灰白色〜黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 10 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をまばらに含む。
 11 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性強。しまり普通。暗オリーブ褐色粘質土をブロック状に含む。
 12 黄褐色シルト（2.5Y5/4）  粘性・しまり普通。
 13 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性・しまり強。
 14 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性・しまり普通。
 15 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性・しまり弱。
 16 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性・しまり弱。暗オリーブ褐色粘質土をブロック状に含む。
 17 褐色粘質土（10YR4/6）  粘性・しまり強。暗オリーブ褐色粘質土をブロック状に含む。
 18 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性強。しまり普通。
 19 褐色シルト（10YR4/6）  粘性普通。しまり強。
 20 黄褐色シルト（2.5Y5/4）  粘性普通。しまり強。
 21 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性・しまり強。
 22 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性・しまり強。暗オリーブ褐色粘質土をまばらに含む。
 23 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性・しまり強。暗オリーブ褐色粘質土を少量含む。
 24 黄褐色粘質土（2.5Y5/3）  粘性・しまり普通。暗オリーブ褐色粘質土をブロック状に含む。
 25 黄褐色粘質土（2.5Y5/3）  粘性・しまり普通。
 26 黄褐色粘質土（2.5Y5/3）  粘性・しまり普通。灰白色粘質土をごく少量含む。
 27 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をまばらに含む。
 28 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 29 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり強。暗オリーブ褐色粘質土をブロック状に含む。
 30 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性強。しまり普通。
 31 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性・しまり強。炭化物を少量含む。
 32 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性・しまり強。炭化物をごく少量含む。
 33 黄褐色シルト（2.5Y5/6）  粘性普通。しまり強。暗オリーブ褐色粘質土をごく少量含む。
 34 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性普通。しまり強。暗オリーブ褐色粘質土をごく少量含む。
 35 黄褐色シルト（2.5Y5/6）  粘性普通。しまり強。暗オリーブ褐色粘質土をごく少量含む。
 36 明黄褐色粘質土（2.5Y6/6）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 37 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土を多く含む。
 38 明黄褐色粘質土（2.5Y6/6）  粘性・しまり強。灰白色粘質土を少量含む。
 39 明黄褐色粘質土（2.5Y6/6）  粘性・しまり強。灰白色粘質土を多く含む。
 40 明黄褐色粘質土（2.5Y6/6）  粘性強。しまり普通。
 41 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 42 黄褐色粘質土（2.5Y5/3）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土を少量含む。
 43 橙色粘質土（5YR6/8）  粘性強。しまり普通。
 44 黄灰色粘質土（2.5Y6/1）  粘性強。しまり弱。
 45 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性強。しまり弱。44層を少量含む。
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15SE219
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土を多く含

む。炭化物を少量含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土・炭化物を少量含む。
 3 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をやや多く含む。
 4 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土を多く含む。
 5 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土を少量含む。
 6 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性普通。しまり強。暗オリーブ褐色粘質土を少

量含む。炭化物をごく少量含む。
 7・17　オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性強。しまり弱。
 8 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をまばらに

含む。
 9 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を少量含む。
 10 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性普通。しまり強。暗オリーブ褐色粘質土を多

く含む。
 11 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性弱。しまり普通。炭化物をまばらに含む。
 12 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土をまばらに含む。
 13 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性普通。しまり弱。炭化物を少量含む。
 14 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をまばらに含む。暗

オリーブ褐色粘質土を多く含む。
 15 明黄褐色粘質土（2.5Y6/6）  粘性普通。しまり強。
 16 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状

に含む。炭化物をごく少量含む。
 18 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土を少量含む。炭化物

をごく少量含む。
 19 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に含

む。
 20 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性・しまり普通。暗オリーブ褐色粘質土を多く

含む。
 21 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性・しまり普通。暗オリーブ褐色粘質土を少量

含む。
 22 明黄褐色粘質土（2.5Y6/6）  粘性・しまり強。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 23・25・29　明黄褐色粘質土（2.5Y6/6）  粘性・しまり強。灰白色粘質土をごく少量

含む。
 24 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性強。しまり普通。
 26 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性・しまり強。黄褐色〜灰白色粘質土・暗オリ

ーブ褐色粘質土をまばらに含む。
 27 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。黄褐色〜灰白色粘質土をまばらに含

む。
 28 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性強。しまり普通。暗オリーブ褐色粘質土をごく少量

含む。
 30 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をまばらに含む。
 31 灰黄色粘質土（2.5Y7/2）  粘性・しまり普通。
 32 灰色粘質土（10Y5/1）  粘性強。しまり弱。暗オリーブ褐色粘質土をブロック状に

含む。炭化物をごく少量含む。
 33 オリーブ灰色粘質土（10Y6/2）  粘性強。しまり普通。
 34 灰白色粘質土（10Y7/2）  粘性強。しまり普通。酸化顕著。
 35 灰色粘質土（5Y4/1）  粘性強。しまり普通。
 36 オリーブ灰色粘質土（10Y6/2）  粘性強。しまり普通。酸化顕著。
 37 オリーブ灰色粘質土（2.5GY5/1）  粘性強。しまり普通。

15SE222
 1 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性弱。

しまり強。黄褐色粘質土をまばらに含
む。炭化物をごく少量含む。

 2 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘
性弱。しまり強。黄褐色粘質土をまば
らに含む。炭化物を少量含む。

 3 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘
性・しまり普通。黄褐色粘質土を多く
含む。

 4 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性普
通。しまり強。黄褐色粘質土を多く含
む。

 5 明黄褐色粘質土（2.5Y7/6）  粘性普
通。しまり強。暗オリーブ褐色粘質土
をやや多く含む。

 6・8　明黄褐色粘質土（2.5Y7/6）  粘性
普通。しまり強。

 7 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘
性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロ
ック状に含む。

 9 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘
性普通。しまり強。黄褐色粘質土を多
く含む。

 10 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性普通。
しまり弱。腐植物を多く含む。

 11 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性普通。
しまり弱。暗褐色粘質土を層状に含
む。腐植物を多く含む。

 12 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性普通。
しまり弱。暗褐色粘質土を層状に少量
含む。腐植物を多く含む。

 13 灰白色粘質土（2.5Y7/1）  粘性強。し
まり普通。

 14 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性普通。
しまり弱。暗褐色粘質土を層状に少量
含む。灰白色粘質土をブロック状に含
む。腐植物を多く含む。

 15 暗灰色粘質土（N3/0）  粘性強。しま
り弱。灰白色粘質土をまばらに含む。

15SE226
 1 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性普通。しまり

強。灰白色〜黄褐色粘質土をまばらに含む。炭化
物を少量含む。

 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。
灰白色粘質土を多く含む。

 3 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。
灰白色粘質土をブロック状に含む。

 4 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。
灰白色粘質土をごく少量含む。

 5 灰白色粘質土（2.5Y7/1）  粘性普通。しまり
強。黄灰色粘質土を少量含む。

 6 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性強。しまり普
通。

 7 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり普通。
 8 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり普通。

黄褐色粘質土をまばらに含む。
 9 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性強。しまり普

通。灰白色粘質土をブロック状に含む。炭化物を
少量含む。

 10 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しま
り普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。炭化
物を少量含む。

 11 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性強。しまり普
通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。炭化物を
少量含む。

 12 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性強。しまり普
通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。

 13 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性強。しまり普
通。灰白色粘質土をブロック状に含む。炭化物を
少量含む。

 14 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性強。しまり普
通。

 15 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性強。しまり普
通。黄褐色粘質土をまばらに含む。

 16 オリーブ黒色粘質土（10Y3/1）  粘性強。しま
り普通。灰白色粘質土をブロック状に含む。炭化
物をごく少量含む。

 17 オリーブ黒色粘質土（7.5Y3/2）  粘性強。しま
り普通。灰白色粘質土をごく少量含む。炭化物を
少量含む。

 18 黒色粘質土（2.5GY2/1）  粘性強。しまり普
通。灰白色粘質土をブロック状に含む。

 19 黒色粘質土（2.5GY2/1）  粘性強。しまり普
通。炭化物を少量含む。

 20 オリーブ灰色粘質土（2.5GY6/1）  粘性強。し
まり弱。

 21 黒色粘質土（2.5GY2/1）  粘性強。しまり弱。
灰白色粘質土・炭化物を少量含む。

 22 灰白色シルト（10Y7/1）  粘性強。しまり弱。
 23 緑灰色シルト（7.5GY5/1）  粘性強。しまり

弱。炭化物をまばらに含む。
 24・28　黒色粘質土（2.5GY2/1）  粘性強。しまり

弱。灰色粘質土をブロック状に含む。炭化物をま
ばらに含む。

 25 黒色粘質土（2.5GY2/1）  粘性強。しまり弱。
炭化物を非常に多く含む。

 26 オリーブ灰色粘質土（2.5GY5/1）  粘性強。し
まり弱。

 27 緑灰色シルト（7.5GY6/1）  粘性強。しまり
弱。28層をブロック状に含む。炭化物を少量含
む。

 29 明緑灰色シルト（10GY7/1）  粘性強。しまり
弱。灰色シルトをブロック状に含む。

 30 明緑灰色シルト（10GY7/1）  粘性強。しまり
弱。暗オリーブ褐色粘質土をブロック状に含む。

※19・21・24〜26層　白色粒子（骨片?）をまばら
に含む。
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0 2m（1：40）

15SE229
（SE896）

（15P283）

（15P265）

15SE282

15SE296

15SE229
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質

土を少量含む。炭化物をまばらに含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をまば

らに含む。炭化物を多く含む。
 3 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性強。しまり普通。炭化物をご

く少量含む。
 4 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性強。しまり普通。灰白色粘

質土をブロック状に含む。
 5 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土

をまばらに含む。
 6 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性・しまり強。
 7 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質

土・炭化物をまばらに含む。
 8 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロッ

ク状に含む。炭化物をまばらに含む。
 9 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土

を非常に多く含む。
 10 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性・しまり強。暗オリーブ褐色

粘質土を少量含む。
 11 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり強。
 12 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土を

ブロック状に含む。炭化物をまばらに含む。
 13 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をブ

ロック状に含む。炭化物を少量含む。
 14 灰黄色シルト（2.5Y6/2）  粘性強。しまり弱。13層をブロック状に

含む。
 15 黒色粘質土（2.5Y2/1）  粘性・しまり普通。灰白色粘質土をブロッ

ク状に含む。
 16 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性強。しまり弱。
 17 黒色粘質土（10Y2/1）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をブロ

ック状に含む。白色粒子（骨片?）を多く含む。
 18 灰色粘質土（10Y5/1）  粘性強。しまり普通。
 19 オリーブ灰色粘質土（10Y5/2）  粘性強。しまり普通。
 20 オリーブ灰色粘質土（2.5GY5/1）  粘性強。しまり普通。17層をブ

ロック状に含む。
 21 オリーブ灰色粘質土（2.5GY5/1）  粘性強。しまり弱。17層をまば

らに含む。

15SE282
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。炭化物をまばらに含む。
 2・7・9　黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性・しまり強。暗オリーブ褐色粘質土をまばらに含む。
 3 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土をごく少量含む。
 4 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性強。しまり普通。暗オリーブ褐色粘質土を少量含む。
 5 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 6 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 8 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 10 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。灰黄色シルトをブロ

ック状に少量含む。
 11 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり普通。明褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 12 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性強。しまり普通。明褐色粘質土をブロック状に少量含む。灰黄色シルトをブロック

状に多く含む。
 13 暗灰黄色シルト（2.5Y4/2）  粘性強。しまり普通。明褐色粘質土・灰黄色シルトをブロック状に含む。
 14 灰色粘質土（5Y4/1）  粘性・しまり普通。灰白色粘質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む。
 15 灰オリーブ色粘質土（5Y6/2）  粘性強。しまり普通。酸化顕著。
 16 オリーブ黒色粘質土（5Y2/2）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をブロック状に含む。14層との層境が酸化。
 17 灰色シルト（5Y6/1）  粘性強。しまり普通。やや酸化。
 18 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をまばらに含む。
 19 灰色粘質土（10Y5/1）  粘性強。しまり弱。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 20 オリーブ黒色粘質土（7.5Y3/1）  粘性強。しまり弱。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 21 黒色粘質土（2.5GY2/1）  粘性強。しまり弱。灰白色粘質土をブロック状に含む。炭化物をまばらに含む。
 22 オリーブ灰色粘質土（2.5GY5/1）  粘性強。しまり弱。

15SE296
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をまばらに含む。炭化物をごく少量含む。
 2 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しまり普通。炭化物をごく少量含む。
 3 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性・しまり普通。
 4 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性・しまり普通。暗オリーブ褐色粘質土をブロック状に含む。
 5 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性・しまり普通。
 6 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性・しまり強。灰白色粘質土をまばらに含む。
 7 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をまばらに含む。
 8 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土を少量含む。
 9 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性・しまり強。灰白色粘質土・暗オリーブ褐色粘質土をまばらに含む。
 10 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をまばらに含む。炭化物をごく少量含む。
 11 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性強。しまり普通。
 12 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性強。しまり普通。暗オリーブ褐色粘質土をブロック状に含む。
 13 明黄褐色粘質土（10YR6/8）  粘性・しまり強。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 14 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性強。しまり普通。灰白色〜黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 15 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性強。しまり普通。暗オリーブ褐色粘質土を少量含む。
 16 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性強。しまり普通。
 17 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 18 明黄褐色粘質土（10YR6/6）  粘性普通。しまり強。暗オリーブ褐色粘質土を少量含む。
 19 灰白色粘質土（10Y7/1）  粘性強。しまり弱。明黄褐色シルトを多く含む。
 20・23・26・28　明赤褐色砂（5YR5/6）  粘性弱。しまり普通。
 21 灰白色粘質土（10Y7/1）  粘性強。しまり普通。明黄褐色シルトをブロック状に含む。
 22 灰色粘質土（10Y5/1）  粘性強。しまり普通。炭化物をごく少量含む。
 24 灰白色粘質土（10YR7/1）  粘性強。しまり普通。
 25 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性強。しまり普通。
 27 灰白色粘質土（10Y7/1）  粘性強。しまり普通。黄褐色シルトをブロック状に含む。
 29 明緑灰色粘質土（7.5GY7/1）  粘性強。しまり普通。
 30 オリーブ黒色粘質土（5GY2/1）  粘性・しまり弱。炭化物を多く含む。
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0 2m（1：40）その他0 1m（1：20）ST684

SK234

SK235

SK233

SK239

ST684 SK83 SK167

SK204
SK212

SK167
 1 黒褐色粘質土（7.5YR2/2）  粘性・しまり強。

黄褐色粘質土を少量含む。

SK83
 1 暗褐色粘質土（10YR3/4）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘

質土をブロック状に含む。
 2 褐色粘質土（10YR4/4）  粘性強。しまり普通。
 3 褐色粘質土（10YR4/6）  粘性強。しまり普通。黄褐色粘質

土をブロック状に含む。

ST684
 1 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性・しまり弱。
 2 暗オリーブ色粘質土（5Y4/3）  粘性・しまり弱。焼土をブロック状

に含む。
 3 明褐色粘質土（7.5YR5/6）  粘性・しまり弱。焼土をブロック状に

多く含む。直径0.3〜2cm程度の被熱骨片・炭化物を含む。
 4 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性弱。しまり強。炭化物を少量含む。
 

SK234
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり強。

黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/8）  粘性・しまり強。1層を

まばらに含む。

SK235
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土

をブロック状に含む。
 2 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土を

ブロック状にやや多く含む。
 3 明黄褐色粘質土（2.5Y6/6）  粘性・しまり強。2層を少量含む。

SK204
 1 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性弱。しまり強。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性弱。しまり強。
  黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 3 暗オリーブ色粘質土（5Y4/4）  粘性・しまり強。
  黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。

SK233
 1 暗オリーブ色粘質土（5Y4/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロ

ック状に少量含む。
 2 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロ

ック状に少量含む。
 3 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性・しまり弱。
 4 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブ

ロック状にやや多く含む。
 5 オリーブ色粘質土（5Y5/4）  粘性普通。しまり強。4層を互層状に含む。
 6 オリーブ黄色粘質土（5Y6/4）  粘性普通。しまり強。
 7 暗オリーブ色粘質土（5Y4/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をブ

ロック状に少量含む。

SK239
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり強。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 オリーブ色粘質土（5Y5/4）  粘性強。しまり普通。
  暗青灰色シルトを少量含む。
 3 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/6）  粘性弱。しまり普通。

黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。1層をまばらに
含む。

SK212
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック

状に少量含む。炭化物をごく少量含む。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性弱。しまり普通。
 3 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性弱。しまり強。
 4 明緑灰色シルト（7.5GY7/1）  粘性普通。しまり強。浅黄橙色シルトを含む。
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0 2m（1：40）

SK256

（P254）

（SD151）

（P263）

SK264 SK296

（SD151） （SK256）

SK381

SK503

SK622

（P918）

（SE727）

SK691

SK722 （P726）（P500）

P263

15SK96

15SK218

（15P214）

（15P211）

（15SE185C）

15SX182

（15SE185C）

15SK264

SK256
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性弱。しまり

強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 2 浅黄色シルト（5Y7/3）  粘性弱。しまり強。黄褐

色粘質土をブロック状に多く含む。
 3 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性・しまり強。

黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 4 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性強。しまり普

通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。

SK264
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性・しまり

弱。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 2 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり

強。細礫を多く含む。
 3 暗オリーブ色粘質土（5Y4/3）  粘性弱。しまり

強。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。

SK296
 1 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性弱。しまり強。

黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性・しまり強。黄

褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。

SK381
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  
  粘性・しまり強。黄褐色粘質土を少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/1）  
  粘性・しまり強。黄褐色粘質土を含む。
 3 黄褐色粘質土（10YR5/6）  
  粘性・しまり強。黒褐色粘質土を少量含む。

SK503
 1 暗褐色粘質土（10YR3/3）
  粘性強。しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に含む。

SK622
 1 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  
  粘性・しまり弱。黄褐色粘質土をブロック

状に含む。炭化物をごく少量含む。
 2 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  
  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロッ

ク状に少量含む。炭化物をごく少量含む。
 3 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  
  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロッ

ク状に含む。炭化物をごく少量含む。
 4 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  
  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘質土をブロ

ック状に含む。炭化物をごく少量含む。
 ※骨片出土。

SK691
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
  炭化物をごく少量含む。
 2 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性・しまり弱。黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 3 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性弱。しまり強。2層を少量含む。
 4 明オリーブ灰色粘質土（5GY7/1）  粘性強。しまり普通。橙色シルトを網目状に含む。暗褐色粘

質土を少量含む。

SK722
 1 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  
  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブ

ロック状に多く含む。

15SK96
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。黄褐色〜青灰

色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 褐色粘質土（10YR4/4）  粘性・しまり強。
 3 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土

をブロック状に少量含む。
 4 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり強。黄褐色〜青灰色粘質土

をブロック状に含む。
 5 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。
 6 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土を含む。

15SK218
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 2 灰オリーブ色粘質土（5Y5/3）  粘性普通。しまり強。暗オリーブ褐色粘質土を少量含む。
 3 黄褐色粘質土（2.5Y5/4）  粘性強。しまり普通。

P263
 1 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性・しまり弱。3層を含む。
 2 オリーブ黒色粘質土（5Y3/2）  粘性弱。しまりなし。黄褐色粘

質土をブロック状に多く含む。
 3 灰オリーブ色粘質土（5Y4/2）  粘性弱。しまり普通。黄褐色粘

質土をブロック状に含む。炭化物を少量含む。
 4 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色粘

質土をブロック状に多く含む。炭化物をまばらに含む。
 5 オリーブ色シルト（5Y5/6）  粘性普通。しまり強。3層を少量

含む。

15SX182
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  
  粘性弱。しまり強。3層を多く含む。
 2 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を少

量含む。
 3 暗赤褐色砂礫（5YR3/3）  
  粘性弱。しまり強。被熱。

15SK264
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色粘質土をまばらに含む。

炭化物を少量含む。
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SB09

P213
 1 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性弱。しまり強。黄褐色土塊を少量含む。
 2 褐色粘質土（10YR4/4）  粘性弱。しまり強。黄褐色土塊を含む。
 3 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性普通。しまり強。黄褐色土塊と炭粒を少量含む。
 4 黄褐色粘質土（10YR5/8）  粘性普通。しまり強。灰色土塊を少量含む。
 5 褐灰色粘質土（10YR5/1）  粘性強。しまり強。黄褐色土塊を含む。炭粒を少量含む。

15P15
 1 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性・しまり強。
 2 明黄褐色粘質土（10YR6/6）  粘性やや弱。しまり普通。
 3 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性普通。しまりやや強。

2層・褐色粘質土を多く含む。

SE212
 1 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性普通。しまりやや強。
  明黄褐色粘質土を少量含む。
 2 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性・しまり強。
 3 灰色粘質土（5Y4/1）  粘性普通。しまり弱。直径約4〜8cmの礫を少量含む。

15P16
 1 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性・しまり強。
  明黄褐色粘質土を含む。
 2 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  粘性・しまり普通。
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15SE81

（15P62）

（15P61）
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15SE44
 1 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  粘性普通。しまりやや強。オリーブ灰色粘質土・黄褐色粘質土を含む。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまりやや強。灰黄褐色粘質土を含む。
 3 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性・しまりやや強。黄褐色粘質土を少量含む。
 4 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性やや強。しまり普通。明黄褐色粘質土を少量含む。
 5 暗緑灰色粘質土（7.5GY4/1）  粘性やや強。しまり弱。オリーブ黒色粘質土をブロック状に含む。
 6 オリーブ黒色粘質土（5GY2/1）  粘性強。しまり弱。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 7 オリーブ黒色粘質土（7.5Y3/1）  粘性強。しまり普通。
 8 暗緑灰色粘質土（10GY4/1）  粘性強。しまり普通。7層・灰色粘質土をブロック状に含む。
 9 暗緑灰色粘質土（10GY4/1）  粘性強。しまり普通。7層・灰色粘質土を少量含む。
 10 黒色粘質土（10Y2/1）  粘性・しまり普通。灰色粘質土をブロック状に含む。
 11 暗緑灰色粘質土（10GY4/1）  粘性強。しまり普通。7層・灰色粘質土をブロック状に含む。

15SE32
 1 にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）  粘性・しまり普通。褐灰色粘質土を多く含む。
 2 明黄褐色粘質土（10YR7/6）  粘性強。しまりやや強。灰白色粘質土を少量含む。
 3 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性・しまり強。
 4 黄褐色粘質土（2.5Y5/3）  粘性・しまり強。
 5 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性普通。しまりやや強。
 6 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/4）  粘性・しまり普通。にぶい黄褐色粘質土を少量含む。
 7 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性普通。しまりやや強。
 8 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  粘性・しまりやや強。黄褐色粘質土を多く含む。
 9 暗緑灰色粘質土（10G4/1）  粘性・しまり弱。
 10 暗オリーブ灰色粘質土（5GY4/1）  粘性強。しまり弱。
 11 暗オリーブ灰色粘質土（5GY4/1）  粘性強。しまり普通。灰色粘質土をブロック状に含む。
 12 オリーブ灰色粘質土（2.5GY5/1）  粘性強。しまり普通。黒色粘質土をブロック状に含む。
 13 オリーブ黒色粘質土（10Y3/1）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土・黒色粘質土をブロッ

ク状に含む。

15SE74
 1 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性・しまり普通。灰黄色粘質土を多く含む。
 2 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  粘性普通。しまりやや弱。灰黄色粘質土をブロック状に含む。
 3 明黄褐色シルト（10YR6/6）  粘性弱。しまりやや弱。灰白色シルトを多く含む。
 4 黄褐色粘質土（10YR5/8）  粘性普通。しまりやや弱。灰黄褐色粘質土を多く含む。
 5 黄褐色粘質土（10YR5/8）  粘性普通。しまりやや弱。青灰色粘質土を少量含む。
 6 明青灰色粘質土（5BG7/1）  粘性強。しまりやや弱。黄褐色粘質土を多く含む。
 7 青黒色粘質土（5BG2/1）  粘性強。しまりやや弱。
 8 青灰色粘質土（5BG5/1）  粘性強。しまり普通。

15SE81
 1 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性・しまり普通。黄灰色粘質土・黄褐色粘質土・にぶい黄褐色粘質土を少量含む。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまりやや強。黄灰色粘質土を少量含む。
 3 オリーブ褐色粘質土（2.5Y4/3）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を多く含む。
 4 灰黄褐色粘質土（10YR5/2）  粘性・しまり普通。オリーブ褐色粘質土・にぶい黄褐色粘質土を多く含む。
 5 暗緑灰色粘質土（5G4/1）  粘性普通。しまり弱。

15SE82
 1 暗灰黄色粘質土（2.5Y5/2）  粘性・しまり普通。黄灰色粘質土を少量含む。
 2 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性・しまり普通。黄灰色粘質土を少量含む。
 3 暗灰黄色粘質土（2.5Y5/2）  粘性・しまり普通。暗褐色粘質土・黄褐色粘質土を多く含む。
 4 灰色粘質土（5Y5/1）  粘性・しまり普通。
 5 暗緑灰色粘質土（5G4/1）  粘性普通。しまり弱。
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（SK291）

15SE100

（濠）

15SE107

15SE108

15SE162

（15P221）

15SE111 15SE155

15SE193

15SE121

（15P151）

15SE100
 1 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性強。しまりやや弱。灰黄

色粘質土をブロック状に含む。
 2 黄褐色粘質土（2.5Y5/6）  粘性・しまり普通。灰黄色粘

質土を少量含む。
 3 灰色粘質土（5Y4/1）  粘性やや強。しまりやや弱。黄褐

色粘質土を少量含む。
 4 灰色粘質土（7.5Y5/1）  粘性やや強。しまりやや弱。青

灰色粘質土を含む。
 5 オリーブ灰色粘質土（2.5GY6/1）  粘性やや強。しまり

やや弱。

15SE107
 1 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性普通。しまりやや強。
 2 灰色粘質土（10Y4/1）  粘性普通。しまりやや強。
 3 灰色粘質土（7.5Y4/1）  粘性強。しまり普通。緑灰色

粘質土を少量含む。
 4 灰白色粘質土（10YR8/1）  粘性強。しまり普通。

15SE162
 1 暗灰黄色粘質土（2.5Y5/2）  粘性・し

まり普通。にぶい黄褐色粘質土・にぶ
い黄橙色粘質土を多く含む。

 2 明黄褐色粘質土（10YR6/8）  粘性や
や強。しまり普通。灰白色粘質土を多
く含む。

 3 暗青灰色粘質土（5BG4/1）  粘性やや
強。しまり弱。

 4 灰色粘質土（7.5Y5/1）  粘性やや強。
しまりやや弱。

15SE108
 1 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性普通。しまりやや強。褐灰色粘質土を少量含む。
 2 灰色粘質土（5Y5/1）  粘性やや強。しまりやや弱。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 3 オリーブ黒色粘質土（7.5Y3/1）  粘性強。しまり弱。灰白色粘質土をブロック状に含む。

炭化物を少量含む。
 4 オリーブ黒色粘質土（7.5Y3/1）  粘性強。しまり弱。灰白色粘質土をブロック状に含む。

炭化物を多く含む。
 5 灰色粘質土（5Y5/1）  粘性強。しまり弱。灰白色粘質土をブロック状に含む。炭化物を少

量含む。

15SE111
 1 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり強。黄

褐色粘質土を少量含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり強。黄

褐色粘質土をブロック状に含む。
 3 黒色粘質土（5Y2/1）  粘性・しまり強。
 4 黒色粘質土（5Y2/1）  粘性・しまり強。黄褐色

粘質土をブロック状に含む。
 5 黒色粘質土（5Y2/1）  粘性・しまり強。黄褐色

粘質土をブロック状に多く含む。
 6 黒色粘質土（7.5Y2/1）  粘性・しまり弱。灰白

色粘質土を少量含む。炭化物を多く含む。

15SE155
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘

質土・青灰色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘

質土・青灰色粘質土をブロック状に少量含む。炭化物を少量含む。
 3 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土・炭

化物を少量含む。
 4 黒色粘質土（5Y2/1）  粘性・しまり強。
 5 灰色シルト（10Y5/1）  粘性強。しまり普通。4層を少量含む。

15SE121
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまりやや

強。
 2 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性・しまり強。

黄褐色粘質土をブロック状に含む。炭化物を少
量含む。

 3 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり強。
黄褐色粘質土・青灰色粘質土をブロック状に含
む。

 4 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり強。
黄褐色粘質土・青灰色粘質土をブロック状にや
や多く含む。

 5 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり強。
黄褐色粘質土・青灰色粘質土をブロック状にや
や多く含む。

 6 オリーブ黒色粘質土（7.5Y3/1）  粘性・しま
り強。青灰色粘質土をブロック状に含む。

 7 明緑灰色粘質土（7.5GY7/1）  粘性強。しまり
普通。

15SE193
 1 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性普通。しまりやや強。
 2 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性普通。しまりやや強。明黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 3 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  粘性・しまり普通。明黄褐色粘質土・灰白色粘質土を多く含む。
 4 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性・しまりやや強。灰白色粘質土をブロック状に少量含む。
 5 褐灰色粘質土（10YR5/1）  粘性強。しまりやや弱。
 6 黒色粘質土（10Y2/1）  粘性・しまり普通。
 7 灰白色粘質土（7.5Y7/1）  粘性強。しまり普通。
 8 灰白色シルト（7.5Y7/1）  粘性強。しまり普通。黒色粘質土をブロック状に含む。
 9 オリーブ黒色粘質土（10Y3/1）  粘性強。しまり弱。灰白色粘質土をブロック状に含む。
 10 黒色粘質土（7.5Y2/1）  粘性・しまり普通。灰白色粘質土をブロック状に含む。
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SK291

（P290）

（SD267）

（15SE107）

15SK140

15SK163

15SK169

15SK180 15SK223

SK291
 1 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性・しまり普通。褐灰色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性やや弱。しまり普通。
 3 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性やや弱。しまり普通。
 4 灰色粘質土（5Y5/1）  粘性強。しまりやや弱。
 5 灰オリーブ色粘質土（7.5Y4/2）  粘性強。しまりやや弱。
 6 灰色粘質土（5Y5/1）  粘性やや強。しまり普通。
 7 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性普通。しまりなし。腐植物を多く含む。

15SK140
 1 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり強。黄褐色

粘質土・青灰色粘質土をブロック状に含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり強。黄褐色

粘質土をブロック状に含む。
 3 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり強。黄褐色

粘質土をブロック状に多く含む。
 4 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり強。黄褐色

粘質土・青灰色粘質土をブロック状に多く含む。

15SK163
 1 褐灰色粘質土（10YR5/1）  粘性やや弱。しまり普通。
 2 暗灰黄色粘質土（2.5Y5/2）  粘性・しまりやや弱。1層を少量含む。
 3 にぶい黄色粘質土（2.5Y6/3）  粘性・しまりやや弱。暗褐色シルトを多く含む。
 4 褐灰色粘質土（10YR6/1）  粘性・しまりやや弱。

15SK169
 1 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性やや弱。しまり普通。灰黄褐色粘質

土を少量含む。
 2 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  粘性やや弱。しまり普通。褐灰色粘質土を少

量含む。
 3 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性・しまり普通。灰黄褐色粘質土を含む。
 4 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性やや強。しまり普通。
 5 褐灰色粘質土（10YR5/1）  粘性・しまり普通。にぶい黄褐色粘質土を少量

含む。
 6 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  粘性・しまり普通。灰色粘質土をブロック状

に含む。

15SK180
 1 暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）  粘性・しまりやや強。黄褐色粘

質土・青灰色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土を

ごく少量含む。
 3 にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）  粘性・しまり強。
 4 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土・

青灰色粘質土をブロック状に含む。
 5 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり強。
 6 にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）  粘性・しまり強。
 7 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり強。
 8 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性・しまり強。青灰色粘質土を

ブロック状に少量含む。
 9 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり強。

15SK223
 1 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまりやや強。黄褐色粘質

土・青灰色粘質土をブロック状に含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまりやや強。黄褐色粘質

土・青灰色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 3 明黄褐色粘質土（10YR6/6）  粘性・しまり普通。黒褐色粘

質土・青灰色粘質土ブロック状に含む。
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二反割遺跡　全体図 図 版 45
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15SD371
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまりやや強。
  灰白色粘質土をごく少量含む。
 2 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性・しまり強。

暗褐色粘質土・黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 3 暗褐色粘質土（10YR3/4）  粘性・しまりやや強。

15SD325
 1 黒褐色シルト（10YR3/1）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブ

ロック状に多く含む。

15SK474
 1 暗褐色粘質土（10YR3/4）  粘性・しまりやや強。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 3 にぶい黄色シルト（2.5Y6/3）  粘性弱。しまり普通。
  黒褐色粘質土をごく少量含む。
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15SD176
 1 黒褐色シルト（10YR3/1）  粘性・しまりやや強。
  炭化物をごく少量含む。
 2 黒褐色シルト（2.5Y3/1）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 3 黒色シルト（7.5Y2/1）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 4 にぶい黄褐色シルト（10YR5/3）  粘性・しまり普通。
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15SD1C
 1 黒褐色シルト（10YR2/2） 
   粘性・しまり普通。
 2 褐色シルト（10YR4/4）  
  粘性・しまり普通。1層をまばらに含む。
 3 暗褐色シルト（10YR3/3） 
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をやや

多く含む。

15SD1D
 1 黒褐色シルト（2.5Y3/1）  粘性・しまり普通。

炭化物をごく少量含む。

15SD1A
 1 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性やや強。しまり普通。
 2 1層と同じで、黄褐色粘質土粒子をごく少量含む。
 3 黒色粘質土（2.5Y2/1）  粘性・しまりやや強。
  黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 4 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性やや強。しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 5 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性・しまりやや強。
 6 褐色粘質土（10YR4/4）  粘性・しまり強。
  オリーブ褐色粘質土を含む。
15SD1A盛土
 7 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまりやや強。
 8 褐色粘質土（10YR4/4）  粘性・しまりやや強。
  暗褐色粘質土をブロック状にやや多く含む
 9 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまりやや強。
  黄褐色粘質土をブロック状に含む。

15SD1B
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまりやや強。
  黄褐色粘質をブロック状に含む。炭化物をごく少量含む。
 2 褐色粘質土（10YR4/4）  粘性やや強。しまり普通。
  暗褐色粘質土をブロック状に含む。
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0 5m（1：100）平面図・エレベーション図

0 2m（1：50）断面図

0 30cm（1：6）遺物図

0 50cm（1：15）遺構図
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15P557
 1 黒色シルト（10YR2/1）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。炭化物をごく少量含む。
 2 褐色シルト（10YR4/6）  粘性・しまり普通。
  1層をブロック状に少量含む。

15P381
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり強。

黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。

15P383
 1 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまりやや強。

炭化物をごく少量含む。

15SX435 
 1 暗オリーブ褐色粘質土（2.5Y3/3）  粘性・しまり普通。
 2 暗赤褐色粘質土（5YR3/2）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を少量含む。
 3 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性弱。しまり普通。
 4 黄褐色粘質土（2.5Y5/3）  粘性・しまり普通。暗赤褐色粘質土・にぶい黄褐色粘質土を少量含む。
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0 5m（1：100）平面図・エレベーション図0 2m（1：50）断面図
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15P332

15P336

15P331

15P330

（15SK31）

15SB356

15SB354・355

15P14
 1 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  
  粘性・しまり普通。にぶい黄橙色粘質土

を含む。
 2 暗褐色粘質土（10YR3/3） 
   粘性普通。しまりやや弱。
 3 にぶい黄橙色粘質土（10YR6/3）  
  粘性・しまり普通。2層を含む。

15P39
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまりやや強。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
  暗褐色粘質土・黄褐色シルトを含む。
 3 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性・しまり普通。
  黄褐色シルトを少量含む。
 4 黄褐色シルト（10YR5/6）  粘性・しまり普通。
  黒褐色シルトを少量含む。

15P86
 1 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性普通。しまりやや強。
  暗褐色粘質土を含む。
 2 褐色粘質土（10YR4/6）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土・黒褐色粘質土を少量含む。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普通。しまりやや強。
  にぶい黄橙色粘質土を含む。

15P87
 1 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性やや弱。しまり普通。
  黒褐色粘質土を少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまりやや強。
  灰白色粘質土を含む。
 3 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性やや強。しまり強。
  灰白色粘質土を含む。

15P170
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  
  粘性普通。しまりやや強。黄褐色粘質土を少量

含む。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/6）  
  粘性・しまり普通。黒褐色粘質土を少量含む。

15P119
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を多く含む。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/6）  
  粘性・しまり普通。
 3 黄褐色粘質土（10YR5/6）  
  粘性・しまり普通。黒褐色粘質土を多く含む。

15P139
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を含む。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/6） 
   粘性・しまり普通。黒褐色粘質土を少量含む。
 3 褐色粘質土（10YR4/4）  
  粘性・しまり普通。

15P158
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を少量含む。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/6）  
  粘性・しまり普通。黒褐色粘質土を少量含む。

15P223
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
  暗褐色粘質土を少量含む。
 2 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性・しまり普通。
 3 明黄褐色粘質土（10YR6/6）  粘性・しまり普通。
 4 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
  明黄褐色粘質土を含む。
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15P96
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。

黄褐色粘質土を少量含む。
 2 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性・しまり弱。
 3 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり普通。

黒褐色粘質土を少量含む。 15P181
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2） 
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を含む。

15P163
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2） 
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を少量含む。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/6）  
  粘性・しまり普通。黒褐色粘質土を少量含む。

15P67
 1 黒褐色シルト（10YR2/2） 
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を

ブロック状にごく少量含む。
 2 褐色シルト（10YR4/6）  
  粘性・しまり普通。黒褐色シルトを

ブロック状にごく少量含む。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/2）  
  粘性・しまりやや強。褐色シルトを

ブロック状にやや多く含む。

15P47
 1 黒色シルト（10YR2/1）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状にごく少量含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/2）  粘性・しまりやや強。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状にごく少量含む。
 4 褐色シルト（10YR4/6）  粘性・しまり普通。黒褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。

15P48
 1 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状にごく少量含む。
 2 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状に多く含む。

15P35
 1 黒色粘質土（10YR2/1） 
  粘性・しまりやや強。黄褐色粘質土を

ブロック状に少量含む。
 2 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  
  粘性・しまりやや強。黄褐色粘質土を

ブロック状に少量含む。

15P18
 1 黒色シルト（10YR2/1） 
  粘性・しまり弱。褐色粘質土をブロッ

ク状にごく少量含む。
 2 黒褐色シルト（10YR2/2） 
  粘性・しまり弱。褐色粘質土をブロッ

ク状に少量含む。

15P49
 1 褐灰色シルト（10YR4/1）  粘性・しまり弱。褐色シルトをまばらに含む。

黒色粘質土をブロック状に含む。
 2 黒色シルト（10YR2/1）  粘性・しまり普通。
 3 黄褐色シルト（10YR5/6）  粘性・しまり普通。黒色粘質土をブロック状に

含む。
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0 2m（1：50）断面図

15P360

（15P359）

15P346（15P315）
15P440

15P446

（15P433）

15P439

15P389

15P398

15P388

15P349

15P348

15P372

1
5
P
4
4
6

1
5
P
4
3
9

1
5
P
3
4
9

1
5
P
3
4
8

1
5
S
D
3
7
1

15P495

15P482

15P496

15P473
15P420

15P398 15P388 15P34915P47315P420

15P516
15P509

15P493

（15P481）

15P396

15P397

1
5
P
3
6
0

1
5
P
3
8
7

1
5
P
4
9
6

（
1

5
S

D
3

7
1

）

（15SD371）

（15SE471）

1
5
P
4
7
3

1
5
P
3
9
6

1
5
P
3
9
7

15P421 15P510

15P519

（15SD325）

15P387

15P515

15P360 （15P359）15P346 15P440 15P44615P515

15P518

1
5
P
4
2
0

1
5
P
5
0
9

1
5
P
4
9
3

1
5
P
4
2
1

（
1

5
S

D
3

2
5

）
（

1
5

S
D

3
7

1
）

（
1

5
S

E
4

7
1

）
1
5
P
5
1
5

1
5
P
5
1
8

（15P529）

（15SE471）

（15SD371）

（15P268）

（15P283）

15P278

（15P289）

15P309

15P267

15P270

（
1

5
P

2
8

3
）

1
5
P
2
7
8

1
5
P
2
6
7

1
5
P
2
7
0

15P304

15P271

15P311

15P282

15P312

（15P262）

15P514

（15P506）15P511

15P27815P511

1
5
P
3
1
1

1
5
P
2
8
2

1
5
P
3
1
2

1
5
P
5
1
4

1
5
P
5
1
1

（15SK555）
（15SK554）

15SB561

15SB562

15P360
 1 黒色シルト（10YR2/1）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状にごく少量含む。
 2 黒褐色シルト（10YR3/1）  粘性・しまり普通。

黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。

15P516
 1 灰黄褐色シルト（10YR4/2）  
  粘性・しまり弱。褐色粘質土・黒色粘

質土をブロック状に含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/1）  
  粘性・しまりやや強。

15P398
 1 黒褐色シルト（10YR3/2） 
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブ

ロック状にやや多く含む。

15P346
 1 黒褐色シルト（10YR2/2） 
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブ

ロック状にごく少量含む。
 2 褐色シルト（10YR4/4）  
  粘性・しまり普通。
 3 黒褐色シルト（10YR2/2）  
  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブ

ロック状にごく少量含む。

15P372
 1 黒色シルト（10YR2/1）  
  粘性・しまり弱。黄褐色粘質土をブロ

ック状に少量含む。炭化物をごく少量
含む。

15P311
 1 黒褐色シルト（10YR3/1）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土・炭化物をごく少量含む。
 2 黒色シルト（10YR2/1）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土・炭化物をごく少量含む。
 3 黒褐色シルト（10YR3/1）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をやや多く含む。

15P514
 1 黒褐色粘質土（10YR2/3）  粘性・しまりやや弱。
 2 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  粘性強。しまりやや強。

黄褐色粘質土を少量含む
 3 褐灰色シルト（10YR6/1）  粘性弱。しまりやや強。
  灰黄褐色粘質土を少量含む。

15P270
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性強。しまり弱。
  黄褐色粘質土・炭化物をごく少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性強。しまり弱。
  黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 3 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性強。しまり弱。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
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0 5m（1：100）平面図・エレベーション図

0 2m（1：50）断面図
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15P309 （15P267） 15P272 15P501

15SB563 15SB564

15SB565・566

15P242
 1 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  

粘性普通。しまりやや弱。

15P216
 1 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  

粘性普通。しまりやや強。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/6） 
  粘性・しまり普通。
  灰黄褐色粘質土を少量含む。

15P226
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）
  粘性・しまり普通。
  褐色粘質土を含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）
  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土を少量含む。
 3 黄褐色粘質土（10YR5/6）
  粘性・しまり普通。
  黒褐色粘質土を少量含む。
 4 黄褐色粘質土（10YR5/6）
  粘性・しまり普通。
  褐色粘質土を含む。 15P472

 1 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまりやや強。
  黄褐色粘質土をごく少量含む。
 2 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまりやや強。
  黄褐色粘質土の含有が1層より多い。
 3 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまりやや強。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 4 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまりやや強。
  黄褐色粘質土をブロック状にごく少量含む。

15P427
 1 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性・しまり普通。
 2 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土を多く含む。

15P271
 1 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土を

ブロック状に少量含む。黒褐色粘質土をブロック状にごく少量
含む。

 2 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性・しまりやや強。黄褐色粘質
土をブロック状に少量含む。

15P501
 1 にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）  粘性普通。しまりやや弱。

褐色粘質土をまばらに含む。
 2 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性やや弱。しまり強。

15P294
 1 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘

質土・黒褐色粘質土をやや多く含む。

15P269
 1 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土を

ブロック状にごく少量含む。
 2 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土を

ブロック状にやや多く含む。炭化物をごく少量含む。
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0 5m15SB567平面図・エレベーション図（1：100）

0 2m15SB567断面図（1：50）

0 2m（1：40）15SE30・70
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（15P46）
（15SD1A）

（15P69）

15P491
 1 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  
  粘性・しまりやや弱。
 2 褐色粘質土（10YR4/6）  
  粘性やや弱。しまり普通。

15P419
 1 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性・しまり普通。
 2 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性・しまり普通。
 3 褐色粘質土（10YR4/4）  粘性・しまり普通。
  暗褐色粘質土を少量含む。

15P253
 1 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性やや弱。しまり普通。
 2 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性やや弱。しまり普通。
 3 にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）  粘性普通。しまりやや弱。
  黄褐色粘質土を少量含む。
 4 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性普通。しまりやや弱。
  にぶい黄褐色粘質土を少量含む。

15SE30
 1 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性普通。しまり強。
  暗褐色粘質土を少量含む。
 2 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性普通。しまりやや強。
  黄橙色シルトを少量含む。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性普通。しまりやや強。
  黄橙色シルトを少量含む。
 4 明黄褐色シルト（10YR6/6）  粘性やや弱。しまり普通。
 5 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
  暗褐色粘質土を少量含む。
 6 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまりやや弱。
  明黄褐色シルトを含む。
 7 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性普通。しまりやや強。
  明黄褐色シルトを少量含む。
 8 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
 9 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性やや強。しまり普通。
  明黄褐色シルトを含む。
 10 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性やや強。しまり普通
 11 黄灰色粘質土（2.5Y4/1）  粘性やや強。しまりやや弱。

15SE70
 1 暗オリーブ褐色シルト（2.5Y3/3）  粘性・しまり
  普通。黄褐色粘質土・炭化物をごく少量含む。
 2 黒褐色シルト（10YR3/2）  粘性・しまり弱。
 3 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性・しまりやや強。

黄褐色粘質土・炭化物をごく少量含む。
 4 黒色粘質土（7.5Y2/1）  粘性・しまりやや強。
  炭化物を多く含む。
 5 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまりやや強。

黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。炭化物をご
く少量含む。

 6 暗オリーブ褐色シルト（2.5Y3/3）  粘性・しまり
  普通。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。炭化

物をごく少量含む。
 7 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性・しまりやや強。

黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。炭化物
をごく少量含む。

 8 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまり強。黄褐色
粘質土をブロック状に少量含む。炭化物をごく少量
含む。

 9 褐色粘質土（10YR4/6）  粘性・しまり強。黒褐色
粘質土をブロック状に少量含む。

 10 黄灰色粘質土（2.5Y5/1）  粘性強。しまりやや強。
黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。

 11 黒色シルト（N2/0）  粘性やや強。しまり弱。
 12 黒色粘質土（N2/0）  粘性やや強。しまり普通。
  青灰色粘質土をブロック状に含む。酸化鉄を含む。
 13 褐色粘質土（10YR4/6）  粘性強。しまりやや強。

青灰色粘質土・黒褐色粘質土をまばらに含む。
 14 褐色粘質土（10YR4/6）  粘性・しまり強。
 15 黒色粘質土（N2/0）  粘性・しまり強。黄褐色粘質

土をブロック状に含む。
 16 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり強。13層

をブロック状に含む。
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0 2m（1：40）個別図

15SE130 15SE132

15SE350

15SE471

（15SD371）

（15P515）

（15SD371）（15P515）

15SE130
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
 2 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性・しまりやや弱。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまりやや弱。褐色粘質土を少量含む。
 4 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性やや弱。しまり弱。灰黄褐色粘質土を少量含む。
 5 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土を少量含む。
 6 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性普通。しまりやや弱。黄褐色粘質土を少量含む。
 7 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性やや弱。しまり普通。
 8 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまり普通。褐灰色粘質土を少量含む。
 9 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性やや強。しまり普通。炭化物を少量含む。
 10 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性・しまりやや強。黄褐色粘質土・灰白色粘質土を多く含む。
  炭化物を少量含む。
 11 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性やや強。しまり普通。灰白色粘質土・褐灰色粘質土を少量含む。
 12 褐灰色粘質土（10YR5/1）  粘性強。しまりやや弱。炭化物を多く含む。
 13 褐灰色粘質土（10YR5/1）  粘性・しまりやや強。黄褐色粘質土・灰白色粘質土を少量含む。
 14 黄褐色粘質土（10YR5/6）  粘性・しまりやや強。灰白色粘質土を少量含む。
 15 褐灰色粘質土（10YR5/1）  粘性強。しまり普通。灰白色粘質土を少量含む。
 16 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまり弱。炭化物を多く含む。
 17 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性普通。しまり弱。灰白色粘質土を多く含む。
 18 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性やや強。しまり弱。青灰色粘質土を多く含む。

15SE132
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
 2 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性・しまり普通。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
  にぶい黄褐色粘質土を少量含む。
 4 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普通。しまりやや強。

にぶい黄橙色粘質土を少量含む。
 5 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性やや強。しまり普通。
 6 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまり普通。
  黒褐色粘質土を含む。
 7 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性やや強。しまり普通。
 8 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性やや強。しまり普通。

黒色粘質土を少量含む。
 9 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性やや強。しまり普通。

黒色粘質土を少量含む。黄褐色粘質土を含む。
 10 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性強。しまりやや強。
  黄褐色粘質土を含む。
 11 青灰色粘質土（5BG6/1）  粘性強。しまり弱。
  黒色粘質土を少量含む。

15SE350
 1 黒褐色シルト（2.5Y3/2）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 2 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまり普通。
 3 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 4 黒褐色シルト（10YR2/2）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
  炭化物をごく少量含む。
 5 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり強。
  黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 6 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまり強。

15SE471
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまりやや強。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 2 褐色シルト（10YR4/6）  粘性・しまり弱。灰黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 3 黒褐色シルト（10YR2/2）  粘性・しまり普通。
 4 黒褐色シルト（10YR3/2）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
 5 褐色シルト（10YR4/6）  粘性・しまり弱。暗褐色粘質土をブロック状に含む。
 6 5層に同じだが、暗褐色粘質土の含有は5層より少ない。
 7 にぶい黄褐色シルト（10YR4/3）  粘性・しまり普通。黄褐色粘質土をブロック状に含む。
 8 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまり強。
 9 暗褐色粘質土（10YR3/4）  粘性・しまりやや強。黄褐色粘質土・炭化物をごく少量含む。
 10 褐色粘質土（10YR4/6）  粘性・しまり強。
 11 灰黄色粘質土（2.5Y7/2）  粘性・しまりやや強。
 12 暗褐色粘質土（10YR3/3）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土・炭化物をごく少量含む。
 13 褐色粘質土（10YR4/6）  粘性・しまりやや強。
 14 黒褐色シルト（10YR3/2）  粘性・しまり弱。青灰色粘質土をブロック状に少量含む。酸化鉄を含む。
 15 黒褐色シルト（10YR3/1）  粘性・しまり弱。黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 16 黒褐色シルト（10YR3/2）  粘性・しまり普通。
 17 暗褐色シルト（10YR3/3）  粘性・しまり弱。
 18 灰黄色粘質土（2.5Y6/2）  粘性やや強。しまり普通。
 19 褐灰色粘質土（10YR4/1）  粘性・しまりやや強。
 20 黒色粘質土（2.5Y2/1）  粘性・しまり強。
 21 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり強。
 22 黒褐色シルト（2.5Y3/1）  粘性・しまり弱。20層をブロック状にやや多く含む。
 23 褐色シルト（10YR4/6）  粘性・しまり弱。青灰色粘質土をブロック状にごく少量含む。
 24 黒褐色シルト（10YR3/1）  粘性・しまり弱。褐色粘質土をまばらに含む。
 25 黒褐色シルト（2.5Y3/1）  粘性・しまり弱。
 26 黄灰色シルト（2.5Y4/1）  粘性・しまり弱。
 27 黒色粘質土（2.5Y2/1）  粘性・しまりやや強。黄褐色粘質土をブロック状にごく少量含む。炭化物をごく少量含む。
 28 黒褐色シルト（2.5Y3/2）  粘性・しまり弱。
 29 褐色シルト（10YR4/6）  粘性・しまり普通。
 30 黄褐色粘質土（2.5Y5/3）  粘性・しまり強。
 31 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり強。26層をブロック状に少量含む。
 32 黒褐色粘質土（2.5Y3/1）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状にごく少量含む。炭化物をごく少量含む。
 33 暗灰黄色シルト（2.5Y5/2）  粘性・しまり普通。
 34 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土・暗灰色粘質土をブロック状に含む。
 35 黄褐色粘質土（2.5Y5/3）  粘性・しまり強。褐灰色粘質土をブロック状にやや多く含む。
 36 褐色砂質土（10YR4/6）  粘性・しまりなし。暗灰黄色粘質土をまばらに含む。
 37 黄褐色粘質土（2.5Y5/3）  粘性・しまり強。酸化鉄を多く含む。
 38 黒色粘質土（2.5Y2/1）  粘性・しまり強。
 39 黒色粘質土（10YR2/1）  粘性・しまり強。
 40 にぶい黄色粘質土（2.5Y6/3）  粘性・しまり強。黒褐色粘質土をブロック状に少量含む。

15P515
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土をブロック状にごく少量含む。
 2 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり強。黄褐色粘質土粒子をごく少量含む。
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図 版 55 二反割遺跡　遺構個別図（10）



0 2m（1：40）個別図

15SK31 15SK51

15SK305

（15P306）

15SK384

15SK447

15P560

15SK554

15SK31
 1 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  粘性・しまり普通。
  にぶい黄褐色粘質土を少量含む。
 2 にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）  粘性・しまり普通。
  灰黄褐色粘質土を少量含む。
 3 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性やや強。しまり普通。
  明黄褐色粘質土を少量含む。
 4 黒褐色粘質土（10YR2/2）  粘性普通。しまりやや強。
  黄褐色粘質土を少量含む。
 5 黒褐色粘質土（10YR3/1）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土を少量含む。
 6 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  粘性・しまり普通。
  にぶい黄褐色粘質土を多く含む。

15SK51
 1 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性普通。しまりやや強。

15SK305
 1 黒色シルト（10YR2/1）  粘性・しまり普通。

黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。炭化物
をごく少量含む。

 2 黒褐色シルト（10YR2/2）  粘性・しまり普
通。黄褐色粘質土をブロック状にやや多く含
む。炭化物をごく少量含む。

 3 黒色シルト（7.5Y2/1）  粘性・しまり普通。
 4 褐色シルト（10YR4/4）  粘性・しまり普通。

3層をブロック状に含む。 15SK384
 1 にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）  粘性・しまり普通。

15SK447
 1 暗灰黄色粘質土（2.5Y5/2）  粘性・しまり強。
  黄褐色粘質土を少量含む。

15P560
 1 暗褐色シルト（10YR3/4）  粘性・しまり普通。
  黄褐色粘質土を少量含む。
 2 黒褐色シルト（10YR3/2）  粘性普通。しまり弱。
  黄褐色粘質土をやや多く含む。
 3 灰黄褐色粘質土（10YR4/2）  粘性・しまり強。
  黄褐色粘質土をブロック状に少量含む。
  灰白色粘質土をブロック状にごく少量含む。
 4 黒褐色粘質土（10YR3/2）  粘性・しまり強。
  炭化物をまばらに含む。

15SK554
 1 黒褐色シルト（10YR2/2）  粘性普通。しまり弱。
 2 暗褐色シルト（10YR3/4）  粘性普通。しまり弱。

黒褐色粘質土をブロック状にやや多く含む。
  黄褐色粘質土をブロック状に含む。
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図 版 58
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上越三和道路と堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡の位置

堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡の位置と周辺の地割

1947 年 11 月 4 日米軍撮影（1:50,000）

1946 年 10 月 10 日米軍撮影（1:10,000）

遺跡の位置



堂古遺跡・下割遺跡全景（上空から）

図 版 59 堂古遺跡・下割遺跡　全景



2014 年度調査　堂古遺跡遠景（南東上空から）

2015 年度調査　堂古遺跡・下割遺跡遠景（南東上空から）

図 版 60堂古遺跡・下割遺跡　遠景



堂古遺跡全景（上空から）

図 版 61 堂古遺跡　全景



SB240

SB61

SB1014

SB1018

15SB304

SB1134

SB1100 SB1013

SB73

SB1019
SB170

SB240

SB61

SB1014

SB1018

15SB304

SB1134

SB1100 SB1013

SB73

SB1019
SB170

8・9G・H周辺の遺構（上空から）

掘立柱建物（上空から）

図 版 62堂古遺跡　掘立柱建物　8・9G・H 周辺



16・17LⅥ層　出土状況拡大（南から）16・17LⅥ層　出土状況（北東から）

15・16LⅥ層（15SK96内）　出土状況（北東から）10～ 12G～ J 周辺の遺構（上空から）

SD510　完掘（南東から）

図 版 63 堂古遺跡　SD510　10 〜 12G 〜 J 周辺　Ⅵ層出土状況



SE588　底面付近（北東から）SB1019-P168　遺物（131）出土状況（東から）

SE737　遺物（119）出土状況（西から）

第 8図　基本層序⑧（北西から）第 8図　基本層序⑦（南東から）

第 8図　基本層序⑥（南東から）第 8図　基本層序③（南東から）

15SE222　遺物（124・133）出土状況（北西から）

図 版 64堂古遺跡　基本層序　遺物出土状況



SB73-P71　断面（北から）SB73-P67　断面（南から）

SB73-P66　断面（南から）SB73　完掘（東から）

SB61-P18　断面（北から）SB61-P11　断面（北東から）

SB61-P16　断面（北東から）SB61　完掘（西から）

図 版 65 堂古遺跡　遺構個別写真（1）



SB240-P241　断面（東から）

15SA305-P836　断面（北から）

SB170-P832　断面（南から）SB170-P833　断面（南から）

SB170-P834　断面（南から）

SB240-P230　断面（南西から）

SB240　完掘（北から）

SB170・15SA305　完掘（南から）

図 版 66堂古遺跡　遺構個別写真（2）



SB1018-P114　断面（南東から）SB1014-P693　断面（西から）

SB1014-P711　断面（南から）SB1014-P178　断面（南西から）

SB1014-P119　断面（南東から）SB1014・1018　完掘（北から）

SB1013-P300　断面（南から）SB1013-P985　断面（南東から）

図 版 67 堂古遺跡　遺構個別写真（3）



SB1100-P278　断面（北西から）SB1100-P419　断面（北東から）

SB1019-P305　断面（南から）SB1019-P195　断面（南から）

SB1019-P303　断面（南から）SB1019　完掘（南から）

SB1018-P122　断面（南東から）SB1018-P122　遺物（129）出土状況（南から）

図 版 68堂古遺跡　遺構個別写真（4）



SD653　断面（北から）15SB304-P272　断面 ( 南東から）

15SB304-P415　断面（北東から）15SB304-P756　断面（北から）

15SB304 ほか完掘（南から）15SB295-15P272　断面（北東から）

15SB295　完掘（南西から）SB1134-P291　断面（東から）

図 版 69 堂古遺跡　遺構個別写真（5）



SI465　完掘（東から）SI465　断面 A-A'（東から）

SI238　完掘（北から）SI238　断面（南東から）

SI159　完掘（南から）SI159-P171　断面（北から）

SI159-P173　断面（東から）SI159　断面（南から）

図 版 70堂古遺跡　遺構個別写真（6）



SE80　完掘上部（西から）

SE80　断面上部（西から　断面図とは反対方向）

SE196　断面上部（南から）

SE80　断面下部（東から）

SE33　完掘（西から）SE33　断面（西から）

SI736　完掘（南から）SI736　断面（南西から）

図 版 71 堂古遺跡　遺構個別写真（7）



SE202　完掘（南から）

SE202　断面（南から）

SE237　断面上部（北から）SE205　完掘上部（北東から）

SE205　断面上部（東から）

SE196　完掘上部（南から）

SE237　断面下部（北から） SE237　完掘上部（北から）

図 版 72堂古遺跡　遺構個別写真（8）



SE315　断面下部（北から）

SE313　断面（北西から）

SE249　断面下部（南から）SE249　断面上部（南から）

SE306　断面下部（南東から）

SE315　断面上部（北から）

SE306　断面上部（北西から　断面図とは反対方向）SE249　完掘上部（南から）

図 版 73 堂古遺跡　遺構個別写真（9）



SE388　断面（北西から）

SE380　断面上部（東から）

SE367　断面下部（南西から）

SE380　完掘上部（南から）

SE380　断面下部（東から）

SE367　完掘上部（南西から）

SE367　断面上部（南西から）SE315　完掘上部（南から）

図 版 74堂古遺跡　遺構個別写真（10）



SE412　完掘上部（東から）

SE393　完掘（西から）

SE388　完掘上部（西から）

SE412　断面下部（北から）

SE412　断面上部（南から　断面図とは反対方向）

SE393　断面（西から）SE391　完掘（南から）

SE391　断面（南から）

図 版 75 堂古遺跡　遺構個別写真（11）



SE737　断面上部（北東から）

SE613　完掘上部（東から）SE613　断面下部（東から）

SE588　完掘上部（東から）

SE588　断面上部（東から）

SE737　断面下部（北東から）

SE613　断面上部（東から）

SE588　断面下部（東から）

図 版 76堂古遺跡　遺構個別写真（12）



SE800　完掘（西から）

SE922　断面周囲（北東から）

SE800　断面 B-B'（南から）

SE800　断面 A-A'（西から）

SE999　断面上部（南東から）SE922　完掘上部（北東から）

SE922　断面上部（北東から）

SE737　完掘上部（北東から）

図 版 77 堂古遺跡　遺構個別写真（13）



SE1087　断面上部（南東から）

SE999・15SE99　断面下部（北西から　断面図とは反対方向）

SE999　完掘上部（南東から） 15SE99　完掘上部（南東から）

SE1087　断面下部（南東から）

SE1104　断面上部（南西から）SE1087　完掘上部（南東から）

15SE99　断面上部（南東から）

図 版 78堂古遺跡　遺構個別写真（14）



SE1104　断面下部（南西から）

SE1124　完掘上部（南西から）

SE1124　断面下部（南西から）SE1124　断面上部（南西から）

SE1104　完掘上部（南西から）

15SE3　断面上部（南東から）

15SE3　完掘上部（南東から）15SE3　断面下部（北西から　断面図とは反対方向）

図 版 79 堂古遺跡　遺構個別写真（15）



15SE219　断面上部（南西から）

15SE185　完掘上部（南東から）15SE185　断面下部（南東から）

15SE162　断面下部（南東から）

15SE219　断面下部（南西から）

15SE162　完掘上部（南東から） 15SE185　断面上部（南東から）

15SE162　断面上部（南東から）

図 版 80堂古遺跡　遺構個別写真（16）



15SE222　断面上部（北西から）

15SE222　完掘上部（北西から）

15SE226　断面上部（東から）

15SE226　完掘上部（南東から）

15SE219　完掘上部（南西から）

15SE226　断面下部（東から）

15SE229　断面上部（北西から）

15SE222　断面下部（北西から）

図 版 81 堂古遺跡　遺構個別写真（17）



15SE282　断面上部（東から）

15SE229　完掘上部（北西から）

15SE296　断面上部（南西から）

15SE296　完掘上部（南西から）

15SE282　完掘上部（東から）

15SE296　断面下部（南西から）

15SE282　断面下部（東から）

15SE229　断面下部（北西から）

図 版 82堂古遺跡　遺構個別写真（18）



SD318　遺物（108）出土状況（東から）SD318　断面 A-A'（北西から）

SD209・P210　断面（北から）SD201　断面（南西から）

SD151　断面 B-B'（南から） SD151　断面C-C'（東から）

SD150　完掘（北から）SD150　断面（南東から）

図 版 83 堂古遺跡　遺構個別写真（19）



15SD23　完掘（南西から）15SD23　断面（北東から）

SD510　断面 B-B'（北西から）SD510　断面 A-A'（北西から）

SD318・328・366・462　完掘（上空から）SD462　断面 B-B'（南東から）

SD366　断面C-C'（北から）SD328　断面 A-A'（北西から）

図 版 84堂古遺跡　遺構個別写真（20）



15SD29・15SD299　完掘（西から）15SD299　断面G-G'（北西から）

15SD299　断面H-H'（西から）15SD298　完掘（南東から）

15SD298　断面 E-E'（北西から）15SD298　断面 F-F'（北西から）

15SD29　完掘（北東から）15SD29　断面（北東から）

図 版 85 堂古遺跡　遺構個別写真（21）



ST684　完掘（南から）ST684　出土状況北半アップ（南から）

ST684　出土状況北半（南から）ST684　断面 A-A'（南から）

段丘縁断面（西から）畑作溝　SD91～ 100　完掘（北から）

畑作溝　SD94～ 96　断面（北から）畑作溝　SD91～ 93　断面（北から）

図 版 86堂古遺跡　遺構個別写真（22）



SK167　断面（南から）SK212　完掘（西から）

SK212　断面 B-B'（北東から）SK212　断面 A-A'（南西から）

SK204　完掘（西から）SK204　断面（北から）

SK83　完掘（北から）SK83　断面（北から）

図 版 87 堂古遺跡　遺構個別写真（23）



SK239　完掘（東から）SK239　断面（東から）

SK235　完掘（南から）SK235　断面（南から）

SK234　完掘（東から）SK234　断面（東から）

SK233　完掘（南東から）SK233　断面（南東から）

図 版 88堂古遺跡　遺構個別写真（24）



SK503　完掘（北から）SK503　断面（北から）

SK381　完掘（南東から）SK381　断面（南東から）

SK296　完掘（北東から）SK296　断面（北東から）

SK256　完掘（南西から）SK256　断面（南東から）

図 版 89 堂古遺跡　遺構個別写真（25）



15SK96　断面（北東から）

SK722　完掘（東から）SK722　断面（東から）

SK691　完掘（東から）SK691　断面（東から）

SK622　完掘（東から）SK622　断面（北から）

15SK96　完掘（北東から）

図 版 90堂古遺跡　遺構個別写真（26）



15SK218　断面 B-B'（北東から）

P263　検出状況（北西から） P263　断面（北西から）

15SK264　完掘（南西から）15SK264　断面（南西から）

15SK218　断面 A-A'（東から）

SK264　断面（東から）15SK218　完掘（東から）

図 版 91 堂古遺跡　遺構個別写真（27）



14 ～ 16LⅥ層　遺物取り上け後（北東から）15LⅥ層　出土状況拡大（西から）

16・17LⅥ層　遺物取り上け後（東から）16・17LⅥ層　出土状況（東から）

15SX182　断面（南東から）15SX182　検出（南東から）

P263　完掘（北西から）P263　遺物出土状況（北西から）

図 版 92堂古遺跡　遺構個別写真（28）　Ⅵ層の調査
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図 版 93 堂古遺跡　土器・陶磁器（1）
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図 版 94堂古遺跡　土器・陶磁器（2）
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図 版 95 堂古遺跡　土器・陶磁器（3）
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図 版 96堂古遺跡　土器・陶磁器（4）　土製品　石製品（1）
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図 版 97 堂古遺跡　石製品（2）　木製品（1）
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図 版 98堂古遺跡　木製品（2）　金属製品



第 8図　基本層序②（南東から） 西側調査区南側全景（上空から）

下割遺跡　2015 年度調査区全景（上空から）

SB09-15P16　断面（南東から）SB09　完掘状態（上空から）

図 版 99 下割遺跡　全景　基本層序　掘立柱建物



15SK170　断面（北東から）

15SK252・199　断面 B-B'（北東から）15SK170　断面 A-A'（東から）

15SK170　焼土検出状況（南西から）

15SK170・199・252　完掘（上空から）

図 版 100下割遺跡　遺構個別写真（1）



15SE44　断面下部（南西から）

15SE32　断面下部（南から）

15SE44　完掘上部（南西から）

15SE44　断面上部（南西から）15SE32　完掘上部（南から）

15SE32　断面上部（南から）

SE212　完掘上部（西から）SE212　断面上部（西から）

図 版 101 下割遺跡　遺構個別写真（2）



15SE74　完掘上部（南東から）15SE74　断面上部（南東から）

15SE100　完掘上部（北から）15SE100　断面上部（北から）

15SE82　完掘上部（北西から）15SE82　断面上部（南東から）

15SE81　完掘上部（北西から）15SE81　断面上部（南東から）

図 版 102下割遺跡　遺構個別写真（3）



15SE121　完掘上部（北西から）15SE121　断面上部（北西から）

15SE111　完掘上部（東から）15SE111　断面上部（北東から）

15SE108　完掘上部（東から）15SE108　断面上部（東から）

15SE107　完掘上部（西から）15SE107　断面上部（西から）

図 版 103 下割遺跡　遺構個別写真（4）



15SE214　断面下部（東から）15SE214　断面上部（東から）

15SE193　完掘上部（南から）15SE193　断面上部（南から）

15SE162　完掘上部（東から）15SE162　断面上部（東から）

15SE155　完掘上部（北から）15SE155　断面上部（北西から）

図 版 104下割遺跡　遺構個別写真（5）



SK291　断面（西から） SK291　完掘（北西から）

15SK140　断面（北西から） 15SK140　完掘（南東から）

SD299　断面 E-E'（西から）SD267　断面C-C'（東から）

SD253・15SD94　断面D-D'（東から）15SE291　断面（北東から）

図 版 105 下割遺跡　遺構個別写真（6）



15SK223　完掘（北から）15SK223　断面（南西から）

15SK180　完掘（南西から）15SK180　断面（南西から）

15SK169　完掘（南東から）15SK169　断面（南東から）

15SK163　完掘（北東から）15SK163　断面（北東から）

図 版 106下割遺跡　遺構個別写真（7）



その他　〔1:3〕
1　〔1:4〕

1

6

8

10

11

12

15 17

21

22
20

16

9

7

18

19

14

2 3

5

134

図 版 107 下割遺跡　土器・陶磁器（1）
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図 版 108下割遺跡　土器・陶磁器（2）
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図 版 109 下割遺跡　土器・陶磁器（3）
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図 版 110下割遺跡　石製品　木製品　壁材　戸車



二反割遺跡全景（上空から）

二反割遺跡近景（東から）

図 版 111 二反割遺跡　近景　全景



第 15図　基本層序④（北西から）第 15図　基本層序③（南東から）

15SD1A と延伸する道（南東から）15SX435　検出状況（北から）

10～ 13・I ～ L 周辺（上空から）

図 版 112二反割遺跡　10 〜 13I 〜 L 周辺　15SX435　15SD1A　基本層序



SB124-15P383　断面（北東から）SB124-15P381　断面（北東から）

SB124-15P557　断面（南から）SB124　完掘（上空から）

15SX435　完掘（東から）15SX435　検出状況（写真上が北）

15SX435　断面 B-B'（北東から）15SX435　断面 A-A'（南東から）

図 版 113 二反割遺跡　遺構個別写真（1）



15SB492-15P163　断面（南東から）15SB492-15P181　断面（南東から）

15SB492　完掘（南から）15SB355-15P14　断面（南東から）

15SB354-15P86・87　断面（東から）15SB354-15P39　断面（南東から）

15SB354-15P223　断面（南東から）15SB354・355　完掘（北から）

図 版 114二反割遺跡　遺構個別写真（2）



15SB425-15P96　断面（北から）15SB425　完掘（南東から）

15SB356-15P158　断面（北東から）15SB356-15P139　断面（南東から）

15SB356-15P119　断面（北東から）15SB356-15P170　断面（北東から）

15SB356・492 周辺　完掘（南東から）15SB356　完掘（北西から）

図 版 115 二反割遺跡　遺構個別写真（3）



15SB426-15P49　礫検出状況 2段目（北から）15SB426-15P49　礫検出状況 1段目（北から）

15SB426-15P49　断面（北から）15SB426-15P35　断面（北西から）

15SB426-15P18　断面（北東から）15SB426-15P48　断面（東から）

15SB426-15P67　断面（南から）15SB426　完掘（南から）

図 版 116二反割遺跡　遺構個別写真（4）



15SB562-15P311　断面（南東から）15SB562・564 ～ 566　完掘（上空から）

15SB561-15P372　断面（南から）15SB561-15P346　断面（東から）

15SB561-15P398　断面（南東から）15SB561-15P516　断面（南東から）

15SB561-15P360　断面（北東から）15SB561　完掘（上空から）

図 版 117 二反割遺跡　遺構個別写真（5）



15SB564-15P427　断面（北西から）15SB564-15P472　断面（南東から）

15SB563-15P226　断面（北東から）15SB563-15P216　断面（東から）

15SB563-15P242　断面（南東から）15SB563　完掘（西から）

15SB562-15P270　断面（北東から）15SB562-15P514　断面（東から）

図 版 118二反割遺跡　遺構個別写真（6）



15SB567-15P253　断面（南から）

15SB567-15P491　断面（南東から）

15SB567-15P419　断面（東から）

15SB567　完掘（上空から）

15SB566-15P269　断面（北東から）15SB566-15P294　断面（南東から）

15SB565-15P501　断面（北東から）15SB565-15P271　断面（北東から）

図 版 119 二反割遺跡　遺構個別写真（7）



15SE132　完掘上部（南から）15SE132　断面上部（南東から）

15SE130　完掘上部（南東から）15SE130　断面上部（南東から）

15SE70　完掘上部（南東から）15SE70　断面上部（南東から）

15SE30　完掘（南東から）15SE30　断面（南東から）

図 版 120二反割遺跡　遺構個別写真（8）



15SD1A　完掘（南東から）15SD1A　断面 B-B'（南東から）

15SD1　断面 A-A'（北西から）15SE471　完掘上部（北西から）

15SE471　断面下部（北西から）15SE471　断面上部（北西から）

15SE350　完掘（南東から）15SE350　断面（南東から）

図 版 121 二反割遺跡　遺構個別写真（9）



15SD371　完掘（南東から）15SD371　断面（南東から）

15SD325　完掘（南西から）15SD325　断面（北東から）

15SD325・371・15SK474　断面（南東から）15SD176　完掘（南西から）

15SD176　断面 B-B'（北西から）15SD176　断面 A-A'（南西から）

図 版 122二反割遺跡　遺構個別写真（10）



15SK384　完掘（北から）15SK384　断面（北から）

15SK305　完掘（南西から）15SK305　断面（南西から）

15SK51　完掘（南東から）15SK51　断面（南東から）

15SK31　完掘（南東から）15SK31　断面（南東から）

図 版 123 二反割遺跡　遺構個別写真（11）



清掃風景15P84　遺物（17）　出土状況（南から）

15P560　完掘（東から）15P560　断面（東から）

15SK554　完掘（東から）15SK554　断面（東から）

15SK447　完掘（北東から）15SK447　断面（北東から）

図 版 124二反割遺跡　遺構個別写真（12）ほか
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図 版 125 二反割遺跡　遺物
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

堂 古 遺 跡 散布地
集落跡

古墳時代前期
古代
中世

掘立柱建物12棟、竪穴状遺構8基、
井戸93基、溝27条、畑作溝12条、
焼土土坑1基、土坑72基

土師器、須恵器、円筒形土製品、
土師質土器、珠洲焼、青磁、
白磁、硯、石鉢、漆器、鎌、
小刀

中世集落が2時期変
遷。井戸が多い。

下 割 遺 跡 集落跡 中世〜近世 掘立柱建物1棟、井戸21基、溝11
条、土坑23基、ピット260基

珠洲焼、青磁、近世陶磁器、硯、
砥石、下駄

近世の火事始末を
確認。

二反割遺跡 散布地
集落跡

古代
中世

掘立柱建物14棟、井戸6基、
溝15条、畑作溝16条、土坑13基、
ピット402基、性格不明遺構2基

土師器、須恵器、円筒形土製品、
珠洲焼、石造物、漆器片、下駄

12世紀中心の集落。
2011年度に調査し
た集落の延伸部分。

要　　　約 堂 古 遺 跡 　飯田川左岸の自然堤防上に立地する中世（13世紀〜 15世紀）の集落遺跡で、標高は13.3 〜
14.5mである。遺跡南西側に位置する堀を境に、東側には多くの掘立柱建物や井戸、土坑などが
位置する。堀の西側にも建物や井戸が位置するが、その数は東側に比べて少ない。堀には2時期の
変遷があり、建物などにも重複が見られることから、堀の変遷に合わせ、集落内の配置も変更され
たことが想定できる。また井戸が多いことも特徴的である。
　古墳時代の調査では遺物は出土したが、遺構は確認できていない。出土した土師器は摩耗してお
り、傾斜地に流れ込んだような出土状況である。古代の調査でも土器が出土したが、遺構は確認で
きなかった。土器の遺存率が高く、周辺に古代の遺跡が所在すると考えられる。
　遺物は古墳時代の土師器、古代の土師器、須恵器、円筒形土製品などのほか、中世の土師質土器、
珠洲焼、青磁、白磁、硯、石鉢、漆器、鎌、小刀などが出土した。

下 割 遺 跡 　飯田川左岸の自然堤防上に立地する中世〜近世の集落遺跡で、堂古遺跡に隣接する。標高は
13.5 〜 14mで、遺構は掘立柱建物、井戸、溝、土坑、ピットを検出した。2010・2011年度に
調査した集落域の周辺部に当たるが、時期が判明する遺構が少なく、集落の様相は明確ではない。
火事始末をした近世の土坑からは陶磁器などが出土した。遺物は古代の土師器、須恵器、中世の珠
洲焼、青磁、近世の陶磁器などが出土した。このうち、近世陶磁器の出土量がもっとも多い。

二反割遺跡 　飯田川右岸の自然堤防上に立地する中世の集落遺跡（12世紀中心）で、標高は13.9 〜 14.8m
である。2011年度に調査した中世集落の延長部分を検出した。遺構は掘立柱建物、井戸、溝、土坑、
ピット、性格不明遺構などがある。掘立柱建物は14棟確認でき、四面廂建物、片廂建物、総柱建
物が各1棟で、そのほかは側柱建物である。2011年度調査分も含め、建物同士の柱筋がそろうな
ど計画的に配置された可能性が高い。井戸出土の木製品の年代を測定した結果、11世紀中葉〜 13
世紀初頭の年代が得られ、2011年度の調査成果とも整合する。
　古代の遺構は性格不明遺構1基を検出した。近年の畑作などの影響もあり、遺存状況はあまりよ
くないが、土師器甕4個体が土坑内に据えられたような状態で出土した。掘立柱建物の内部に位置
するが、建物には伴うとは考えにくい。周辺に古代の遺構が位置していた可能性も残る。
　遺物は古代の土師器や須恵器、中世の珠洲焼、石造物、木製品などが出土したが、出土量はかな
り少ない。特に土器は摩耗した小破片が多く、時期を特定できるものは少ない。
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